上 内 e 満載 ! OO 


テ ジ タ ルカ メラ 


特集 1] に 。 
美しき 日 本 の 桜 を 撮る た め の テ クニ ッ ク & 提 影 地 ガイ ド 


い げ ん 


キャ ノン EDS M6 
富 フ ィ ル ム X100F 
キヤ ノン P0werShot B9X Mark IL フィ ルム 並み に スリ ム に な っ た M 弄 最新 モデ ル 
タム ロン 10-24mm F/3.5-4.5 TVE HLD 


タム ロン SP 70-200mm 2.8 Di VE USD 62 2 EN/ 10 se「 
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5 の に や M5 の 最新 を 大 口径 望 癌 ズーム 
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ライ カ M10 る E0S M6 SP 70-200mm 28 
人 Di VC USD 2 ws- 
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第 9 回 猫 カ フェ MONTA 小川 晃 代 & 温 沢 李 介 
美しき 東西 の 風景 を 撮る 日 本 の 絶景 
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カメ ラ 名 / レ ンズ 名 焦点 距離 (35mm 判 換算 ) 
シャ ッ タ ー 速 度 、 露出 補正 ) 


赴 出 モー ド ( 絞 り 、 


1SO 感 度 プ だ ホワ イト バラ ンス ノ 記 録 モ ー ド 。 提 影 地 


※ 本 誌 で の 実勢 価格 は 、2017 年 2 月 上 
旬 に すべ て 編集 部 で 独自 調査 し た も の で 
す 。 標準 価格 、 実 勢 価格 、 定 価 な ど 価格 
表記 に つい て は 特に 断り の な い 限 り 、 すべ 
て 税込 の 価格 に な っ て いま す 。 @5 や な ど 
商標 は 省 路 し て いま す 。 
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星 降る 夜 の 千年 桜 


木村 球磨 (きむ 5 た くま お) 


1984 年 生ま れ 。 地元 岡山 の 景色 を 被写体 に し た 作品 制作 
が ライ フワ ー ク 。 主 に オリ ン パ ス の カメ ラ を 使用 し て いる 


オリ ン パ ス PEN-F - M.ZUIKO DIGITAL ED 

8mm F1.8 Fisheye PRO 8mm(16mm 相 当 ) 

マニ ュ アル 引出 (F1.8、 95 秒 ) 。 ISO 1600 

WB : 3.600K 。 醍醐 桜 (岡山 県 ) 

岡山 県 の 真庭 市 に ある 樹齢 千年 と も 言わ れる 醍醐 桜 。 夜 
10 時 に も な る と ライ ト ア ッ プ も 終わ り 空 に は 満天 の 星空 が 広 
が る 。 長 時 間 計 
エッ ト が 浮き 彫り に な る 。 まさ に 自然 の ライ ト アッ プ だ 。 オリ ン 
パス の F1.8 の フィ ッシュ アイ レン ズ を 使い 醍醐 桜 と 満 天 の 星 
空 を 1 枚 に 収め た 。 星 が 流れ すぎ な いよ うに 高 感度 と F1.8 
の 絞り を 組み 合わ せ て 撮影 し て いる 。 


評 井 智弘 の 隠れ た 銘 品 

カメ ラグ ッ ズ 発掘 調査 リボー ト 

第 9 回 寒さ に 負け な い カ メラ グッ ス 編 第 2 弾 
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第 7 回 温泉 ザル を 見 に 行く めき びゅ 
江戸 ゆる り 坂 道 散歩 

第 21 回 虎ノ門 : 麻 布 台 ( 港 区 ) 山野 勝 、 郡 川下 次 
カメ ラ お じ さ ん を た ず ね て 三 千 枚 

第 9 回 飛行 機 お じ さん 大 村 祐 里子 

フォ トコ ン テ ス ト 

3 月 号 選 考 

デジ タル フォ ト 部 門 半 才 * ハ ー ビ ー・ 山 ロ 
組 写真 部 門 半 者 小村 和 量 

フォ トコ ン テ ス ト 応 募 要項 


年 間 ポ イン ト 結 果 & 投 稿 の 注意 事項 
共 部 門 の 応募 の 手順 は [GANREF」 (http://ganrefjp/) 
に 移動 し まし た 。 
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185 
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190 
208 
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集まれ ! DC 写真 部 186 写真 展 最新 情報 
読者 ブ プレ ゼン ト 192 奥付 
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生計 肝 


プー 
pesenieg by Nikon D500 m、 
ThewingsefICO「US 「 
wnes( 北海 道東 部 ーー ce 


。 中 野 耕 志 
ee 


ニコ ン D500" AFS NIKKOR 500mm 
f/4E FL ED VR 500mm (750mm 相 当 ) 
マニ ュ アル 吉 出 (F4.8、 1 74.000 秒 ) 2 

ISO 400/ WB : 晴天 

獲物 の 魚 を めがけ て 水面 スレ スレ に 飛ぶ オ 
オ ワ シ 。 両脚 を 前 方 に 突き 出し 。 今 ま さ に 
つか み 取 ろう と する 間 だ 。 妥 開 長 2m は 
あろ うか と いう 大 型 の ワシ な の で 動き は 読み 
や すい が 、 そ れ で も 一 肢 の 出来 事 。D500' 
で あれ ば 、 こ ん な 決定 的 瞬間 が 10 コ マ / 秒 
で 量産 で きる 


ニコ ン D500 AF-S NIKKOR 500mm f/4E FL ED VR 500mm (750mm 相 当 ) 

マニ ュ アル 電 出 (F4、 1/4.000 秒 ) ISO 400 WB: 晴 天 

真 を 巧み に 使っ て 反転 する オオ ワシ 。 夏 の 上 面 が 良く 見 える 理想 的 な 想 の 形 に 写っ た 。 育 
景 や 光線 状態 を よく 観察 し 、 ど の コー ス を 通っ た と き に シャ ッ ター を 切る か を あら か じ め 決 め て 
お く と 狙い 通り の 絵 に し や すい 


ニコ ン D500. AF-S NIKKOR 500mm 
f/4E FL ED VR+TC-14E 自 。 


700mm (1.050mm 相 当 ) ニュ 

マニ ュ アル 辻 出 (F5.6、 1/1.500) ED VR 

18O 200/ WB: 柄 天 500mm (750mm 相 当 ) 
漁港 で 見 つけ た シノ リガ モ 。 濃 組 に 赤 マニ ュ アル 吉 出 (F4.8、 1/2.000) 
茶色 の 特徴 的 な 体 色 が 美しい 。 ピク チ 40D 200 の WE 天 

ャ ー コ ント ロー ル を 「 風 暴 」 に し て 、 コン ト 雪原 に 着陸 する タン チョ ウ 。 鳥 は 風 上 に 向い て 難 
ラス ト を 「 一 2] に し て 、 ア クティ ブ D- ラ イ 着陸 する の で 、 で きる だ け 風 向き の 良い タイ ミン グ 
ティ ング を 「 強 め (日 )」 に 設定 する こと を 選ん で 撮影 し た い . た 他 個体 が 写り 込ま な い 
で 、 繊細 な トー ン を 表現 し た よう スッ キリ と し た 背景 に な る 場所 に 降り て くる 個 


体 を 待つ と 良い 


W 
チル ト 液 晶 と タッ チ AF& タ ッ チ シャ ッ タ ー で ロー アン グル 撮影 も 簡単 


地面 や 水面 に いる 野鳥 を 撮 |」 ャ ッ タ ー を 切る タッ チ シ ャ ッ タ 
る 場合 、 で きる だ け 地 面 や 水面 | 一 に も 対応 し て いる の で 、 左 手 
に カメ ラボ ジ シ ョ ン を 下げ て [ 鳥 | で カメ ラ を 保持 し つつ 右手 で タ 
目線 ] を 得る こと で より 魅力 的 | ッ チ AF& タ ッ チ シャ ッ タ ー と 
な 作品 に で きる 。D500 に 採 ! いう 使い 方 も で きる 。 

用 され た チル ト 式 の 背面 液晶 パ 

ネル を 上 に 上 げ て ライ ブ ビ ュー 
撮影 すれ ば 、 簡 単に ロー ポジ シ 
ョ ン を 得 ら れる の で 便利 だ 。 こ 
の 液晶 は タッ チ パネ ル を 採用 し 
て お り 、AF を 合わ せ た い と ご 
ろ に タッ チ す る タッ チ AF や シ 


撮影 者 が 立っ た 状態 で 撮影 し た オオ ハク チョ ウ 。 カ メ カメ ラボ ポジション を 水面 近く まで 下げ て 鳥 の 目線 を 得 


ラボ ポジ ショ ン は 地上 約 1.5m な の で 、 鳥 を 見 下ろ し た 倍 た 。 D500 の 背面 液晶 を 上 向き に チル ト さ せ 、 楽 な 姿 
工 気 味 の アン グル に な る 勢 で ロ ショ ン を 得 た 


020 デジ タル カメ ラマ ガ ジ ン 3-2017 


) > -15C の 極寒 の 地 で オオ ワシ と 向き 合う 


の 北海 道東 部 。 最 低 気温 が ー 15C を 下 

回 る 日 6 あれ ば 、 立 っ て いら れ な い ほ ど 
の 強風 が 吹き 荒れ る 日 6 ある 。 撮 影 者 に も カ 
メラ に る 厳し い 環境 だ が 、 そ の 大 し き ゆ ぇ に 美 
し い 自 然 を 目の当たり に で きる の も また 事 
流水 の 便り が 聞こ える 頃 に な る と 、 オ オ ワ シ と 
オジ ロワ シ が 知床 半島 に 集まっ て くる 。 オ ジロ 
ワシ は 北半球 で 広く 繁殖 し 日 本 で も 少数 が 繁 
殖 す る が 、 オ オ ワ シ は 極東 ロシア の み で 繁殖 す 
る 世界 的 に る 希少 な 』 魚 食性 の ワシ で 、 
水面 付近 の 魚 を 鋭い 脚 で つか み 取る と いう ダ 
イナ ミッ ク な 狩り を する 。 こ の シー ン は カメ ラ 


の AF 性 能 を 評価 する うえ で る 最適 で 、 ワ シ を 
ファ イン ダー に 提 え て か ら の AF 合 焦 速 度 と 、 
連 写 中 の AF 合 焦 連 続 体 な ど が 決め 手 と な る 。 
D500 は D5 と 共通 の AF モジ ュー ル を 採用 し 
て いる だ け あ っ て 、AF 性 能 は 間違い な く 最強 。 
広域 & 高 密度 の 153 点 AF シス テム の お か げ で 、 
被写体 が 画面 の * て も AF 撮影 で きる 。 
今回 の D500 の 設定 値 は 次 の 通り だ 。AF モ ー 
ド は AF-C で グル ー プ エリ ア AF、 露 出 モ ー ド 
は マニ ュ ア ル で 絞り は F4 一 56 程 度 、 シ ャ ッ タ 
ー 速 度 を 1/4.000 秒 に モッ ト し た 。 あ と は ファ 
イン ダー に 捉え て 連 写 する だ け で 、10 コ マ / 秒 


で スー パー ショ ッ ト が 量 産 さ れる 。 近 年 は ミラ 
ー レ ス の 性 能 進化 も 著しい が 、 や は り 野島 の 飛 
翔 撮影 で は 、 全体 追 
従 の し や すさ と AF 性 能 の 2 
の よう な ハイ エン ドー 眼 の 優 1 


DCATION * 北海 道東 部 (ほっ か い どう と うぶ ) 
冬 の 北海 道東 部 に は いく つも の 野島 撮影 適地 が 
ある 。 中 昨 の オオ ワシ ・ オ ジロ ワシ 、 鶴居 の タン チョ 
ウ 、 屈 斜路 湖 の オオ ハク チョ ウ な ど は 人 気 の 撮 影 
地 だ 。 そ の ほか 野付 半島 や 根室 半島 で は ユキ ホ 
オジ ロ や ツメ ナガ ホオ ジロ な ども 期待 で きる し 、 海 
ガ モ 類 を 探し な が ら の 漁港 巡り も 楽し い 


協力 : 株 式 会 社 ニ コン イメ ー ジ ング ジャ パン 


TheWings Of 


021 


XF16-55mmF2.8 R LM WR 18.7mm(28mn 
絞り 優先 AE(F13、 1/1.700 秒 、 一 1.0EV 


冬 の 朝 、 ビ ピン と 張り つめ た 空気 と 柔らか い 光 . 
レー ジ 測 光 を 使っ て 、 


テー 


モノ クロ フィ ルム を 使っ て いた ころ は 、 


当たり 前 の よう に イエ ロー(Ye) フィ ル 
ター を 使っ て いた 。 全 体 的 な コン トラ ス 
ト が 少し 上 が り 、 特 に 雲 や 木々 の 描写 
が 豊か に な っ た か ら だ 。X- 
「ACROS」「 モ ノ ク ロ 」 と も に Ye フィ ル 
ター が 用 意 る きれ て いる 。 Ye フィ ルター 
の 被写体 は 人 物 よ り も 風景 や スム ナッ プ の 
方 が 向い て いる 。「ACROS+ Ye フィ ル 
ター」 を 使っ て 撮影 する だ け で も 十分 効 
果 は ある が 、 さ きら に ハイ ライ トト ー ン と 
シャ ドウ トー ン 機 能 を 使う こと で 、 よ り 
好み の 写真 を 作る こと が で きる 。 こ の 2 
つ は 、 明 る さき を 調 節 す る る の で は な く 、 
コン トラ スト を 調節 する も の で 、 胃 部 や 


= メリ ハリ を つけ た いと き に 使う 


ISO 200 


自 飛 び を し な いよ うに し た 
「ACROS」 を 選び 、 滑ら か な 階 調 の 表現 に こだわ っ た 


WB : 晴 れ 
湿度 の ある 質感 を 表現 する た め に 


FUJiLM 


xrs 人 


IACROS+Ye フ ィ ル ター 
ハイ ライ ト +4 プ シャ ドウ +1 


さら に フィ ルム シミ ュ レ ーション の 


FUJIFILM 


XF16-55mn 
絞り 優先 AE 


8RLMWR 
、1/200 秒 


アベ 
た イエ ロー フィ ルター. 
の 距離 感 を 表現 し た 


FILES 


24mm(37mm 相 当 


2.0EV 


ー 生 2 


XF16-55mm 
F2.8 RLMWR 


27mm(41mm 相 当 


階 調 豊か な ACROS 
の まま で も 良い が 湿 

た アス ファ ルト の 質感 
を 強調 する た め に Ye 
フィ ルター を 使っ て 少 
し コン トラ スト を つけ た 


Ye フィ ルター を 使っ 
た 方 が コン トラ スト は 
高まり 、 


を 硬く し た 


ISO 400 WB : 晴れ 


建物 か ら せ り 出し た 小さ な 空中 庭園 。 フィ ルム 撮影 の ころ に 当たり 前 の よう に 付け て い 
「ACROS 十 Ye フィ ルター」 で 適度 な コン トラ スト を つけ て . 


m 景 と 


ーー 二 ペ ーー 
【 モノ クロ 】 


北 義昭 


ハイ ライ ト と シャ ドウ 
調整 は 露出 に 注意 


ハイ ライ トト ー ン と シャ ドウ トー 
ン で 気 を 付け る こと は 、 効果 を 
適用 する 前 の 露出 で 白 飛び 
黒 つぶ れ を 作ら な いこ と だ 。 ご 
の 機能 は 白 と 黒 の 濃度 を コン 
トロ ー ル する 機能 で は な い の 
で 、 色情 報 が な いと 効果 の 意 
味 が な い 


WB 


晴れ 


パキッ と し た 


表現 に な る 。 ハイ ライ 強い 光 が 当たっ て 白 飛び し て 
トト ー ン と シャ ドウ トー し まう と 、 ハ イラ イト トー ン も 効 
ン を プラ ス に し て 調子 果 が な い 

ょ に 


ミ -T2 に は 画像 に 粒状 性 を も た せる こ 


3 * 表 現 が 可能 に な る 
グレ イ ト 機 能 が ある 。 デ ィ 
スプ レ Ko デリ バジ ンド す 

と で り を 表現 する こ 
と が で き 、 ゼ ラチ ン シ ル バー プリ ント の 


XF16-55mm 
F2.8RLMWR 
16mm 
24mm 相 当 


WB : 晴れ 


グレ イン ・ エ フェ クト で 


フィ ルム 風 の テ イス ト ( 


NNNN ぶ ドド 


よう な 作品 を 作る こと が で きる 。 イ メー 


ジ と し て 粒状 感 を 表現 し た いと き は どん 
本体 で 6 


央 な い が 、 来 材 虹 や 


グレ イン ・ エ フェ クト を 使わ な いと き は 、 コン トラ ス 
ト の ある 普通 の 写真 だ 。 グレ イン ・ エ フェ クト を 使 
うと 、 全体 に 粒状 感 が 広がり 、 コン トラ スト は 抑 
え 気味 に な る 


グレ イン ・ エ フェ クト 
は 強 と 弱 が ある 
「ACROS」 で は す 
で に 鐘 状 性 が 組 
み 込 まれ て いる の 
で 「 モ ノ ク ロ 」 の 方 
が 向い て いる 


XF16-55mmF2.8 R LM WR 
37.6mm(57mm 相 当 
紋 り 優先 AE(F8、 17450 秒 
0.3EV) 。 ISO 400 。 WB: 晴 れ 
日 常 の 中 で 光 と 影 が 見 せ て く 
れる 絵画 の 光 を その ま 
ま 表 現す る た 「 モノ クロ 」 
に 設定 し て ナチ ュ ラル で 滑ら か 
な グラ デー ショ ン を 再現 し た 


XF16-55mmF2.8 R LM WR 
29mm(49mm 相 当 

絞り 優先 AE(F11、 1800 秒 

土 0EV) - ISO 400- WB : 晴れ 
青空 に 映え る 雲 を 表現 する た 
め 、「 モ ノ ク ロ +Ye フ ィ ル ター] 
で 濃厚 な 青空 を 再現 し た 。 少 
し 質感 を 向上 させ る た め に グレ 
イン ・ エ フェ クト を 弦 に 設定 し た 


効果 の か け す ぎ に は 注意 する 


グレ イン ・ エ フェ クト を 強 で か ける と 荒れ が 
表現 で きる が 、 質 感 の 向上 が 目的 な ら 必 
要 最 小 限 に 抑え て お いた 方 が 良い 。 や り 
すぎ る と フラ ッ ト に な り 立 体感 が 失わ れ て 


ノイ ズ で 階 調 が な 
く な り 、 の っ ぺり と 
し た 感じ な っ て し ま 
っ た 


し まい 、 別 の 印象 の 写真 に な る 


日 中 で も 電子 シャ ッ ター を 使っ て SS 


戸 + 東 > ター を 切る AF 0 
ロロ] の と 3 の WV ルレ 4 0 ウン 5O 400/ WB 晴れ 


一 音 が し な いた め 、 


XF16-55mmF2.8 R LM WR 


晴天 時 に 開放 で 撮影 し た い 場合 に 使 ッ スト リー トス ナ 


う の が 最速 1/32.000 秒 まで 設定 で きる て \ 撮 影 な ど 音 や 気配 を 消し な 

電子 シャ ッ タ ー だ 。 今 まで 、 が ら 撮 影 を し な いと いけ な い 場合 に は 最 
た 日 中 で の 開放 絞り の 撮影 適 だ 。 振動 が 少な いた め 、 ぶ れ に くい と 
る よう に な る 。 他 に も シャ いう 利 る 


XF35mmF2 
RWR -35mm 
(53mm 相 当 
絞り 優先 AE(F7.1 
1730.000 秒 、 
ー0.3EVI 

ISO 400 

WB : 晴れ 


逆光 で スス キ が 強 


XF23mmF2 R WR 23mm(35mm 相 当 ) 絞り 優先 AE 
F2、 1/23,000 秒 、 土 0EV) ISO 200” WB : 晴れ 


強風 の 中 スス キ 中 に 開放 絞 『 
の 一 瞬 の 動き を 写せ た 。 いつ も な ら 霊 出 オー バ ャ ッ タ 
し 止め た ー の お 陰 で 高 


スナ ッ プ の 味方 、 電子 シャ ッ タ ー の メリ ッ ト 
1/32.000 秒 の シャ ッ ター が 切れ る と いう こと は 、 絞り の 選 
択 の 幅 も 広がる 。 例 えば 日 中 で も 開放 絞り で 高速 シャ ッ タ 
ー を 使っ た ボケ と 被写体 を 止め る 表現 が で きる 


シャ ドウ トー ン を +3 に 設定 し て 、 影 の 
強 さ 強調 し た 。 さら に 、 グ レイ ン ・ エ フ 
ェクト の 弱 で アス ファ ルト の 質感 を 表 
E 


て ミア 広角 レン ズ を 使っ て | SNSNRRRNN ミ ミド ドド ドド ドド 
有 ーー 2 こ や 還 . 融 | 
ダ ツ 自分 6 一 緒 に 消 っ て 撮る ロタ 


高速 シャ ッ ター が 使え 
る 電子 シャ ッ タ ー だ が 、 
動い て いる 被写体 を ご メカ ニカ ル シ ャ ッ タ ー 
撮る と ゆがん で 写る こ 
と が ある 。 そ うい うと き 
は メカ ニカ ル シ ャ ッ タ ー 


自分 も る 一緒 に 滑っ て 撮る 追い 撮り 撮影 は 、 
視界 を 邪魔 し な いよ うに カメ ラ は 腰 の 高き に 
し て 、 フ ァ イ ン ダー や 背面 ディ スプ レイ を 見 
ず に 撮影 を 行う 。 被写体 と の 距離 は だ いた 


い 2m ほ ど で 、16mm 相 当 く らい の 広角 レン に 設定 し よう 
ゃ 1 1 コ ど 」 
ズ で 撮る 。 自 分 も 滑っ て いる の で 、 プ レ 埋 減 
の た め に シャ ッ タ ー 速 度 は 1/4.000 秒 以上 は 人 が た くさ ん いる 場 
能代 し た い 。 撮影 タイ ミン グ は 少な い の で 縮 こ いた 
ワー・ プ ー ス ター・ グ リッ プ を 付け て テー や / も 水平 も ずれ て し ま 
『ーー うこ ヽ 
BOOST モ ー ド に し て カメ ラ の パフ ォ ー マ ン XF10-24mmF4 R OIS 10mm(15mm 相 当 ) マニ ュ ア ル 修 出 合い 1 は 04 用 
ス を 上 げ て お け ば 、 過酷 な 環境 下 で も シャ ッ 0 トー 1 
リン レン ズ の 中 心 で 徹 写 体 を 捉え る よう に する 。 広角 レ ンズ な ら 補 が 撮り に くい 


ター チャ ンス を 逃さ な い 写 体 が 多少 真ん中 か ら 外れ て も 、 画面 内 に 収まっ て くれ る 


ーー ーー 
【 スノー ボー ド 】 


FUJIFILM ー』 ノ 


(① *F14-55mmF2.8 R LM WR ②⑫ *Fi024mmF4 R OS ③ *F'6.55mmF2.8 RLMWR マッ 記 5 
17.6mm(27mm 相 当 ) 10mm(15mm 相 当 ) 16mm(24mm 相 当 ) 9 
マニ ュ ア ル 吉 出 (F5、 1/2.000 秒 ) マニ ュ ア ル 霊 出 (FS、 1/1.600 秒 ) マニ ュ ア ル 散 出 (F8、 1/500 秒 ) に 人 
ISO 400- WB: オ ー ト ISO 2500・ WB: オ ー ト ISO 200 WB: オ ー ト OR だ 
雲 が 去り 始め 、 日 が 差し 込ん で 液晶 モニ ター を チル ト さ せ て 、 AF-C の ゾー ン で 待つ 。 優秀 な 
くる 。 その 光景 を 背景 に 斜面 を 地面 に 近い 低位 置か ら 撮 影 。 AF 性 能 の お か げ で ライ ダー が 
滑り 下り る 。 AF 設定 を AF-C モ ダー が ギリ ギリ 入る 見 えた 瞬間 に シャ ッ タ ー ボ タン 
ー ド に し て 追い か けた 構図 で 迫力 を 出し た を 押す だ け で 撮る こと が で きる 


024 デジ タル カメ ラマ ガ ジ ン 


 : 


被写体 の 動き に 合わ せ て | SSNRRNNN き 0「 ョ 


動き が 速く 、 突 然 現れ る スノー ボー ド 撮 影 
は 、 披 写 体 が 見 えて か ら ピ ント を 合わ せ て い 
た ら 間 に 合わ な い 。AF-C の 半 押 し 状態 で 
待っ て いれ ば 、 被写体 が 現れ た ら カ メラ が ピ 
ント を 合わ せ て くれ る 。 被 写 体 の 動き に よっ 
て AF フレ ー ム を 変え る と さら に AF の 精度 
が 高まる 。 被 写 体 の 動き が 中 央 な ど 左 右 の 
移動 幅 が 余り 大 きく な いと き は ゾー ン に 設定 
する 。 画面 端 か ら 被写体 が 入っ て くる と き は 
ワイ ド / ト ラッ キン グ に する 。 ワ イド / ト ラッ 
キン グ は 便利 だ が 、 雪 で コン トラ スト が な く 
な る と AF が 迷う こと が ある 。 そ うい うと き 
は ゾー ン に し て カメ ラ を 振 ろ う 。 


XF100-400mm 
F4.5-5.6 R LM OIS WR 
115mm(175mm 相 当 ) 

マニ ュ アル 吉 出 (F5.6、 1/2,000 秒 ) 
ISO 1000-WB: オ ー ト 

スノー ボー ド は 見 せ 場 が 一 瞬 し か 
な い 。 AF-C 二 ゾー ン + 連 写 モー 
ド で 常に 画 角 の 真ん中 に 被写体 
が 来る よう に し て 決定 的 瞬間 を 
狙っ て いこ う 


XF16-55mmF2.8 R LM WR 
55mm(84mm 相 当 ) 

マニ ュ アル 起 出 (F8、 1/500 秒 ) 

ISO 200- WB: オ ー ト 

画面 の 端 に 被写体 が ある と き 
は 、AF-C 二 ワイ ド / ト ラッ キン グ 
で 狙う 。 雪 の 撮影 で は 被写体 の 
色 に も よる が 広範 囲 で フォ ー カ ス 
が 合う の で 、 被 写 体 が 真ん中 に 
来る 前 に フォ ー カ ス が 端 に 寄り 
過ぎ て し まう こと が ある 


ミア 防 放 * 防 滴 ボ ディ を 生か し て 


AF フレ ー ム を 変え る 


回 ュ 
ゾー ン 設 定時 に は 
SET 2 に 設定 する 


ゾー ン AF で 中 央 に 被写体 
を 捉え る 場合 に は 、AF-C カ 
スタ ム 設 定 を 「SET 2] に し 
て お こう 。 障害 物 に フォ ー カ 引 
ス が 迷う こと が な く 、 被写体 ビ 
を 捉え 続け て くれ る 。 ゾー ン 写 
の エリ アサ イズ も 変更 可能 
で 、 5X5 が バラ ンス が 良い 


(⑦ *F16.55mmF2.8 R LM WR 


16mm(24mm 相 当 ) 

マニ ュ ア ル 修 出 (F5.6、 1/2.500 秒 ) 
ISO 400- WB : オ ー ト 

逆光 で パウ ダー が 残っ て いる ポイ 
ント を 探す 。 スプ レー が 上 が っ た 
と き に 太陽 の 光 が 当 た っ て スプ 
レー が 輝く 写真 が 撮れ る 。 太 陽 
を 直接 見 る と 危険 な の で 液晶 モ 
ニタ ー で 確認 し な が ら 撮 影 する 


XF16-55mmF2.8 R LM WR 

19.4mm(30mm 相 当 ) 

マニ ュ アル 赴 出 (F5.6、 1/2.000 秒 ) 

ISO 400- WB : オ ー ト 

山 の 形 に な っ て いる 地形 を ジャ ン 
台 に 見 立て 飛び 出し て くる ライ 

ダー。 いつ 飛び 出し て くる か 分 か 

ら な い 状 況 で も 、AF-C モ ー ド * 半 

押し 状態 で 待っ て いれ ば 安心 し 

て 撮影 で きる 


NRN ドド ドド ドド 


雪 に 寝転がっ て 迫力 を 出す 「 下 が 了 放っ て も 、 か か っ て も ] 


安心 の 防塵 * 防 滴 構 造 
マグ ネ シ ウム 合金 を 使用 し た 
防塵 * 防 滴 の X-T2。 今回 の よ 
うに スプ レー を か けら れる よう 
な 撮影 に も 平気 で 耐え て くれ 
る 。 さら に 一 10C の 面 低温 性 
能 も 備え て いる の で 過酷 な 雪 
ー 山 で も 安心 し て 使用 で きる 


ー“ oc 2 ょ ュ 


に アイ レベ ル で 撮 
影 。 寝 転がっ て い 
wa 1 3 千 守る と き と 遣い 上 半 


XF16-55mmF2.8 R LM WR - 16mm(24mm 相 当 ) 


ター ン 時 に 出る スプ レー を うま く 生 か すこ 
マニ ュ ア ル 赴 出 (F5.6、 1/2.500 秒 ) 


人 迫力 を 出す こと が で きる 。 レ ンズ ISO 320- WB : オ ー ト 

は な る べく 広角 レン ズ を 選ぶ 。24mm くら い 雪 面 に 寝 転 が り ライ ダー が 目 の 前 に 来る の を じっと 待つ 。 背 和 
_ 6 6 の 死角 か ら 急 に 現れ る の で 恐怖 と 緊張 が 入り 混じる 

が 背景 と の パラ ンス が 良い 。 ス プレ ー が 上 が eee2v ニ 

面 を 見 つけ て 寝 転 び 、5m 先 の ボ 

イン ト に ター ン の 山 が 来る よう に 消 っ て も ら 

う 。 タ ー ン 時 に 出る スプ レー が 自分 自身 に 向 

か っ て 降り か か り 、 大 粒 の 雪 の 塊 も る 写 すこ 

と が で きる 。 当 然 、X-T26 雪 まみ れ に な る が 、 


5 内 身 が 動か せる の で 
防 謙 * 防 滴 な の で 安心 だ 。 レ ンズ も WR で 臣 20 安心 感 が 違う 。 し か 
みた い 。 ゲ レン デ で 行う 場合 は 他 の 靖 走 者 = ae ーー 


の 邪 麻 に ならない よう に 注意 し て 撮影 し よう 。 | ン 


注目 の 中 判 カメ ラ を 
自然 風景 4 人物 で 実 窟 


FUJIFILM 


ーー 議 還 すこ - 
ーー FUJIFILM 


自然 風 太 区 原 史 郎 


中 判 の 解像力 と 色 再 現 力 は 
風景 の 深淵 まで 提 え られ る 
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GF32-64mmF4 R LM WR /32mm 
(25mm 相 当 ) 絞り 優先 AE(F16、 179 秒 、 
0EV) ISO 100/ WB : 晴れ 


中 判 フォ ー マ ッ ト セ ン サ ー か ら 生 まれ る 
5.000 万 画素 超 の 解像力 は 、 従来 ま 
の 概念 を 変え で 
し まう まで 被写体 の 細部 が 描け 
る と な れ ば 、 表現 も お の ず と 変わ る 


精密 な 描写 力 が 必要 と され る 風景 写真 
に お いて 、 高 解 像 性 能 は 優先 事項 の トッ プ 
で ある 。GFX は この 1 点 だ け を 見 て も 、 風 
景 撮影 用 カメ ラ の 頂点 の 一 角 に 立っ た と い 
も ちろ ん 、 そ の 高 解 像 性 能 を 生か す 
た め に は 十分 な スキ ル が な けれ ば 宝 の 持ち 
腐れ だ が 、 少 な く と も カメ ラ と し て は 申し 
分 の な い レ ベル に 到達 し て いる 。 フ ィ ル ム 
シミ ュ レ ーション が 使え る X シ リー ズ の カ 
メラ で ある と いう 観点 で いえ ば 、 双 再現 に 


える 。 


01 GF120mmF4 R LM OIS WR Macro 
ー 絞り 優先 AE(F4、 17750 秒 、+0.7EV) 


120mm(95mm 相 当 ) 
ISO 12800/ WB : 晴れ 


この 写真 は ISO 12800 だ が 、 さす が に 少々 ノイ ズ が 浮き 出 
て いる 。 と は いえ 、 こ の 程度 に 収まっ て いる わけ だ か ら 使え 
る 範囲 に ある 。 ISO 3200 は 純然 た る 常用 感度 だ と 思う 


お いて も な ん ら 心 配 が な いと いう の は 、X 
ユー ザー に 限ら ず 喜 ば し い 
画質 面 だ け で な く 、 現 場 で の 使い 勝手 
が 良かっ た こと も 強い 印象 と し て 残っ て い 
る 。 何 と いっ て も 中 判 フ ォ ー マ ッ ト カ メラ 
と し て は 軽量 ユン パク ト で 携行 性 に 優れ 、 
山歩き も 十分 に こなせ る 。 加 えて 425 点 の 
測 距 点 を 持つ AF や 3 方 向 チ ルト 式 の 背面 
液晶 モー ター が 使い や すく 、 自 分 の 意志 が 
素早 く 正 確 に GFX に 伝わる 点 は 、 表 現 者 


※ 試 作 機 に よる 評価 の た め 、 製品 版 と 外観 お よび 画質 が 異な る 可能 性 が あり ます 027 


02 GF32-64mmF4 R LM WR 32mm(25mm 相 当 ) 
絞り 優先 AE(F11、 1/60 秒 、 十 0.3EV) ISO 100/ WB : 晴れ 


白梅 に メジ ロ が や っ て きた 。 良い ポー ズ の 貞 間 を 狙っ て 撮 
影 し 、 帰宅 後に 等 倍 拡大 を し て 観察 し た と ころ 、 驚く べき 精 
密 さ で メジ ロ が 描写 され て いた 。 さす が の 解像力 で ある 


を その 気 に き せ て くれ る も の と 感じ た 。 
EVF の 見 や する 、 使 い 心地 も し か り だ 。 

これ だ け の 高 解 像 性 能 と 色 再 現 力 、 そ し 
て 機動 性 や 操作 性 を 持っ た GFX だ か ら 、 
お の ず と 表現 も る 変わ る 可能 性 が ある 。 
GFX は 人 間 の 目 で は 捉え きれ な い 風 景 の 
深淵 を つか め る カメ ラ だ か ら 、 こ れ ま で 以 
上 に 風景 を 凝視 し て 撮影 に 臨む 姿勢 が 求 
め ら れる 。 その よう に し て 表現 され た 1 枚 
の 写真 は 人 の 心 を 揺さぶる に 違い な い 。 


GF63mmF2.8 R WR 63mm 
(50mm 相 当 ) "絞り 優先 AE(F4 
1.3EV) 。 ISO 1600。 WB 
不安 定 な 姿勢 で の 手持 ち 撮影 。 近 距 
離 で は わずか な 動き で も 手 ブレ の 原因 
る 。 十 分 な シャ ッ タ ー 速 度 を 得 
め に ISO 1600 を 人 、 画 質 の 劣 
化 を 全く 感じ させ な い 高 画 質 だ 


の 中 判 ミ ラー レス カメ 
ラ が 登場 し た 。 そ れ が 本 機 GFX 50S で あ 
る 。 こ れ ま で 使用 し て きた 中 判 デ ジタル カ 
メラ と の 違い が いく つか 挙げ られ る が 、 や 
は り 最 も 大 き な 相 は 大 型 の ミラ ー や 
ペン タプ リズ ム が な 《 く な っ た こと に よる 小 
型 ・ 軽 量 き だ H 身 、 フ ィ ル ム 時 代 か ら 
中 判 カ メラ で も 長 時 間 露 光 で な い 限 り 三 脚 
を 使用 し な いで 撮影 する スタ イル な の で 、 
スタ ンド アロ ー ン で 使え る 中 判 カ メラ は 大 


Mif 目 | ポー トレ ー ト バ ベ HARUKI 


手持 ち で 使え る 小型 ・ 軽 量 さ が 
中 判 カメ ラ の 常識 を 大 きく 変え る 


歓迎 だ 。 着脱 式 の EVF 
920g、 レ ンズ 3 本 を モッ ト に し て も 
3kg ち ょ っ と な の で 、 こ れ な ら バ ッ グ に 人 入 
れ て 持ち 歩く の が 苦 に な ら な い 重 

今回 、 南 房 
た 。 発 売 前 に 何 度 か 本 機 を 触っ て は いた が 、 
し て みる と 、 こ れ ま で の 中 
判 デ ジタル カメ ラ と 比べ て いか に コン パク 
ト か を 改め きた 。 強 烈 な 太陽 、 激 
し い 強風 、 で 手持 ち 撮 影 と いう 


ー ト レー ト 撮 影 を 試み 


暗い 


過酷 な 条件 下 で の 失 
上 に 軽快 な 動き で 
ッ テ リ ー$ も 予想 以 


1 GF120mmF4 R LM OIS 
ー WR Macro プ 120mm 
(95mm 相 当 ) 絞り 優先 AE 
(F5.6、 1/320 秒 、 1.3EV) 
ISO 400/WB : オ ー ト 
光 が 差し 込む 部 屋 で 
を し て いる シチュ エー ショ ン 
を 、 2 階 か の ら 120mm マ クロ で 
備 陣 揚 中 判 な ら で は の 
優れ た 階 調 性 を 見 て 取れ る 


02 GF120mmF4 R LM OIS 
ー WR Macro プ 120mm 
(の 5mm 相 当 ) 絞り 優先 AE 
F4、 1/600 秒 、 十 1.3EV) 
ISO 100/WB: オ ー ト 


ン 「Velvia] 
影 だ が 独特 の 派手 な 
良く 再現 され て お り 、 レン ズ 
の 解像力 の 高 さも 感じ られ る 


03 GF32-64mmF4 R LM WR 

43mm (34mm 相 当 ) 

絞り 優先 AE(F11、 1/480 秒 、 

填 0.3EV) / ISO 400/" WB : オー ト 
広角 ズー ム の 中 間 で 青空 を 
広く 取り 入れ な が ら 午 後 の 光 
線 を 利用 し た 。 反射 光 で 強 
い コ ント ラス ト 表 現 だ が 、 暗 
部 の 再現 は 良好 だ 


04 GF63mmF2.8 RWR 
63mm(50mm 相 当 ) 

紋 り 優先 AE(F4、 17750 秒 、 
+0.3EV) / ISO 200 プ WB ! オ ー ト 
フィ ル ム シミ ュ レー ショ ン の 
「PRO Neg. Std」 を 使用 し て 
顔 と 腕 の 肌 を 美しく 再現 し て 
みる 。 柔らか く や さ し い 肌 の 質 
感 は 狙い 通り の 仕上 が り 


子 想 以 
に 持ち が 良く て 驚 いた 
首 し た は ず の メモ リー カー 


多め に 


旅 に 出る の も 良い し 、 ボ ポー トレ ー 


ト の 現場 で 小型 カメ ラ 並み の 機動 力 を 発 
揮 き せ て 撮影 する の も 良い だ ろう 


モデ ル 河 合 美 休 (オス カー プロ モー ショ ン ) 029 


自然 風景 


萩原 史朗 


@ 肉眼 を 超え る に 脱 帆 


この レベ ル に 達し た ら 申し 分 な い 。 数 m 先 の 被写体 を 撮 
影 し た と き 、 目 で は 見 えて いな い 部 分 が 、 等 倍 観察 する と 
"精密 "に 描写 され て いた こと に は 素直 に 感動 し た 。 風景 写 
真 の ジャ ン ル で 待ち 望ま れ て いた 性 能 だ 


じ の 色 再現 に 安定 感 
X シ リー ズ の カメ ラ な の で フィ ルム シミ ュ レ ーション が 使え 
る こと は 最大 の メリ ッ ト 。 特に 風景 写真 家 は 使い 慣れ た 
Velvia が 使え る 、 色 再現 に は 死角 が な いと いえ る 
土 5.0EV の 幅広 い 串 出 補正 が 使え る の も うれ し い 


じ まで 十分 実用 域 


ISO 3200 まで は 完全 な る 常用 範囲 と 言っ て いい 。 ISO 
6400 で さえ 問題 視 す る レベ ル に は な い 。 ISO 6400 ま で 
が 踏 踏 な く 使え る な ら 、 表 現 範囲 は か な り 広 が る は ず だ 
ISO 12800 は や や ノイ ズ を 感じ る の で 風景 向き で は な い 


@ 構図 の 制約 が な い 


画面 の ほぼ すべ て と 言っ て いい レベ ル で 425 点 の 測 距 点 が 
散り ば め ら れ て いる の で 、 構 図 を 作る と き ( り を 受け な 
い 。 風景 写真 の ジャ ン ル に お いて は 測 四 縛 度 も お お むね 問 
題 な い 。 背 景 が 明る い 場 合 は 多少 迷う こと が ある 


じ の 倍率 が 使い や すい 


筆者 は EVF を 使い 慣れ て いる た めか 、GFX の EVF も 全 
く 問題 な く 使え た 。 お しろ 倍率 は X-T2 よ り 高 い 0.85 倍 
を 実現 し て いる の で 、 使 い 心地 は さら に 向上 し て いる 。 背 
面 液晶 モニ ター と の 使い 分 けが フィ ー ル ド で の 鍵 に な る 


じ な ら 迷 わな い 

赴 出 補正 は ボタ ン を 押し て 電子 ダイ ヤル を 回 す 2 ア クシ ョ 
ン 方 式 。X-T2 は 露出 補正 ダイ ヤル を 回 す だ け な の で 、 そ 
の 点 は 少々 残念 。 こ の 部 分 以外 は X-T2 と ほぼ 共通 の 操作 
性 を 持っ て いる の で X ユ ー ザ ー な ら 迷 うこ と は な い 


じ ) が 待ち 遠 し い 


使用 し た 3 本 の レン ズ (32-64mm、63mm、120mm) 
は それ ぞ れ に 素晴らし く 、 短 期間 の 試用 の 範囲 で は 欠点 
は 見 当たら な い 。 も ちろ ん ライ ン ア ッ プ 不足 は 否め な いと 
ころ だ が 、 新 シス テム な の で これ か ら の 拡充 に 期待 し た い 


@ 写真 の 常識 を 覆す 


破格 の 性 能 を 持っ た GFX だ が 、 ど こま で 浸透 する か 。 か 
つて フィ ルム 645 判 カメ ラ が 風景 写真 の ジャ ン ル を 席巻 し 
た ほど の 支持 を 集め れ ば 、 風 景 表 現 の 世界 が ガラ リ と 変わ 
る 可能 性 を 秘め た ポテ ン シ ャ ル を 有 し て いる 
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@ ら を 実感 で きる 描写 


デジ タル カメ ラ に お ける 解像力 は 、 セ ン サ ー と レン ズ 性 能 
の マッ チン グ か ら 生 み 出 され る 結果 に 占め る 割合 が 大 き 
い が 、 今 回 は 質感] と いう 表現 部 分 に ちこ だ わっ た の で は 
と 思え る 。GFX の セン サー が 描き 出す 絵 は 素 晴らし い 


】 の 色 再 現に 忠実 


フィ ルム シュ ミレ ーション を いろ いろ 使っ て 試し て みた の 
だ が 、 さ す が フ ィ ル ム メ ー カ ー だ け あ っ て フィ ルム の 表現 
を デジ タル で うま く 再 現し て いる と 感心 する 。 解像力 が 高 
い だ け で な く 、 表 現 力 と いう 点 で も 優れ た 出来 映え だ 


に の 肌 の 質感 に 満足 


ISO 400 一 1600 く らい まで 実写 し て みた 結果 、 高 感度 
特性 は か な り 優 れ て いる よう に 思わ れる 。 室内 外 で 条件 を 
変え な が ら テ スト も 含め て 撮影 し て みた が 、ISO 1600 で 
も 肌 の 質感 は 驚く ほど ノイ スズ が 少な いこ と を 確認 で きた 


ら の や は 優秀 


モデ ル に 接近 し た マク ロ や 逆光 状態 で の 撮影 な ど を 通し て 、 
AF は 作動 音 が 気 に な ら な い ス ムー ズ な 動き 。 屋 外 で も 自 
由 に 動き な が ら AF-C で 撮影 し た 結果 も 半分 以上 は 正確 
に 合 焦 し て いた の で 、 中 判 カメ ラ で は 優秀 と いえ る 


し) な の が 素晴らし い 


取り 外し 式 の EVF を 備え て いる が 、 別 売 の チル ト ア ダブ 
ター EVF-TL1 を 介し て さま ざま な アン グル が 使え る の も 
便利 で ある 他 、EVF と し て は 倍率 も 高く 視認 性 に 優れ て 
いる 。 普段 は AF 任せ だ が MF で も 使っ て みた く な る 


@ ら しっかり グリ ッ プ 


ホー ルディ ング が 素晴らし く 良 い カ メラ だ と いえ る 。 縦 位 
置 グリ ッ プ を 使え ば ポー トレ ー ト 提 影 で は 鬼 に 金棒 だ 。 ボ 
タン 配置 や メニ ュー 構成 が 独特 な の で 、 こ れ ま で 富士 フイ 
ルム を 使っ て いな い ユ ー ザ ー は 慣れ る まで 戸惑う か も 


@ が 直感 的 で 良い 


現在 3 本 で 年 内 に 3 本 が 追加 され る こと は 楽し み だ が 、 経 
清 的 な 覚悟 が 必要 と な る 。 い うま で も な く 高 解像力 だ が 、 
それ より も アナ ログ の 絞り リリ ング が 備わっ て いる こと で 、 
直感 的 な 操作 が 可能 な の は うれ し い 限 り 


@ が 欲し い 


か な り ダ ウン サイ ジン グ さ れ た 作り と は いえ 、 大 型 セ ン サ 
ー は わずか な ブレ で も 画質 に 影響 が 出る ほど 目立っ て し ま 
う 。 個人 的 に は 中 判 カメ ラ で も ボディ 内 手 ブ レ 補 正 が ある 
と も っ と 気軽 に 撮影 で きる の で ぜひ 検討 し て ほし い 


GFX5OS 


[LANpscAPE] [PoRTRAiT] 
自然 風景 較 | ポー トレ ー ト 
本 朗 機能 H KI 


@ ダブ ルス ロッ ト で 同時 記録 


プロ フェ ッ シ ョ ナル 用 途 の カメ ラ と 
し て は 、 ダ ブル スロ ッ ト の 安心 感 は 
計り 知れ な い 。 64GB も し く は 
128GB クラ ス の カー 時 記録 
する こと で 、 不 測 の 事 時 ゝ で き 
る 仕様 は N、 こ の クラ ス の カメ ラ に は 
必須 で ある 


GFX は 425 点 と いう 膨大 な 測 距 点 
を 持つ が 、X-Pro2 や X-T2 に 搭載 
され た フォ ー カ スレ バー が 搭載 され 
て いる た め 、 測 距 点 の 素早 い 変更 
が 可能 だ 。 撮影 現場 で スト レス を 感 
じ な い の で 、 ス ムー ズ に 撮影 を 進め 
る こと が で きる 


約 369 万 ドッ ト の 有機 EL タイ プ の 

EVF の 見 や すさ は 抜群 。 映 像 が ク 

リア か つ リ アル に 見 える の で 、 ま る 

で OVF を の ぞい て いる よう な 感覚 

に な る 。 ピ 明るい 屋 外 で は 積極 的 に 

使え る し 、 外 せ ば ザッ ク へ の 収納 性 
高まる 


背面 液晶 モニ ター は 可動 式 に 限る と 
思っ て いる 。 可能 な ら ば 縦 位置 に も 
対応 し て ほし い が 、GFX は それ を 
叶え て いる た め 提 影 ア ング ル の 自由 
度 が 高まる 。 加 えて 撮影 姿勢 に 無 
理 が な く 撮影 が で きる た め 、 集 中 力 
が 持続 する 


@ 3Way チ ルト 式 液晶 モニ ター 


チル ト ア ダ プ ター を 活用 し た EVF 
と は 別に 、 育 面 液晶 モニ ター で 確認 
し な が ら 同 じ 光 軸 上 で 撮影 が 可能 だ 。 
縦 位置 に 構え た まま で の 極端 な ロー 
アン グル 撮影 な ど で 成 力 を 発揮 する 。 
無理 の な い 姿勢 で 集中 力 を 維持 し 
な が ら 臨 め る の は あり が た い 


@ 多彩 な フィ ルム シミ ュ レ ーション 


フィ ルム シミ ュ レ ーション は 15 種 類 
ある が 、 そ の 中 か ら ビ ビッ ド な 色 表 現 
の 「Velvia、 肌 色 描 写 に 適し て いる 
柔らか い 階 調 の 「PRO Neg. Std]、 
モノ クロ の 「ACROS 十 G フィルター] 
な ど で 撮影 し た が 、 い ずれ も フィ ルム 


の 効果 が 良く 再現 され て いる 


PRO Neg. Std 


@⑥ メカ シャ ッ タ ー と 1/12.800 秒 で 
電子 シャ ッ タ ー の 併用 用 
メニ ュー の シャ ッ タ ー 方 式 で 「 メ カニ カル 電子 ] を 
選択 する こと で 、 メ カシ ャ ッ タ ー の 最高 速度 で ある 
1/4.000 秒 を 超え る 高速 シャ ッ タ ー が 使え る よう 
に な る 。 日 中 の 屋外 で 大 口径 レン スズ の 開放 絞り を 
使う よう な 撮影 で 有効 だ 。 た だ 、 ロ ー リ ング 現象 で 本 
ゆがみ が 出 や すい の で 注意 が 必要 ネー 


肢 間 的 な 表情 を 捉え る 際 は 、 相 手 
の 動き と 構図 に 集中 し た い が 、 思 
い が け ず 起 出 が 変わ る こと が ある 。 
プラ ス と マイ ナス の 露光 値 を 含め て 
3 枚 同時 に 撮影 し て お く と 過度 な 赴 
光 外 れ を 防げ る 。 た だ 、 容 量 も 3 倍 
必要 に な る 点 は 留意 し て お きた い 


EVF を 着脱 で きる 
高い 拡張 性 


防塵 * 防 滴 機 構 & 


FUJIFILM 


94.2 
mm 


ャ ーーーーー 147.5mn ーーー 一 の 


中 判 43.8X32.9mm の 
有効 約 5.140 万 画素 CMOS 


3.2 型 約 236 万 ドッ ト の 


0.5 型 有機 EL を 採用 し た 
ー10 て 耐 低温 ボディ 約 369 万 ドッ ト 高 精細 EVF 


3Way チ ルト 式 液晶 モニ ター フォ ー カ スレ バー 


ISO 10012800 ま で 電源 を オフ に し て も 
設定 で きる 感度 ダイ ヤル 。 設定 を 視認 で きる 
電子 ダイ ヤル で も 設定 可 サブ ディ スプ レイ 


SD、 SDHC、 SDXC 
(UHS-1、 UHS-T) 
対応 の デュ アル スロ ッ ト 


1/4,.000 一 1 秒 ま で 設定 で きる 
測 距 点 の 移動 が し や すい シャ ッ タ ー ス ピー ド ダ イヤ ル 。 


電子 ダイ ヤル で も 設定 可 


※ バ ッ テ リー、 SD カー ド 含む 031 


店 直 29 区 、 GFX 56S 贅 ed2im 
(⑫5mm8 当 絞り 便 朱 AEfai 
158 秒 入 30EV) SO TOG'<WB 晴 和 


細 筐 だ 画面 の 下 了 SG も 像 0 
店 性 肖 は ご 揚 業 組 吉本 は 格別 の 安 
お 大 


35mm 判 換算 で 25 一 51mm に 相当 する 標 
準 ブーム レン ズ 。 広角 か ら 標 準 域 ま で を カバ ー 
する の で 、 風 景 撮影 用 の 1 本 目 と し て は 最良 の 
選択 と いえ る 。43.8 x 32.9mm の フォ ー マ ッ 
ト に 対応 する た め 少 々 大 柄 だ が 、 中 判 用 レン ズ 
と し て は 標準 的 な サイ ズ と 質量 

11 群 14 枚 構成 の 光学 系 に は 、3 枚 の 非 球 
面 レ ンズ (大 口径 高 精 度 非 球面 レン ズ 含む ) と 
ED レン ズ 1 枚 、 ス ー パ ーED レン ズ 1 枚 を 使用 。 
画面 の 四隅 まで 全く 像 が 乱れ な い 高 品位 な 画 
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REVIEW 


な ども 安心 し て 作る こと が 可能 だ 。 
に も 強く 、 画 面 に 太陽 を 入れ た と きも 
ゴー スト は 最小 限 に と ど ま っ て いる 。AF も 静 
か で 、 自 中 で 撮影 し て いて も 自然 と 
和 を 乱 さ な い ス マー ト さ を 備え る 。 
また ボディ に 合わ せ て 、 防 塵 ・ 防 滴 お よび 一 
10C の 耐 低 呈 構造 を 持つ の で 、 雨 や 砂塵 の 中 、 
ある い は 降雪 中 で も 安心 し て 撮影 を 楽し め る の 
は 風景 写真 家 と し て 大 変 心強い 。 


11 群 14 枚 ( 非 球面 レン ズ 3 枚 、 
スー パー ED レン ズ 1 枚 、 ED レン ズ 1 枚 mm 判 換 算 信 点 距 離 
25 一 51mm 相 当 絞り :F32 * 絞 り 羽 根 枚数 :9 枚 (円 形 ) 
最短 提 影 距離 : 0.5m (広角 端 率 :0.12 億 
@77mm お 
約 の 92.6x116mm * 質 量 


非 球面 レン ズ WED レ ンズ 


宣 士 Imm (51mm 相 当 ) 
絞り 優先 AE(F16、 3EV) ISO 100。 WB : 晴れ 


店 過 | 多様 な 使い 方 が 楽し め る 万 能 レ ンズ 


F 53mnm 


R WR 中 *HARUKI 


発売 也 定 日 20 1 7 年 2 月 下旬 


予想 実 勢 価格 194 000 由 前 後 


レン ズ 構成 :8 群 10 枚 (ED レン ズ 1 枚 ) ・35mm 判 換算 焦点 距離 50mm 相 当 ・ 最 小米 り 


ED レン ズ 
F32 * 絞 り 弘 根 松 数 :9 枚 (円 形 ) * 最短 提 影 下 離 :0.5m ・ 最 大 撮影 倍率 :0.17 倍 
フィ ルター 径 : の 62mm = 外形 寸法 (最大 径 X 全 長 ): 約 あ 84x71mm = 質量 : 約 405g 


G マ ウン ト の 63mm は ) 富士 フイ ルム GFX 50S 
63mm(50mm 相 当 
35mm 判 換算 50mm 相 当 の 絞り 優先 AE 、 
標準 レン ズ に な る が 、 F2.8 SG の NB2 は 5 
開放 絞り で 被写体 に 寄れ ば 3m 弱 の 距離 か ら モ デル の | 
ae ト 書 (一 顔 だ け に フォ ー カ ス し て 開 
や や マク ロ 的 に も 中 望 胡 に も 閣 汰 F2.8 で 提 影 。 和泉 も 手 
な る 他 、 絞 り 込 ん で 構図 を 1 l に 持つ 花 ち ぼけ て いる 。 こ 
ド 「 た 由 の シチュ エー ショ ン で も F8 く 
選べ ば 広がり の ある 見 せ 方 5 らい まで 絞れ ば 広角 らし い 
も 可能 に な る 。 使 い 方 次 第 表現 も 可能 に な る 
富士 フイ ルム GFX 50S 63mm(50mm 相 当 ) 。 絞り 優先 AE で 無限 の 表現 が で きる 万 能 
(F2.8、17420 秒 、 0.3EV) - ISO 100- WB : オ ー ト レン ズ で ある 。 どれ か 1 本 選 


50mm 相 当 の 標準 レン ズ で ある が 、 よ く 使う 35mm の 感覚 と 比較 する な ら 催 は 玉 わ ず こ の | し 
と や や 長め の 中 望 品 に 近い 表現 に 。 AF で 合 焦 さ せ た 左目 と 唇 と 指先 ざ な ら 償 は 遂 わ ずる の レン ズ 
以外 の 部 分 を わずか に ぽか すこ と に より 、 立 体感 を 出し て いる を 選ぶ だ ろう 


レン ズ 構 成 : 9 脱 14 枚 (ED レン ズ 3 枚 ) 


35mm 判 換算 焦点 距離 : 95mm 相 当 * 最 小紋 り :F32 
絞り 羽根 枚数 :9 枚 (円 形 ) 
最短 撮影 距離 : 0.45m 倍率 : 0. 
川 川 フィ ルター 径 : @72mm い 上 
約 @89.2X152.5mm 質量 : 約 980g 
LMOUISWR Macro 信 葵 | 央 HHH 


smx 球 原 史郎 


発売 段階 で 最も 焦点 距離 
の 長い マク ロレ ンズ で 、 マ ク 
ロ 域 の 撮影 だ け で な く 、 遠 景 
の 切り 取り に も 使え る 。 約 5 
段 分 の 手 ブ レ 補 正 効果 が あ 
る の で 、5.000 万 画素 超 の 
GFX で も 手持 ち 撮 影 が 可能 
だ 。 円 形 絞り が 採用 され て い 
る た め 、 玉 ボケ を あし ら っ た 
表現 が 楽し め る 。 


富士 フイ ルム GFX 50S 120mm 
(95mm 相 当 ) 絞り 優先 AE(F16、 1 秒 、 
土 0EV) ISO 100.。 WB : 晴れ 

レン ズラ イン アッ プ が 整わ な い 今 は 中 望 議 
遠 レン ズ と し て も 使え る が 、 近 距離 の 描 
写 力 が 圧倒 的 で ある こと は 予想 通り 。 く ぼ ぽ け る 。 0.5 倍 の 倍率 が や や 物 足 り 
大 きく プリ ント し て 実物 を 超え る 大 き さ で 計 議 1 : な い が 、 ボ ケ が 美しい の で 肥 第 吉 。 手 
鑑賞 し た と き 、 真 価 が 発揮 され る 上 に プレ 補正 は 手持 ち 撮影 を 可能 に する 


富士 フイ ルム GFX 505 "120mm 
(95mm 相 当 ) 絞り 優先 AE(F4、 1100 秒 、 
ー0.3EV) - ISO 100” WB : 晴れ 


開放 F4 だ が 、 セ ン サ ー が 大 きい ぶん よ 


の 人 時 
/ を 


青森 県 弘前 市 下 白銀 町 4 月 下旬 
9 時 30 分 望 加 レ ンズ 


東北 で 最も 人 気 が あ る 場所 な の で 駐車 場 は いつ 
も 混雑 する 。 車 で 訪れ る 場合 は な る べく 早め に 駐 
車場 に 入れ よう 。 弘前 公園 の 桜 は 満開 時 も 素 晴 ら 
し い が 、 花 彼 も 他 で は な か な か 見 られ な い の で 、 散 
り 際 狙 い 5 月 上 旬 に 訪れ る の も よい 


山梨 県 甲州 市 塩山 中 萩 
4 月 中 旬 

10 時 30 分 

標準 レン ズ 


か 、 | 川 ll 川 器 | 沖 原 咽 川 員 員 員 中 


平安 神宮 


神苑 に き 和 れ る 
紅 し だ れ 桜 


丸 墓 山 古 墳 


音 空 に 映え る 
古墳 の 桜 


の 桜 を シャ ー プ に 写す た め 、 F13 ま で 絞 
当日 は 強風 の た め ISC 


プ す る こと で 、1/250 秒 の 


っ て いる 
1000 ま で 


桜 を 止め 
る こと が 大 切 だ 。 空 が 青く な る 正午 頃 
まで 待つ の も ポイ ント (金子 美智 子 ) 


の 中 央 か ら 神 苑 


る # で る 。 超 広角 レン ズ 
で ワイ ド 』 頃 出 し 、 周 辺 部 
の 像 流れ を 軽減 すべ く 16mm 


に モッ ト し て F16 ま で 絞っ た 
ピン ト と 露光 は 屋外 に 合わ せ 
柱 の 正面 で 水平 垂直 
准 に 構 を ん 、 シ ン メ トリ ー な 
額縁 構図 と し た 。 (水野 秀 比 古 ) 


て いる 


桜の 絶景 ベス トモ レク ショ ン 100 


語 埼玉 県 行田 市 埼玉 
国 4 月 上 旬 

12 時 

』 標準 レン ズ 


JR 吹上 駅 また は JR 行田 駅 か ら タク 
シー で 約 20 分 。 秩 父 鉄道 行田 市 
駅 か ら は タク シー で 約 15 分 。 車 の 
場合 は 、 東 北 自動 車道 羽生 IC か ら 
約 30 分 。 関越 自動 車道 東松山 IC 
か ら 約 40 分 。 約 300 台 分 の 無料 
駐車 場 あり 


キヤ ノン EOS 5D Mark 皿 - EF24-105mm 
F4L IS USM 28mm - 絞り 優先 AE 
F13、 1/250 秒 、 1.3EV) ISO 1000. 
WB : 太陽 光 


販 京都 府 京都 市 左京 区 岡崎 西 天 王 町 

国 4 月 中 旬 紛 8 時 30 分 ( 議 広角 レン ズ 
京都 市 内 で も アク セス の 良い 岡崎 エリ ア に ある の 
で 、 鉄道 、 バ ス 、 車 な ど 多 数 の 交通 手段 を 利用 で 
神苑 は 拝観 料金 が 必要 。 
め 、 人 影 の 少な い 絵 柄 
生生 守 どおり 


キヤ ノン EOS 5D Mark エー シグ マ 12-24mm 
F4.5-5.6  DG HSM 16mm マニ ュ アル 人 出 
F16、 1750 移 )- ISO 100- WB: 5.200K 


037 


ソニ ー g7R II300mm F2.8 G SSM 300mm 絞り 優先 AE(F2.8、 1/160 秒 、 十 1.7EV) - ISO 500 WB: 日 陰 


ea 


人 


谷 鎧 道 


SPA 


圧倒 的 な が ボリ ュー ム の 
桜 並 木 の 中 を めく 
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有名 撮影 地 で 、 線 路上 の 道路 か ら 
見 下ろ し て 撮る の が 定番 だ が 、 こ こ で 
は 離れ た 場所 か ら 超 望遠 レン ズ で 圧 
縮 し て 桜の 迫力 を 出し た 。 定番 構図 
で は 右 奥 に 木 の 緑 が 見 えた り 、 手 前 
に 線路 が 見 える の で 桜の 中 を 走る 感 
じ が 弱く な る 。 よく 見 る と 右 下 に 電 
柱 が 写っ て いる が これ は 必要 悪 。 桜 の 
ポリ ュー ム を 出す た め に あえ て 入れ る 
と いう 選択 を し て いる 。 (中井 精 也 ) 


群馬 県 みどり 市 大 間々 町 
(大 間々 駅 上 神 梅 駅) 

国 4 月 上 旬 

⑩ 17 時 30 分 


引 蘭 望遠 レン ズ 


高低 差 の ある 桜 並木 の 中 に 線路 が 
あり 、 大 間々 駅 側 の 踏切 で 線路 の 
上 下 の 道 が 分 岐 する 。 写真 は その 
路 切 か ら 撮影 。 上 の 道路 か ら 線路 を 
見 下ろ し て 撮る の が 定番 だ が 、 道 が 
狭く て 車 は 駐車 で き な い 


キヤ ノン EOS 5D Mark 皿 - EF70-200mm F2.8LIS TUSM 


INN 


見 帰り の 滝 


ライ ト ア ッ プ され た 桜 と 
洋 の 見 事 な ハ ー モ ニー 


115mm 


絞り 優先 AE(F16、 0.4 


0EV) ISO 800 WB : オ ー ト 


見 帰り の 


は 複数 の 撮影 ポイ ン 
ト が ある が 、4 月 初旬 の 桜 と 合わ せ た 
構図 を 狙う の で あれ ば 、 吊 り 橋 の 上 
か ら の アン グル が お すす め 。 夕 闘 の 迫 
る 時 、 ラ イト アッ プ の 効果 
認 し な が ら 、 桜 が ぶれ ず 、 
が 美しく 流れ る シャ ッ タ ー 


し た 。 桜 に ピン ト を 合わ せ て F16 ま で 
絞り 込む こと で 、 全 体 


写し て いる 


シャ ー プ に 描 
(西川 貴之 ) 


桜の 絶景 ベス トモ レク ショ ン 100 


ーーーーーーーー ヾ 
佐賀 県 唐津 市 相知 町 

4 月 上 旬 

18 時 30 分 

望遠 レン ズ 


国道 203 号 線 経由 で 、 県 道 40 号 線 
の 伊 岐 佐 交差 点 を 案内 に 従っ て 東 
に 曲がり 約 5 分 。 途中 に 旅館 や 茶店 
が あり 、 道 の 出発 点 に 駐車 場 も 
ある が 、 終点 の 滝 近く に ある 無料 駐 
車場 が 便利 。 滝 まで は 徒歩 で 約 5 
分 。 夕方 か ら は ライ ト ア ッ プ も 始ま る 


039 


ニコン D80OE 


AF-S NIKKOR 16-35mm 774G ED VR 


キヤ ノン EOS 5Ds R  EF24-70mm F4L IS USM 
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19mm 


70mm 


絞り 優 先 AE(F11 


KN 
で 


蘭 り 優先 AE 


1/125 才 


+OEVI 


IsO 100 


WB: 大 陽光 


桜の プ | 


ISO 感 度 は 200 に 設定 


リュ ー ム と 松 


薄れ る の で 、 昼 頃 の トッ 
が 良い (新海 良夫 ) 


語 宮城 県 宮城 郡 松島 町 
当 4 月 中 旬 答 11 時 30 分 
標準 レン ズ 


公園 一 帯 に は 260 本 の 桜 が 咲 
き 誇る 。 車 の 場合 は 、 自動 
車道 松島 海岸 |C か ら 約 5 分 。 駐 
車場 あり 。 電車 の 場合 は 、JR 松 
島 海岸 駅 か ら 徒 歩 で 約 35 分 。 タ 
クシ ー の 場合 は 約 5 分 


し だ れ 桜 


優美 し た れ 桜 と 整然 と 
並ぶ スイ セン の 携 宴 


キャ ノン EOS 5D Mark ご シグ マ 15mm F2.8 EX DG DIAGONAL FISHEY 5mm ご マニ 


ISO 3200- WB トキ ナー プロ ソフ トン [Al 


上 
大 人 高 原 


満 大 の 星空 の 下 、 残 害 と 
と も に 咲き 誇る 桜の 孤 木 


50K ケン コ 


に 咲い て いた スイ 


し だ れ 


感 に 引か れ 、 
桜 と 絡め よう と 考え た 
光 だ っ た の で 、 左 
ざし て ハレ 切り を 

見 上 げ る よう に 
分 な 被 写 界 : 
選択 し て いる 


アル 路 出 (F2.8、 30 徐 


る い 天 の 川 が 程よい 高き に な る 


絶好 の タイ ミン グ だ っ た 。LED ラ 
イト で 淡く らし た 。 天 の 
川 と 楼 が 共 


構図 に な る よう に 
ん で いっ た 


桜の 絶景 ベス トモ レク ショ ン 100 


ロ 長野 県 下伊那 郡 

香木 村 
信 4 月 中 旬 
@ 11 時 
( 広角 レン ズ 
中 央 自動 車道 松川 IC ま た は 飯田 
1C を 降り て 約 40 分 。 県 道 251 号 
線 沿い を 進む 。 番 木村 クラ イン ガ 
ルデン を 目指 す と 分 か りや すい 
宇 神社 に 隣接 し て お り 、5 
台 分 の 駐車 場 が ある 


記 新潟 県 村上 市 高根 
還 4 月 下旬 

⑩ 3 時 

(の 広角 レン ズ 

村上 市 街 か の ら 車 で 約 30 分 の 山中 、 
天蓋 山 の 六 に 位置 する 。 雪 の 量 に 
よっ て アク セス 道路 の 通行 
除 の 時 期 が 変化 する 
要 。 田畑 が 多い が 、 
耕作 地 に は 入っ て は いけ な い 
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キヤ ノン EOS-1Ds Mark 皿 - EF28-300mm F3.5- 
ーー 


『 か ら 撮 影 す る と 
で 


良い 。 山 桜 は 場所 に よっ 


切り 取 ろ う 。 西 側 に 面 し た 欧 
面 な の で 、 夕 日 
(本 橋 兄 明 ) 


= レン 
洛 に 向かっ て 喘 く うこ と は な い 。 近く か ら の # 
こと は な い 。 近 く か 
き の 二 本 桜 B 仰角 と な り 迫 力 は 乏しく な る の 


で 、 離れ た 位置 に 移動 する 


ニコ ン D810 70mm 72.8G ED 24mm 紋 り 優先 AE(F8、 2 秒 、 一 0.3EV) - ISO 400- WB : オ ー ト 


SS に の 計 ま メ 2 

桜の 絶景 ベス トモ レク ショ ン 100 
L 還 県 ] 秋田 県 と 山形 県 の 県 境 に ある 鳥海 山 は 出羽 富士 
BN 党 と も 呼ば れ 、 日 本 海 側 か ら な ら ど こ か ら で も 美しい 


ミ が 見 られ る 。 ふ れ あ い 農 場 や ゆり 高原 一 帯 記 秋田 県 由利 本 荘 市 


黒沢 東 由 利 原 


ゆり 高原 


1 並 本 が あり 、 広 大 で 美しい 景観 の バック に は 必ず 人 
れ あ い 農場 鳥海 山 の 眺 紀 が ある 。 こ の と き は 桜島 海山 が 赤 Q 9 時 
ふ むと ツ 多 < ま る 早朝 か ら 空 が 青く な る まで 誰 $ い な い 場 Q》 標準 レン ズ 


JR 羽後 本 荘 駅 で 由利 高 
原 鉄道 に 乗り 換え て 前 卿 
駅 で 下車 。 前 郷 駅 か ら タク 
シー に 乗っ て 約 15 分 で 到 


ーーーーー 芝 - 一 一 所 で 提 果 し た 。 脚 立 を 使っ た ハイ ボ ポジション に する 


NO で 月 す 。 こと で 、 碧 いか ぶる る よう な 桜 を 画面 上 に 入れ て 鳥 
4 山 を 堂 も 海山 の 雄大 き を 表現 し て いる 。 沖 地 が 広い の で いろ 
広大 な 牧場 の 桜 並木 2 メッ ンク て 訂 でき スポ ッ ト だ 。 ( 間 昌 ) 


』」 
9 
ロ 


ニコ ン D810 AF-S NIKKOR 24-70mm 72.8G ED 62mm 絞り 優先 AE(F8、 1/125 秒 、 0.3EV) ISO 200 WB : オ ー ト 
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ロ 長野 県 須坂 市 私 竜 


[人 ほ 野 県 ] 駅 間 公 園 の 竜 ケ 池 を 取り 囲む 桜 並 
木 を 画面 いっ ぱい に 配 し 、 仰 ぎ 見 る 


マテ ノ よう な 構図 で 撮影 し た 。 夜 国 4 月 中 旬 
3 AO Q 19 時 
皿 , /、 映え る の は 、 日 没 か ら 約 30 分 後 の 空 9 近 準 レン ス 


の 色彩 が か すか に 残る 時 間 淀 。 風 が 
祝 一 吹く タイ ミン グ 次 第 で 花びら は 揺れ て 
竜 ケ 池 の 湖 面 を 彩る し まう た め 、 プ レ 対 策 と し て ISO 感 度 


長野 電鉄 須坂 駅 か ら 徒 歩 で 約 20 分 。 車 
の 場合 は 上 信越 自動 車道 須坂 長野 東 
1C か ら 約 10 分 。 さく ら 侍 り の 開催 期間 中 
は 一 部 の 駐車 場 で 協力 金 500 円 の 負担 
が 必要 。 夜桜 ライ ト ア ッ プ は 満開 期間 中 


湯 や か 夜桜 人 8009 で 上 げ て 、 シ ャ ッ タ ー 速 度 を の 18 時 か ら 22 時 まで 開催 され る 
2 秒 に 決め た 。 (丸田 あつ し ) 
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タル カメ ラマ ガ ジ ン 3-2017 


デジ : 
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桜の 絶景 ベス トモ レク ショ ン 100 


XN で N 和 c 
の 再選 滞 ビ S 党 中 

に こる 

4 | 


東向 き の 寺院 な の で 午前 中 は 
順 光 に な り 、 晴 天 で は きれ いか 桜 
花 の 姿 が 撮 上 光線 が 低 
い 日 の 出 の 撮 が み が か ぶ 
り メ リハ リ が 


出 な い の で : 
時 頃 に 撮影 する と 気持 ちの 良い 
背後 の 正門 と の バラ 

また 正門 の 中 か ら 
見 る 桜 も 趣 が ある (辰野 清 ) 


⑩ 9 時 

標準 レン ズ 
JR 下 市 田 駅 か ら タ クシ ー で 約 5 分 
桜の 裏 に 約 10 台 分 の 専用 駐車 場 
が ある 。 正門 か ら の 撮影 で は 厳 鹿 な 
行動 が 望ま れる 。 奥 に は 松岡 城 
が あり 、 上 望 も 良い の で 桜 と 南ア ル 
プス が 撮影 で きる 。 トイ レ が な い 点 に 
も 注意 


キヤ ノン EOS 5D Mark 
EF24-105mm F4LIS USM 32mm 
絞り 優先 AE(F16、 17200 秒 、 一 0.3EV) 
SO 400 WB : オ ー ト 
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キヤ ノン EOS 6D  EF100-400mm F4.5-5.6LIS TUSM 


Le 


か かー 衛 桜 
又 兵 


雄大 な 石垣 の 佐 ま い を 


桃 の 花 が 彩る 
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n 絞り 優先 AE(F14、 1/160 秒 、 


12 だ の トラ スト が 鮮 や 


5 を Lc3 
な ら 早 朝 に 行く し か な 


奈良 県 宇陀 市 大 宇陀 本 郷 
4 月 中 旬 

10 時 30 分 

望遠 レン ズ 


名 阪 国道 針 |C か ら 国 道 369 号 線 、 国 道 370 
号線 を 経由 し て 国道 166 号 線 で 
各所 に 又兵衛 桜 へ の 案内 板 が ある 。 土日 は 
渋滞 を 覚悟 し て 早め に 出 よ う 


宇陀 へ 


桜の 絶景 ベス トモ レク ショ ン 100 


ソニ ー g7R エー キヤ ノン EF16-35mm F4L IS USM 22mm マニ ュ アル 赴 出 (F8、 1/15 秒 ) - ISO 400- WB : オ ー ト 


瀬戸 内 海 の 島 々 と 
楼 が 織り な す 絶 景 


未 - ヶ村. テー で PS 
1 四 を の 総 京 王 昌 ズ が 1 冊 の 書籍 に 
一 日 本 ベス トモ レク ショ ン 400 一 


両 サ イド を 桜 に 囲ま れ 、 そ の 隙間 か ら 瀬 
戸 内 海 の 島 々 を 望む こと の で きる ポイ ント 
この と き は 3 の 夕方 で 光 は 柔らか く メ 
リハ リ が な い 状 況 だ っ た 。 島 に 露出 を 合わ せ 
る と 桜 が 暗く 写り 、 桜 に 露出 を 合わ せる と 島々 
が 白 飛 び し て し まう 。 そ こ ぁ に 露出 を 合 
わせ 両 サ イド の 桜 に スト ロボ の 光 を 当て る こ 
と で 明る さと 色 を 両立 させ た 。 (藤原 部 騎 ) 


り 


本 誌 で 春 、 夏 、 秋 、 冬 と 四季 ご と に 特集 し た 「 絶 景 写真 100] シ リ 
り ます 。 合計 400 ス ポッ ト の 大 ボリ ュー ム で 
撮影 スポ ッ ト の 情報 と 提 影 オク ニッ ク を 紹介 。 47 都 道府県 の 情報 


を 網 加 し た 風景 写真 家 必 携 の 1 冊 で す 


香川 県 三豊 市 詫間 町 

園 4 月 上 旬 き 18 時 

(0 広角 レン ズ 

山頂 付近 に 80 台 皮 容 可能 を 駐車 場 あ り 。 駐 
車場 より 徒歩 20 分 で 提 影 地 で ある 展望 台 に 
辿り 落 ける 。 桜 の 季節 は 混雑 で 1 時 間 ほ どか 
か る こと も ある 。 駐 車場 へ の 登山 道 は 道幅 が 
狭い と ころ も ある の で 対向 車 に 注意 が 必要 


2017 年 3 月 
刊行 予定 
(2.592 円 ) 
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上 表 商 県 ] 


千 光 寺 


ーーーー 一 合 


美しい し だ れ 桜 と 
富士 山 が 見 える 風景 


| 


| 
寺 TECHNIQUE き 


桜の 高き と 雄大 る を 引き 出す 

桜 は 左下 か ら 右 上 に 伸び 、 左 上 か ら 右 下 に 
垂れ 下がっ て いる 。 こ の 姿 を 雄大 に 捉え る に 
は 左側 に 桜 を 配置 し 、 左 上 か ら 右 下 に 桜 が 降 
っ て くる よう な 構図 に する 。 桜の 高 さ と ボリ ュ 
ー ム 感 も 出す こと が で きる 。 


| 桜 が 右側 だ と 
窮屈 な 感じ に 
接 を 右側 に 配置 する 
と 、 の 木々 が 空間 を 
埋め て し まい 、 桜 と 富 
士 山 も 右 に 詰まり 過ぎ 
て し まう 


時 間 の 変化 に よる 4 

昼間 は トッ プラ イト で 桜の 雄大 さと 生き 生 
き と し た 表情 を 捉え る こと が で きる 。 夜 に は 桜 
に 自分 で ライ ト を 当て る こと で 昼間 と は 違っ た 
圏 玄 の 美 を 表現 で きる 。 朝 に は 逆光 に な り 桜 
の 幹 は シル エッ ト に な る 。 こ の よう に 時 間 帯 に 
よっ て さま ざま な 表現 が 楽し め る 。 


キヤ ノン EOS 6D  EF24-105mm F4LIS USM 32mm マニュア ル 赴 出 (F8、 1/320 秒 ) ISO 320- WB : オ ー ト 


し だ れ 桜 の 美しき と 枝 ぶ り の 迫力 出す た め に は 縦 位 
置 で 撮影 し た 。 垂 れ 下がっ た 枝 の 先 に 富士 山 を 入れ 
て 視線 を 誘導 する と 良い 。 撮 影 時 間 は 昼 の トッ プラ 
イト の 時 間 帯 で 桜 に 十分 な 光 が 当 た り 、 形 を 良く 〈 表 
現 で きる 。 春 は 風 の 強 い 日 も 多く 、 桜 の 枝 は 細い の 
で と て も 揺れ や すい 。ISO 感 度 を 上 げ て 、 速 い シ ャ ッ 
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暫 静岡 県 富士 宮 市 精進 川 
園 3 月 下旬 

⑯ 12 時 30 分 
( 章 標準 レン ズ 


JR 西 富士 宮 駅 より 車 で 約 30 
分 。 ひっ そり と し た お 寺 に は 、 駐 


車場 が ある 。 隣 に は 桜 と 富士 山 ター 速度 に し て お き 、 風 が 収まる タイ ミン グ を 撮影 し と ラ 
れる 科 び あ る 。 この 辺 7 夜 は 自分 で ライ ト を 朝 は 赤 宮 士 と 
本 | 。 よう 。 春の 衛 土山 周 辺 が と て も か すむ た め 、 メ スケ の 良 当て て 撮影 シル エッ ト の 板 


いく つか ある の で 、 ま と め て 回 っ い 室 4 て ミン グ E 常 に い 強い ライ ト は 桜 を 白 飛び さ 朝日 を 浴び て 朱 に 染まる 
て みて も 面白 い 7 全 下 山 終 拉 の 4 スク 0 寺 人 6 は 訂 せ て し まう の で 、 な る べく 桜 と 、 日 の 光 が 差し 込む 
天気 の 良い 日 を 選ん で 何 日 か 通っ て 撮り た い 。 撮影 光量 の 弱い ライ ト を 選び た 富士 山 を 捉え る こと が で き 
2 ee 6 Sh い 。 風 の 強 い 日 な ど は 枝 る 。 か すん で いる 富士 山 
ポイ ント は 非常 に 狭い た め 、 ほ か の カメ ラマ ン と お 古 が 揺れ て に じん で し まう も 春 ら し い 雰 囲 気 だ 
い に 譲り 合い な が ら 撮 影 を し よう ( 栓 局 真 ) 。 輸 ゴ 
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il 


ぎ 


ババ 義 


都心 の 庭園 を 飾る 優美 な 一 本 桜 


4 | 
き TECHNIQUE 


35mm で 桜の 存 


を 強調 


六 義 園 の し だ れ 桜 は 存在 感 の ある 優美 な 楼 で ある 。 
見 事 な 桜 ゆ え 、 パ ー ス を 付け た りす る こと な く 見 た ま 
ま の 存在 感 を 出す こと を 優先 し た 。 標準 域 の クセ の な 
い 描 写 で 仕上 げた か っ た の で 、 や や 離れ た ポジ ショ ン 
か ら 35mm で 撮影 し た 。 


広角 で 近づく と 
バ パース が つく 
広 訪 レン ズ で 近づい 
て 撮影 する と 、 枝 や 
花 が 広がる イメ ー ジ 
が 強く な り 、 桜 が カ 強 
く 追っ て くる 


ニコ ン D810. AF-S NIKKOR 16-35mm 人 4G ED VR 35mm 
絞り 優先 AE(F8、 1/125 秒 、 十 0.3EV) ISO 400- WB : 5.000K 


引き 気味 の 場所 か ら 35mm で 
撮影 。 桜 の 優美 な 姿 を 捉え る の 
が 狙い で ある 。 桜 を 画面 中 央 に 
配置 する こと で 、 桜 の 存在 感 を 
表現 する 。 三 脚 は 禁止 きれ て いる 
の で 、TISO 400 に 感度 を 上 げ て 
手持 ち で 撮影 。 F 値 は F8 に と ど 
め 、 シ ャ ッ タ ー 速 度 を 1/125 秒 と 
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暫 東京 都 文京 区 本 駒込 
較 3 月 下旬 
⑯ 9 時 

( 標準 レン ズ 
電車 の 場合 は JR 山手 線 駒 込 駅 か ら 徒歩 で 約 
5 分 。 専用 の 駐車 場 は な い の で 、 車 の 場合 は 
近隣 の コイ ン パー キン グ を 使用 する 。 正門 を 入 


ロン 生ま 。 の 


キャ ノン EOS 5Ds R 
ISO 400・ WB: 大 陽光 
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I ロ 北海 道 函 館 市 五 生 郭 町 五 生 郭 タワ ー 
較 4 月 下旬 

⑩ 8 時 

(広角 ロレ ンズ 

最寄り の 市 電 や バス の 停留 所 か ら は 徒歩 約 7 
ー15 分 。 駐 車場 が な い の で 、 自 家用 車 は 近 
隣 の 有料 駐車 場 を 利用 。 五 生 郭 タワ ー の 入 
場 料 は 大 人 1 人 840 円 か か る 


作 し て 手 プ レ を 防い だ 。 


EF16-35mm F4L IS USM 16mm 絞り 優先 AE(F11、 1780 秒 、 寺 0EV) 


曇天 の 中 で 提 え た 五 入部 の 全 
景 。 ピ クチ ャ ー ス タイ ル は 細部 ま 
で 描写 で きる ディ テー ル 重 視 に 設 
定 。、 上 か ら の アン グル で 手前 か ら 
奥 ま で シャ ー プ に 見 せ た か っ た の 
で 、F11 まで 絞っ た 。C-PL フ ィ 
ルター で ユン トラ スト を 上 げ 、 色 
彩 が 一 番 豊 か に 見 える ポイ ント で 
撮影 し て いる 。 (GOTO AKT) 


(深澤 武 ) 


も 


っ て すぐ の 所 に し だ れ 桜の 巨木 が ある 


| 


由 り ょ う か く 


石 校 郭 
宮 
函館 五 入 郭 を 彩る 桜の 色 


きき TECHNIQUE 
広角 レン ズ で 全景 を 捉え る 


函館 五 征 郭 の 造形 は 全景 を 入れ て こそ 意味 が ある 
た め 、 広 角 ズ ー ム レン スズ の 16-35mm を 選び 、 焦 点 距 
離 16mm で 撮影 し た 。 提 影 地 で は 、 広 角 レ ンズ で 状 
況 を 伝え る カッ ト を 、 望 遠 デー ムレ ンズ で 美しい ・ 面 
白い と 感じ た カッ ト を 、 両 方 撮影 する よう に し て いる 。 


望遠 レン ズ で 

日 常 を 切り 取る 
同じ 展望 合 か ら 焦点 
距離 200mm で 提 影 
し た カッ ト 。 桜の 絶景 
も 日 常 の 一 部 で ある 
こと が 感じ られ る ワン 


シー ン だ 
と - 
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広大 な ダム 湖 の 湖畔 治 い に 桜 
の 木 が ずら っ と 並ん で いる た め 、 
広い 風景 の 全体 を 写し 込 も うと 
する と 、 イ ン パ クト に 欠け た 構図 
に な っ て し まう 。 大きな] 本 の 桜 
の 木 を 主役 に 決め て 構図 を 整え た 。 
WB は 太陽 光 に し て 青み を 強め 、 
+ 0.3EV 露 出 を 補正 し て 清涼 な 
空気 を 表現 し た 。 (竹本 りか ) 


| 和歌山 県 
七 川 ダム 
0 記念 樹 
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語 和歌 山県 東牟婁 郡 古座 川町 
国 4 月 上 旬 
⑩ 8 時 

(前 標準 レン ズ 


電車 の 場合 、JR 古 座 駅 か りら ふる さと バス 松 根 
行き で 約 50 分 、 今津 橋下 車 。 車 で は 、 阪和 自 
動車 道 南 紀田 辺 IC か ら 国 道 42 号 を 経由 し 、 
県 道 38 号 を 七 川 貯水 池 方 面 へ 約 1 時 間 20 分 


史 | 
き TECHNIQUE き 


木の根 元 ま で 入れ て 安 邊 


キヤ ノン EOS 5D Mark 皿 - EF24-105mm F4LIS USM 40mm 


絞り 優先 AE(F16、 1/5 秒 、 十 0.3EV) 。 ISO 200 。 WB : 太陽 光 


感 を 作る 


桜の 上 部 や 左 の 枝 先 まで は あえ て 入れ な いこ と で 、 
画面 の 外 に 大 きく 広がる 様子 が 伝え られ る 。 こ けむ 
し た 幹 が 美しく 印象 的 だ っ た の で 、 大 きく 大 胆 に 入 
れ た か っ た 。 根元 部 分 も 入れ る こと で 構図 に 安定 感 を 
出し て いる 。 


幹 を 入れ な いと 
寂し い 印 象 に 


桜の 枝 先 だ け を 切り 
取っ た 。 湖畔 の 桜 並 
木 の 存在 感 は 強調 さ 
れ た が 、 そ の 分 、 前 
景 の 桜の 存在 が 織 く 
な っ た 


松江 城 は 桜の 季節 だ と 9 時 頃 に 
な ら な いと 天守 に 光 が 回 っ て こ な 
い 。 桜 が うま く 天 守 を 囲む よう な 
場所 を あら か じ め 見 つけ て お いて 、 


LR 要 上 ] 


折 島根 県 松江 市 殿町 
較 4 月 上 旬 


⑩ 9 時 
( 有 標準 レン ズ 


松江 だ ん だ ん 道路 西尾 IC か ら 県 道 260 号 を 
西 に 約 20 分 ほど 進む と 松江 城 の 大 手前 駐車 
場 が ある 。 電 車 の 場合 、JR 松 江 駅 か ら レ イク 
ライ ン バ パス に 乗り 、 大 手前 バス 停 で 下車 する 


絵柄 の メイ ン で ある 天守 に ピント 
を 合わ せる 。 手 前 に ある 桜の ピン 
ト が 甘く な ら な いよ うに F11 ま で 
絞り 込ん で パン フォ ー カ ス に し て 


松江 城 


宮 


国宝 の 天守 を 彩る 桜の 名 所 


いる 。 (山梨 将 典 ) 


ニコ ン D3X AF-S NIKKOR 24-70mm 72.8G ED 24mm マニ ュ アル 赴 出 (F11、 1760 秒 ) 史 | 
lsO 100・ WB :5.100K きま TECHNIQUE * 


天守 を 中 央 に 配 し て 桜 で 囲む 
桜 を 左右 に バラ ンス 良く 、 天 守 に 桜 が 被 ら な いよ 
うに 入れ る こと で ボリ ュー ム 感 を 表現 し た 。 中央 に 配 
置 する と 構図 も 安定 する 。 天守 を 中 央 に 配置 する こ 
と で 画面 左下 に 道 が 写り 込む の で 、 奥 行き を 表現 す 
る こと も で きる 。 


バリ エー ショ ン を 
撮る な ら 城 は 左 
天守 が 右向き な の 
で 、 パ リエ ーション を 
撮影 する な ら 右 に カ 
メラ を 振 ろう 。 天守 を 
左 に 配置 する こと で 、 
広がり を 表現 で きる 
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桜の 絶景 ベス トモ レク ショ ン 100 


上 ] 「 お し ら 様 の 枝垂れ桜 ] の お し ら 様 と は 白山 神社 の こと な 
の で 、 こ の し だ れ 桜 を 撮る と き は 隣 の 神社 も 入れ て 撮り た い 。 


: を 纏っ 
ヽ \ ツ ある 程度 自由 に 動け る の で 、 好 き な 角 度 を 見 つけ て 撮影 し 
北 * し ら 様 の 枝 垂 れ 桜 よう 。 こ この 朝日 は 後ろ の 山 か ら 上 が っ て くる の で 朝一 の 光 
5 は 期待 で き な い が 、 山 を 越え た 光 は 桜 、 神 社 の 順に 当たっ 


て いく の で 、 時間 が 経つ に 連れ る ま ざ ま な 表情 を 撮影 で きる 。 
桜 に 光 が 入 っ た と き に 撮影 する と 奥 の 山 と 神社 は 暗く 落ち 、 


日 山神 社 に ある 樹齢 200 年 の 古木 朝日 を 浴び た 桜の 輝 き を いっ そう 強調 で きる 。 (館野 一 期 ) 


キヤ ノン EOS 5D Mark 邊 
EF24-70mm F2.8L USM 63mm 
マニ ュ アル 吉 出 (F11、 1720 秒 ) 

ISO 100。 WB: 大 陽光 


TECHNIQUE 


し だ れ 桜 は 枝 が 広がっ て 横幅 が ある 。 神社 と 桜の 位置 を 桜 に 神社 が 


9 田 県 湯 
それ に 続く よう に 白山 神社 が ある の で 、 パラ ンス 良く 撮影 する か ぶ ぷっ て いる Dc 
両方 を 収め る に は 横 位 置 の 方 が 良い 。 に は 三 分 割 構図 が 使 桜 は 大 きく 迫力 は ある 6 時 30 分 
える 。 や は り 桜 は 大 が 奥 の 自 山神 社 が 科 標準 レン ズ 
| の の 幹 に 隠れ て 存在 が に 
2 きく 見 せ た い の で 画面 窒 く だ っ て [て いる 車 の 場合 は 湯沢 横手 道路 
内 の 2/3 を 占め る ぐ 雄勝 こま ち IC か ら 約 5 分 。 
横 位置 と 同じ よう な 構図 らい に ッ ぐり が 駐車 場 も 完備 し て いる の で 
で 総 位置 に し て し まう と 、 らい に 置き 、 9 MA 3 アク セス は 島 い 。 電車 な ら 
横 の 広がり が な く な り 桜 と 。 に 神社 を 収め る と バラ な JR 横 堀 駅 か ら タ クシ ー で 約 


神社 の バラ ンス は 悪く を 。 ンス が 良く な る 。 光 の この 角度 で は 桜の 密 5 分 。 開 花 時 期 に は 休憩 


る 。 その 上 、 空 の 範囲 が 電 ぇ ら 度 が 足り な い 所 や 、 地 域 の 特産 物 を 得 
広く な りす ぎ て 、 桜の 印象 コー リカ も 考え られ ー ム 感 が な く 、 る 露店 が 出 て いる の で 立ち 
が 表 く な っ て し まう る と な お 良い 感じ に な っ て いる 寄っ て みる の も 面白 い 
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吉野 山 
ーーーーーー 一 宇 


桜 と 入 に 包ま れ た 幻想 的 な 風景 


規 の ある 写真 を 撮る に は 天気 図 、 見 て あら か じ め 予 測 を 立て る こ 
と が 重要 に な る 。 穴 曖 差 の ある 早朝 を 狙う の も よい が 、 今 回 は 大 雨 の 


日 を 狙っ た 。 寺 + 雨 の 効果 で 全体 的 に 白 み が か っ に で きる と 
思っ た か ら だ 。 雨 の と き は 気温 が 低く 、 湿 度 が 高い た め に 水蒸気 が 
水 に な りや すい 。 特 に 吉野 山 の よ うな 山あい で は 和 其 が 発生 し や すい の 


真 を 撮る こと が で きる 。 吉 野山 の シン ポ 
『 っ て いる よう に 見 せる た め 、 望 遠 レン 
が 稼げ な い の で プレ 防止 の 

(藤原 郭 


で 幻想 的 な 鈴 と 桜の 風 
ル で ある 金 内 山 寺 か ら 桜 カ 
ズ で 切り 取っ た 。 空 が 暗く シャ ッ タ ー 
た め に 三脚 と レリーズ を 使っ て 撮影 し た 


どど 


奈良 県 吉野 郡 吉野 町 
較 4 月 中 旬 
⑩ 9 時 30 分 


近鉄 吉野 駅 で 下車 。 桜 が 見 頃 と な る 期間 に は 、 
マイ カー 規制 が か か る の で 、 車 の 場合 は 400 台 
収容 可能 な 吉野 山 観光 駐車 場 に 止め る 。 早朝 
に 撮影 する 場合 は シャ トル バス が な い の で 、 駐 車 
場 か ら 約 2 時 間 歩 く こ と に な る 。 帰 り は 中 千本 公 
園 か ら 駐車 場 まで シャ トル バス が 出 て いる 


全 蘭 望 速 レン ズ 


キヤノン EOS 6D - EF70-300mm F4-5.6LIS USM 124mm マニ ュ ア ル 吉 出 (F10、 1780 移 ) 


、 


き TECHNIQUE き 
論 の 出る タ 
露 の 吉野 山 を 撮影 する た め に 寒暖 差 の 大 きい 早朝 に 吉野 山 に 登 


る か 、 雨 の 日 の 吉 が 山 か ら 立ち 上 る と き を 狙う 。4 月 と いえ ど 吉 
野山 は 気温 が 低い の で 冬山 に 登る よう な 温か い 服装 で 行こ う 。 


圭 が な いと 
現実 感 が 出る 


気温 差 が 小さ い 早朝 だ と 零 も 
立ち 上 ら ず 、 全体 に 白 み が か 
ら な い の で 幻想 的 な 雰囲気 に 
な ら な い 。 写真 上 部 の 町 並み 
も は っ きり と 見 えて し まい 現実 
感 が 出 て し まう 


トド を くっ きり させ る 


RAW 現 像 で 全 f 


圭 が 立ち 込め る 雰囲気 を 強調 する た め に 、Photoshop 
Lightroom を 使っ て RAW 現像 を し た 。 ま ず 、 明 瞭 度 を 下げ て 全体 
を ぼかす 。 そ の 後 、 か すみ の 除去 で 色 を 引き 締め る こと で 幻想 的 な 
雰囲気 に 変化 させ る こと が で きる 。 


ここ で は 明瞭 度 一 30、 か すみ 


の 除去 十 60 に し た 。 部 分 で は 
な く 全 体 を 見 な が ら 作業 を する 
と 調整 し や すい 


ISO 320。 WB : オ ー ト 


岩手 県 | 
小岩 井 農 場 


の PPrR 


史 | 
き TECHNIQUE き 


高め の 光線 で 山並 み を クリ ア に 


太陽 光 か ら 黄 色 み が 取れ る 頃 に な る と 、 太 陽 は 斜 
8 Es め 後ろ の や や 高い 位置 に き て 、 気 温 も 上 が り 鈴 も 晴 
に だ け 立 

KM 1 ボ だ は が れ て クリ ア に な る 。PL フ ィ ルター を 使う と 青空 が 濃 
て いる 桜 は 撮影 で きる 場所 か ら く な り 、 桜 の 薄 紅色 や 山並 み の 税 線 が は っ きり する 。 
少 \ る 所 に の で 、 
岩手 時 岩手 了 石 町 OO 日 の 出 どろ な ら 
億 5 月 上 旬 遠 域 の 画 角 が 必要 と な る 。 圧 立体 感 を 表現 
4 縮 効果 で 空 、 山 、 桜 、 牧 草 を バ 日 の 出 の 時 間 帯 も お 
で 
ラン ス 良 く 配 置 し て いる 。 ま た 、 


すす め 。 真 横 か ら 差 
東北 自動 車道 盛岡 |C か ら 国道 46 号 経由 で 約 ー し 込む 朝日 は 桜 を 紅 
15 分 。 一 本 桜 を 見 渡せ る 広域 農道 沿い に 駐 副題 と な る 後方 の 岩手 山 が シャ 色 に 染め る と と も に 、 
車場 あり 。 周囲 の 牧草 地 や 農道 に 入ら な いよ ー プ に 写る よう に F11 まで 絞り 込 

ん で いる (山梨 持 典 ) 


ニコ ン D800. AF-S NIKKOR 24-70mm 2.8G ED 70mm 
マニ ュ アル 釧 出 (F11、 1760 秒 ) ISO100- WB: 5.050K 


陰影 を つけ て 立体 感 
う 注 意 。 鳥 害 で 開花 状況 に 影響 が 出る こと も を 出し て くれ る 


お 。 か じ え ん 


等 TECHNIQUE 半 
WEB を オー ト に し て 各々 の 色 を 出す 


AA 0) 保 AEF8、 3P、 0EV SO 400 WB: オ ー ト 
秋 の 照明 な ど 大 切 に し た い 色 が 多種 だ か ら で あ る 。 
複数 の 種類 の 光源 が ある 街 の 夕景 を 育 時 に する 場合 、 


夫 の 明る さ が 失 る ころ 、 

完璧 な イメ ー ジ 作り は 難し い の で 、 オ ー ト で 撮影 し て 982R2CTOS で の 
気 に な っ た 場合 は 提 影 後に 微 調整 する と 良い 。 街 の 照明 は 一 秘 に 煙 き を 増す 。 
空 が 黒く つぶ れる と 奥行 き や 雄 大 


ロ 宮城 県 柴田 郡 柴田 町 
較 4 月 中 旬 


2 きる が 失わ れる の で 、 ハ イラ イト と 


生還 光 に お お シャ ドウ 部 と の 明暗 差 が 少な い 2 
ジ ) 

由衣 の 06 日 没 30 分 後 が シャ ッ タ ー チ ャ ン 2 
桜 や 街 明か り が 多 力 JR 般 岡 駅 か ら 徒 歩 で 約 15 分 。 車 の 場合 は 東 
的 な 色調 に 表現 され ス 。 桜 や 街 明 か り の 色 を 鮮やか 北 自動 車道 白石 IC か ら 約 20 分 。 山頂 の た め 、 

N 9 は る 。 和 が 
人 に 出す た め に 、WB は オー ト に 設 0 ん) 

省 。 填 し て ez。 (新海 良夫 ) 
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I 隊 衣 


わ き か せん こう を えん 


岩木 川 河川 公 


ーーーーー \Y ーー 


音 自 ビン ク の 三 重奏 が 半 し い 


き TECHNIQUE 球 


62mm で 岩木 山 を 


岩木 山 の 圧 倒 的 な 存在 感 を 見 せ た い の で 、62mm 
で 引き 寄せ た 。 手前 の 桜 を 圧縮 する と 、 花 の 密集 感 
も 出る の で 鮮やか な 桜 写真 と な る 。 


40mm だ と 
岩木 山 が 小さ い 
広角 気味 の 40mm だ 
と 空 が 多く な り 、 画面 
が 散漫 に な る 。 街灯 
も 写り 込ん で し まい 、 
間延び し た 写真 に な 
っ て し まう 


キヤ ノン EOS 5D Mark IL EF24-105mm F4L IS USM 50mm マニュアル 赴 出 (F20、 0.3 秒 ) 


ISO 200- WB : オ ー ト 


6) 


販 神奈 川 県 足柄 上 郡 大 井町 
倍 3 月 下旬 

@ 6 時 

(5 標準 レン ズ 

東名 自動 還 道 大 井 松 田 IC か ら 県 道 77 号 線 に 
入り 、 後 導入 口 か 5 県 道 708 号 線 に 入っ て す 
ぐ の S 字 カー ブ を 過ぎ て 左折 し 、 す ぐに 右折 。 
約 10 分 で トイ レ の ある 駐車 場 が 左 に 見 える 
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菜の花 畑 を 囲む よう に 並 。 
9 な ら ず 奥行 


際 き の 欄 
き が 増し 
で の り っ て も る 富士山 の 存 


Mr 
色 を 再現 する 。 菜 の 花 が 密集 
て いる 所 を 狙 お う 


ニコ ン D810 AF-S NIKKOR 24-70mm f72.8G ED - 62mm 
絞り 優先 AE(F8、 1/320 秒 、 一 0.3EV) 。 ISO 200。 WB : オー ト 
合い に ある この 公園 は 、 
の 岩木 山 が そ び ぇ 立ち 、 
ソメイヨシノ や し だ れ 桜 が 咲き 誇 
る 。 ポ ジ シ ョ ン に よっ て は 背景 に 
電線 や 街並み が 入る の で 、 62mm 
点 距 離 で 脚立 を 使い 、 高 い 
位置 か 6 岩 木山 を 引き 寄せ た 
楼 が 山 に か ぶり すぎ な いよ うに 構 
図 を 決め る (片岡 上 ) 


着 林 川 


どり 


Ii 青森 県 北津軽 郡 板 柳町 
較 4 月 下旬 
⑩ 9 時 

( 暗 標準 レン ズ 


ソメイヨシノ や 八重 桜 、 し だ れ 桜 が 99 本 植え ら 
れ て いる 。 車 の 場合 は 東北 自動 車道 浪岡 IC か 
ら 約 20 分 。 無料 の 駐車 場 が 併設 され て いる 。 
電車 の 場合 は 、JR 板 柳 駅 か りら タク シー で 約 5 
分 。 徒歩 だ と 約 10 分 


IM 


し < 


篠 等 の 丘 


ーーーー ーーーー 


業 の 花 の 丘陵 か ら 富士 山 を 


等 TECHNIQUE 半 


朝焼け を 狙う な ら 前 日 に ロケ ハン を し て 撮影 ポイ ン 
ト を 決め て お く 。 日 の 出 の 時 間 も 確 認 し て 少な く と 
も 30 分 前 に は 現場 に 到着 し 、 三脚 を 立て て お きた い 。 
ロケ ハン を し て お け ば 刻々 と 色 が 変化 する 朝焼け を 逃 
さ ず 撮影 で きる 。 


見 える 場所 だ 。 広 い 
朝焼け 後 は 
菜の花 を 主題 に 


朝焼け の 撮影 後 2 時 
間 も 経 て ば 日 中 の 撮 
影 が で きる 。 改め て 
アン グル を 変え 手前 
の 花 の 密集 度 な ど 確 
認 し て 撮影 する 


(富田 因 39 


日 の 出 直 後 
写る の で 、 モ ニ 


MG 


奈良 県 吉野 郡 天 川村 
国 4 月 下旬 

@ 7 時 

(標準 レン ズ 


国道 309 号 線 を 南下 、 み た らい 
渓谷 を 過ぎ て 、 冬季 通行 止め ゲ 
ー ト 手前 を 左 の 林道 へ 入り 約 
15 分 。 み た らい 渓谷 より 先 は 、 
荒れ て いる 場所 も ある の で 注 
意 。 近 鉄道 下 市 口 駅 か ら 車 で 
約 1 時 間 15 分 


終わ る ころ 、 薄 暗い 渓谷 を 照ら す よ うに 
1 本 の 桜 が 咲く 。 晴 れ た 日 は 光 の 扱い が 難し い 場 所 
の た め 、 曇 天 の 方 が 撮り や すい 。 この 日 は 雨上がり 
で 水量 も 多く 、 普 段 は 白く 見 える 岩 の 表 面 が 落ち 着 
いた 質感 で 撮影 に は 最適 
水 の 流れ が 表現 で きる 撮影 ボ ポジション を 探っ た 。 奥 に 
見 える 桜 と 水 の 流れ 、 岩 の 配置 が バラ ンス 良く 画面 
に 収まる よ PL フィ ルター で 岩 や 水 
面 の 表情 を 調整 し 、 適 度 に 水 の 動き が 感じ られ る 


ん ~ み 2 な 所 を 2 だ の 
桜の 絶景 ベス トモ レク ショ ン 100 


童子 谷 


EE 


山 深い 渓流 に 


春 を 届け る 一 本 桜 


1/15 秒 で シャ ッ タ ー を 切っ た (石川 真哉 ) 


午 TECHNIQUE 壮 


\ 川 の 勢 


桜の 木 か ら 川 を 挟ん で 対岸 に ョ ン を 
取っ た こと で 、 流 れ に 正 対 する こと が で きた 。 
手前 の 水流 の 迫力 を 出す た め に 、 縦 位置 に し 
て いる 。 右 上 か ら 左 下 へ 勢い 良く 流れ る 渓流 
と 岩 を バラ ンス 良く フレ ー ム 内 に 収め る こと を 
心掛け た 。 


横 位置 だ と 水 の 流れ を 止め て し まい 
渓流 の イメ ー ジ が 弱まる 


横 位 置 だ と 桜の 大 き さ や 位置 と 比較 し て 岩 と の バラ ンス 
が 悪く 、 手前 を 流れ る 水流 が 止ま っ て し まう 。 水 の 流れ が 
表現 で き な い 


PL フィ ルター で 反射 # 


ファ イン ダー で 効果 を 確認 し な : 
岩 の 反 射 を 抑え て 質感 を 出す 。 同 時 に 桜の 花 
びら の 照 か り も 除去 する 。 現場 で の 判断 が 難 
し いと き は 、 効 果 を 変え て 何 カ ッ ト か 撮影 し て 
お き 、 後 で 一 番 良 い カ ッ ト を セレ クト し て も 良 
い だ ろ う 。 


PL フィ ルター を 付 
け て も 開放 F 値 が 
明る い レ ンズ を 使 
用 すれ ば ファ イン 
ダー が 明る い の で 
反射 を 確認 し や す 
い 。 明 る い レン ズ 
を 使用 する こと を 
お すす めす る 


ソニ ー g900。 Vario-Sonnar T* 24-70mm 
F2.8 ZA SSM 55mm 絞り 優先 AE(F11、 
1715 秒 、 1.0EV) ISO 200- WB : オ ー ト 


055 


Lan 


松川 べり 


本 ーーー = 
川沿 い に 連 な る 460 本 の ソメイヨシノ 


横 位 置 の 構図 で 


川 に 覆い か ぶさ る よう に 咲 
いて いた の で 、 模 位置 
し て 、 桜 並木 の 情景 や 水面 
に 写り 込ん だ 青空 と 桜の 分 
量 を ふん だ ん に 入れ た 。 人 工 
物 を 極力 入れ な いよ うに アン 
グル を 追い 込ん で いる 。 


縦 位置 の 場合 、 桜 の 花 の 重なり 具 
合 は 良い が 、 水 面 に 映り 込む 桜の 量 


が 少な く な っ て し まう 
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\ 川 面 を 大 胆 に 


い 撮 影 ボ ポイ ント を 探し た 
を 狙っ て 、 桜 の 重なり 具合 や 青空 


値 は 絞 
川 に か 


本 当 は も っ と 広く 写し た か っ た が 、 


な い 横 位置 の 構図 に 決め た 


ヽ 
壮 TECHNIQUE 事 
人 れる スロ ー シ ャ ッ タ ー で 花 び 
縦 位置 だ と 松川 で は 、 散っ た 花びら を スロ ー シ ャ ッ タ ー で 流 
映り 込み が 少な い す 写 真 も 撮り や すい 。 コ ツ と し て は F 値 を 絞り 込ん 
ロ で 、ISO 感 度 を 下げ る 。 そ れ で も 足り な い 場合 は 、 
ND フィ ルター を 使い た い 。 
川面 の 花びら 
を 流し て 撮影 
半 10 秒 の スロ ー シ ャ ッ 
ター で 川面 に 散っ た 
桜の 花びら を 流し た 


松川 に 架かる 橋 を 順番 に 回 り 、 


人 工 物 や 観光 客 が な る べく 入ら な 
立体 感 が 出る 半 逆 光 気 味 の 時 間 ( 朝 の 8 時 ) 
と 桜の 映り 込み を PL し フィ ルター で 
調節 する 。 人 が 多く 三脚 が 立て られ な い の で 手持 ち 撮 影 で 、 
り 込 みた か っ た の で ISO 感 度 を や や 高め の ISO 640 に 設定 。 
ぶさ る 桜の 広がり を 感じ きせ る た め に 70mm で 撮影 し て いる 。 
周囲 の ビル や 鉄塔 が ぎり ぎり 入ら 


か つ F 


( 安 念 余 志 子 ) 


キヤ ノン EOS 5D Mark 
EF24-70mm F2.8LT USM 70mm 

絞り 優先 AE(F14、 1/50 秒 、 1.0EV) 
ISO 640。 WB: 大 陽光 


どど 


語 富山 県 富山 市 本 丸 
還 4 月 中 旬 

⑩ 8 時 

( 謙 標準 レン ズ 


電車 の 場合 は JR 富山 駅 か ら 徒 
歩 で 約 10 分 。 車 の 場合 は 、 北 
陸自 動車 道 富山 IC か ら 約 20 
分 。 民営 の 駐車 場 も ある が 、 
市 営 の 富山 城 公 園 駐車 坦 
が 便利 だ 


WW 


宝珠 山 駅 


宝珠 山 駅 の 北側 か ら 撮 影 する 
場合 、 晴 れ の 日 だ と 常に 逆光 に 
な る の で コン トラ スト が つか な い 
曇り の 日 の 方 が 撮影 に 適し て いる 
また 、 線 路 の 両側 に は 民家 


桜の 絶景 ベス トモ レク ショ ン 100 


福岡 県 朝食 郡 東 嶺 村 
4 月 上 旬 
12 時 30 分 


望 可 レ ンズ 


か ある の で 、 望 遠 レ ンズ を 使っ て 

es Be JR 小倉 駅 か ら 日 田 行き の 列車 に 乗っ て 宝珠 山 
バラ ンス 良く 花 と 列車 を 切り 取 駅 まで 約 1 時 間 45 分 。 JR 日 田 駅 か ら 小食 行き 
メール > 昭 ペド ま プ コ 喝 合 道 
よう に し よう ( 山 剰 


花々 が 出迎え て くれ る ロー カル 線 


典 ) 


TECHNIQUE 


ニコ ン D810 AF-S NIKKOR 80-400mm f74.5-5.6G ED VR 250mm 
ュ アル 赴 出 (F7.1、 17320 秒 ) ISO 320 WB : 5,400K 


線路 が 正面 に 見 える 場所 に 構え て 、 駅 に 停車 する 
列車 と 左下 に 流れ て いく レー ル で 画面 に 動き と 奥行 
き を 出し て いる 。 ま た 、 ロ ー レ ベル に し て 線路 の カー 
ブ に 沿う よう に 葉 の 花 を 手前 に 入れ る こと で 遠近 感 
と 花 の ボリ ュー ム 感 を 出し て いる 。 


列車 が 近い と 
奥行 き が 弱まる 
列車 が 近づき 過ぎ る 
サイ ド の 花 と 列 
ンジ ポジション に 
な り 、 遠近 の 対比 が 
な く な り 画 面 が フラ ッ 
ト に な っ て し まう 


池 に 映る 一 本 桜 は 全国 で も 少 
な く 貴 重 だ 。 こ の 桜 は 小さ な 池 [ ] 
の 対岸 に あり 、 距 離 が 近い た め 、 


愛媛 県 喜多 郡 内 子 町 の 
4 月 中 旬 広角 レン ズ で 鏡 の よう に 映る その 


ぁ ぃ  o P 
に ーF に 
19 時 佑 ま い を 大 きく 提 え た 。 無 風 の 『 の イ 細 
広角 レン ズ ッッ mg BE ュ ス 
日 を 選ん で F13 ま で 絞り 込み 、 


車道 内 子 五十崎 IC か ら 国 道 379 号 
村 バ パイ パ ス で 県 道 228 号 線 を 南 
に 約 15 分 で 案内 板 が ある 。 集 落 の 中 
に ある の で 良識 ある 撮影 を 心掛け る こと 


32 秒 の バル プ 撮 影 を 行っ た 。 ノ 
イズ を 防ぐ た め に ISO 400 を 選択 
し て いる ( 高 模 俊 樹 ) 


鏡 の よう な 水面 に 映る 妖 漁 な 桜 


キャ ノン EOS 5D Mark TL EF17-40mm F4L USM 17mm マニ ュ ア ル 吉 出 (F13、 32 秒 
ISO 400・ WB : 蛍光 条 


TECHNIQUE 


この 桜の 素晴らし さ は 
何と いっ て も 「 池 に 映る ]」 
こと 。 ベ スト ポジ ショ ン は 
非常 に 狭い の で 、 事 前 に 
フレ ー ミ ング まで 確認 し て 
手前 の 樹木 の 枝 が 重 な ら 
な い 場 所 に 三脚 を 立て る 。 
空 に 残る 青 さ が 水 面 に 映 
る 19 時 過ぎ が 最も 美しい 。 
桜 自体 は 日 中 も 美しい が 、 濁っ た 
池 の 色 が 気 に な る 。 工 や か さ を 表 
現す る た め に は ライ ト ア ッ プ を 狙っ 
て 撮り た い 


日 中 は 池 の 濁 り が 
目立つ 
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キヤ ノン EOS 5D 

EF24-70mm F2.8LUSM 70mm 
紋 り 優先 AE(F16、 1.6 秒 、 1.3EV) 
ISO 100- WB: 大 陽光 


さま ざま な 角度 か ら 撮影 可能 な し 
= が 、 白 い 空 を 入れ た く な 
か っ た の で 、 背 景 が 暗い 森 と な る 場 
所 か ら 撮影 。 手前 に 菜の花 を 入れ 
て 華やか さ を 加え た 。 (星野 佑 佳 ) 


ニコ ン D800 

AF-S NIKKOR 24-70mm 72.8G ED 
40mm - マ ニュ アル 名 出 (F13、 1/4 秒 ) 
ISO 200- WB: 5.800K 


楼 と 八ヶ岳 が 被 ら な い 場所 に カ 
メラ を 構え 、 両 方 収まる よう に フレ 
ー ミ ング 。 照ら され た 桜 と 夕焼け 空 
の 明る さ が 同 じ に な る わずか な 時 間 
が 美しく 撮影 で きる 。 (山梨 将 典 ) 


名 鉄 東 岡崎 駅 か ら 名 鉄 バス 奥 殿 陣屋 方 面 
で 約 30 分 。 北斗 台 口 で 下車 し 徒歩 で 約 10 
分 。 桜 まつ り 中 は 夜 に ライ ト ア ッ プ され る 


山梨 県 革 崎 市 神山 町 


中 央 自動 車道 甘 崎 IC よ り 車 で 約 20 分 。 
ズン 中 は 約 100 台 分 の 無料 駐車 場 あり 。 電 
車 の 場合 、JR 甘 崎 駅 より タク シー で 約 15 分 


石 汗 詩 


選 SkS の 度 ow 逐 
ご 
落 三 時 


キヤ ノン EOS 5Ds R 

EF16-35mm F4LIS USM 16mm 
絞り 優先 AE(F11、 17320 秒 、 0.3EV 
ISO 200 WB : 大 陽光 


肢 阜 県 高山 市 荘川 
4 月 下旬 

8 時 30 分 
広角 レン ズ 
東海 北陸 自動 車道 荘川 IC か ら 国道 158 号 


線 、156 号 線 で 約 15 分 。 東海 北陸 道 白川 
郷 IC か ら は 国道 156 号 線 で 約 40 分 


後ろ に 引き が な い の で 超 広角 レン 
ズ で な いと 全体 を 写し きれ な い 。 育 
景 に 御 母 衣 ダ ム の 湖面 を 多く 入れ 
た いな ら 道 を 挟ん だ 土手 に 登っ て 
撮影 し よう 。 (福田 弘二 ) 


キヤ ノン EOS 5D Mark II 
EF28-300mm F3.5-5.6L IS USM 
65mm 絞り 優先 AE(F16、 1730 秒 、 
ー0.3EV) "ISO 100- WB : オ ー ト 


桜 並木 と 蔵王 連峰 が 川面 に 映る 
風 が 穏やか な 早朝 が 狙い 目 。 水平 
線 を セン タ て スケ ー ル を 出し 、 
ー0.3EV で 桜の ビン ク や 残雪 が 飛 
ば な いよ うに 配慮 し た 。 (山梨 勝弘) 


JR 大 河原 駅 か 徒歩 約 5 分 。 車 の 場合 、 東 
北 自動 車道 白石 IC か ら 国 道 4 号線 で 大 河原 
方 面 に 約 20 分 


キヤ ノン EOS 5D Mark 
EF24-70mm F2.8L USM 52mm 
絞り 優先 AE(F11、 1/45 秒 、 0.5EV) 
ISO 200・ WB : 大 陽光 


庄屋 の 中 越 家 が 佐川 領主 を も て 
な す た め に 植樹 し た と され る エド ヒ 
ガン 。 青 空 が 濃く な る 昼 の 光線 を 
利用 し て 、 石 垣 と 古道 で 山間 の 窪 
囲 気 を 取り 込ん だ 。 ( 画 川 貴之 ) 


058 ジタル カメ ラマ ガ ジ ン 3-2017 


高知 自動 車道 伊野 |C か ら 約 1 時 間 30 分 。 
松山 自動 道 松山 IC か ら 国 道 33 号 線 経由 で 
約 1 時 間 30 分 。 秋葉 神社 へ の 道 沿 い に あ る 


ニコ ン D810 

AF-S NIKKOR 24-70mm 人 2.8G ED 
24mm 絞り 優先 AE(F8、 10 秒 、 
ー0.7EV ISO 400- WB : オ ー ト 


岩手 県 岩手 郡 宣 石町 
4 月 下旬 

20 時 30 分 
標準 レン ズ 


JR 替 石 駅 か ら 車 で 約 15 分 。 東北 自動 車道 
僅 岡 IC か ら 約 20 分 。 ナビ 設定 の 場合 は 「 花 
工房 らら 倶楽部 」 の すぐ 近く に 設定 し よう 


弘法 大 師 ゆ か り の f 
て 、 詞 を アク セン ト に : 
アッ プ の 光 も 取り 入れ 、 ハ レー ショ 
ン を 確認 し な が ら 、F8 ま で 絞っ て 
撮影 し た 。 (星野 佑 佳 ) 


ニコ ン D810 

AF-S NIKKOR 24-70mm 72.8G ED 
62mm - マ ニュ アル 串 出 (F5.6、 
1/500 秒 ) - ISO 400- WB : 5.200K 


遮断 機 が な い 生 活 踏切 の 線路 を 
挟ん だ 両 サイ ド が 撮影 場所 。 こ の カ 
ッ ト の 反対 側 は 撮影 の 激戦 地 に な る 。 
列車 が ぶれ な いよ う 1/500 秒 を 基 
準 に 露出 を 決め る 。 (山梨 将 典 ) 


キヤ ノン EOS 5D Mark IL 
EF24-105mm F4LIS USM 47mm 
絞り 優先 AE(F16、 1/60 秒 、 0.5EV) 
ISO 200。 WB: 大 陽光 


天守 閣 と 桜 を まとめ る た め に 、 西 
の 丸 庭 園 か ら 撮影 し た 。F16 ま で 
絞り 込ん で 桜 と 天守 間 を シャ ー プ 
に 描写 。 十 0.5EV 直 出 補正 し て 春 
の 肢 囲 気 を 演出 し た 。 (西川 貴之) 


ビ の eo マス 潜っ 針 記 受 屋 避 


販 熊本 県 人 吉 市 下 原田 町 
( 西 人 吉 駅 … 渡 駅) 

国 4 月 上旬 答 12 時 

(⑳ 標準 レン ズ 


JR 西 人 吉 駅 か ら 江 駅 方 向 の 線路 沿い を 徒 
歩 約 10 分 の 錯 切 周辺 が 撮影 スポ ッ ト 。 車 の 
場合 は 九州 自動 車道 人 吉 IC か ら 約 15 分 


満 | 大 
前 | 


店 大 阪 府 大 阪 市 中 央 区 
大 阪 城 
4 月 中 旬 


(標準 レン ズ 


撮影 場所 の 西の丸 庭園 に は 、 大 阪 市 営 地 
下 鉄 谷町 四 丁 目 駅 が 近い 


キャ ノン EOS 5D Mark 想 
EF16-35mm F4LIS USM 20mm 
絞り 優先 AE(F16、 113 秒 、 上 0.7EV 
ISO 100 WB : 大 陽光 


午前 中 の 光 が 良 い の で 車 で の 早め 
の 訪問 が お すす め 。 場 所 に よっ て 桜 
影 に な る の で 、 前 日 に ロケ ハン を 
し て お く と いい 。 桜 を フレ ー ム に 奇 
景 に 視線 を 集め る 。 (高橋 よし て る ) 


@ 9 時 

(広角 レン ズ 
上 信越 自動 車道 松井 田 妙義 IC か ら 約 30 
分 。 電 整 の 場合 は 、JR 高 崎 駅 か ら 信越 本 
線 で 松井 田 駅 下 証 後 、 タ クシ ー で 約 30 分 


ピア 4 


富士 フイ ルム X-T1  XF16-55mm 
F2.8 R LM WR 42mm (64mm 相 当 ) 
絞り 優先 (F13、 1/40 秒 、 二 0EV) 

ISO 800 WB : 晴れ 


桜 が 棚田 の 頂点 に ぼ つ ん と 立っ 
て いる の で 、 遠 目 か ら 周り の 情景 と 
一 緒 に 写す 。 強 い 雨 が 降り 止む タ 
イミ ング で 霧 が 発生 する の で 、 そ の 
時 を 待っ た 。 (佐藤 尚 ) 


ニコ ン D810. AF-S NIKKOR 80-400mm 


4.5-5.6G ED VR 110mm 
絞り 優先 AE(F11、 16 秒 、 土 0EV) 
ISO 100- WB : オ ー ト 


藻 暗 く な っ た 時 間 帯 が フォ ト ジ ェ 
ニッ ク だ 。 薄暮 の 時 間 か ら 撮 影 を 
始め る 。 桜 並木 が 黒く つぶ ぷれ すぎ な 
い 赴 出 に し て 、 淡 く 桜 を 浮か び 上 
が ら せ る 。 (上 岡 誠 ) 


ニコ ン D800E - AF-S NIKKOR 
24-70mm 72.8G ED - 55mm 

絞り 優先 AE(F11、 1/100 秒 、 一 0.7EV) 
ISO 400- WB : 晴天 


絵 に な る 白壁 の 土蔵 と し だ れ 桜 
を 組み 合わ せる 。 桜の 見 事 さ を 強 
調 する た め 、 土 蔵 の 割合 は 少し に 
し た 。 桜の 樹 形 を 崩さ な いよ う 白 
い 空 も 入れ た 。 (星野 佑 佳 ) 


桜の 絶景 ベス トモ レク ショ ン 100 


JE で で O 員 泊 
Ro 


遅 肢 


層 


暫 高知 県 香美 市 
4 月 上 旬 
@⑲ 8 時 30 分 
(前 標準 レン ズ 


物 部 川北 岸 の 日 帰り 温泉 施設 の 湖畔 遊 か ら 


細い 山道 を 上 が り 約 5 分 。 才 中 で 分 か れ 道 
が ある が 上 へ 上 へ と イメ ー ジ し て お く と いい 


の Se る 壮 
と 


か 


ぐ へ NIS 
= 


撮影 し た 古城 山 公園 の 展望 台 へ は 、 車 で は 
秋田 自動 車道 大 曲 |C か ら 約 40 分 。 電 車 の 
場合 は JR 角館 駅 か ら 杜 歩 約 40 分 


5 > 
四 調 
の 
だ 3 
棒 | れれ 
を 桜 : 
に 


語 大 分 県 竹田 市 炭 意 
3 月 下旬 


( 標準 レン ズ 


JR 四 後 竹田 駅 か ら 証 で 約 30 分 。 県 道 638 
号線 沿い に 進み 、 炭 電 バ ス 停 付近 。 近く に 
臨時 の 駐車 スペ ー ス が ある | 
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[we] 


ーッ ム ハム ノ て 
宇 信 公 
宇治 川中 州 に 絢 次 と 基く し だ れ 桜 


塔 の 島 か ら 橘 島 へ と 回 遊 す る 一 帯 は 桜 が 多 く 日 中 は に ぎわ う が 、 
数 本 の 桜 が ラ イト ア > Ph WT 桜 と 空 の 
明る さき が 絶 妙 な パラ ンス と な る よう 、 空 に 青み が 残る 時 間 帯 に 訪れ た 
軸 上げ て 速め の シャ ッ タ ー を 切り 、 


つっ 、RAW 交際 に な 色 温 度 ま で 追い 込ん だ 。 こ 
の 下 だ と 白 み が 強く 、 電 球 で 照ら し た 方 が 注い ピン ク 色 が 綴 
現像 時 詳 や か さき を 増 す よ うに 調整 し た 。 光 
! な の で 、 (水野 秀 比 古 ) 


る の で 、 


源 が 桜の 支柱 で 


京都 府 宇治 市 宇治 
4 月 上 旬 
18 時 30 分 
標準 レン ズ 


キヤ ノン EOS 5D Mark 皿 EF24-105mm F4L IS USM 35mm マニ ュ ア ル 赴 出 (F5.6、 0.4 和 


ISO 1600 


TECHNIQUE 


こぼれ る ほど に 花弁 を に ぎわ せ 
な が ら 絢 燃 に 広がる 桜の 全体 像 
を 見 せつ つ 、 夕 暮れ を 育 景 に 桜 
の 木 が 輝く よう な 画 に し た か っ た 。 
6 距離 は 35mm を 選択 し 、 横 
位置 で 画面 いっ ぱい に 桜の 全景 
を 取り 入れ る 決め た 。 た 
だ し 、 ラ イト アッ プ の 光源 だ け で 
は 、 光 量 が 少な く 桜の 隅 々 まで 
照ら せ て いな か っ た た め 、LED ビ 
デオ ライ ト を トラ ベル 三脚 に 設置 
し 、 両 サイ ド か ら 照 射 し て 光 を 
補っ た 。 暖色 系 の LED で 暗部 を 
照ら し 、 桜 全体 に 柔らか く 光 を 
回 し て いる 。 な お 、 撮 影 者 が ほか 
に も いる 場合 な ど は 、 配 置 し た 三 
脚 が 妨げ に な ら な いよ うに 十分 に 
配慮 し た い 


光源 を 補う LED ビ デオ ライ ト 


本 作品 で 使用 し て いる の は Mcoplus LED- 
130 と いう ビデ オラ イト 。130 球 の LED を 搭載 
し 、 800 ル ー メ ン の 光量 を 備え な が ら 、 3.000 円 


前 後 で 入手 で きる 優れ も の だ 


WB:4.200K 


正面 か の ら の 光 で は 
コン トラ スト が 強い 


撮影 
柚 や 石組み が 明る く 
目障り な 影 や コン トラ スト が 目立っ 
て し まっ て いる 


キヤノン EOS 5D Mark IEF24-70mm F2.8L USM 24mm 絞り 優先 AE(F13、 1/45 秒 、 土 0EV) 


ISO 200。 WB : 大 陽光 


東京 都 西多摩 郡 奥多摩 町 
4 月 中 旬 

10 時 

標準 レン ズ 


電車 の 場合 は 、JR 奥 多摩 駅 か ら バ ス で 約 20 
分 。 車 の 場合 は 、 圏 央 道 日 の 出 IC ま た は 青梅 
1C よ り 約 60 分 。 湖岸 の 駐車 場 か の ら み は らし の 
丘 遊歩 道 を 歩く 


桜 と 湖面 が 共に 魅力 的 に 見 え 
る 場所 は 遠景 に 山 の 校 線 が 入る 
ポイ ント 。 下 方 に ある 桜 、 湖 面 、 
山並 み 、 空 へ と 立体 感 を 持た せ 
る フレ ー ミ ング に する 。 ツ ツジ は 
色彩 が 強い の で パラ ンス を 月 さ な 
7 置 に 配置 し た 。F 値 を F13 
まで シャ ー グ に 

(新海 良夫 ) 


- 絞 り 込ん で 遠景 
見 せ て いる 


桜の 絶景 ベス トモ レク ショ ン 100 


エメ ラル ド グ リ ー ン が 桜 を 引き 立て る 


TECHNIQUE 


標準 デー ムレ ンズ の 広角 側 で 広 さ を カバ ー し て 、 手 
前 に 迫力 ある 桜 を 大 きく 見 せる 。 爆 温 の 美 し さ は 色 
彩 の 豊か さ が 大 切な 要素 と な る の で 、 エ メラ ルド グリ 
ー ン の 湖面 を 育 景 に し た 。 ピ ンク 色 の 反対 色 で ある グ 
リー ン で ピン ク 色 を 目立た せ て いる 。 


望遠 だ と 湖 の 
印象 が 弱い 

望 可 レン ズ で 撮影 
花 の 密集 感 は 出る 
が 、 湖 の エメ ラル ド グ 
リー ン の 部 分 が 少な 
いた め 桜 色 が 引き 立 
た な い 


li 軸 | 
の と 鉄道 
山腹 に 点 在 する 楼 を アク セン ト に 


TECHNIQUE 


ーー ニーーーー ニ MS ィ ッッ ョ ンタ グッ グッ クウ ク ドド qq ヨ ピヨ Bー ピ ーー ピク キヤ ノン EOS 5D Mark II 。 EF300mm F4L IS USM 300mm 
マニ ュ ア ル 出 (F6.3、 1/800 徐 ) - ISO 400 WB : 太陽 光 

桜 が 車両 で 隠れ て し まわ な い 撮影 ポイ ント を 探っ た 。 
ポジ ショ ン は 上 げ て 、 列 車 の 上 方 に も 桜の 花 が 見 え 


る よう に し て いる 。 背景 に な る 山腹 の 桜 が 画面 に 収 ま 


で 花弁 が 爺 け て 白く 輝 


る よう 気 を 付け 、 信 号機 の 位置 も 工夫 し て いる 。 く 夕方 。 線路 治 い の 桜 並木 と 山 
車両 で い 時 9 0 石川 県 七尾 市 中 島町 
桜 を 隠さ な い 遠 レ ンズ で 圧縮 し 、 遠 く の 桜 を 4 月 中 旬 
引き 寄せ た 。 F6.3 で 遠景 の 桜の 17 時 


来 た 列 車 を と っ さ に 
撮影 し た 1 枚 。 背景 
の 桜 が 隠れ 、 山腹 の 
桜 も 中 途 半 端 。 この 
問題 を クリ ア す る 場 
| 所 を 探し 撮り 直し た 


レン ズ 
ポケ を 抑え て いる 。 列車 が 桜 を の 


背 に し た 瞬間 が レリーズ の タイ ミ 
ング 。 信 号機 は 桜 と 重 な ら な いよ 
うに し よう (米屋 こう じ ) 


JR 七尾 駅 また は 和倉 温泉 駅 で の と 鉄道 七尾 
線 に 乗り 換え 、 西岸 駅 下車 。 線路 内 に 立ち 入 
ら な いな ど 、 列 車 運 行 の 妨げ に な ら な いよ うに 
十分 注意 し よう 
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キヤ ノン EOS 5Ds R 。 EF24-70mm F4L IS USM 50mm 絞り 優先 AE(F8、 30 秒 、 土 0EV) 
ISO 200 WB : 自 色 蛍 光 条 


か すみ が か か っ た よう な 夜桜 の 

46 美しい 全景 を 撮り た いと 思っ た 
福島 県 二本松 市 部 内 ライ ト ア ッ プ され て いる 遠景 まで 
還 4 月 上 旬 は っ きり と 見 せ た か っ た の で F8 
二 U2 計 和 を 選択 。 ラ イト アッ プ さ きれ て いな 
2 た Pk SE 知り 柚 IRbEDP4 
《 く 照ら し て いる 。 花 を 幻想 的 に 


分 。 電 車 の 場合 は 、JR 二 本 松 駅 か ら 徒 歩 で 
約 20 分 。 起 ヶ 城 公園 か ら 道路 を 挟ん だ 高台 に 見 せる た め WB を 白色 蛍光 に し 
て 青み を 強め た 。 (新海 良夫 ) 


撮影 ポイ ント の 遊歩 道 が ある 


[em] 


ま し ょ 


松山 城 
023A 義 の 拉 


午 TECHNIQUE 寺 


望 可 レン ズ で 余計 な 要素 を カッ ト 


絞り 優先 AE(F11、 1/125 秒 、 0.3EV) 


80mm と 望遠 域 を カバ ー す る レン ズ を 使用 する こと 


に より 、 花 が 大 きく 明確 に な り 、 観 光 客 も カッ ト で き 正午 前 後 の 時 間 帯 だ と 光 が き 


る 。 不要 な 部 分 を 画面 に 入れ な いこ と で 画面 も 引き 


締め られ る 。 
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れい に 回 る 。 ソ メイ ヨシ ノ の 花 は 
ピン ク で は な く 白 に 近い 。 画 面 内 


に 語 愛媛 県 松山 市 丸之内 

に で 光 が 回 っ て いる 桜の 分 量 が 多く 、 商 1 3 月 
に りー し か も 見上げ る アン グル で 空 を 入 12 時 30 分 

軸 還 昌 望遠 レン ズ 
る 。 仙 近 感 ば 中 望遠 = 撮影 出 が 
より 強調 で きる の で 、 ACCABC 提 時 お る で 選出 が ア JR 松山 駅 か ら 人 鉄道 に 乗り 換え 大 街道 駅 
この 構図 狙い な ら 肢 ンダ ー に な っ て し まい が ち だ 。 を 下車 。 徒 歩 5 分 の 松山 城 ロー プ ウ ェ イ 乗 り 
立 に よる ハイ ポジ シ 人 の 場 か ら 本 丸 に 向かう 。 車 の 場合 松山 邊 動車 

で 人物 を カッ ト す る 03 一 05EV の 露出 補正 し て 撮影 道 松山 IC か ら 5 ロー プ ウ ェ イ 乗 り 場 まで 約 15 分 
し よう 。 (山梨 勝 玖 ) 


き TECHNIQUE き 
手前 の 桜 は LED で 照 6 す 


手前 に あっ た 満開 の 桜 は 、 ラ イト アッ プ さ れ て お ら 
ず 、 黒 くつ ぷれ て し まっ て いた 。 LED の 懐中 電灯 で 照 
ら す と 、 桜 が 明る く な り 、 色 も きれ い に 出 て きた 。 


照ら さ な い と 
桜 が 暗 い 
LED ラ イト で 手前 の 
桜 を 照ら さ な い と 、 真 
っ 暗 な まま 。 ラ イト ア 
ッ プ の 様子 は 分 か る 
が 、 幻想 的 に は な ら 
ず も っ た いな い 
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キヤ ン ン EOS-1Ds Mark 皿 。 EF28-300mm F3.5-5.6L IS USM 80mm 


ISO 250- WB : オ ー ト 


人 7 


キヤ ノン EOS 5D Mark 皿 - EF24-105mm F4L IS USM 93mm 絞り 優先 AE(F18、 1/6 秒 、 一 0.3EVI 


福 徐 寺 境 内 に は ソメイヨシノ や し だ 中 
で も この し だ れ 桜 は 竹林 の 中 に ある の で 、 撮影 する 角度 に よっ て 濃い 
ピン ク 色 の 桜 が 緑 の 中 か ら 浮か び 上 が る よう な 写真 を 撮る こと が で 
きる 。 し だ れ 桜 の 形 の 良い 上 の 部 分 は 横長 すぎ る た め 、 手 前 に 
て バラ ンス を 整え た 。 曇り 空 や 順 光 な ど 光 が 全 
体 に きれ い に 回 っ た 状態 で は 、 立 体感 が な く な る の で 夕方 の 紐 
桜 に 当たる 時 間 帯 を 選ん で いる 。 メ イン の 桜の 色 を きれ いな 色 に 仕 
上 げ る と 、 手 前 の 花 が 白 飛び し て し まう の で 、 何 枚 か 露出 
撮影 し 、 適 正 露 出 の ぁ の を 選ん だ 」 f 


イ ヨ シ ノ の 桜 を 置 


車 の 場合 、 缶 越 自動 車道 船引 三春 IC か ら 
約 15 分 。 電車 の 場合 は JR 三春 駅 か ら タク 
シー で 約 5 分 。 徒歩 だ と 駅 か ら 約 30 分 だ 


福島 県 田村 郡 三春 町 


4 月 中 旬 が 、 山道 と な る 。 2 本 の 大 き な ベ ニシ ダレ 


17 時 30 分 
望遠 レン ズ 


が 有名 。 開花 時 期 に は 夜間 、 ラ イト アッ プ 
が 行わ れる 


ISO 200" WB : 大 陽光 


TECHNIQUE 


し だ れ 桜 だ け で は 、 ど こ で も 撮影 で きる 写真 に な っ て し まう の で 、 
周囲 の 桜 を 利用 する 。 手 前 の ソメイヨシノ も きれ い に 見 せ た か っ 
た の で 、 両 者 が 被 写 界 深度 内 に 入る よう に F18 ま で 絞っ た 。 


< 主題 以外 の 桜 が 
。。 : 多い と 散 温 に な る 
メイ ン の 提 影 位置 より 少し 
離れ た 位置 か ら 、 し だ れ 桜 
の 全容 を 中 心 に し て 周囲 に 
ある 桜 で 囲ん で 撮影 。 主題 
が 散 温 に な り 、 イ ン パ クト の 
薄い 写真 と な っ た 


赤み の 強い ベニ シダ レ を 主題 に する た め 、 手 前 に は 薄い 色 味 の 
桜 を 配置 する と 主題 が 引き 立つ 。 主題 の 桜の 周囲 を 観察 し な が ら 、 
ちょ うど 良い 桜 を 探し た 。 


同系 色 が 前 景 だ と 
主題 が 目立た な い 
手前 に 同じ 色 味 の し だ れ 桜 
を 配置 し て 撮影 し た 。 色 の 
華やか さ は ある が 、 両者 と 
も 同じ 色 主題 と な 
る 奥 の 桜 が 目 立た な く な っ て 
し まっ た 


063 


龍 ヶ 岳 


容 
残雪 の 山々 を 従え る 優美 な し だ れ 桜 


横 方 向 が 長 辺 と な る た め 、 
左右 へ の 枝 の 広がり を 表現 
で きる 。 ま た 、 雄 大 な 山並 み 
を 背景 に 従え た 、 し だ れ 桜 
の 威風 堂々 と し た 印象 を 得 
る た め 、 奇 を て ら う こと な く 
桜 を 画面 中 央 に 配置 し た 。 


縦 位置 を 選択 し 、 背 景 の 山並 み と 対 
比 さ せな が らし だ れ 楼 の 高 さ を 強 調 し 
た カッ ト 。 縦 位置 は 、 風 景 の 奥行 き 
や 高度 感 を 伝え る こと が で きる 
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謀 の 広 


エド ヒガ ン ザ クラ の トン ネル を 抜け る よう 
山並 み を 背景 に 優雅 に 枝 を 広げ る 樹齢 200 年 ほど の し だ れ 桜 が あ る 。 
この 日 は 晴れ て いた が 、 い さる さか 風 が 強い 。 光 線 は 日 中 の トッ プラ イ 
ト だ 。 望 可 ズ ー ム レン ズ を 使っ て 、 広 大 な 風景 の 中 か らし だ れ 桜 を メ 
イン に 背景 の 山並 み と 雲 の ライ ン を 意識 し て シン プル に 切り 取っ た 。 
画面 の 左右 の 端 ま で 桜 を 配置 し 、 鑑 賞 者 に 画面 外 に も る 桜の 広がり を 


を 登る と 、 雄 大 な 


感じ きせ 、 桜 の 園 で ある よう な イメ ー ジ を 強調 し て いる 。 絞 り は F11 


壮 TECHNIQUE 理 


ゝ が り を 表現 晴天 で は PL フィ レタ ー で コク を 
縦 位置 は 奥行 き と 桜の 色合い と 青空 の コク を 出す た め に PL フィ ル 
高 さ を 強調 で きる ター を 使用 し た 。 約 1.5 段 分 ほど シャ ッ タ ー 速 度 が 


低下 する こと と 、 こ の 日 は 風 が 強かっ た た め 、ISO 
200 を 選択 し て シャ ッ ター 速度 を 確保 し た 。 


曇天 は ソフ ト に 
狙い を 変え る 
降雨 後 の 秀 を 狙い 
ソフ ト に 表現 。 雨 や 
霧 で 白 飛び を する よ 
うな 場合 は 狙い を 変 
えた 方 が 良い 


アー 


を 選択 し 、 細 部 に 至る まで 級 密 な 摘 写 を 心掛け た 。 


(萩原 俊哉 ) 


ニコ ン D810. AF-S NIKKOR 70-200mm 
2.8G ED VR 122mm 

紋 り 優先 AE(F11、 1/125 秒 、 0EV) 

ISO 200。 WB : 晴天 


人 9 


福島 県 郡山 市 中 田町 
田 4 月 中 旬 

⑲ 12 時 30 分 
必 望 可 レ ンズ 


磐越 自動 車道 船引 三春 1C か ら 
国道 288 号 線 を 経由 、 県 首 
40 号 線 を 南下 し 、 ガ ソリ ンス タ 
ンド (伊勢 谷 商 店 ) の 先 を 左折 
する 。 細い 道 を し ば らく 進む と 
看板 が あり 、3 台 ほど の 駐車 ス 
ペー ス が ある 


(部 


0 
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世界 遺産 の 東寺 に ある 不 二 


と 日 本 最 重 搭 の 競演 
は 、 ま さ に 古都 京都 の 1 イメージ 

税 内 に 吉 志和 5 の 4 は デジ 京都 府 京都 市 南 区 
不 二 桜 と 五重塔 の 両方 が 被 写 界 4 月 中 旬 
深度 内 に 入る よう に 、F8 に 設定 19 時 


標準 レン ズ 


し て いる 。 桜 に 近づき 過ぎ る と 遠 
車 の 場合 は 名 神 高速 道 路 京都 南 IC よ り 国 道 


夜空 に 浮か ぶ れ 桜 と 五重塔 景 の 五重塔 が 小さ く な り 過 ぎる 1 号線 を 約 10 分 北上 。 府 道 114 号 線 沿い か 


TECHNIQUE 


晴天 の 日 に 限ら れる が 、 日 没 の 20 分 後 か ら 10 分 
間 の 空 の 色合い が 美しい 。 ラ イト アッ プ と の 露出 の バ 
ラン ス が 良い 時 間 帯 で ある 。 最 適 と な る 時 間 帯 は わ ず 
か し か な く 、 す ぐに 空 が 暗く な っ て し まう の で 、 効 率 
良く 撮影 を 進め よう 。 


長野 県 大 町 市 平 
5 月 上 旬 
5 時 30 分 
望遠 レン ズ 
大 町 市 の 国道 148 号 線 沿 い に あ る 中 紹 湖 
く 桜の 咲く 時 期 も 遅い の で 、 
っ た 頃 に 咲き 始め 5 月 の 半ば ま 


日 没 60 分 後 で 
空 が 真っ 暗 に 


空 が 暗く な っ た 後 は 、 
五重塔 の 屋根 の 部 
分 が 空 に 同化 し て し 
W まう 。 オ ー ト WB で は 
桜の 色 味 の 再現 が 
編 計 如 し い 


ら 境内 に 入る 。 電車 の 場合 は 近鉄 東寺 駅 か ら 


の で 、 少 し 離れ た 位置 か ら 撮 影 徒歩 で 約 5 分 


し た (西川 貴之 ) 


キヤ ノン EOS 5D Mark IL EF24-70mm F2.8L USM 45mm 
絞り 優先 AE(FB、 0.3 秒 、 0.3EV) ISO 800 WB: 太陽 光 


中 網 湖 の オオ ヤマ ザク ラ は 滑 畔 
に 植え られ て お り 、 風 の な い 日 に 【 ] 
は 湖面 に 鏡 の よう に 映り 込む 


を か っ を < こ 
特に 早朝 は あま り 風 が な い の で 狙 yr] 

い 目 で ある 。 構 図 は 桜の 中 宰 湖 
て いる 場所 を ポイ ント に や や 遠目 小 


か ら 望 癌 レ ンズ で 狙え ば 画面 いっ 


ば い に 桜 と 映り 込み を 写す こと 湖 に 映る オオ ヤマ ザク ラ の ピン ク 


が で きる (館野 一 朗 ) 


キャ ノン EOS 5D Mark 皿 。 EF70-200mm F2.8L IS USM 90mm マニ ュ アル 胃 出 (F11、 1710 秒 


ISO 100。 WB : 太陽 


TECHNIQUE 


中 望遠 レン ズ で 桜 が 密 縦 位置 で は 上 下 に 
集 し て いる 場所 を 左 斜め 余 計 な も の が 入る 
か ら 横 位置 で アッ プ に 奥行 國 
き を 表現 し て いる 。 シ ン メ 
トリ ー 構 図 に する こと に よ 
っ て 地上 と 映り 込み が 半々 
に な り 、 奥 に 視線 が いく よ 
うに し て いる 。 


縦 位置 で は 上 下 に 余計 な も の が 、 
多く 入る た め 、 桜 と 映り 込み が 弱く 
な っ て し まう 。 縦 位置 な ら も っ と クロ 
ー ズ アッ プ す る 必要 が ある 
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| 計 誠 明 | 


ご 。 りょう い っ ほ ん ざさ くら 


上 御料 の 一 本 桜 


PWF ヤマ ザク ラ 


14 | 


革 TECHNIQUE 壮 
微 調整 を 重ね て 構図 を 安定 きせ る 


里 に ある 小さ な 桜 と 残 寺 の 山 を 1 つの 画面 に 閉じ 
込め た い の で 、 望 遠 レ ンズ で 風景 を 圧縮 し て 描い た 。 
残雪 と 新緑 の 中 で 存在 感 を 失わ な いよ う 桜 の 大 き さ 
を 常に 意識 し て フレ ー ミ ング し た 。 構図 を 安定 させ る 
た め に 三脚 を 使い 、 微 調整 を 繰り 返し て いる 。 


構図 を 見 誤る と 
春 を 表せ な い 


桜の 存在 感 が 小さ く 
背景 と の バラ ンス が 
悪い 1 枚 。 光 も 逐 し 
いた め 鮮 や か さ に 欠 
け 、 春 の 爽やか さ を 
表現 で き て いな い 


キヤ ノン EOS-1Ds Mark 皿 。 EF28-300mm F3.5-5.6L IS USM 28mm 
絞り 優先 AE(F8、 1/15 秒 、 土 0EV) - ISO 100- WB : 3,500K 


の の 


桜の 名 所 で 城内 より も お 堀 の 周囲 に 見 どこ ろ 
が 多い 。 ア クセ ス は JH 彦根 駅 か ら 徒 歩 で 約 
10 分 、 車 の 場合 は 駐車 場 が 多数 ある が 、 桜 
の 季節 は 混 条 す る の で 早め の 行動 を し た い 


良い 。 
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リコ ー イ メー ジン グ PENTAX K-3。 smc PENTAX-DA 災 60-250mmF4ED[IF] SDM 
250mm(375mm 相 当 ) マニ ュ アル 露出 (F11、 130 秒 ) ISO 200" WB : 大 陽光 


山里 に 咲く エゾ ヤマ ザク ラ を 主 
し 、 背 景 に 残雪 の 山 を 絡め 、 
春の に ぎ や か さる を 表現 し た 。 や や 
逆光 で 舌 明 感 を 出す た め 午 後 遅 
め の 時 間 を 選択 。 雲 が 時 折 太 陽 
を 進 り 、 風 景 に 変化 を 加え て く 
れ た 上 明 問 に 撮影 し て いる 。 反 射 
を コン トロ ー ル する た め PL フ ィ ル 


の 


i 北海 道 富良野 市 上 御料 
倍 5 月 上 旬 
⑩ 16 時 

旨 議 望 可 レ ンズ 
JR 富良野 駅 か ら 車 で 約 20 分 。 撮影 は 道路 か 
ら で き る が 、 交 通 量 が 多い の で 駐車 場 有 
意 し 通行 の 邪魔 に な ら な いよ うに する 。 ま た 、 


昼夜 も お 堀 の 映 り 込 み が 楽 
し め る 場所 だ が 、 桜 の 美しき な ら 
や は り 夜 の 撮影 が 良い 。 上 下 対 


ボリ ュー ム 感 を 表現 する に は 、 石 
垣 の 角 の 場所 が 最も パラ ンス が 


畑 に 侵入 し て の 撮影 は 絶対 に 行わ な いこ と 


ター を 使用 し た (中 西 敏 貴 ) 


シン メト リー な 映り 込み の 美しき 


史 に 
き TECHNIQUE 


上 下 対 称 の 映り 込み を 狙い た い の な ら シ ン メ トリ ー 
に な る よう な 場所 で 撮影 し た い 。 少 し で も 右 や 左 に ず 
れる と 、 画 面 内 の 比重 が 変わ り 、 遺 和 感 を 覚え る 写 


真 と な る 。 画面 右 に も 桜 、 右 奥 に は 天守 が 見 える 。 
あれ も これ も と 入れ て し まう と 印象 が 弱く な る 。 


mm 滋賀 県 彦 要 市 彦根 城 
億 4 月 上 旬 象 の シン メト リー な 美しき を 求め AN 
の 30 る の な ら 、 無 風 が 絶対 条件 と な る 。 7 
Q 標準 レン ズ ョ ッ 
お 堀 の 石 呈 い か ぶさ る 桜の され て いる 天守 が 見 


える 。 画面 に 入れ る 
と 左 の よう に 天守 が 
主題 と な り 映り 込み 
の 印象 が 弱く な る 


(本 橋 呈 明 ) 輸 


司 es 


所 が 2 


桜の 絶景 ベス トモ レク ショ ン 100 


54 「 山 北 の 桜 」 と 聞け ば 、 鉄 道 ファ ン な ら 誰 る が ピン 


と くる ポイ ント 。 そ ん な 場所 こそ 、 な ら で 
神奈 川上 足柄 上 北町 くる 超 有 名 ボイン ト 。 そ ん な 場所 こそ 、 自 分 な ら 


(山北 駅 ご 谷 峨 駅 ) は の 構図 を 探す チャ ンス と 考え 、 周 囲 を 探索 し て みよ \ ツ 
個 4 月 上 旬 うぅ 。 こ の と き の 目 標 は 、「 定 番 構図 か ら の 脱却 と 「 桜 | | | トド の ) 
@ 12 時 30 分 6 - 9 女 
(標準 レン ズ の ボリ ュー ム を で きる だ け 多 くす る 」 の 2 点 。 そ こ で 線 


路 と 桜 並木 が 離れ た 場所 を 探し 、 桜 の 枝 の 隙間 か ら 
標準 レン ズ で 画面 全体 に 桜 を 入れ 、 主 題 で ある 列車 ーー 圭 


が 入る 空間 を ポケ ッ ト の よう に 空け て お く 構 図 を 作っ 桜 並木 の 谷間 を 走る 


た 。 列 車 は 一 部 し か 写っ て いな い が 、 列 車 そ の る の よ 


り 6、 桜の ポリ ュー ム を 優先 し た 結果 だ 。 (中 靖 ) 人 ! 肛 場 線 の 有名 スポ ッ ト 


JR 山北 駅 か ら 合 峨 駅 方 向 に 
300m ほ ど 歩 く と 桜 並木 が 広 が 
る 。 駅 と 県 道 の あ い だ に 暗 線 橋 
が 2 つ あ り 、 提 影 者 は そこ に 集 
中 し て いる 。 周 辺 に は 車 が 置け 
な い の で 、 電車 を 利用 し よう 


午 TECHNIQUE 壮 


マン ネリ 構図 か ら 脱却 する 


線路 を 噂 ぐ 陸 橋 か ら 撮 影 する 定番 構図 か ら 
脱却 する た め に 、 桜 並木 と 線路 の 距離 が 広く 
な る 駅 側 の ポイ ント に 移動 。 こ れ で 正面 が ちの 
マン ネリ 構図 を 避け 、 列 車 の 横 側 か ら 撮影 で 
きる よう に な っ た 。 


正面 か ら 撮る 定番 構図 だ と 
画面 上 に 空 が 入っ て し まう 


こち ら が 定番 の 構図 。 列車 は 全部 入る が 、 両 側 の 桜 普 
木 を 入れ る と 、 ど うし て も 空 が 入る 構図 。 望 絹 で 前 ボケ 
を 狙う と 、 奥 の 陸橋 が 大 きく 写り 紛 囲 気 が 出 な い 


桜の ポリ ュー ム を 優先 する 


列車 より も 桜の ポリ ュー ム を 優先 し 、 列 車 の 
一 部 だ け を 入れ る 。 下 の 写真 の よう に 画面 上 
の 桜 並木 を 入れ る と 背景 の 空 が 邪魔 に な る の で 、 
思い 切っ て 上 の 桜 並 木 は 構図 か ら 外 し て いる 。 
構図 作り は 「 も っ た いな い ] と の 戦い な の だ 。 


Ns、。 < 構図 は 列車 が 

CE 』 な いと き に 作る 
枝 の 隙間 か ら 列車 の 
入る 位置 だ け を 開け た 
「 主題 ポケ ッ ト 構 図 」 
で 列車 を 待ち 受け る 。 
た だ し 上 の 桜 並木 を 
入れ る こと で 、 白い 空 
や 木 が 雰囲気 を 損ね 
て し まっ て いる 


SS 


が 2 
、 


ソニ ー c7R IL Vario-Tessar T* FE 24-70mm 
F4 ZA OSS 45mm - 絞り 優先 AE(F4、 
17800 秒 、+1.7EV) ISO 400 WB: 日 陰 


キヤ ノン EOS 7D Mark IL EF16-35mm F4L IS USM 24mm (38mm 相 当 ) - マ ニュ アル 霊 出 (F9、 17800 秒 ) 


遠野 の 里 に 咲く 桜 並木 に 包ま れ て 


遠野 の 市 街 地 か ら 少 し 離れ た と ころ に JR 綾 渡 駅 が あり 、 駅 近く の 
小川 に 沿っ て 桜 並木 が ある 。 [SL 銀河] 運転 時 に は 大 混雑 を する 撮影 
地 で も ある 。 列車 を 大 きめ に 撮り た い 鉄道 ファ ン は 線路 に 一 番 近 い 
桜 に 集まる の だ が 、 鉄道 風景 と し て 考え る と 賢明 で は な い 。 は じ め に 、 
桜の 枝 ぶ り を 効果 的 に 配置 で きる 桜 を 選び 、 続 いて 列車 の 対比 バラ 
ンス を 考え る 。 鉄 道 風景 な の で 、 桜 が 占め る 割合 は 8 割 程度 と ポリ ュ 
ー ム を 重視 。 そ し て スポ ッ ト 的 な 空間 を 作り 、 そ こ に 列車 を 入れ る と 
いう の が コツ だ 。 こ の メリ ハリ が 鉄道 風景 撮影 で は 最も 大 切 。 今回 は 
寄り 添う 2 本 の 桜 を 選び 、 夫 婦 桜 風 に フレ ー ミ ング を し た 。 (長根 広和 ) 


りり 


JR 綾 駅 か ら 駅 前 の 道 を 岩手 日 町 駅 

き 人 方 面 へ 進む と 川 堤 が ある 。 そこ に 桜の 老 木 
3 が 線路 と 直交 する よう に 並ん で いる 。 駅 か 

園 4 月 下旬 ら 守 歩 約 5 分 で 行け る 場所 だ 。 年 に 一 度 、 
⑩ 11 時 桜の 満開 と SL 銀河 の 運転 日 重なり 、 そ 


( 有 標準 レン ズ の 日 は 大 混雑 する の で 覚悟 が 必要 
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ISO 400- WB : 大 陽光 


圭 TECHNIQUE 仁 
て 人 丁 物 る 


画面 の 四隅 に 広がる よう に 2 本 の 桜 縦 構図 の 場合 は 
を 配置 。 かつ 、 人 工 物 が 可能 な 限り 見 幹 を フレ ー ム に する 
えな く な る よう に 、 桜 の 幹 の 配置 で 家 や 
ポン プ 小 屋 を 隠し て いる 。 ど こ で も 撮れ 
そう な 気 が する が 実は 超 ピ ン ポ イン ト で 
撮影 位置 を 探っ て いる 。 こ の 繊細 な 作 
業 を する た め に 、 早 く か ら 準 備 を し て 構 
図 を 検討 し て お きた い 。 


> 


桜 で フレ ー 


横 構図 だ け な く 、 構 図 も 狙い た いも の 。 木 の 幹 
の 造形 を 生か せ ば 、 縦 構図 で も フレ ー ム を 作れ る 。 
本 数 が 少な い の で 、 無 線 レ リー ズ や Wi-Fi 搭 載 カ 
メラ で 2 人 台 同 時 撮影 を 狙う と 便利 だ 


を 人 れる と ボリ ュー 


鉄道 撮影 は 列車 が 通過 する 瞬間 が 命 。 快晴 な ら 暴 る 心配 が な 
く な り 気 が 楽 だ 。 た だ 作品 と な る と 、 空 に も アク ショ ン が 欲し い 。 
雲 で ボリ ュー ム 感 を 出す べく この 日 は 半日 同じ 構図 で 撮り 続け た 。 


| と 還 較 守 が な いと 
3 請 較 アク セン ト が 足り な い 

快晴 は 気持 ち が 良 い が 、「 美 し 
い 」 と いう 感想 で 終わ っ て し まう 。 
昌 そこ に も う 1 つ 何 か 取 り 入 れ た く 
な っ て し まう の だ 。 この 気持 ち が 
自身 の 作品 を 醸成 させ る た め に 
は 大 切 だ ろう 


1 ア - 


肖 津 大 崎 


ーーーーーー 字 


桜の 合間 に 見 える 琵琶 湖 


寺 TECHNIQUE 仁 

= 分 割 構 区 

どの よう な 写真 で も どこ か に 安定 感 の ある 部 分 を 作 
っ た 方 が 作品 と し て 見 や すい 。 地面 と いう 存在 は 最 
も 安定 を 与え て くれ る が 、 こ こ で は 幻想 的 な 色 が 主 
役 で ある た め 現 実感 の ある 地面 を 排 し て いる 。 代 わり 
に 水平 線 は 安定 し や すい 上 3 分 の 1 ライ ン に 設定 し た 。 


水平 線 の 位置 は 
下 で も 安定 する 


水平 線 は 下 3 分 の 1 
ライ ン で も 安定 する 。 
日 の 出 を 入れ た 構図 
な ら 、 撮影 位置 を 変 
え や すい 湖岸 まで 下 
り た 方 が 良い 


出す 


定 感 を 出す 


3 


キャ ノン EOS-1Ds Mark 皿 - EF28-70mm F2.8LUSM 53mm 
マニ ュ アル 釧 出 (F22、 1/13 秒 ) ISO 100- WB : オ ー ト 


回 宮崎 県 都城 市 吉 之 元 町 
較 4 月 上 旬 

⑯ 14 時 

( 較 標準 レン ズ 


宮崎 自動 車道 


1C よ り 国 道 221 号 、 国 道 


し 、 悠 遠き を 演出 。 
イア テン グル を 確保 し た 
く 裏山 を 少し 登っ た 
0 め に ミラ ー ア プッ プ 撮 影 。 
『 ア クセ ント に な る よ 
うに タイ 5 
( 今 浦 友 喜 ) 


科 秋本 の 背 上 
7 二 

す の に 絶好 の 場所 
光 だ が 、 風 


狙い 目 。 手前 に 


菜の花 、 中 景 に 桜 、 
s 十 穂 峰 と 色 ・ 流 れ を 横 構 


絞り 込ん で パン フォ 
ハイ アン グル で 邊 


223 号 線 を 通り 霧島 温泉 郷 方 面 へ 約 30 分 。 図 で まとめ 、 

「 高 千 和 牧場 」 の 実 内 板 を 左折 し て 約 10 分 の 5 

と ころ に 広い 無料 の 駐車 場 が ある ー カ ス と し た 。 
行き を 出し て いる 


キヤ ノン EOS 5D Mark IEF24-105mm F4LIS USM 35mm 
絞り 優先 AE(F13、 1/10 秒 、 土 0EV) ISO 400 WB : 6.800K 


朝 の 柔らか い 光 を 生か し て 測 
面 の 揺らぎ を 広く 所 え た 上 に 竹 56 
E 島 に 寺 


記 滋賀 県 高島 市 マキ ノ 町 海津 
較 4 月 中 旬 

⑯ 5 時 30 分 

(標準 レン ズ 
西 近江 路 海津 交差 点 か ら 約 5 分 。 湖岸 沿い を 
約 4km に 渡っ て ソメイヨシノ が 咲く 。 街灯 が 少 
な く 夜 明け 前 か ら 撮 影 す る な ら ヘ ッ ド ライ ト を 付 
け よ う 。 日 中 は 道路 が 混雑 する こと も ある 


カメ ラプ ブレ 


計 物 場 


0 の 生 の 有り 


等 TECHNIQUE 


画面 全体 の バラ ンス を 


葉 の 花 が 多く 咲き 、 桜 並木 の パラ ンス が 良く 、 葉 
の 花 と 桜 が 引き 立つ よう に 牧草 の 緑 を 入れ 、 山 の 高 
さ が 低 く な ら な い 程 度 に 横 の 広がり を 出し て 画 角 を 
決め た 。 空 の 青 さ を 強調 する た め 、 三 脚 を 設置 し て 
PL フイ ルター を 使用 し て いる 。 


桜の アッ プ だ と 
広がり が 出 な い 
違う 桜の 木 で 花 を ア 
ッ プ 気味 に し 、 桜 越 
し に 高千穂 峰 を 撮影 
し た が 、 広がり と 山 の 
高 さ が 表 現 で き て い 
な い 
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キヤ ノン EOS 5D Mark 
EF24-105mm F4L IS USM 67mm 
絞り 優先 AE(F10、 172 秒 、 0.3EV) 
ISO 400- WB: 大 陽光 


暫 福井 県 小浜 市 中 井 
3 月 下旬 
夜明け 前 に スタ ン バ イ し て 日 の 出 


を 待ち 、 朝 焼け に 染まる 桜 を 狙っ た 。 
近く の 民家 が 入ら な いよ うに や や 下 
か ら あ お り 、 枝 の 広がり を 表現 し て 
いる 。 ( 安 念 余 志 子 ) 


JR 小浜 駅 か ら 車 で 約 15 分 。 も し く は 、 募 鶴 
者 狭 自動 車道 小浜 IC か ら 車 で 約 20 分 。 パ 
ス の 場合 は 、 中 井 橋 停留 所 下車 徒歩 約 5 分 


富士 フイ ルム X-T1 XF100-400mm 
F4.5-5.6 R LM OIS WR 133 mm 
(202mm 相 当 ) 絞り 優先 AE(F11、 
1/60 秒 、 一 0.7EV) "ISO 320。 WB : 晴れ 』 長野 県 水 内 郡 小川 村 
較 4 月 中 旬 

⑲ 13 時 30 分 
旨 司 望遠 レン ズ 
県 道 31 号 線 の 小川 村役場 近く に あり 、 桜の 
斜面 に は 遊歩 道 も ある 。 苑 れ た 場所 か ら 北 
アル プス と 一 緒 に 写せ る ポイ ント も ある 


山 の 細 押 に た くさ ん の 山桜 が く 。 
遠く に 離れ て 桜の 多 さ を 出す 方 が 
良い 。 こ の 場合 は 民家 を 入れ て 里 
の 究 囲 気 を 出し た 。 午 前 で も 提 影 
は 可能 な 場所 で ある 。 (佐藤 尚 ) 


ニコ ン D810. AF-S NIKKOR 
24-70mm 772.8G ED 48mm 
絞り 優先 AE(F8、 1/80 秒 、 二 0EV) 
ISO 100 WB : オ ー ト 


朝 の 斜 光 線 で 対岸 の 桜 並木 に 光 
が 当たる の を 待っ て 撮影 し た 。 手前 
の 葉 の 花 を ポイ ント に し て 柔らか く 
ぽか し た か っ た の で 、 カ メラ 位置 を 
下げ て 提 影 し て いる 。  ( 衣 岡 歳 ) 


キャ ノン EOS 5D Mark 皿 
EF24-105mm F4L IS USM 24mm 
絞り 優先 AE(F11、 17125 秒 、 二 1.0EV) 
ISO 400 WB : 太陽 光 


環 尺 ww 叶 る 


車 の 場合 は 、 山 形 自動 車道 庄内 あさ ひ IC か 
ら 約 20 分 。 日 本 海東 北 自動 車道 鶴岡 西 IC 
か ら は 約 25 分 


人 県 
人 
天神 夫婦 桜 
仲良 く 寄 り 添う 2 本 の 桜 
2 本 寄り 添っ て いる 桜の 特徴 を 生 
か す た め に 桜 全体 を 入れ た いと 考え た 。 
24mm で 広く 葉 の 花 を 入れ て 、 遊 歩 


道 を アク セン ト に し て 全体 の パラ ンス 
を 考慮 し た 。 (西川 貴 之 ) 


( 標準 レン ズ 


磐越 自動 車道 郡山 東 IC よ り 約 10 分 。 
高 柴 デコ 屋敷 の 集落 内 に ある 。 駐車 
場 あり 


ニコ ン D810. AF-S NIKKOR 80-400mm 
74.5-5.6G ED VR 125mm 

絞り 優先 AE(F16、 1730 秒 、 0.3EV) 

ISO 100- WB : オ ー ト 


⑯ 11 時 
旨 計 望遠 レン ズ 


車 の 場合 は 、 般 越 自動 車道 新津 IC よ り 約 
15 分 。 JR 水原 駅 より 徒歩 で 約 30 分 。 ま た 
は タク シー で 約 5 分 


朝日 は 五 頭 連 峰 の 背後 か ら 昇っ 
て くる 。 順 光 に な る 11 時 頃 が チャ 
ンス 。 青 空 を 背景 に し て 残雪 の 山 
並み を は っ きり と 見 せる た め に 、 十 
0.3EV 直 出 を 補正 し た 。 (片岡 歳 ) 
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ニコ ン D80OE AF-S NIKKOR 
24-70mm 人 2.8G ED 24mm 
撤 り 優先 AE(F8、 6 秒 、 一 1.3EV) 
ISO 400- WB : 電球 


福 人 
EE 
浅井 の 一 本 桜 

夜 の 池 に 映り 込む 逆 き 桜 

溜池 に 映り 込む 桜 を 撮影 する に は 、 
風 の 少 な い 夜 が 良い 。 溜 池 は 一 周 で 
きる の で 桜 が 全 て 映り 込む 場所 を 探 


し た 。WB を 電球 に し て も 赤み が 残る 
光源 色 な の で 注意 し よう 。 (星野 佑 佳 ) 
⑯ 19 時 30 分 


( 半 標準 レン ズ 


九州 自動 車道 久留 米 IC よ り 約 20 分 。 
期間 中 は 約 60 台 が 駐車 で きる 臨時 駐 
車場 が 設置 され て いる 


操 福岡 県 久留 米 市 
山本 町 
人 4 月 上 旬 


ニコ ン DBOOE 。 AF-S NIKKOR 
24-70mm 2.8G ED 31mm 
シャ ッ ター 優先 AE(F9、 1/200 秒 、 
ー0.7EV) ISO 400 WB : 晴天 


青空 が 魅力 で 空 を 多め に 入れ た 分 、 
茶畑 の 割合 は 減ら し た 
イン に 配置 し て 奥行 き を 出し た 。 三 
脚 が 立て づら い 場 所 な の で 、 手 持 
ち で 撮影 し よう 。 (星野 佑 佳 ) 


キャ ノン EOS 5D Mark 皿 
EF70-200mm F2.8L IS USM 

130mm マニ ュ アル 起 出 (F11、 1/15 秒 ) 
ISO 100・ WB: 太陽 光 


棚田 に 張ら れ た 水 に 花びら が 浮 
少し 高い 位置 か ら 見 下 
ろ す よう に カメ ラ を 構え 、 桜 と 棚田 
の 両方 を 主役 に な る よう に パラ ンス 
良く 配置 し た 。 (館野 二 朗 ) 


某 | 納 
モ 1 だ : 
人 | 料 : 
重 ] の. 
| 百 : 
ら | 年: 
示 | 桜 : 
桜 


語 佐賀 県 嬉野 市 嬉野 町 
還 4 月 上 旬 


⑩ 11 時 30 分 
(9 標準 レン ズ 


長崎 自動 車道 嬉野 IC か ら 約 10 分 。 JR 武雄 
温泉 駅 か ら 車 で 約 10 分 。 駐 車 場 は な く 、 物 
産 館 「 吉 田 ま ん ぞ く 通 」 駐 車場 を 利用 する 


必 | 
県 
| 昌 
の > 
科 ーー+ 
| 多 
多い 


司 望 速 レ ンズ 
国道 368 号 か ら 三 多気 の 楼 へ 登っ て いく 道 
は 、 道 幅 が 狭い の で 注意 が 必要 。 近く に は 
真 福 院 が あり 参道 に は 見 事 な 桜 並 木 が ある 


ニコ ン D810 AF-S NIKKOR 
70-200mm 72.8G ED VR 92mm 
マニ ュ アル 引 出 (F11、 1713 秒 ) 

ISO 100- WB :5.300K 


桜 は 朝 や タ の 赤み を 帯び た 斜め 
の 光 も 美しく 見 える 。 こ の カッ ト は 
朝 の 撮影 な の で 日 差し が 足元 まで 
来る の を 待ち 、 望 可 レ ンズ で 切り 
取っ た 。 (山梨 将 典 ) 


キヤ ノン EOS 5D Mark 想 
EF24-70mm F2.8LT USM 50mm 
絞り 優先 AE(F16、 1750 秒 、0.7EV) 
ISO 400” WB : 大 陽光 


五 家 原 岳 の 中 腹 に 位置 し 、 有 明 
海 と 雲仙 岳 を 背景 に で きる 。 遠景 
に 漂う 雲海 が 良い 形 に な る 瞬間 を 
狙い 、50mm で 桜 と 葉 の 花 を バラ 
ンス 良く 切り 取っ た 。 (西川 貴之 ) 


の こつ パー ニー ゴイ 
桜の 絶景 ベス トモ レク ショ ン 100 


避 計 
| 1 


AIN 
ET 


人 
b 


翌 SS 
で 
ンマ 


芝 計 


店 神奈 川 県 川崎 市 宿河原 
4 月 上 旬 


7 時 30 分 

呈 性 望遠 レン ズ 
JR 宿河原 駅 より 徒歩 約 5 分 。 多摩 川 に 接 す 
る 宿河原 堤 の 取水 口 か ら 約 3Km ほ ど 桜 並木 
が 続く 


S 計 S 


TI am 


還 馬 
く | 貴 
桜 | 講 

原 


(標準 レン ズ 
長崎 邊 動車 道 諫早 IC か ら 国道 34、 57、 207 
号線 を 経由 し て 約 30 分 。 駐 車場 あり 。 電 車 
の 場合 は JR 諫早 駅 か ら タク シー で 約 30 分 


キャ ノン EOS 5D Mark 想 
EF24-70mm F2.8L T USM 61mm 
絞り 優先 AE(F11、 1/160 秒 、 二 0.7EV) 
ISO 400 WB : 大 陽光 


小高 い 丘 の 上 に 立つ この 桜 は 、 
草木 を 生か し た 撮影 が お すす め 。 手 
前 の 菜の花 を アク セン ト に し て PL 
フィ ルター で 青空 の 深み を 出し 、 桜 
色 を 目立た せ た 。 (西川 貴之 ) 


語 広島 県 山県 郡 安芸 太田 町 
圏 4 月 上 旬 
⑯ 16 時 

( 旨 標準 レン ズ 


中 国 自動 車道 戸河内 IC か ら 国道 191 号 線 、 
県 道 305 号 線 経由 で 約 15 分 。 私 有 地 の た 
め 、 遊 歩道 以 外 へ の 立ち 入り は 禁止 


キャ ノン EOS 6D 

EF24-70mm F4L IS USM 66mm 
マニ ュ アル 吉 出 (F16、 5 秒 ) 

ISO 100- WB : オ ー ト 


桜の 映り 込み が 美しい 湖 。 右手 
前 に ある 白く 動き の ある も の は 釣り 


船 。 ボ ー ト を スロ ッ タ ー で 撮 
影 し 、 水 面 に 浮か 


て いる よう に 表現 し た 。 (藤原 衰 騎 ) 


OILSK4 


半 民 理 : 


PO 
吉 : 
に 


(前 標準 レン ズ 
名 阪 国道 針 IC か ら 約 30 分 。 森 の レス トラ ン 
アー チ の 対岸 に ある 道 沿い の 公園 か ら 撮 
影 。 公園 内 に 10 台 ほど の 駐車 場 が ある 
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上 広島 県 ] 


厳 し 


厳島 神社 


ボタ 科 れ の 隔 場 を 写 し 込む 


曇り 空 な が ら 風 の な い 穏 や か な 家 な の で 、 ス ロー シャ ッ タ ー で フェ 
リー の 光 跡 を 写し 込む こと に し た 。 船 の 明か り が 動く こと で 、 そ こ に 
流れ る 穏やか な 時 間 を 表現 する こと が で きる 。 フ ェ リ ー が 移動 する 距 
離 を イメ ー ジ し て シャ ッ タ ー 速 度 を 決め る 。 フェリー の 位置 を 決定 づ 
ける シャ ッ タ ー を 切る タイ ミン グ も 重要 だ 。 そ し て 何より 、 塔 が まっ 
すぐ 立っ て いる こと が 最も 大 切 だ 。 斜め の 建物 は 「 不 

る か ら だ 。 明 る いう ち に 現場 で フレ ー ミ ング を 考え 、 
立て る 。 影 が つぶ れず 、 桜 が 白 飛び し な いよ うに 
し て いる 
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加 広島 県 廿日市 市 宮島 町 
較 4 月 初旬 
⑩ 19 時 


宮島 へ は JH 宮島 口 駅 より フェ リー で 約 10 
分 。 後ろ を 通過 する 際 に 大 鳥居 の 撮影 が 
可能 な の で 、 ズ ー ム レン ズ を 装着 し た カメ ラ 
を 持っ て 乗船 する と 良い 。 現場 は フェ リー 乗 
り 場 か ら 約 15 分 の 厳島 神社 宝物 館 の 後 
方 。 境内 か ら 山 道 を 登る 


( 詳 標準 レン ズ 


SN 
きき TECHNIQUE 


スロ ー シ ャ ッ タ ー で 光 跡 を 捉え る と き は 、 対 象 物 が 何 秒間 で ど 
の くら い 画面 上 を 移動 する の か を 考え て シャ ッ タ ー 速 度 を 決め る 。 
前 景 の 桜 と フェ リー まで きち ん と 描写 し た いた め 、F13 ま で 絞り 、 
ISO 感 度 を 200 に し て 30 秒 の スロ ー シ ャ ッ タ ー を 選択 し た 。 


8 秒 程度 で は 

光 跡 が 得 ら れ な い 
こち ら は 8 秒 の シャ ッ ター 束 
度 を 得 た が 、 船 が 動い て お 
ら ず 光 呈 が 写ら な か っ た 。 
動き の な い 作品 は ドラ マ が 
な く 、 臨場 感 に 乏しい 


輝度 \AW 現 像 で 調整 し て 解消 


人 工 光 が 多い と 輝度 差 が 出 て し まう た め 、RAW 現 像 で 軽減 す 
る 。 露光 量 、 ハ イラ イト 、 シ ャ ドウ を 調節 し て 、 白 飛び と 黒 つぶ 
れ を 防ぐ 。 ハ イラ イト と シャ ドウ は 極端 に いじ る と ノイ ス が 際 立 
っ て くる の で 程々 に する こと だ 。 


基本 補正 だ け で 
明る さ を 整 える 
Photoshop Camera Raw を 
使用 。 こ こ で は 基本 補正 で 赴 
光量 十 1.85、 ハ イラ イト ー67、 
シャ ドウ 十 66 と し た 


邊 和正 初 


3 


キヤノン EOS 5D Mark IEF28-70mm F2.8L USM 38mm マニ ュ アル 赴 出 (F13、 30 秒 ) - ISO 200- WB : 蛍光 条 


DJI Phantom3 Professional 
ISO 200・ WB :4.500K 


岡山 県 瀬戸 内 市 邑久 町 
4 月 上 旬 

16 時 

広角 レン ズ 


岡山 ブル ー ラ イン 虫 明 IC か ら 県 道 465 号 線 に 
入り 、 大 平山 方 面 に 進ん で 約 15 分 。 岡山 いこ 
い の 村 を 目指 す と 分 か りや すい 。 ア ッ プ ダウ ン 
が 多く カー ブ も 多い の で 運転 に 注意 


FC300X 4mm(20mm 相 当 ) … マ ニュ アル 赴 出 (F2.8、 12.000 徐 ) 


県 道 沿い に 咲い た 桜 と アッ プ ダ 
ウン の 多い シチュ エー ショ ン を ド 
ロー ン を 使っ て 上 空 か ら 撮 影 し た 。 
桜の 立体 感 が 出 や すい 半 逆光 
16 時 ご ろ を 狙っ て いる 。WB を 
4.500K に 設定 し 、 新 緑 の 緑 や 桜 


の 色 を 調整 。 色 味 を 強く 出す た 
め に カラ ー 設 定 は あえ て ビビ ピッ ド 
に し た 。 (木村 丈 了 ) 


桜の 絶景 ベス トモ レク ショ ン 100 


(mi 上] 
大 平山 
瀬戸 内 の 島々 と 虫 明 の 桜の 競演 


TECHNIQUE 


ドロ ー ン 搭載 の レン ズ は 広角 が 多い の で 、 な る ペ べく 被 写 
体 に 寄っ て 撮影 し 良い 意味 で 空 撮 感 を 緩和 し た い 。 広 
角 レ ンズ の 持つ パー ス を 生か し て 桜 と 山脈 の 奥行 き 
感 が 出る よう に 手前 の 桜 に 寄り 気味 で 撮影 し た 。 


|- ドロ ー ン だ か ら と 


シーー 高 さ を 求め な い 


空 撮 だ と つい 高 さ を 求め 
て し まう が 、 広 角 レ ンズ で 
何 も 考え ず シャ ッ ター を 切 
る と た だ の 広い 風景 の 写 
真 に な っ て し まい 、 桜の 
写真 と し て 弱く な る 


廃 線 が 決ま っ た 三江 線 最後 の 春 


TECHNIQUE 


谷 に ある 駅 な の で 、 晴 天 に な っ て し まう と 、 桜 が 日 
と 影 で まだ ら に な っ て し まう 。 薄曇り の 日 が 絶好 の 撮 
影 チ ャ ンス だ 。 と は いえ 、 列 車 本 数 が 極端 に 少な く 、 
日 中 に 列車 が こち ら に 向かっ て くる の は 7 時 58 分 の 
1 本 だ け だ 。 バ ッ ク シ ョ ッ ト で 良けれ ば 11 時 20 分 に 


キャ ノン EOS 5Ds - EF100-400mm F4.5-5.6L IS USM 400mm 
マニ ュ アル 乾 出 (F8、 1320 秒 ) ISO 800- WB : 大 陽光 


桜 に 包ま れる 駅 と し て 、 ち ょ っ 


1 本 ある の で 、 晴 天 で も 撮影 に 行っ た 方 が 良い 。 


晴天 時 は 影 の 
* まだ ら を 生か す 
晴天 で は 桜 が まだ ら 
| 
に な っ て し まう の で 、 
それ を 生か し て 模様 
谷合 


3 s 1 日 1 回 の チャ ン 
位 > 私 に で まな い 


と し た 観光 地 に な っ て いる 潮 駅 
この 鉄道 風景 が 撮影 で きる の る 残 
り わ ず か 。 駅 を 包む 桜 を で きる だ 
け 画 面 い っ ぱい に 配 し 、 桜 を メイ 
ン に する た め に 列車 は 遠方 に 配置 
し た 。 列車 を 手前 に する と 、 桜 よ 
り 列 車 の 存在 感 が 大 きく な っ て 
し まう か ら だ (長根 広和 ) 


島根 県 邑智 郡 美 卿 町 潮 村 


の 丘 に デイ サー ビス セン ター が 
場 か ら 駅 を 倍 穫 撮影 可能 。 
撮影 許可 を も ら うこ と 。 駅 か ら 徒歩 約 5 分 


キヤ ノン EOS 5D Mark TEF28-300mm F3.5-5.6LIS USM 28mm 


絞り 優先 AE(F16、 1/4 秒 、 0EV) - ISO 200・ WB : オート 


7 の 


内 愛媛 県 今治 市 伯方 困 
較 4 月 中 旬 

⑩ 16 時 30 分 
( 間 標準 レン ズ 
西 瀬戸 自動 車道 伯方 島 |C か ら 国 道 317 号 線 
を 伯方 町 伊方 方 面 へ 行き 、 県 道 50 号 線 入り 
すぐ に 左折 し て 開山 公園 へ 。 約 10 分 。 無 料 
駐車 場 あ り 


だ 


五 斗 上 田 桜 


容 


丘 の 上 に 立つ 見 目 記し い 一 本 桜 


し 
午 TECHNIQUE き 


人 方 島 の 開山 公園 の 山頂 展望 


開山 公 


夕焼け 前 の 赤み を 淀 
タ 焼 け 前 の 赤み を 帯び た 柔らか な 光 で 撮影 する こ 


守 


桜の 波 と 瀬戸 内 の 海 の 共演 


圭 TECHNIQUE 圭 


と で 、 桜 が ほん の り 赤く 染まり 、 妖 艶 な 風情 を 醸し 


台 は 360 度 見 渡せ る 桜の 絶景 ス 
ポッ ト 。 こ こ で は 東 の 日 の 出 を 
狙う カメ ラマ ン が 多い が 、 西 の 
の 桜 は 無 
遠景 の 瀬戸 内 海 の 風景 も 大 事 な 
要素 な の で 、F16 まで 絞っ た 。 展 
望 台 は 微妙 に 揺れ る の で カメ ラブ 
レ に 注意 し よう (山梨 勝弘 ) 


ヽ 


出す 。 時 間 帯 ご と に さま ざま な 撮影 が で きる 場所 だ 。 


早朝 や 薄暮 な ら 
光 跡 を 生か そう 


夜 の 紛 囲 気 も 良く 、 
車 の 光 跡 を 入れ る と 
雰囲気 が 出る 。1 台 
で 光 跡 を 作る と 露光 
時 間 が 長く な る の で 、 
車 が 連なる と き を 狙う 


桜の 色 が 目立つ よう な 雲見 極め る 


か な り 雲 の 動き が 早く 、 選 り 好み する こと が で きた 。 
あま り 画 面 いっ ぱい を 雲 で 埋め て し まう と 、 雲 の 白 に 
よっ て 桜の ピンク が 目立た な い 。 ピ ー ク 前 の 状態 だ っ 
た こと を 考え る と 、 雲 は ある けれ ど 青 空 が 多め の タイ 
ミン グ で シャ ッ タ ー を 切る こと が 正解 と 考え た 。 


富士 フイ ルム X-T1 XF10-24mmF4 R OIS 10mm(16mm 相 当 ) 


絞り 優先 AE(F11、 1/160 秒 、 0.3EV) ISO 800 WB : 晴れ 


福島 県 の し だ れ 桜 の 中 で も 群 
を 抜い た 美しき を 誇る 桜 だ 。 360 


雪が 多い と 、 桜 の 子 を 引き 出す た め 超 広角 レン ズ 人 
ン 
後に 雲 が 回 っ て ピン ) 位置 で 慈愛 と 気品 に 
ク 色 を 感じ に くい 。 同 和志 机 信 紀 で 天 和 CR0R 各自 動車 道 和 三春 IC か ら 国道 288 号 線 
時 に 太陽 の 光 が 遮 ら 満ち た 姿 が 切り 取れ た 。 形 の 良 を 経由 、 県 道 40 号 線 を 木目 沢 方 面 へ 進み 約 
: た の で 、 コン トラ を 35 分 。 3 一 4 台 分 で は ある が 、 必ず 道路 で は な 
計上 い い 守 を 待っ て シャ ッ タ ー を 切っ て < 車 スペ ー ス に 上 よめ る こと 上 
1 用 発 大 し た 。 ( 原 史 郎 ) 
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、 _ 雲 が 多い と 桜 が 
 』。 が か すれ て し まう 


度 ど の アン グル か ら 見 て も 美しい 


左右 に 枝 を 伸ばし た 悠然 た る 様 


7 人 


語 福島 県 郡山 市 中 田町 
較 4 月 中 旬 


XF10-24mmF4 R OIS 絞り 優先 AE(F11、 1760 秒 、 0EV 


【 ] 
書 沢川 
川面 に 映っ た 青空 と 輝く 桜 並木 


川谷 い の 並木 は 、 朝 日 が 当たる と 桜 が 輝い て 印象 的 な 風 
川 の 奥行 き を 出す た め に 、 西 側 の 土手 の 3 
レン ズ で 川 が 斜め に 入る 構図 と し た 。 川 面 に 映り 込む 桜 を 印象 的 に 
表現 し た か っ た の で 、 空 は 入れ な いよ うに カッ ト し た 。 F 値 は F11 ま 
で 絞っ て 、 花 の ディ テール が は っ きり と 分 か る よう に し て いる 。 大 陽 
が 高く な っ て 光 が 回 りす ぎる と 花 に メリ ハリ が な く な っ て し まう の で 、 
撮影 する 時 間 を 見 極め る の が 肝心 だ 。 日 の 出 後 が 狙い 目 。 太陽 
す と 急 に 気温 が 上 が っ て 風 が 出 て て る た め 、 水 面 の 波 立 ち に も 6 
配る 必要 が ある (野呂 希 一 ) 


21mm(32mm 相 当 


富士 フイ ルム X-T1 


唐沢 川 の 桜 は JR 深谷 駅 南側 の 並木 が 有 
名 だ が 、 こ ちら は 駅 の 北側 、 深 谷 城 征 公 
園 付近 の 川沿 い 。 川幅 も 広く 、 花 見 客 で 
混雑 する こと も な い 。 電車 の 場合 は JR 深 
谷 駅 か ら 徒歩 で 約 20 分 。 車 の 場合 は 、 関 
越 自動 車道 花園 IC か ら 約 20 分 


埼玉 県 深谷 市 本 住 町 


標準 レン ズ 


ISO 400 WB : オ ー ト 


TECHNIQUE 


桜 に 日 が 当たり 始め た の は 6 時 。 川面 が 明る く な ら な いと 映り 
込み が きれ い に 見 えな い の で 、 桜 と 川面 の 明る さ の バラ ンス が 良 
く な る の を 待ち 、17 分 後に 撮影 。 自分 の 目 で 見 えて いる 色合い 
を 表現 し た い の で PL フィ ルター は 使っ て いな い 。 


-。 略 に ッ 
< 


曇天 の 夕方 の 光線 は 桜 に メリ ハリ が 
な く 、 川 も きれ い に 見 えな い 


桜 並 木 に 光 は 当たっ て いる が 、 ま だ 
川面 は 暗い 


唐沢 川 は 土手 の 歩道 や 橋 の 上 か 
ら 桜 を 眺め られ る の で 、 い ろ い ろ な 
アン グル で 撮影 する こと が で きる 
花 付き の 良い 部 分 を 望遠 レン ズ で 
アッ プ で 切り 取る 。 す ぐ 近 くに は 
民家 が 多い の で 、 人 工 物 が 入ら な 
いよ うに フレ ー ム を 調整 する 


今日 が 満開 ! と いう 桜の ボリ ュー 
ム を 出す た め に 、 西 側 の 土手 の 
桜 に 近づい て 縦 位置 で 撮影 
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県 内 の ソメイヨシノ が 散っ た 後に 咲き 始め る ヤマ ザク ラ の 朗らか な 
表情 と 季節 を 意識 し て 撮 開け て いる 場所 で 


< く 。 っ かぁ 9 と う サザ 馬 
レシ 4 ト 3 トト 並み まで 見 渡せ る 天気 だ っ た の で 超 広角 レン ズ で 画面 に 開放 感 を 
由 =E 下 えた 。 青空 の 気持 ち 良き を 重視 する た め 、 奇 を て ら わ ず 三 分 害 


の 安定 し た 見 せ 方 を 選択 。 桜 と 青空 の 面積 が 不平 等 に な ら な いよ う 
に 配分 し た 。 桜 の 強 き を 強調 し た けれ ば 空 の 面積 を 3 分 の 1 まで 減ら 
し て も 良い 。 地面 は 草 が 刈 ら れ 、 下 に 道路 も 通る 場所 な の で 構図 は 


開放 的 な 峠 で 春 を 調 う ヤマ ザク ラ 空 を 抜く 方 が 向く 。 訪れ る 日 は 晴れ が 吉 だ 


キャ ノン EOS 5D Mark 息 

EF16-35mm F2.8L USM 20mm 

2 の 絞り 優先 AE(F11、 1/50 秒 、 二 1.0EV) 
2 | ISO 200- WB:6.000K 


等 TECHNIQUE 音 
RAW 現 像 の 調整 
前 は 薄 雲 と 桜の 色 
の 分 苑 が あま り 良く 
な い 。 春 が すみ の 


空気 感 が あり 、 こ 茨城 県 久 慈 郡 大 子 町 


PL フィ ルター は 逆光 下 で は 偏光 効果 が 少な いう え 
に 超 広 肪 レンズ で は 偏光 ムラ が 目立ち 、 ゴ コー スト も 発 


生 し や すく な る た め 使 用 し て いな い 。 そ の 分 、 空 に 薄 れ は これ で 悪く は な 罰 4 月 中 旬 
く か か っ た 雲 と 桜の 色 の 分 離 が 悪く な る の で RAW 現 な ⑯ 11 時 30 分 
像 で 輝度 を 中 心 に 調整 し て 、 青 空 を 濃く 仕上 げた 。 2 OO 広角 レン ズ 
満開 の 季節 で も それ ほど 混雑 し 


輝度 の アク ア と ブル ー を 調整 し て 
空 の 濃度 を 高め る 

色 の 細か な 調整 が で きる Lightroom の 「HSL バ 
ネル で 青空 の 濃 さ と 分 離 感 を 高め た 。 色相 と 
彩 度 の 調整 は 大 きく 動か し すぎ る と 不 自然 
る の で 最小 限 に 抑え 、 輝 度 の 主 に アク ア と ブル 
ー を マイ ナス 方 向 に 調整 し て 温度 を 出す と 良い 


な い 。 アク セス は 車 が お すす 
め 。 駐 車場 と トイ レ あ り 。 周辺 
地域 に は し だ れ 桜 な ども あり 、 
開花 時 期 も 重なる の で 一 緒 に 
巡っ て みる と 良い 


人 


076 デジ タル カメ ラマ ガ ジ ン 3-2017 


emd 
篠井 の し だ れ 楼 


PP が PP 


| 
きき TECHNIQUE き 
1 枚 目 は 枝 が ぶれ な いよ うに : 


多重 露光 で ふわ っ と し た イメ ー ジ に 仕上 げ て いる が 、 
シャ ー プ に 写す 1 枚 は 桜の 枝 が 揺れ て ぶれ て いな いこ 


と が 大 切 。 ぶ れ て いる と 、 芯 の な い ピ ン ボ ケ 写 真 の よ 風 が な く 桜 の 枝 SA 
うに な っ て し まう 。 か っ た の で 、 多 重 露 光 機能 で 1 7 7 


ブレ が 止ま る 目 は シャ ー プ に 、2 回 目 は アウ ト 
シャ ッ タ ー 速 度 に フォ ー カ ス で ぼかし て 撮影 し て 、 


左 は 1 枚 目 の 写真 写真 を 重ね る こと で 。 し だ 
風 の 強 さき に 合わ せ 2 枚 の 写真 を 重ね る こと で 、 し だ 


キヤ ノン EOS 5D Mark 皿 - EF100-400mm F4.5-5.6L IS USM 150mm 
絞り 優先 AE(F5、 1/100 秒 、 土 0EV) ISO 450- WB : 大 陽光 


軌 栃木 県 宇都 宮 市 篠井 
園 4 月 上 旬 
⑩ 17 時 

引 蘭 望遠 レン ズ 


て 、 プ レ が 止ま る まで れ 桜の ポリ ュー ム や 幻想 性 を 高 了 
シャ ッ ター 速度 を 上 げ 0 東北 自動車 首都 宮 IC か ら 約 20 分 。 民家 が 
る 。 1 揚 り で も 有効 め て いる 。 夕方 の 終 光 を 使い 、 近い の で 早朝 は 静か に 撮影 し よう 。 桜 の 周り 
な テク ニッ ク だ WO - ア シグ に 末 は 水田 だ が 、 水 田 に 水 が な いか ら と 中 
の 人 が より 一 選 ビ ンク に 近く と き を り 、 あせ 道 を 歩い て 壊し た り し な いよ うに 注意 
狙っ た 。 (金子 美智 子 ) 
wml 水門 川 は 普 の 船町 港 で 


風情 の ある 朱 の 欄干 の 橋 


k い も ん が わ 
と 灯台 が ある 。 倍 の 満 朋 
フ K | | の 時 期 を あえ て 外し て 、 ち 


ょ っ と 桜 が 散 り 始め た こ 
ろ に 来る と 桜の 花びら が 


散り 際 も 美しい り 1 浮く 花びら  。 川 暫 に 流れ て 、 風 情 の あ 


る 風景 が 撮影 で きる 。 桜 


の 色 が 鮮やか に 写り 灯台 


ン を TECHNIQUE * か の 昧 も 目立た な い 恒 の 時 


間 帯 が お すす め 。 橋 と 灯台 

ーー デー ンー ーーーーーーーー。 と 船 と 桜 、 そ し て 川面 の 
地面 に 詞 い つく ば る よう に ロー アン グル か ら 撮 花びら の バラ ンス を 考え て 

影 す る こと で 、 川 面 に 流れ る 桜の 花びら を 強調 構図 を 決め る 。 (福田 弘二 ) 

し な が ら 空 を 写し 込め る 。 空 の 濃い 青 、 桜 の 淡 

い ピ ンク に よっ て 春 ら し さ が ぐ っ と 強調 され 、 爽 

や か で 開放 的 な 写真 に 仕上 が る 。 不 安定 な 体勢 

で の 撮影 と な る の で 、 シ ャ ッ タ ー 速 度 は 1/800 

秒 ま で 上 げ て いる 。 


記 岐阜 県 大 垣 市 船町 
国 4 月 上 旬 

⑩ 13 時 

( 間 標準 レン ズ 

名 神 高速 道路 大 垣 |C か ら 国道 
258 号 経由 で 約 15 分 で 到 汗 。 
東海 環状 自動 車道 を 利用 する 
場合 は 大 垣 西 IC じ か ら 約 10 分 で 
到着 


時 アイ レベ ル で は 
花びら が 弱い 
アイ レベ ル で 撮影 す 
る と 川面 に 浮 
花びら が 目立た 
遠近 感 が 弱く な っ て 


し まう 
作 


キャ ノン EOS 6D  EF24-105mm F4L IS USM 
24mm 絞り 優先 AE(F8、 17800 秒 、 土 0EV) 
ISO 200- WB : オ ー ト 


077 


上 珍 県 ] 


虹 城 公 


漂 に 咲き 誇る 桜 と 山形 新幹線 


14 
き TECHNIQUE 


構図 に する た め に な る べく 空 を 排除 し た 。 


徳島 県 美馬 市 木屋 平 

較 4 月 中 旬 

⑩ 12 時 

⑱ 標準 レン ズ 

徳島 自動 車道 脇町 IC か ら 国道 193 と 492 号 
線 を 経由 し て 約 50 分 。 川 井 峠 トン ネル 付近 。 
10 台 ほど の 駐車 場 あり 。 例 年 、 開 花 は 美馬 
市 の 平野 より も 1 週間 ほど 遅い 


キヤ ノン EOS 5D Mark Il EF24-105mm F4L IS USM 32mm 


紋 り 優先 AE(F18、 1/15 秒 、 二 0.3EV) - ISO 100・ WB : オ ー ト 
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3 両 以上 車体 を 人 れ て 存在 感 を 出す 

存在 感 の ある 桜の 中 で いか に 新幹線 を 際立た せる 
か が ポイ ント 。3 両 以上 の 車体 が 入る よう に 構図 を 決 
め て いる 。 さ ら に 桜の 密度 を 感じ させ る 満開 感 の ある 


両 数 が 少な いと 
存在 感 が 出 な い 
連続 撮影 の ファ ー ス 
トシ ョ ッ ト 。 主 題 の 新 
幹線 が 少し し か 入っ 
て いな いた め 、 存在 
感 が 乏しく 桜 が 主題 
の よう に 見 える 


漂 と 桜 だ け を 狙っ て も 十分 に 
絵 に な る が 主題 は 新幹線 。 桜 を 
シャ ー プ に 写す 絞り 、 新 幹線 を 
ビタ リ と 止め る シャ ッ タ ー 速 度 の 
バラ ンス か 。 高 画質 を 維持 す 
る た め 1SO 感 度 は 800、 絞 り を 
F9 に 設定 。 F9 で も 手前 3 分 の 1 
に ピン ト を 合わ せる と 十分 被 写 界 
深度 を 得 ら れる 。 (高橋 よし て る ) 


| 


7 の 


記 山形 県 山形 市 吉 城 困 
還 4 月 中 旬 
⑩ 10 時 

( 六 標準 レン ズ 


JR 山形 駅 か ら 徒 歩 約 10 分 。 霞城 の 二の丸 東 
大 手 門前 の 橋 近 辺 が 撮影 地 。 人 気 の 撮 影 え 
ポット で 、 人 が 多い の で 場所 を 譲り 合っ て 撮影 
する 余裕 が ほし い 


キヤ ノン EOS 5D Mark LEF24-105mm F4LIS USM 67mm 


絞り 優先 AE(F9、 17800 秒 、 十 0.3EV) 。 ISO 800。 WB : 太陽 光 


剣山 を 画面 の 中 央 に 配置 し 、 
左右 対象 に し だ れ 桜 で 囲む と 自 
行き の ある 写真 に な る 。 桜 が 白 飛 
び し な いよ うに PL フィ ルター を 
使っ て 、 反 射 を 取り 除く と 、 青 
空 も 強調 され て スケ の 良い 写真 
に な る 。 撮影 場所 は 狭い の で 、 水 
平 線 が 斜め に な ら な いよ う 注 意 す 
る の が ポイ ント だ 。 (片岡 厳 ) 


24 


名 峰 剣 山 を 望む し だ れ 桜 


に 、 
きき TECHNIQUE き 


両 サ イト に 桜 を 入れ て 奥行 き を 作る 


枝 が 地面 に 届く ほど の 大 木 が た くさ ん ある の で 、 枝 
ぶり の 良い も の を 見 つけ て 左右 か ら 滝 の よう に 流れ る 
見 事 な し だ れ 桜の 豪華 さ を 出 す 。 桜の 花びら に 半 逆 
光 気 味 で 光 が 当 た り 、 剣 山 ま で 奥行 き が で きる 。 手 
前 の 桜 か ら 奥 まで が シャ ー プ に 写る よう に F18 と し た 。 


脇 の 桜 が な いと 
奥行 き が 弱い 
画面 サイ ド の 桜の 量 
が 少な いと 奥行 き 感 
じ ら れ ず 、 剣山 の 存 
在 感 も 弱く な っ て し ま 
う 。 ち ょ うど 良い 形 の 
枝 を 配置 する 


[swe 
諸 木 野 の 桜 


水田 に 反射 する 桜 と 
天の川 の コラ ボレー ショ ン 


TECHNIQUE 


桜の 写真 を 作品 に する の が 難し い 理 由 は 、 

桜 は 美しく て 当たり 前 だ か ら だ 。 だ か ら 「 作 品 ] 
を 作ろ うと する な ら ば 、 そ れ 以 外 の 要素 や 構図 
的 な 魅力 が 必要 に な る 。35mm と いう 広角 域 
の 構図 を 取る こと で 、 映 り 込 み と 天 の 川 と い 
う 2 つ の 魅力 的 な 要素 を 加え る こと が で きた 


桜 だ け で も 美しい が 
寂し い 印象 に な る 


桜 を 大 きく 写す た め に 寄り で 撮影 し た も の だ 。 これ は これ 
で 十分 に 美しい が 、 や は り 「 天 の 川 」 が 上 に ある と いう 希 
少 性 と 比べ る と 、 作 品 と し て は 騙 く な る 


ライ ト ア ッ プ は も ちろ ん の こと 、 街 の 光 さ え 
な い 真 の 暗 間 の 中 に 立つ 桜 を 夜 に 撮る に は 、 
長 秒 露光 だ け で は 光量 が 足り な い 。 そ こ で ある 
程度 大 き な 光 量 の LED ライ ト を 準備 し て 自ら 
桜 を 照ら すこ と で 、 風 景 で も 「 光 を コン トロ ー 
ル す る 」 と いう 意識 で 撮影 に 臨む 


ニコ ン D810 AF-S NIKKOR 35mm 1.4G 35mm 


LED ラ イト が な いと 絞り 優先 AE(F1.6、 20 秒 、 土 0EV ISO 640 。 WB : オー ト 
真っ 暗 に な る 
桜の 巨木 と 映り 込み の 頭上 に 天の川 を 配 し 、 
奈良 県 宇陀 市 醒 原 諸 木 野 
地 の 集 4 月 上 旬 
上 地 所 有 者 に 許 4 時 
標準 レン ズ 


だ 共 た 。 一 


本 道 針 |C か ら 国道 369 号 線 
TSO 感 度 と 長 秒 吉光 . 名 阪 国道 針 IC じ か ら 国道 369 号 線 を 


南下 し 約 1 時 間 、 諸 木野 の 看板 を 


い 被 写 界 深 度 が 必 


大 口径 レン ズ を 用 いた 。LED ライ 左折 する 。 極 め て 細い 離合 困難 の 
R SS 真っ 暗 な 道 な の で 、 事 前 の ロケ ハン 
他 の 写真 より 露光 時 間 が 長く (40 秒 ) で も 、 LED ラ イト の 飛び し な いよ う 【 する 。 ピ ント を 強く 推奨 する か な 村落 の 


照射 が な いと 、 桜 は わずか に 輪郭 が 見 える 程度 で ほぼ 真 AE 四 の NSP に テ S に EE が 生 ド 22 た め 撮 影 地 で の 大 声 の 婚 声 な ど は 
っ 黒 だ 。 ここ まで 黒い と RAW 現 像 で も どう に も な ら な い は 桜 に 合わ せ 、 星 の 光 を ぼかし て 大 きく 写し 存在 感 厳 准 で ある 


が 増す よう に 計算 し た (別所 隆弘 ) 
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L 仙 県 ] 


だ い 受 ぎ く ら 
で > に まっ 9 

里 の 丘 に を そ ぴ び ぇ 立つ 孤高 の 一 本 桜 
日 の 出 と と も に うっ すら と 浮か び 上 が る 醍醐 桜の 輪郭 。 湾 い グ ラ デ 
ーション に 染まる 空 と 、 朝 零 で 拡散 され た 和 柔らかい 光 に 包ま れ た 花 
びら の ディ テー ル が 残る よう 、 ラ イプ ビ ピュー で 確認 し な が ら 6 適正 露 出 
を 決定 し た 。 開 花 の 時 期 は 早朝 で も 見 物 客 が 多い た め 、 利 便 性 を 優 
先 し 標準 メー ムレ ンズ を 選択 。 長 い 一 脚 に カメ ラ を 取り 付け 、 人 々 の 


頭 越 し に ハイ アン グル か ら 撮 影 し た 。 一 脚 に カメ ラ を 取り 付け た 状態 
で 腕 を 伸ばし て の 不安 定 な 撮影 だ っ た た め 、 被 写 界 深度 


圭 TECHNIQUE き 


一 脚 で ハイ アン グル 構図 を 狙う 
背景 の 山脈 を 生か し た 構図 に する こと で 画面 に 奥行 き を 出し 
標高 が 高い 位置 に そびえ 立つ 一 本 桜の シチュ エー ショ ン を 演出 。 
ライ ブ ビ ュー と 一 脚 を 活用 し て 、 ハ イア ング ル か ら の 構 図 を 狙っ た 。 


アイ レベ ル だ と 

人 の 姿 が 写り 込む 
見 物 客 や カメ ラマ ン が ちょ う 
ど 桜 と 重なっ て し まう 。 一 脚 
を 使い 、 人 の 頭 より 高い 位 
置か ら チ ルト モニ ター で 構図 
を 確認 し (つつ 、 レリーズ ケー 
ブル で シャ ッ タ ー を 切っ た 


ン を 残す 


得 つ つ 手 朝焼け と 醍醐 桜の 色 を 肉眼 で 見 た と き と 同じ バラ ンス に する た 


プレ を 防ぐ た め F4 で シャ ッ タ ー 速 度 を 稼い だ 。 醍醐 桜 が う っ すら 光 め 、 ラ イブ ビュ ー で 確認 し な が ら 赴 出 を 決定 し た 。 カ メラ が 測光 


っ て 見 える よう 、 太陽 が 昇る 方 角 に 重ね て 撮影 し て いる 。 (木村 表 磨 ) 


どど 


中 国 自動車 道北 房 (C か ら 県 道 84 号 線 を 北上 
阿山 旧 黄 市 別所 し 約 30 分 。 標識 に 従っ て 左折 する 。 駐車 場 
較 4 月 中 旬 備 だ が ピー ク 時 は 止め られ な い 場合 が ある 。 民 
5 時 30 分 家 が 隣接 する エリ ア の た め 無断 で 敷地 に 入ら 


( 章 標準 レン ズ な いよ う 注意 


オリ ン パ ス OM-D E-M1  ZUIKO DIGITAL ED 12-60mm F2.8-4.0 SWD 32mm(64mm 相 当 ) 絞り 優先 AE(F4、 1/25 秒 、 0.7EV) 


ISO 200- WB:4.500K 


する 適正 赴 出 より も アン ダー 気味 に し て 朝焼け の 色 を 残し て いる 。 


桜 に 合う 露出 だ と 
空 の 色 が 抜け る 


逆光 で の 撮影 と な る た め 桜 
の 適正 露出 に 合わ せ て し ま 
うと 朝焼け の 色 が 抜け て し ま 
う 。 シ ピア な 起 出 条件 の 時 
は ライ ブ ビ ュー を 使う と 思い 
通り の 結果 が 得 や すく な る 


ゴ づ 


井川 の 一 


桜の 絶景 ベス トモ レク ショ ン 100 


[eeed 


ほぼ ん ざく ら 


桜 


に 


田んぼ に 桜の 樹 形 を 写す 


4 き 
計 TECHNIQUE 壮 
富士 フイ ルム X-T1.。 XF16-55mmF2.8 R LM WR 44mm(67mm 相 当 ) が 1 qa y ル ラ ah ラ 
紋 り 優先 AE(F13、 140 秒 、 0.7EV) ISO 2000・ WB : 晴れ 田んぼ に 映る 桜の 映り 込み を 意識 する 
有 5 この 時 間 帯 こそ 水 の 張 られ ライ ト ア ッ プ 時 は 
田んぼ と 一 緒 に 写せ る 一 N 
- 田 が ば どー 計 に な せ る Mo た 田んぼ に 桜の 姿 を 映し 込み 映り 込み が きれ い 
引い て 撮る こと で 山里 の 雰囲気 を 意識 する 。 奥 の 民家 の 室内 
ーー が 出せ る 。 背 景 の 民家 は 日 本 家 か ら 漏 れる 明か り を 入れ る こと 
= で 屋 で 情緒 が ある の で バラ ンス を 考 で 温か み が 増し て くる 。 ラ イト 
@ 7 時 えて 配置 し よう 。 まだ 嗜 時 間 AE 
(⑳ 標準 レン ズ 桜 も フレ ー ミ ング に 意識 する 。 


国道 9 号線 の 三隅 公園 付近 か ら 山 の 方 へ 車 で 
約 20 分 。 途中 に 案内 板 が と ころ どこ ろ に あり 、 
駐車 場 も 整備 し て ある 。 土地 の 人 の 田んぼ の 
中 に ある の で 陸 に は 立ち 入ら な いよ うに する 


けた : 
海 海 ト ン ネ ル 
容 - 

桜島 を 背景 に 咲く ソメイヨシノ 


和 き TECHNIQUE き 
+1.0EV 明 4 補正 し 
桜 も 噴 煙 も 白っぽく 、 噴 煙 が 高く 上 る と 青空 の 面 

積 も 増え る の で 震 出 が アン ダー に な りや すい 。 露出 を 


十 1.0EV 補 正す る と 桜の 白 や 青空 を 適正 赴 出 で 捉え 
られ る 。 桜 が 白 飛び し て し まう と 台無し な の で 、 ヒ ス 


ト グ ラ ム を 確認 し な が ら 撮影 する 。 
雪 出 補正 を し な い 
と 、 赴 出 が 明らか に 


アン ダー に な っ て し 
まう 。 十 1.0EV 明 る 
く 補 正す れ ば 桜 や 
桜島 の ディ テー ル 
が よく 分 か る 


帯 で 風 も 吹い て いた の で 、ISO 感 
度 を 上 げ て 速い シャ ッ タ ー 速 度 
を 確保 し た 
を 待っ て 撮 ろう 


風 が 止む タイミング 
(佐藤 尚 ) も 


夜 に な る と ライ ト ア ッ プ され て 、 田 ん ぼ の 
映り 込み が きれ い に な る 。 そ の 分 周り が 
暗い の で 山里 の 紛 囲 気 が 薄く な る 


ニュ ン D810 AF-S NIKKOR 24-70mm 人 72.8G ED 38mm 
絞り 優先 AE(F16、 1/15 移 、 十 1.0EV) ISO 200- WB : 5.000K 


背景 の 青空 が か すん で し まう と 
噴煙 が 映え な い の で 、 起 が 少な 
い 午 前 中 の 順 光 で 明る め に 撮影 
し た 。 噴煙 が な いと 桜島 らし さ は 
半減 し て し まう 。 ド ン と いう 鈍い 
音 が 聞こ ぇ た ら 撮 影 準 備 を は じ め 
る 。 噴 理 の 最上 部 を カッ ト す る こ 
と で 、 煙 が 上 へ と 伸び て いる よう 
に 見 せ た 。 (深澤 武 ) 


こと 


i ロ 鹿児島 県 垂水 市 海 油 
園 3 月 下旬 

⑩ 10 時 

(9 標準 レン ズ 

桜島 か ら 垂 水 市 方 面 へ 向かう 国道 220 号 線 
の 海 湯 ト ン ネル 付近 の 桜 並木 。 JR 鹿児島 駅 
か ら 車 で 約 60 分 。 北 風 が 吹く と 桜島 か ら 噴 煙 
が 降っ て くる の で 注意 
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ad 
西海 棒 公 


に 2027 の 


14 | 
き TECHNIQUE き 


丘 づ いて バラ ンス を 


38mm で 


西海 橋 の 印象 が 強い の で 、 桜 が 負け な いよ うに 無 
駄 な 要素 を 省 いて 、 シ ンプ ル に 構成 する 。 58mm で 
手前 に 取り 込む 桜の 面積 比 え 大 きく し て 追 力 を 出し 、 
絶対 的 な 主役 と し た 。 奥 の 西 海 橋 は 主役 に 負け な い 
名 脇役 と し て いる 。 


65mm だ と 

桜の 印象 が 弱い 
苑 れ た 高台 か ら 

65mm で 撮影 する と 

雪 望遠 効果 で 橋 の 存 
在 感 が 強く な る 。 桜 
の 印象 は 明 く な り 主 
役 と 脇役 が 逆転 する 

3 


キヤ ノン EOS 5D Mark 皿 。 EF24-70mm F2.8L IT USM 38mm 
絞り 優先 AE(F16、 1/10 秒 、 0.7EV) ISO 400。 WB: 日 陰 
朝日 が 出 た 直後 の 斜 光 線 が お 
すす め だ が 、 手前 の 桜 は 日 陰 に あ 
る た め 、WB か ad 青み が 
強 す ぎ て 朝 の 雰囲気 が 伝わら な い 
2 し て 朝日 に 
まる 橋 の 色 を 強調 し て いる 。 


園 4 月 上 旬 
⑩⑲ 6 時 30 分 


前 景 と 背景 の 両方 が 拉 写 界 深度 
内 に 収まる よう に 、F16 ま で 絞り 
込ん だ 。 (西川 貴之 ) 

ちょ うふ 


トス 
ショ ン と 楠 位置 
カメ ラボ ポジ ショ ン を 低く 
キヤ ノン EOS 5D Mark エ 。 EF24-105mm F4LIS USM 55mm する こと で 、 手前 に 葉 の 花 
絞り 優先 AE(F13、1760 秒 、 二 1.0EV) ISO 200・ WB : 大 陽光 畑 を 入れ つつ 、 奥 に ある 
ee ah 車 の 駐車 場 や 桜 を 見 物 に 
禅宗 の 寺院 の 中 に ある し だ れ 来 て いる 人 を 隠す よう に 
桜 を 赤い 屋根 の お 堂 と 境内 の 南 撮影 し て いる 。 横 位 置 に す 
| る こと で 空 の 面積 も 減ら し 、 
店 栃木 県 栃木 市 都賀 町 NET 桜の ピン ク と 屋根 の 赤 、 菜 
周 4 月 上 旬 の かさ る 天 玩 Es の の 花 の 黄 だ け に 目 が 行く 
@ 9 時 花 の 黄色 と し だ れ 桜の ビン ク が き いく 
( 有 標準 レン ズ 構図 に し て いる 。 


東北 自動 車道 栃木 IC か ら 約 10 分 。 電車 の 場 
合 は 東武 鉄道 新 栃木 駅 下車 後 、 タ クシ ー で 
約 10 分 で 到着 する 。 花 の 寺 と し て 知ら れ て お 
り 、 四季 折々 の 花 を 楽し め る 
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れい に 出る よう に +1.0EV の 起 
出 補正 を し て いる 。 き さらに 、PL 
フィ ルター を 使用 し て 空 の 青 さ る 
強調 し た 。 


メイ ンカ ッ ト と 同じ 場所 か ら 縦 構図 


青 で 素晴らし い の だ 
っ か り 空 き 、 下 部 に 


空間 が ぼ 
ンス が 信 る 


(金子 美智 子 ) 


に 5) 


語 長崎 県 佐世保 市 針 尾 東町 


( 唱 標準 レン ズ 


西 九 州 自動 車道 佐世保 大 塔 IC か ら 国 道 205 
号 と 202 号 を 経由 し て 約 20 分 。 電 車 の 場合 
は 、 JR 佐世保 駅 か ら 西 肥 バ ス 西 海 橋 行き で 約 
50 分 、 西海 橋 西 品 停 留 所 下車 


で 撮影 し た も の 。 快 晴 の 空 は 真っ 攻 


県 ] 
長 福 寺 の し だ れ 桜 
間 MP00MPE 和 90 の 


さく ら 


圭 TECHNIQUE 圭 


縦 位置 で は 上 側が 
大 きく 空き すぎ る 


等 TECHNIQUE 講 


宅 の 広がり を 表現 


桜の 並木 で 
この 公園 は た くさ ん の 桜の 木 が 並ん で いる た め 、 ラ 
イン 状 に 配置 する と 奥行 き を 強調 する こと が で きる 。 ii 
は 重量 が 重い た め 、 
標準 メー ムレ ンズ の 広角 端 で 、 並木 道 を 斜め に 入れ て 藤 中 ke ほ が 重い 
空 の 広がり を 表現 し た 。 上 昇 角度 が 低く 、 並 木 と 近い 中 
離 で 撮れ る 。 そ ん な な 理由 で 北米 


キヤ ノン EOS-1D X  EF24-105mm F4LIS USM 24mm 
マニ ュ アル 串 出 (F9、 1/640 秒 ) - ISO 640" WB : オー ト 


暫 千葉 県 成田 市 駒井 野 


85mm だ と 桜 が 放 州 行 
"欧州 行き を 機 を 狙っ た 人 
アッ プ に な る es 行 き の 離 陸 機 を 狙っ た 2 
E 写 上 沈 放し 手 プレ し たい シャ ッ 
85mm の 世 員 で 、 花 第 写 界 深度 と 手 プ レ し な い シ ャ ッ 標準 レン ズ 
と 飛行 機 だ け を 切り ター 速度 を 考え て 、F9 と 1/640 
取る と 、 奥 行き の 表 きく 5 の 山 公園 に は 無料 駐車 場 が ある が 、 桜の 
量 2 ロケ 秒 と し た 。 機 体 が 見 えた 時 点 で 時 期 は 満車 に な る 可能 性 が 大 。 JR 成田 駅 か 
ミ の タン 0 
放し て 、 の 入れ 方 を 仙 | 22 の 80 な 
い 9 牧 し た (チャ ー リ ィ 古 庄 ) 


IE 


吉良 の エド ガン 


ーー S マ ーーーーーーーーーーー 


月 夜 に 見 4 樹 零 00 年 巨樹 


TECHNIQUE 半 


キヤ ノン EOS 5D Ma 24-105mmF 4mm 6 ) 当 が ほ 
マニ ュ アル 人 HH(F3 306) 5400 WB: マ ニュ アル 2 
が 吊る され て いて 23 時 まで 灯っ て いる 。 提灯 で 照ら 
され た 右側 と 月 明か り で 白く 光る 左上 。 光 が 足ら ず 


この 立派 な 古木 を より 神秘 人 
を 0 に 影 に な る 左下 な ど を スト ロボ で 補っ て パラ ンス 良く 
に 提 え よう と 「 月 夜 の 夜桜 」 を 狐 1 


5 っ た 。 月 を 逆光 に し て 、 広 角 レ ン 

由 徳島 県 美馬 郡 つる ぎ 町 PA 提灯 が な いと 
側 3 月 下旬 ズ で 夜桜 を 撮る と 木 が 全体 的 に 真っ 暗 に な る 
⑯ 22 時 30 分 シル エッ ト に な り 、 花 の 人 は 
(⑳ 標準 レン ズ 

徳島 自重 車道 美 馬 IC か ら 約 30 分 。 国道 438 
号線 か ら 町 道 に 入っ て か ら の 道 は 細い の で 、 
夜 の 運転 は 注意 。 夜 桜 を 撮る と き に は 近く に 
暮らす 人 に も 配慮 する マナ ー を お 忘れ な く 


23 時 を 過ぎ て 提 条 
が 消灯 し た あと は 月 


クモ セン トラ イト が 当たる 。 これ を 
利用 し て 光 の 足り な い 所 は フラ 


レン 


キヤ ノン EOS 5D Mark 
EF70-200mm F4L IS USM 81mm 
絞り 優先 AE(F13、 1/10 秒 、 一 1.0EV) 
ISO 100- WB: 大 陽光 


桜の 花 を きれ いな 色 で 表現 する 
時 間 帯 の 見 極め は 意外 と 難し い 。 
エド ヒガ ン は 赤み が 強い た め 、 早 朝 
の 光 を 利用 し て 赤み を より 強調 し 
て 撮影 し た 。 (新海 良夫 ) 


キヤノン EOS 5D 

EF24-70mm F2.8L USM 45mm 
絞り 優先 AE(F16、 1/13 秒 、 一 1.3EV) 
ISO 100・ WB: 大 陽光 


周囲 に 咲く 桃色 の 花 を あし ら っ 
て 撮影 。 電柱 な ど 人 工 物 も 多い 場 
所 な の で 、 画 面 に 入ら な いよ う カ ッ 
ト し よう 。 や や 仰ぐ よう に 撮っ て 、 
桜の 存在 感 を 出し た 。 (星野 佑 侍 ) 


nm ロ 可 


ヾ YS で ンド へ 滴 へ 常 


東海 北陸 自動 車道 福光 IC よ り 約 10 分 。 電 
車 の 場合 は JR 城区 駅 より タク シー で 約 5 分 。 
山田 川 の 堤防 に ある 


器 


N 
の 


NSFZRS 庄 


選 


伊勢 自動 車道 松阪 |C か ら 国道 166 号 経由 
車 で 約 35 分 。 山 の 方 に 進む と 車 を 停め る ス 
ペー ス が ある 。 夜 は ライ ト ア ッ プ され る 


キヤ ノン EOS 5D Mark 皿 
EF70-300mm F4-5.6L IS USM 
140mm 絞り 優先 AE(F14、 1/50 秒 、 
0EV ISO 100 WB : 太陽 光 


青空 を きれいに 表 現し た か っ た の 
で 午前 中 の 光 を 選ん だ 。 午 後に な 
る と 気温 が 上 が り 山並 み が か すむ ご 
と が 多く な る の で 、 午 前 中 に 撮影 す 
る 方 が 良い 。 (高橋 よし て る ) 


キヤ ノン EOS 5D Mark 皿 
EF24-105mm F4LIS USM 40mm 
絞り 優先 AE(F16、 1760 秒 、 0.3EV) 
ISO 100- WB : 大 陽光 


全て の 花 が 同時 に 開花 する こと 
が 少な く 開 花期 間 も 短 め な の で 市 
役所 の 開花 情報 を チェ ッ ク す る 。 遠 
めか ら 標 準 レン ズ 以 上 で 狙う と 桜 
の 形 を 表し や すい 。 (高橋 よし て る ) 


田 記 三河 評 


JR 福島 駅 東口 より 花見 山 直通 の 臨時 バス 
で 約 20 分 。 開花 シー ズン は 交通 規制 の た め 
マイ カー の 乗り 入れ は 不可 


巨 
木 
の 
本 | 吉 : 
* | 高 : 
ま | の 
花 | 大 : 


千葉 県 印西 市 吉 高 
4 月 


北 総 鉄道 印 施 日 本 医大 駅 か ら パ ス で 教習 所 
前 で 下車 し 、 徒 歩 で 約 15 分 。 開花 シ ン 
中 は 、 近辺 は 車両 進入 鉄 止 と な る の で 注意 


キヤ ノン EOS-1Ds Mark 
EF28-300mm F3.5-5.6L IS USM 
35mm "絞り 優先 AE(F8、 6 秒 、 
ー0.5EV) "ISO 200・ WB : 大 陽光 


日 没後 約 50 分 後に 撮影 。 夜空 が 
浮き 上 が ら な いよ う ( 
署 出 補正 し た 。 あ ん どん | 
た 桜色 を 鮮やか に 出す た め に WB 
は 太陽 光 に し た 。 (新海 良夫 ) 
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了 


還 拓 


石川 県 金沢 市 丸の内 
4 月 中 旬 

19 時 30 分 
標準 レン ズ 
JR 金沢 駅 か ら バ ス で 約 10 分 、 華 六 園 下 停 
留 所 下車 後 、 徒 歩 で 約 5 分 。 石 川 門 が よく 
見 える 兼 六 園 側 か ら 撮影 する と 良い 


キャ ノン EOS 7D  EF100-400mm 
F4.5-5.6L IS USM 220mm 

352mm 相 当 ) - マ ニュ ア ル 露出 (F11 
17400 移 ) ISO 400 WB : 大 陽光 


鳥取 の 
駅 。 半 逆 光 で 撮影 する と 
感 が 出る と 同時 に 風景 に 奥行 き が 
生ま れる 。 屋根 瓦 が 輝く の も アク セ 
ント と し て 狙っ て いた 。 (長根 広和 ) 


鳥取 県 岩美 郡 岩美 困 
4 月 上 旬 
15 時 30 分 
望 速 レンズ 
JR 大 岩 駅 すぐ 横 の 踏切 脇 か ら 撮影 。 く れ ぐ 
れ も 線 路 に 近づき 過ぎ ず 、 安 全 な 立ち 位置 
か ら 提 影 し よう 


キャ ノン EOS 5D Mark 想 
EF16-35mm F4LIS USM 25mm 
紋 り 優先 AE(F16、 1/50 秒 、 土 0EV 
ISO 100・ WB: 大 陽光 


山並 み が は っ きり と 見 えた 方 が 良 
い の で 、 か すみ や PM2.5 が 少な い 
ヌケ の 良い 日 に 撮影 に 行こ う 。 山 
門 か ら 加 波山 、 筑 波山 を 入れ る 広 
角 レ ンズ が 必要 だ 。 (高橋 よし て る ) 


ニコ ン D3X 

AF-S NIKKOR 24-70mm 人 2.8G ED 
48mm マニ ュ アル 角 出 (F8、10 秒 ) 
ISO 100・ WB: 5.700K 


桜 が 暗 く 沈み 込ま な いよ 
薄暮 の 時 間 に 撮影 する 。 フ ラッ シュ 
を 使い 手前 に 弱い 光 を 当て る と 良い 。 
橋 を 歩く 人 は 10 秒 の 長 秒 釧 光 を す 
る と ぼけ て 消え る 。 (山梨 将 典 ) 


ニコ ン D810. AF-S NIKKOR 
24-70mm 人 2.8E ED VR 24mm 
絞り 優先 AE(F11、 1/200 秒 、 二 1.0EV) 
ISO 400。 WB : 晴天 


桜 に 陰 が で き に くい トッ プラ イト 
の 時 間 帯 を 選び 、 空 と 雲 を 生か す 
た め に PL フィ ルター を 使っ た 。 風 
が あっ た の で 、ISO 感度 を 上 げ て 桜 
が ぶれ る の を 防い だ 。 (星野 佑 侍 ) 


( 標準 レン ズ 


北 関東 自動 車道 桜川 筑西 IC か ら 約 15 分 。 
境内 か ら の 提 影 と な る た め 、 立 入 禁 止 や 橋 を 
越え な いよ うに 配慮 し な が ら 撮 影 する こと 


( 間 標準 レン ズ 


山陽 自動 車道 岩国 IC か ら 約 10 分 。 電車 の 
場合 は JR 岩国 駅 か ら パ ス に 乗車 し 、 錦 帯 橋 
バス 停 で 下車 する 


層 芝 | へ 浜 CS# 並 牙 


( 標準 レン ズ 
日 高 自動 車道 日 高 門別 IC か ら 国道 235 号 を 
経由 し 、 国 道 236 号 を 浦河 方 面 へ 車 で 約 1 
時 間 30 分 。 無料 の 駐車 場 あり 


キヤ ノン EOS 5D Mark 皿 
EF24-105mm F4L IS USM 40mm 
絞り 優先 AE(F11、 0.4 秒 、 1.3EV) 
ISO 1600 WB : 4.500K 


薄暮 の 時 間 で ある 18 時 30 分 に 
撮影 し た 。 桜 と 三重 橋 が の ぶら な い 
よう に 構成 。 全体 の 色合い の バラ ン 
ス を 考え 、WB は 4.500K に し て 空 
の 青 味 を 生か し た 。 (西川 貴之 ) 


キヤ ノン EOS 5D Mark 想 
EF24-105mm F4LIS USM 55mm 
絞り 優先 AE(F11、 1/160 秒 、 一 0.3EV 
ISO 160。 WB : 太陽 光 


南ア ルプ ス の 山並 み が 見 える 撮影 
位置 の 選択 が 重要 。 青空 と 花 を き 
れい に 写し た いな ら 午 前 中 の 光 が お 
すす め だ 。 午後 に な る と 人 が 増え て 
前 景 は 入れ に くい 。 (高橋 よし て る ) 


ニコ ン D810. AF-S NIKKOR 
24-70mm 72.8G ED 24mm 
マニ ュ ア ル 吉 出 (F8、 1/200 移 ) 
ISO 320- WB:5.200K 


ロー アン グル で 水面 を の びやかに 
写し て いる 。 ロ ー ア ング ル 提 影 が 可 
能 な 場所 は 5 名 分 し か な い 狭い 場 
所 な の で 三脚 で 場所 を 独占 せ ず 、 
手持 ち 提 影 し よう 。 (山梨 将 典 ) 


(前 標準 レン ズ 


車道 上 越 高田 IC か ら 約 10 分 。 有料 の 臨時 
駐車 場 が ある 


am ペー で ヾ 北 NUr 革 き 洋洋 芋 


@ 9 時 

(標準 レン ズ 
JR 日 野 春 駅 か ら タ クシ ー で 約 15 分 。 車 の 坦 
合 は 中 央 自動 車道 須玉 IC よ り 約 15 分 。 スイ 
セン の 畑 に は 入ら な いよ うに 注意 する こと 


GII ご 深 避 夢 


革 


沙 S 党 ry 


⑩ 8 時 
( 唱 標準 レン ズ 
JR 姫路 駅 より 徒歩 約 20 分 。 車 の 場合 は 山 


則 自 動車 道 姫路 東 IC と 姫路 西 IC か らい ずれ 
も 約 20 分 で 到着 


北陸 自動 車道 上 越 |C、 も し く は 上 信越 自動 


の は まま 2 
桜の 絶景 ベス トモ レク ショ ン 100 


記 山梨 県 北杜 市 武川 町 山高 
太 4 月 中 旬 
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HD PENTAX-DA 20-40mmF2.8-4ED 
Limited DC WR 20mm(30mm 相 当 ) 

プロ グラ ム AE(F5.6、 1/160 秒 、 一 0.3EV) 

ISO 200。 WB : オ ー ト 

夕日 を 浴び て 立体 的 に 浮か が び 上 が る トル ソ 
ー。 D-Range 設 定 の 効果 で 、 白 飛び を 軽減 
し つつ 光 と 影 が 良い パラ ンス で 再現 され た 


高 感度 
小型 


HD PENTAX-DA 20-40mmF2.8-4ED 
Limited DC WR 40mm(60mm 相 当 
絞り 優先 AE(F4、 1/125 秒 、 一 0.7EV 


ISO 100 


視野 率 約 100%、 約 0.95 倍 の 光 


ウ い 
撮影 し た 


スタ イリ ッシュ 


WB : オ ー ト 


路地 裏 に 差し 込 


= クラ シカ ル デ ザ イン の APS- 〇 機 


発売 日 2017 年 2 月 23 日 


スタ イリ ッシュ な 小型 ボディ が 話題 


HD PENTAX-DA 20-40mmF2.8-4ED 
imited DC WR 20mm(30mm 相 当 

プロ グラ ム AE(F8、 1/400 秒 、 0EV) 

ISO 200 。 WB : オー ト 

外壁 の 質感 な ど を 鮮明 に 捉え て いて 、 駅 
名 板 の 経年 劣化 の 様子 も し っ か り と 確認 で 
きる 。 級 密か つ 階 調 豊 か な 画像 だ 


実勢 価格 138.000 円 前 後 


HD PENTAX-DA 16-85mmF3.5-5.6ED 
DC WR 16mm(24mm 相 当 ) 

プロ グラ ム AE(F7.1、 1/250 秒 、 0EV) 

ISO 100-WB: オ ー ト 

レン ズ 補 正 が し っ か り 効 いて 、 画 面 の 隅 々 ま 
で 安定 し た 描写 が 得 ら れ た 。 カ スタ ムイ メー 
ジ 、 ナチ ュ ラ ル は 自然 な 色合い で 好 印 象 


き 真 * 岡 嶋 和幸 


し ば らく の 沈黙 を 破り 、 リコ ー か ら 待 望 の 新 機種 が 登場 ! フィ ルム カメ ラ を 初 箱 と させ る 
K-1 の APS-C 機 版 と いっ て も 良い ほど 高 性 能 。 
ISO 819200 を 搭載 し 、 画像 処理 エン ジン の PRIME IV&, ア クセ ラレー ター ユニ ッ ト が 
ノイ ズ を 低減 し て 高 画質 を 生み 出す 。 今月 は 、 高 感度 撮影 に よる 実写 を 交え な が ら 
新 機 能 紹介 を 中 心 と し た 速報 レポ ー ト を お 届け する 。 
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※ 試 作 機 に よる 評価 の た め 、 製品 版 と 外観 お よび 画質 が 異な る 可能 


HD PENTAX-DA 16-85mmF3.5-5.6ED HD PENTAX-DA 20-40mmF2.8-4ED HD PENTAX-DA 55-300mmF4-5.8ED HD PENTAX-DA 15mmF4ED 

DC WR 31mm(46mm 相 当 ) imited DC WR 40mm(60mm 相 当 WR 150mm(225mm 相 当 AL Limited 15mm(22mm 相 当 ) 

プロ グラ ム AE(F9、 1/320 秒 、 一 0.3EV) プロ グラ ム AE(F4、 1/200 秒 、0EV プロ グラ ム AE(F7.1、 17250 秒 、 0EV プロ グラ ム AE(F9、 171,250 秒 、 0EV) 

ISO 100- WB : オ ー ト ISO 25600- WB : オ ー ト ISO 800- WB : オ ー ト ISO 200・ WB : オ ー ト 

高台 か ら 住宅 地 を 見 下ろ す 。 約 2.432 万 ISO 25600 の 超 高 感度 だ が 、 解 像 感 と 2 人 の 輪郭 は 線 が 細く て 滑ら か で 、 ぼ けた トビ た ち を 素早 く 的 確 に 捉え た 。 従来 の AF 

画素 の 高 解像度 で 、 細部 まで シャ ー プ だ ノイ ズ が パラ ンス 良く 決ま っ て いる 背景 と の 分 離 も 自然 に 感じ られ る シス テム より 速く て 迷い も 少な く な っ た 印象 
SPEC 提 像 素子 : 約 23.5X15.6mm CMOS セ ン サ ー(APS-C) 有効 画素 数 : 約 2,432 万 画素 ファ イン ダー 視野 率 : 約 100% シャ ッ タ ー 速 度 : 1/6.000 秒 一 30 秒 、 


パル プ (メカ シャ ッ タ ー) 、1/24,000 秒 一 30 秒 (電子 シャ ッ タ ー) 連 写 速度 : 約 7 コマ / 秒 (JPEG L 文 太 連 続 日) ・ 約 3 コマ / 秒 (JPEG L 娘 文 文 連続 M)・ 約 0.8 コ マ / 秒 
(JPEG L 文 連続 L) - IS 〇 感度 : ISO 100 一 819200 手 プレ 補正 機構 : SR エロ ー パ ス セ レク ター : オフ 、 Type1、 Type2、 ブラ ケッ ト (2 枚 ) 、 ブ ラケット (3 枚 ) 
記録 メデ ィ ア : SD、 SDHC、 SDXC メ モリ ー カ ー ド 背面 液晶 モニ ター : 3 型 約 92.1 万 ドッ ト TFT カ ラー 液晶 外形 寸法 (WHXD): 約 131.5X101X76mm (突起 部 を 除く ) 


質量 : 約 703g (パッ テリ ー、 SD カー ド を 含む ) 


設定 ダイ ヤル 機能 ダイ ヤル 電子 水準 器 〆 ファ イン ダー 後 電子 ダイ ヤル 
機能 ダイ ヤル で 選択 し 無効 、 測 光 方 式 、 HDR 撮 影 の タ スマート 消去 Fx2 ボ タン 約 100%% の ペン タブ リズ ム 露出 な どの 設定 値 を 変 
を 、 ダイ ヤル 操作 だ け で 素早 イプ 、 連 続 撮影 の 速度 の 4 つの ファ ンク ショ ン ファ イン ダー 内 、 ラ イブ ビュ ファ イン ダー。 倍率 は 約 更 。 再生 モー ド 時 は 画像 
く 変更 で きる 。 無効 の と き は 、 ダ 他 、 好 み の 機 能 を 登録 で きる C1 ー の 電子 水準 器 表示 の オ 0.95x(50mmF1.4・co) を 拡大 し た りす る 
イヤ ル が 動い て も 何 も 変わ ら な い C3 が 切り 替え られ る ン ン オフ を 切り 替え る 。 再 静 止 画 / LV 
生 モー ド 時 は 画像 を 消去 動画 切替 レバ ー 


AO チル ト 式 液晶 モニ ター 
上 方 向 は 約 95 度 、 下 方 
モー ド ダ イヤ ル 向 は 約 45 度 まで 角度 を 変 
7 つの 赴 出 モー ド 、 シ ー えら れる 。 反射 も 少な く 見 
ン ア ナラ イズ オー トモ ー や すい 
ド の 他 、5 つ の USER 
モー ド を 用 意 。 モー ド ダ 
イヤ ル ロ ッ クボ タン を 押 


前 電子 ダイ ヤル し な が ら 回 し て 提 影 モー 
| ド を 切り 替え る 


シャ ッ タ ー ボ タン 
電源 レバ パー 


規 出 な どの 設定 値 を 

変更 する 。 メニ ュー が 

表示 され て いる と き スマ ー ト ファ ンク ショ ン に 登録 で きる 機能 : 無効 測光 方 式 - HDR 提 影 の 種類 連続 撮影 の 速度 カス タム イメ ー ジ 
は 、 メ ニュ ー の カテ ゴ ロー パス セレ クタ ー の タイ プ 画像 モニ ター の 明る さ 。 ISO 感 度 赴 出 補正 / ブ ラケット 幅 . AF モー ド 。 AF エリ ア . 
リー を 切り 替え る フォ ー カ ス ア シス トノ プロ グラ ムラ イン シャ ッ タ ー モ ー ド 記録 サイ ズ ノ グリ ッ ド 表示 の 種類 情報 表示 画像 表 示 拡大 


PENTAX KP 
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HD PENTAX-DA 55-300mmF4-5.8ED WR 55mm(82mm 
相当 ) 。 プ ログ ラム AE(F6.3、 1/160 秒 、 0EV) 。 ISO 400 

WB: ォ ー ト 

音 後 の ゴ ー ジ ャ ス な 結婚 式場 と は 対照 的 に 、 シ ー ズ ン オ フ 
で 閑散 と し で いる ビー チ ハ ウ ス 。 ゴチ ャ ゴチ ャ し て いる 様子 だ 
が 、 木 や 夏 の 細か い デ ィ テ ー ル まで し っ か り と 描写 され て い 
て 、 そ れ ぞ れ の 質感 が 伝わっ て くる 。 光 の 捉え 方 も 肉眼 の 
印象 に 近く 、 臨場 感 が あっ て いい 


KP は APS-C サ イズ 相当 で 約 2.432 万 画素 の 
CMOS セン サー を 搭載 。 有効 画素 数 は K-3 IL と 同 
等 だ が 、KP で は 新設 計 の も の が 採用 され て いる 。 
光学 ロー パス フィ ルター レス 仕様 で ある 点 は 同じ で 、 
イメ ー ジ セン サー が 持つ 解像力 を 余 さ ず 生 か し た き 
め 細か く て シャ ー プ な 画像 が 得 ら れる と いう 。 さ ら 
に 14bit の 高速 読み 出し 処理 に より 階 調 が 豊か だ 。 
K-1 に も 搭載 され て いる 画像 処理 エン ジン PRIME 
IV と アク セラ レー ター ユニ ッ ト に より 、 ノ イズ の 少 


ょ 高 感度 の 拡大 に 貢献 し て いる 新 CMO 〇 OS センサー 


1SO 感 度 の 上 限 を 大 幅 
に 拡大 する こと に 成功 
し て いる 新しい CMOS 
セン サー。 画像 処理 エ 
ピ アク セラ レー タ 
ー ユ ニッ ト と 合わ せ て 高 
画質 を 生成 する 


! 


23.5x15.6mm、 約 2.432. 
万 画素 CMOS セ ン サ ー 


F22 ま で 紋 っ て 街灯 か ら 
光 条 を 発生 させ た 。 超 高 
感度 に する こと で 、 手 プレ 
し な い シ ャ ッ タ ー 速 度 を 得 
る こと が で きた 


ISO 409600 


新 CMOS と PRIME V+ 
アク セラ レー ター ユニ ッ ト に よる 高 画質 


ISO AUTO の 場合 は ISO 
100 一 819200 ま で 、 使 
用 範囲 を 設定 で きる 


な い 画像 を 高速 に 出力 。 高 感度 域 で も 解 像 感 や 階 
調 性 が 損なわ れ な いよ うに する こと で 、 トー ンジ ャ 
ンプ や ざら つき を 抑え た 優れ た 質感 や 立体 感 の 抽 写 
に な る 。 さ ら に は K-1 の ISO 204800 を 2 段 上 回 

、ISO 819200 と いう 超 高 感度 撮影 を 実現 。 
K-1 や K-3 TI で も お な じみ の リア ル ・ レ ゾ リ ュー ショ 
ン ・ シ ステ ム と モア レ を 軽減 する ロー パス セレ クタ ー 
は KP に も : どちら も 手 ブレ 補正 機構 SR を 
利用 し た 先進 技術 だ 。 


か な り ザ ラ つ いて いる が 、 最 高 
感度 の ISO 819200 な ら 、 光 
源 が な い 暗 間 で も 被写体 を 写し 
取る こと が で きる 


ヶ 高 精細 な 画像 を 生み 出す リア ル ・ レ ゾ リ ュー ショ ン ・ シ ステ ム 


イメ ー ジ セン サー ユニ ッ ト を 1 画 
成す る こと で 超 高 精細 な 画像 と な る 


素 ず つ 移 動 さ せ て 4 回 距 光 し 、 


1 画素 ご と に RGB の 色情 報 を 取り 入れ る 。1 枚 の 画素 


リコ ー イ メー ジン グ か らん 
ー を 搭載 し た ミド ルク ラス の 
カメ ラ 「PE 


PSC サ イズ モン サ 
ジタル 一 眼 レ フ 


X KP] が 登場 し た 。 撮像 素子 
万 画素 の 新型 の CMOS モ ン サ 
ィ ル ター は 非 搭載 。 画像 
処理 テン ジン は K-1 と 同じ PRIME IV で 、 
ッ ト に よる 


ー パ ス フ 


最新 の アク モラ レー ター ユ . 
高速 動作 、 優 れ た 
上 し て いる と いう 


ISO 


ISO 
KP は 1SO 819200 と いう 
を 可能 に し て いる 。AF シス テム は K-3 と 同 
アル ゴリ ズム の 改良 に よ 


喘 
度 撮影 


化し て いる と いう 。 信和 
同様 、 位 相 基 3 の 低 交 な の で 、 
嗜 い 場 所 や 低 コ ント ラス ト の 条件 で も 問題 な い 


KP の 測 距 点 は 27 点 で 
ン サ ー ほ と 、 I K-1 の SAFOX 1 
35mm 判 フル サイ ズ で 画面 が 広い た め 
多め だ が 、 ク ロス モン サー は 25 


Specifcation 


小型 ボディ に 惜しみ な く 入 れ た 
PENTAX 最 高 ス ペッ ク 


8.3 コ マ / 秒 に 対し て 、KP は 約 7 コマ / 秒 


SR (Shake Reduction) で 、 そ の 補正 
4.5 段 分 。K-1 と KP は 角度 プレ 、 


と 同じ で ある 
続 撮影 は K-1 の 約 44 コ マ / 秒 、K-3 の 約 


シ 


及ば な い 


て いる 。K-3 II の ボディ 内 手 プレ 補正 機構 は 
果 は 約 
シフ ト プ レ 、 


小型 で クラ シカ ル な 
スタ イリ ッシュ ボディ 


KP は ペン タ 部 分 の ルッ クス が 似 て いる こと か ら 「 ブ プチ 
K-1] の 印象 。 K-3 T より コン パク ト か つ ス リム で 、 大 き 
な グリ ッ プ が な く な り 、 シ ャ ッ タ ー ボ タン は 軍艦 部 へ 。 す 
っ きり と し た ボディ デザ イン で 、 操 作 系 も シン プル に まとめ 
られ て いる 。 ブ ラッ ク と シル バー が 選べ て 、Limited レン 
ズ と の マッ チン グ も いい 。 


K-3 II より も 1.5mm 
スリ ム 化 され て いる 


*KP 131.5x101x76mm 
*K-1 136.5x110x85.5mm 
* K-3 131.5x102.5x77.5mm 


1/24,000 秒 の 
こ 

電子 シャ ッ タ ー を 搭載 

K-1 や K-3 IT で は リア ル ・ 
レゾ リュ ーション ・ シ ステ ム で 
の 撮影 時 の み 電 子 シ ャ ッ タ ー 
が 使わ れ て いた が 、KP で は 
メカ シャ ッ タ ー と の 切り 換え 6 
が 可能 。 ラ イブ ビュ ー や ミラ 
ー ア ッ プ 時 は さら に 静音 か つ 
低 振動 で 提 影 で きる 。 ( 


ビー ル を グラ ス に 注ぐ と ころ を 
1724.000 秒 で 撮影 。 関 光 時 間 
が 短い フラ ッシュ で 撮影 し た と き の 

よう な 、 肉 眼 で は 見 る こと の で き な 
い 流体 の 様子 が 捉え られ た 


回 和 メ 5 SPPpc IT で 、 約 5 


ら に 広がる 
は 約 100%、 
フォ ー カ シン グ ス ク リ 
品 は K-3 と 同じ だ (K-1 
末 本 当 角 は だ 


テイ ンダ ー の 視野 
倍 (K-1 は 約 0.7 倍 ) 


< 質 
ト 式 で 、 


応 。 カ スタ ムイ メー ジ は K-3 IL に は な い 
「 オ ー ト モレ クト [フラ ッ ト 」 が 選べ る 他 、 
デジ タル フィ ルター の 枯 
く 充 実 し て いる 。Wi-Fi 機 能 
スマ ー ト フォ ン ア プリ に よる リモ ー ト 拓 
る 楽し め る 。 た だ 、KP は 小型 化 の た め KK 
K-1 や K-3 の よう に デュ アル スロ ッ ト で は な 
く 、GPS ユ ニッ ト も 搭載 され て いな い が 、GPS 
機能 に は 別売 の GPS ユニ ッ ト で 対応 で きる 。 


な と 
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チュ ー ニ ング され た ' 52224 
SAFOX11 


AF シス テム の SAFOX 11 は 最新 の アル ゴリ ズム を 採用 
し た 改良 型 で 、 従 来 より も 高速 に 合 焦 。 悪 条 件 で も 迷い 


5 二 ク ロス セン サー 
が 少な く な っ て いる と いう 。 回折 レ ンズ の 採用 で AF ユニ  」 ラ ィ ン セ ン サ ー 
ッ ト 内 の 色 収 差 を 補正 し 、 高 い 検出 精度 を 実現 し た 。 十 F2.8 光 束 ラ イン セン サー 


KP は 67 カ 所 に シー リン グ が 施さ れ て いて 、 水 滴 
や ホコ リ が 浸入 し に くい 。 防塵 * 防 滴 の AW レン ズ や 
バッ テリ ー グ リッ プ D-BG7、WR レン ズ と 組み 合わ 
せる こと で 、 悪天候 で も 安心 し て 撮影 が 楽し め る 。 


67 カ 所 の シー リン グ 
に よる 防塵 ・ 防 滴 


開閉 カバ ー、 外 装 の 合わ せ 
目 な ど 67 カ 所 を シー リン グ 


自動 で 3 枚 撮影 で する ブラ ケッ ト 撮 影 機能 


1 回 の レリーズ で 霊 出 を 変え ゅ 被 写 界 深度 ブラ ケッ ト 
ず に 、 選ん だ F 値 か ら 自 夫 的 に 人 界 深 度 ブラ ケッ ト は 船出 モ 
絞り を 変え た り 、 選 ん だ シャ ッ ーー ド が Av の と き に 選択 で きる , 
ター 速度 を 変え な が ら 3 枚 の 画 三脚 いら ず で 被 写 界 深度 の 異 

、 2 な る 写真 を 一 度 に 撮れ る 。 ステ 
1 あ 電 弦 お る 拉 が ッ プ 幅 を 広げ る と 大 胆 に 表現 を 
界 深 度 ブ ラケット と モー ショ ン える こと が で きる 
ブラ ケッ ト 。 従来 は 手動 で 変 
える 必要 が あっ た が 、 ボ ケ や 動 と モー ショ ン ブ ラ ケッ ト 
感 の 異な る 写真 を 自動 で 撮影 モー ショ ンプ ラケット は 吉 出 モー 
で きる の で 便利 だ 。 ブ ラケット ド が Tv の と き に 選択 で きる 。 セ 
幅 は 1/3EV ま た は 1/2EV ス リン だ で 8 の で 
ep ニー、 三 時 な ど 低 速 シ ャ ッ ター 
テッ プ で 、 最 大 土 SEV ス テッ の カメ ラブ レ 防 止 に 役立て ら 
プ ま で 設定 可能 。 れる 


別売 り の グリ ッ プ で 
カス タマ イズ が 可能 


グリ ッ プ 交換 シス テム も KP の 目玉 の 1 つ で 、3 種 類 が 
用 意 さ れ て いる 。 購 入 時 の 標準 装備 は 薄型 の S。 Limited 
レン ズ と の 組み 合わ せ に ぴっ た り だ 。 携行 性 と ホー ルド 性 グリ ッ プ M グリ ッ プ L 
を 高め た い の な ら M が 良い 。 大 口径 の 望 各 ズ ー ム な ど 大 き  O-GP1671  O-GP1672 
め の レ ンズ を 装着 し た と き に は 、 し っ か り 提 れる し が 最適 。 実勢 価格 実勢 価格 


L は バッ テリ ー グ リッ プ D-BG7 に も 同 柚 され て いる 。 3.900 円 前 後 4.800 円 前 後 
PENTAX KP は 新しい コン モ プ ト の ミド ル ン 他 、AF の 動作 設定 、 よ く 使う 機能 を 割り 


タラ ス の カメ ラ な の だ が 、 基 


能 な ど K-3 IL 当て られ る 3 つの Fx ポタ ン 、 各 種 設 定 の 確認 


と つなが る 部 分 は 少な く な く 、 そ の 後継 機 と 捉 や 変更 が で きる コン トロ ー ル パネ ル な ど 、 高 い 
えら れ な くも な い 。 で も 、 い ろ い みろ 比 較 を する カス タマ イズ 性 に も 魅力 を 感じ る 。 き さらに は 
と K-1 に か な り 近 い 存 在 で ある こと が 分 か る K-3 の 3 つか ら 5 つ に な っ た USER モ ー ド に 


ペン タプ リズ ム の 形状 を モチ ー フ に し た 
軍艦 部 の フォ ルム か ら も 、 そ の APS-C 
版 と の 印象 を 受け る 。 機 能 ダ イヤ ル と 


設定 ダイ ヤル を 疲 備 し て いる 点 そ の よ 幅広 い フ ィ ー ル ド で “使え る " 
じ る 理由 の 1 つ 。 る その 位置 に 大 ラ だ 

き な 表 示 パ ネル が ある K-3 LI と は 操作 マル チ な カメ ラ だ と 実感 
スタ イル は 違っ て くる 。 ス マー ト フ ァ ン 
クシ ョ ン の 対応 機 能 は K-1 の 9 種類 か ら 、KP 被写体 や シーン 、 表 現 意図 ご と に よく 使う 設定 
で は 18 種 類 に 増え て いて 、 よ り 自 分 に 合っ た を 登録 すれ ば 、 モ ー ド ダイ ヤル を 回 す だ け で 素 
カス タマ イズ が 可能 だ 。 機能 ダイ ヤル の 下 に 静 早く 対応 で きる よう に な る 。 従 来 の 機種 より き 
止 画 、 ラ イプ ビュ ー、 動 画 の 切り 替え レバ パー が ら に 踏み 込ん だ 使い こなし が 楽し めそ う だ 
あり 、 そ れ ぞ れ 電 ン と 同時 に 撮 き て KP で 初め て 搭載 され た 被 写 界 深度 プラ ケッ ト 
K-1 や K-3 IT より 便利 、 ス マー ト フ ァ ン クシ ョ と モー ショ ンプ ラケット は 、 ど ちら も これ まで 


Feeling 


面倒 に 感じ て いた こと が 自動 化 で き て と て も 便 
利 。 AUTO 設 定 の 低速 限界 の シャ ッ 
ター 速度 を 設定 で きる 機能 の 追加 も うれ し い 
プレ 補正 だ け で な く 、 被 写 体 プ レ に つい て も 
きめ 細か てく 対応 で きる 。 グ リッ プ 放 : 
は 、 ポ ディ の スリ ム 化 と ホー ルド 性 の 両 
立 の た め の ナ イス アイ デア 。 手 の 大 きき 
や 好み 、 持 ち 方 の 工夫 、 慣 れる 関係 し 
て くる が 、 標 準 装備 の ダリ ッ プ S は 私 の 
手 に は や や 頼り な く 感 じ た の で 、 グ リッ 
プ M に 交換 し た いと 思っ た 。KP は 小型 ・ 
軽量 と いう 点 で は ミラ ー レ ス 機 が 有利 だ 
学 フ ァ イ ン ダー で 実像 を 見 な が ら の 撮影 
に こだわ りつ つ 、 フ ットワーク を 軽く し た い ユ 
ー ザ ー に は 魅力 的 な 1 台 と な る は ず だ 
Limited レン ズ と の バラ ンス も 良く その 擬 動 性 
を 生か せる 。 防 麻 
フ な 作り で 幅広 い フ ィ ー ル 


西 対 で きそう だ 。 


付属 の 六角 レン チ 
を 使っ て 、 取 り 外 
し と 取り 付け を 行 
う 。 簡単 に 行え る 


mvpxKKP 
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COONIN4 


LIDE 


HELI4NR 
IM ル MORLD 


ソニ ー go7 ルン HELIAR-HYPER WIDE 10mm 
F5.6 Aspherical 10mm "絞り 優 先 AE(F8、 
1/400 秒 、 一 1.3EV) ISO 100WB : オ ー ト 


対角線 を 生か し て 構図 を 決め る こと で 、 
10mm の 広がり を 最大 限 に 強調 で きる 
光 条 が アク セン ト と な り 、 建築 の 線 が 描く 
硬質 な 画面 に リズム が 。 空 の グラ デー ショ 
ン が 印象 的 だ 


IENs 人 
HELIAR-HYPER WIDE 


10mm FS.6 


Asphericql E-moun1+ 
大 和田 良 ee 


ss、 
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絞り 優先 AE(F8、 17200 秒 、 一 0.3EV 


大 
うに 


駅 の 再開 発 工事 現場 
状態 の た め 空 が 深い 青 で 写る , 
か れ 、 広 含 な ら で は の 効果 が 強く 


ジタル カメ ラマ ガ ジ ン 3-2017 


ISO 100- WB : オ ー ト 
歩道 橋 か ら カ メラ を : 


えて 
向かっ て ビル が 


る の は 初め て の お 
想像 し て し 


らく 10mm と いう 世界 は 
ほ び 抜け た 存在 な の だ ろ 
謝っ て 、 


を 合わ せよ うと し 


れ 」 と いう 感覚 を 
は じ め は ME 


10mm と いう 


いた 


reGeneration.50 Photographers 
出 。、 ドイ ツ の LUMAS ギ ャ ラリ ー な ど 
表 。 2007 年 、 初 の 写真 集 prism』 を 青 
2010 年 、 フォ ト エッ セイ 「 ノ ー ツ 


フォ ト 


写 界 深 度 が 深い た め 、 ほ と ん どす べ て を 
F8 に 固定 し て 、 目 測 で 距離 を 合わ せ て 撮 
生 の 世界 で は 水平 を 目測 で 
で 、 そ れる も 最終 的 に は あま り 
唯一 、 意識 し た こと は 
使う か と いう こと だ 。 画 
伸ばす か で 、 得 6 
『 大 きく 変化 する 
反応 し て シャ ッ 
この 肉体 的 
が 10mm と いう 世界 の 醍醐 味 な の だ ろう 
溢れ る よう に 与え て くれ る 希 


で と の 出合 い だ っ た 


① 優先 AE F8、 1/500 秒 、 一 0.3EVI 
ISO 100・ WB : オ ー ト 

並木 橋 付近 の 横断 歩道 で の スナ ッ 

プ 。 並ん だ 白線 に 反射 する 光 が 、 

ファ ルト の 暗 さと 対比 され て グラ フィ カ 

ル な 画面 に 仕上 が っ た 。 縦 位置 に よっ 

て 奥行 き が 強調 され て いる 


② 語り 優先 AE(F8、 1760 移 、 0.3EV 


ISO 100・ WB : オ ー ト 
被写体 に 手 を 伸ばし て 近づい て も 、 思 
た 以上 に 小さ く 写 る 。 あ る 程度 大 きく 
レン ズ が 触れ る 


③ 絞り 優先 AE(F8、 1/250 秒 、 一 0.3EV) 
ISO 100- WB : オ ー ト 
線路 脇 の 金 綱 りか か っ て 撮影 


最も 近い 部 分 は レン ズ 側 面 に 付く ほど 
の 距離 だ 。 ど う 写る の か は 撮る まで 判 
断 で き な い 。 と に か くさ ま ざ ま な 角度 と 
距離 で 撮る こと が 楽し い 


先 AE(F8、 1/500 秒 、 0 
WB : オ ー ト 

ゲー トブ リッ ジ を 真下 か ら 撮 影 
く 写 り 、 
的 だ 


る 階段 を 再現 し た 
は 画 
な いよ 


白 か ら 群 娠 まで の 色 の 変化 
建築 物 に 反射 し た 川面 か 
が 画面 に アク セン ト を 与え て いる 


周辺 の ゆがみ も さほど 気 に な ら 


口径 比 :1: 5.6 
レン ズ 構 成 : 10 群 13 枚 


焦点 距離 : 10mm 
最小 絞り :F22. 


画 角 :130* 絞り 羽根 枚数 : 10 枚 
最短 撮影 距離 : 0.3m 最大 径 全長 : ゅ 67.4X68.5mm 
質量 : 375g レン ズ フ ー ド : 一 体型 


電子 接点 : 対応 (Exif、 レン ズ 補 正 、 5 軸 ボ ディ ー 内 手 ブレ 対応 ) 
発売 日 : 2016 年 5 月 マウ ント : E-mount 


7EV 絞り 優先 AE(F8、 1500 秒 、 一 1.0EV) 
OS 100- WB: オ ー ト 
空 が 広 並木 橋 近 く の 歩道 橋 。 地面 すれ すれ 


か ら 上 向き に 撮影 。 10mm な ら で は の 
表現 。 階 段 の 上 部 に 太陽 を 置い た こ 


と で 、 画面 に 輝き が 感 


ーー ーー トー 一 - 


Ks ニー 


【 決定 的 瞬間 を 写真 


GH5 で 注目 し た い の が 6K PHOTO だ 
GH4 の 4K PHOTO は 約 800 万 画素 、 プ 
リン ト は A3 サ イズ まで が 限度 だ っ た が 、 
GHS5 で ! 倍 の 約 1.800 万 画 
GH4 の 静止 画 時 有効 画素 数 1.605 万 
上 回 る A1 プ リン ト 対 応 だ 。 通常 撮影 と 郊 
色 の な い 写 真 画質 を 秒 30 コマ で 撮影 し た 


約 1.800 万 画素 メ 
秒 30 コ マ の AF 追従 連 写 


〇 ドライブ モー ド の 1 つと し て 選べ る 


LEICA DG VARIO-ELMAR 

100-400mm /F4.0-6.3 ASPH./ POWER O.1S 
400mm(800mm 相 当 ) シャ ッ ター 僚 先 AE(F6.3、 
ー0.7EV ISO 640 WB : 晴 天 
"羽ばたく 瞬間 を 6K PHOTO で 撮影 。 鳥 が 
の で 、 財 時 に カメ ラ を 向け て 
ザラ グ も な く AF も 速かっ た 。 羽 の 
ディ テー ル ま で し っ か り 確認 で きる 


画質 で 残せ る 】| 


中 か ら 切 り 出 せる 。 さ きら に 前 後 コ マ の 分 


析 と 合成 に より 、 ノ イズ の 低減 や 、 ロ ー リ 
ング シャ ッ タ ー 正 み の 補正 も 行え を る な ど 、 
通常 の 撮影 で は で 『 可 能 


き な い こと まで 
AF は 今 ま で に な く E。 特に プリ 連 写 で 
は 今 ま で の カメ ラ で は も た つき が 感じ られ 
た が 、GH5 で は スト レス な く 使用 で きる 


O 多彩 な スタ イル を 選択 可能 な 「6K/4K PHOTO 機 能 」 


6K PHOTO は ドラ イブ モ 


6K PHOTO だ け で な く 、 素数 速度 
ー ド ダイ ヤル で 和 早 く 選 択 可 生来 の 4K PHOTO も 選択 | 本 素 数 と 連 写 吉朗 
能 。 6K 対 応 の フォ ー カ ス セ 可能 。 4K 時 は 2 倍 の 60 コ マ *6K・30 コ マ / 秒 ・ 連 写 : シャ ッ タ 
レク ト も 同 ダ イヤ ル で 呼び 出 / 秒 に フレ ー ム レー ト を 上 げ ら 
せる 。 写真 画質 と な っ た 結 れる 。 さら に 、 3 つの 撮影 スタ 
果 、 連 写 モー ド の 1 つと し て イル と の 組み 合わ せ を 、 用 途 ・4K・30 コ マ / 秒 
使え る よう に な っ た と いえ る 。 に 応じ て 変更 で きる 。 
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トド タン を 押し て いる 間 、 高速 連 写 する 


*・ 4K・60 コ マ / 秒 < ・ 連 写 (S/S): シャ ッ タ ー ボ タン を 押す と 開始 、 も う 一 度 押 す と 終了 する 
・ プ リ 連 写 : シャ ッ タ ー ボ タン を 押し た 前 後 1 秒間 を 記録 する 


発売 予定 日 
2017 年 323 昌 
予想 実勢 価格 
259,000 幅 前後 
(ボディ ) 
291.000 由 前後 
(レン ズ キ ッ ト ) 


機動 力 と 画質 を 兼ね 備え た フラ ッ グ シッ プ 


こつ 
GH 


6K PHOTO や 4K/60p 動 画 と いっ た 先進 的 な 機能 が 注目 され が ち だ が 、 
LUMIX の フラ ッ グ シッ プ 機 と し て ふさ わし い 静 止 画 撮影 機能 も 充実 し た カメ ラ だ 。 


号 真 s 上田 晃司 


新開 発 セ ン サ ー& エ ンジ ン KTFRONT 
有効 画素 数 約 2.033 万 
画素 の 新開 発 セ ン サ ー を 
採用 。 ロー パス フィ ルター 大 に 
レス で 解 像 性 能 も 向上 し 
た 。 ヴ ィ ー ナ スエ ンジ ン も 
新開 発 と な り 、 特 に 明 部 
と 暗部 の 色 再 現 性 能 が 
向上 し て いる 


望遠 域 に も 強い 手 ブレ 補正 


4 
ー 速 度 5 段 分 の 補正 
果 を 現 「Dual 
1.S.2] に も 対応 し 、 ボディ 
と レン ズ 補 正 の 両方 を 活 
用 する こと で 、280mm 
相当 の 望遠 域 ま で 5 段 分 
の 補正 効果 を 維持 する 


使い 肝 手 も 向上 し た 
静止 画 提 影 


AF 選択 が 早い ジョ イス ティ ッ ク 
定評 の ある タッ チ パ ッ ド AF も 
今 まで どおり 搭載 され て いる 
が 、 ジョ イス ティ ッ ク も 新 搭 
載 。 フォ ー カ スポ イン ト が 
225 点 と 増え て いる の で ジョ 
イス ティ ッ ク の 方 が 操作 し や 
すく スピ ー デ ィ ー だ 


UHS-I 対 応 の ダブ ルス ロッ ト 


2 つと も UHS.-1/TL 対 応 の ダ 
ブル スロ ッ ト を 採用 。1 枚 目 
の 容量 が 一 杯 に な る と 次 の 
カー| り 替 わる リレー 記 
録 の 他 、 バ パック アッ プ 記 録 、 
写真 と 動画 を 別に 記録 する 
振り 分 け 記録 を 選択 可能 


368 万 ドッ ト OLED フ ァ イ ン ダー 


ファ イン ダー に は 最高 クラ 
ス の 368 万 ドッ ト 有 機 EL 
を 採用 。 ファ イン ダー 倍 
率 は 0.76 倍 相当 で コン ト 
ラス ト 比 は 10000:1 と ハ 
イコ ント ラス ト 。 タイ ムラ グ 
ジ さ せな い 非 常に 優 
舟 な ファ イン ダー だ 


SPECIFICATION 浴 青 字 は 比較 し て 有利 な スペ ッ ク 

Ichs Ich4 新しく な っ た 空間 認識 AF 
有効 画素 数 | 約 2.033 万 画素 | 約 1,605 万 画素 
定 導 つう) |225m = 45m 6 16 空間 放 論 AF は レン スズ の 光学 デー タ と ボケ 量 か ら 物体 距離 を 演算 し 、 被 
OF 0.05 あ 50.07 ゆ 写 体 まで の 距離 を 算出 する 機能 分解 能 は 約 8 倍 と 高 縛 度 化 、 セ ン サー 
っ FOO)2005Z5600 剖 100 大)、 200^25600 駆動 は 480fps と 約 6 倍 高 化し て お り 、AF 人 精度 が 格段 に 向上 し た 。 
Py メカ :178.000 こ 60 秒 。 | メカ :178.000<60 贅 
ak 子 : 1/16.000-1 秒 。 | 電子 サイ レン トシ ャ ッ ター の み ・225 点 マル チ AF ・AF カ スタ マイ ズ 


[AF 非 追従 ]: 約 12 コ マ ノ 秒 


連 村 提 影 速度 [AF 追 ]: 約 7 コマ ノ 移 

ボディ 内 手 ブレ 補正 |5 埋 /5 段 ト - 

動画 4K760p ほ か 4K730p ほ か 

ファ イン ター 約 368 万 ドッ ト 有 機 EL | 約 236 万 ドッ ト 和 有機 EL 

斉 面 モニ ター 3.2 型 約 12 万 ドッ ト 液晶 |3 型 約 104 万 ドッ ト 有 機 EL 

タフ ネス 性 能 防 放 防 滴 人 温 (10 度 ) | 防 - 防 病 

外形 寸法 (WXHXD) | 約 138.5x98.1x87.4mm | 約 132.9x93.4x83.9mm の 人 仙人 大 S 
質量 ( ー ツ ティア 含 む ) | 約 725g | 約 560g 
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JE 
下 還 ど ピ 瑞生 " デ 由 


蜂 可 守 弄 二 靖 間 d 。@ ECADG SUMMILUX 12mm / 
F1.4 ASPH./ POWER O.1.S 


EE | 12mm (24mm 相 当 ) 絞り 優先 AE 
ェ ーー 間 mW (F4.5、 1/500 徐 、 士 0.3EV) 
ia ISO 200-WB: オ ー ト 
昌 加 下 束 で ー 中 四 ー 本 天下 本" maoo ン ショ ン ta な 
2L に ニコ las に て 思 = 運動 広場 と マン ショ ン を バラ ンス 良 
記 ET 軸 画 可 皿 く 配 置 し た 。12mm/F1.4 の 単 焦 
es al 所 点 レ ンズ と の 組み 合わ せ で 、 マ ン シ 
ョ ン の 隅 々 まで シャ ー プ に 捉え られ 


ーー に = ==ー 計 ==55m し We る の 


LEICA DG VARIO-ELMAR 
100-400mm / F4.0-6.3 ASPH. / 
POWER O.LS. "400mm(800mm 相 当 ) 
シャ ッ タ ー 優 先 AE(F4、 1/1.000 秒 、 
ー07EV) ISO 320/ WB: 日 陰 
羽田 空港 か ら 離 陸 す る 飛行 機 を 撮 
影 。 夕日 が 当たる 機体 が 美しい 。 
ハイ ライ ト か ら 暗 部 まで し っ か り と 表 
現 で き て お り ダ イナ ミッ クレ ンジ も 広 
い 。 AF も 速く 正確 に ビ ピント を 合わ せ 
る こと が で きた 


5」 LEICA DG VARIO-ELMARIT 
12-60mm / F2.8-4.0 ASPH. / POWER 
OLLS. 12mm(24mm 相 当 ) 
絞り 人 先 AE(F2.8、 1780 秒 、 0.3EV) 
ISO 1600 WB : 晴 天 
暗く な っ て きた 時 間 帯 に 店 先 の 雑 
貨 を 撮影 し た 。 雑貨 の 細か な ディ テ 
ー ル も 暗部 まで し っ か り と 解 像 し て 
いる 。Dual 1.S.2 の お か げ で 
1/10 秒 の シャ ッ ター 速度 で も 手 ブレ 
し て いな い 


療 さ れ 、 従 来 より 多く の 画素 情報 を 参照 りな い 体感 


度 で ビ ピント を 合わ せら れる 


ー ア ル さ れる 。 こ の GH5 を 機 し 画像 を 生成 する 「 マ ル チ ビ クセ ル 輝 度 生 メニ ュー も 一 新 さ れ 、 よ り 分 か りや すく 
プロ フェ ッ シ ョ ナル サー ビス が : 成 ] に より 、 高 コン トラ スト し と 高 解像度 の スピ ー デ ィ に アク セス 可能 。 マイメニュー 


両立 が 可能 と な っ た 。 高 感度 性 能 は マイ ク 幸 し 、 カ スタ マイ ズ 性 も 向上 し て いる 
ロフ ォ ー サ ー ズ 機 の 苦手 な 部 分 だ が 、 個 人 ボディ ー 自 体 は GH4 に 比べ 一 回 り 大 きく 
8 的 に は 厳し く 見 て 実用 は ISO 3200、 シ ー な っ た が 、 ジ ョ イス ティ ッ ク を 搭載 する な 
画素 。 こ れ ま で も GX8 で 20M モン サー を ン に よっ て は ISO 6400 まで 使え そう だ ど 操 作 性 も 飛躍 的 に 良く な っ た 
採用 し て いる が 、 ロ ー パ ス フ ィ ル ター レス 空間 認識 AF は 高 精度 化 さ れ 、 ks 動画 性 能 ば か り 注 目 さ れる GH5 だ が 、 
設計 は 初 だ 。 実 写 画像 を 見 て も ロー パス レ っ た 動く 被写体 あな ん な く 撮 影 で き 動体 E 能 、AF 速 度 、 画 質 面 と すべ て 
ス えと 高 画素 化 の お か げ で 線 が 細く 、 空間 認識 に 加え 、 動 作 ベ クト ル の 予 : aa 』 奥 が 向上 し た NN 防 滴 ・ 耐 低温 と タフ な の 
か ら 近 距離 、 細 か な パタ ー ン まで 繊細 に 描 行 け き の 攻 際 捕 報 ど 予 測 技術 も 向上 し て で 、 風 景 か ら 動 体 ま で る ま ざ ま な 撮影 に 対 
写 が 可能 だ 。 シ ャ ッ タ ー シ ョ ッ ク が 小さ い いる 。 今 まで 以上 に レス ポン ス が 良く 、 合 で きる 。 フ ラッ グ シ ッ プ と し て ふさ わし 
こと も 解像力 に 貢献 し て いる 。 絵 作り も 改 度 は 約 0.05 秒 。 一眼 レ フ と ほぼ 変わ 進化 を 遂げ た と いえ る だ ろう 


も 自信 の 表れ と いっ て も 良い 
は 静止 画 部 分 を メイ ン ( 
は 画質 。 撮像 素子 は 


川 川 川上 OR レン 


」 
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パナ ソニ ッ ク 


LEICA DG VARIO-ELMARIT 


12-60mm/ 
F2.8-4.0 


ASPH. / POWER O.|.S. 


SPBCTFICATION [| 


・ レ ンズ 構成: 12 群 14 枚 * 最小 絞り :F22 フー ド 付属 
根 枚数 : 9 枚 (円 形 ) * 最 短 提 影 獲 離 :0.2m (広角 身 
撮影 倍率 : 0.3 倍 (0.6 倍 相当 ) * フ ィ ル ター 径 : ゅ 62mm 
法 (最大 径 X 全 長 ): の 68.4X86mm ・ 質 量 : 約 320g 


LEICA 銘 を 冠 する レン ズ 


ライ カ 光 学 基 準 を クリ ア し た 
高 性 能 。 ED レン ズ を 2 枚 、 
非 球 面 レン ズ を 4 枚 使用 する 語 3M 湯 中 全 ん IE3WUUII 
こだわ り 鏡 簡 も ラ 
イカ 銘 に 相応 し 
ある デザ イン を 採用 し て いる 


Dual 1.5.2 に 対応 


光学 式 手 ブレ 補正 0.1.8. を 
搭載 。 Dual 1.S.2 に 対応 し 
て お り ボ ディ 内 手 ブレ 補正 と 
組み 合わ せ て 、 望遠 端 まで 
高い 精度 で 5 段 分 の 手 ブ レ 
が 補正 され る 


POWER 0.I8 


の 上 EICA DG VARIO-ELMARIT 12-60mm / F2.8-4.0 ASPH 
/ POWER O.|.5. 60mm(120mm 相 当 ) 絞り 優先 AE 
(F4、 1/160 秒 、 土 0EV) ISO 200 WB : 晴天 
望遠 端 の 最短 撮影 距離 で 花 を 撮影 。 最短 撮影 距離 は 
望 絹 端 で 24cm、 最大 撮影 倍率 は 0.6 倍 相当 な の で 簡 


易 マ クロ 的 に 使用 で きる 。 近接 域 で も し っ か り と コン トラ 
スト が あり 解 像 感 も 十分 だ 


発売 予定 日 
2017 年 2 月 23 日 
予想 実勢 価格 
108,000 円 前 後 


【【 オー ル マ イ ティ ー に 使え る 高 


ここ 数 年 LUMIX は 交換 レン 次 々 と 
発売 し て お り フ ァ ン の 1 人 と し て うれ し い 
限り だ 。 名 玉 ぞ ろ い の ライ カラ イン は 』 
だ っ た が 、 久 々 に ズー ム の 「LEICA 
DG VARIO-ELMARIT 12-60mm 

F2.8-4.0 ASPH. / POWER OLS.」 が 発表 
され た -60mm は LUMIX G シ リー ズ 
に も 同 距離 の レン ズ が ある が 、 F 値 や 
レン ズ 構 成る 培う 。 ラ イカ 基準 で 作ら れ 
て いる の で 、 最 高級 の 1 本 と 考え る と 良い 
特徴 は 5 倍 ズ ー ム で 、 広 角 24mm か ら 
120mm 相 当 の 使い 勝手 の 良い 焦点 域 を カ 
バー し て いる の で オー ル マ イ ティ ー に 使え 


ぞ 


点 中 


LEICA DG VARIO-ELMARIT 12-60mm / F2.8-4.0 ASPH, 
/ POWER O.|.S. 60mm(120mm 相 当 ) 絞り 優先 AE 
F5.6、 172.500 秒 、 土 0EV) ISO 200。 WB : オー ト 

で 新宿 の ビル 群 を 撮影 。 周 辺 部 まで 高い 解 像 
に だ 。 GH5 の ロー パス フィ ルター レス セン サー や 
エン ジン と も 相性 は 抜群 。 エッ ジ 部 の 不 自然 な 縁取 り も 
な く 、 細か い 線 で 都市 風景 が 解 像 され て いる 


GH 


F2.8-4 シ リー ス 第 1 弾 


画質 な レン ズ 


る 。 開 放 F 値 は F2.8-4 と ライ カ の ズー ムレ 
ンズ らし い 設 定 だ 。 鏡 筒 を ライ カ の レン ズ 
デザ イン を 継承 し 、 高 級 感 が ある 。 質 量 は 
、GH5 と の バラ ンス は 抜群 だ 。 描 
の ビル 群 な どの 
細か な 所 まで シャ ー プ に 解 像 する 。 中 央 か 
ら 周 辺 ま で の 画質 の : も ズー ムレ ンズ 
と は 思え な い 。 ナ ノ サ ー フ ェ ス コー ティ ン 
グ が 施さ れ 、 ほ き に フレ ア や ゴー スト で 
悩む も こと は な か っ た 。Dual TS.2 に る 対応 
1/4 秒 で も 十分 手持 ち 撮 影 で き 
た 。 防 鹿 ・ 防 滴 ・ 耐 低温 で GH5 と 組み 合 # 
せれ ば あら ゆる 場所 に 持ち 出せ る 


LEICA DG VARIO-ELMARIT 12-60mm / F2.8-4.0 ASPH. 
/ POWER OLS. 12mm(24mm 相 当 ) "絞り 優先 AE 
F8、 1/800 秒 、 一 1.0EV) 。 ISO 200.。 WB : 晴天 
空港 の 展望 デッキ と タ 日 が 印象 的 だ っ た 影 
強い 光 で は あっ た が 、 ナ ノ サ ー フ ェ ス コー ティ ング の お か 
げ で ゴー スト や フレ ア は 気 に な ら な い 。 また 、 フ ェ ン ス の 
組 か な ディ テー ル ま で し っ か り 解 像 し て いる 


中 級 機 に 迫る 操作 性 が 魅力 の 
CAWECA プレ ミア ム エ ン トリ ー モ デル 


MCEVEW / Canon | * ン 


ooieoーe 9000D 
SNS200c22c Ws | EC 


ク は 同等 だ だ が 、 デ ザイ ン や 操作 性 と いう 


面 で 明確 に コン セプト が 異な る 。 使い 方 定 日 20 1 7 年 4 月 上 旬 
に 合わ せ て 確か な 選択 を し て ほし い 。 勢 価格 100,000 円 前 後 ( ポ ディ )、 150,000 円 前 後 (EF-S18-135mm 

言 F3.5-5.6 IS USM レン ズ キ ッ ト )、 140,.000 円 前 後 (EF-S18-55mm F4-5.6 IS STM、 
** 高 橋 良 輔 EF-S55-250mm F4-5.6 IS STM ダブ ルズ ー ム キッ ト ) 


上 位 機種 に 並ぶ 2 ダイ ヤル 操作 の 9000D と 
シン プル な 操作 性 で 親しみ や すい X9i 


アン グル 自在 な ライ ブ ビ ュー の 
使い 勝手 は 同じ 


EOS 9000D EOS Kiss X9i と も に 左側 に 展開 す OS 
AF-ON ボ タン る バリ アン グル 方 式 9000D 

サブ 電子 を 採用 し 、 上 方 向 に 

ダイ ヤル 180 度 、 下方 向 に 


45 度 可動 。 ラ イブ ビ 
ュー 提 影 で は 、 ハ イア 
ング ル か 3 
ル ま て 
バリ アン グル 方 式 は 
縦 位置 で も ハイ ロー  EOS 
アン グル 撮影 が 行え Kiss X9i 


る こと が 最大 の 利 
点 。 デ ュ ア ルビ ピク セ 
+ ェ ーーーーー 約 131.0mm - 一 一 一 ォ ョ ーー 約 131.0mm ニ 一 一 ル CMOS AF を 使う 
こと で 、 人 迫力 の ある ア 
両者 の 店 い は サブ 電子 ダイ ヤル の 有無 に ある 。 EOS 9000D は 上 位 機 と 同様 に サブ 電子 ダイ ヤル を 備え 、 基 本 的 ング ル か ら 動 体 を 撮る 
な 機能 も 同じ だ 。 EOS Kiss X9i は サブ 電子 ダイ ヤル を 備え ず 、 ボ タン や 十字 キー で 設定 を 行う 。 ダイ ヤル の 誤 操 こと も 可能 だ 
作 を 防止 する 意味 も 含め て 、 あえ て 背面 に サブ 電子 ダイ ヤル や AF-ON ボ タン 、 ロッ ク 機構 を 備え て いな い 
ミド ルク ラス 級 の スペ ッ ク と 操作 性 を コン パク ト に 江 縮 
CB 新 デ ザイ ン の 見 や すい 
EOS 9000D は エン トリ ー と ミド ル の 中 | に 搭載 され て いる AF モン サー を 用 いる こ イン ター フェ ー ス 
間 に 位置 する EOS 8000D (2015 年 ) の 後 | と で 、 ク ラス 最多 の 45 点 オー ルク ロス 測 クイ ッ ク 設 定 画面 や メニ ュー の 表示 方 式 に [や き し い 」 と い 
継 モ デル だ 。 こ こ 数 年 EOS を 取り 巻く 環 | 距 が 行 を る の だ か ら 税 き だ 。 詳 し い 技 術 う 項 目 が 加わ り 、 初 心 者 に も 使い や すい イン ター フェ ー ス 


に な っ た 。 提 影 に 必要 な 設定 は タッ チ や ダイ ヤル 操作 で ダ 


境 は 大 きく 変化 し て お り 、 そ の 代表 格 が | の 内 容 は 各 項 目 を ご 参照 串 い た い が 、 多 イレ クト に 設定 で きる 。 初心 者 に も 使い 勝手 が 良く 、 従来 
の 表示 方 法 で ある 「 標 準 ] に も 変更 で きる の で 便利 だ 


デュ アル ピク セル CMOS AF で ある が 、 エ く の モ デル が ひし めく ライ ン ア テッ プ に あっ 
ント リー 機 へ の 搭載 られ て きた 。 し て 、EOS 9000D は 「 上 か ら 6 で も 下 か ら 6 で 
か し 、 今 回 つい に EOS 9000D に 搭載 され る 入り や すい ] 独自 の 立ち 位置 に ある 。 エ 
た こと で ライ ブ プ ビ ューAF が 大 い に 飛 躍 し 、 ント リー 機 か ら ス テッ プア ッ プ する 人 は も 
いよ いよ この クラ ス が シー ン に よっ て は 上 ちろ ん だ が 、 大 型 一 上 限 レ フ か ら モ ミリ タイ 
位 機 を 食っ て し まう 場合 すら ある よう な 状 | ア を 考え て いる ユー ザー に と っ て も る 、 決 し 
況 に な っ て いる 。 フ ァ イ ン ダー AF の 測 距 | て が っ か りき せな い 機 能 と プレ ミア ム 感 を 


点数 も 大 幅 に アッ プ し て お り 、EOS 80D | 備え て いる EK 2 


※ 天 字 は 優位 な 点 両機 と も EOS 80D 


SPECIFICATION 


lEos 9ooop 1 と 同じ AF セン サー を 
イメ ー ジ セン サー | 名 効 移 2.420 万 画素 CMOS セ ン サ ー | 有効 約 2.420 万 画素 CMOS セ ン サー 人 
撮像 面 AF | テ ュ アル ピク セル CMOS AF | ハイ ブリ ッ ド CMOS AF F8 対 応 の 演 距 
画像 処理 エン ジン IpIGIC 7 plGIc 6 点数 は 27 点 と スペ ッ 
1SO 感 度 100-25600 100~12800 (拡張 25600 相 当 ) ク は EOS 80D と 同 
連続 撮影 速度 約 6 コマ / 秒 約 5 コマ / 秒 等 だ 。 測 嘘 エリ ア 選 中 央 1 点 は デュ アル クロ ス 測 距 
出 本 点 。。 、6、6 ぞ ぞ | 、6《606. ぞ を 人 人 li 紅 。 6 択 モー ド も 4 種 か ら 選 (F2.8、 F5.6、 F8 対 応 )。 赤色 
3 WiFi、 NFC、 Bluetooh WP 2 


Low Energy Technology 


質量 約 540g 約 565g 
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シン プル な 操作 感 と ハイ スペ ッ ク を 
同居 させ た パパ ママ お すす め モ デル 


Canon | キヤ ノン 


Eos KISS XX9| 


<* 発売 予定 日 20 1 7 年 4 月 上 旬 
= 予想 実勢 価格 90.,000 円 前 後 ( ボ ディ ) 、140,000 円 前 後 (EF-S18-135mm F3.5-5.6 IS USM レン ズ キッ ト ) 、 
130,000 由 前 後 (EF-S18-55mm F4-5.6 IS STM 、 EF-S55-250mm F4-5.6 IS STM ダ ブル ズー ムキ ッ ト ) 


上 位 シ リー ズ に 


撮影 設定 が ひと 目 で 分 か る 


同時 発表 


ステ ッ プ アッ プ し や すい 上 面 液晶 表示 パネ ル 
レキ すい Wi-Fi の オン / オ フ や 選択 し て EF-S18-55mm F4-5.6 IS STM 

表示 パネ ル の 有無 いる AF フレ ー ム も 表示 され る 。 た B 2017 和 4 月 上 家人 36.000 昌 人 
EOS 9000D EOS Kiss X9i 新 嘆 は ブレ 相 人 果 を 4 成分 に 欠 化 。 MS5mm FIBASee 


レン ズ 全長 を 従来 の 75.2mm か ら 61.8mm に 
短縮 する こと で 携帯 性 を 高め て いる 。 広 角 端 
で 全長 が 最短 に な る よう 光学 の 構成 が 一 新 さ 
れ て いる た め 、 レ ンズ を バッ グ な ど に 収納 する 
場合 に 扱い や すい 。 フィ ルター 径 や 最短 撮影 


距離 (最大 提 影 倍率 ) な ど は 従来 品 と 同一 だ 。 約 あ 69mm 約 の 69mm 


約 
76.2 


* 発売 子 定 日 2017 年 4 月 上 旬 e 予定 実勢 価格 4.000 円 前 後 

Bluetooth に よる 動作 を 初め て 実現 し た り モコ ン 。 E0S 
9000D、EOS Kiss X9i は スマ ー ト フォ ン アプ リ の リモ ー ト 
撮影 に 対応 し て お ら ず 、 こ の リモ コン が 便利 。 全 方 向 レ リ 
ー ズ が 可能 に な り 、 マク ロ や 夜景 撮影 で も 使い や すい , 


| ワイ ヤレ スリ モー トコ ント ロー ラー BR-E1 


モー ド ダ イヤ ル の 位置 は 左右 逆 に 


最大 の 相違 点 は モー ド ダ イヤ ル の 位置 と 表示 パネ ル の 有無 だ 。 EOS 9000D に は 表示 パネ ル 用 の 照 
明 ポ タン か 装備 され て いる が 、EOS Kiss X9i は 背面 液晶 で の 確認 を 基本 と し て いる の で 照明 ボタン は 
な い 。 グリ ッ プ の デザ イン は ほ ば 同等 で 、 どちら も コン パク ト な が らし っ か り と ホー ルド で きる 


簡単 操作 は 継承 、 ス ペッ ク は 大 幅 に 向上 


快適 に し て いる 。 コ マ 如 は 最高 6 コマ / 秒 
に な り 、 か つて の 兄 貫 分 で ある EOS 60D 
(5.3 コ マ / 秒 ) より も 速い 。 初 心 者 に と っ 
て 難し い 設定 の 選択 を カメ ラ が アシ スト し 
て くれ る の で 、 撮 影 の 失敗 を に 防げ 
る こと も ぁ 特 徴 の 1 つ 。 ス ペ シ ャ ル シー ン の 
新 モ キー ド 「 集 合 写真 ] で は 自動 的 に 被 写 界 
深度 を 深め (F8 一 11) に モッ ト し ISO 成 度 
を 自動 調節 する な ど 、 理 に か な っ た 制御 を 


デュ アル ビク セル 


人 CMOS AF&DIGIC 7 


EOS Kiss シ リー ズ は キヤ ノン が 誇る ペ 
スト モ セラー 一 眼 だ 。「 操 作 は 簡単 で る 性 能 
に 妥協 が な い 」 こと が 特徴 で 、 使 い 手 に よ 
っ て は ミド ルク ラス 並み の 仕上 が り を 得 ら 
れる 対応 力 が 魅力 。 新 モデ ル の 作り 込み 
に も る 甘 き は な く 、DIGIC 7 の 搭載 や 測 距 
点数 の 増加 な ど 、 ユ ー ザ ー が 確実 に 恩恵 
を 受け られ る 要素 が 多数 ある 。 そ の 上 で 、 
今や EOS 一 眼 の 定番 技術 に な っ た デュ ア 


デュ アル ピク セル CMOS AF が 搭載 され た こと で 、 ラ イブ 
ピュー で の AF 速度 が 飛躍 
映像 エン ジン DIGIC 7 で は 、 

より 高度 な ノイ ズ 成 分 の 検出 を 行 
お いて さら に 画質 が 美しく な っ た 


] 上 し て いる 。 また 、 新型 
タ の 処理 能力 が アッ プ 。 
こと で 、 全 ISO 感 度 に 


像 面 位相 差 AF の み で 高速 合集 


コン トラ スト AF を 併用 選 
条件 に よっ て は 像 面 位相 差 AF の み で 合 焦 


Ao265 ルビ ピク モル CMOS AF や 、EOS M5 に 初 


搭載 され た スム ー ズ ゾー ン AF を いち 早く 


う 。 サ ー ボ AF 時 に は 連続 提 影 速度 


行っ て いる 。 外 観 で は EOS Kiss X8i と の 
違い を 見 出し に くい が 、 レ スポ ンス や 安定 


被写体 見 つけ て くれ る j。so コメ ン と 2 電 
CHECK は 搭載 し 、 ラ イプ ビ ュー 環境 を さる ら に 簡単 ・ 感 は 確実 に に ベル アッ プ し て いる 。 

スム ー ズ ゾー ン AF 
ライ ブ ビ ュー 時 に 有 還 SPECIFICATION = は 優位 な 京 
効 な スム ー ズ ゾー ン 
ES イメ ー ジ セン サー | 各 効 約 2.420 万 画素 CMOS セ ン サ ー | 有効 約 2.420 万 画素 CMOS セ ン サ ー 
の 枠 内 で 最大 9 点 の 揚 像 面 AF テ クセ ル CMOS AF | ハイ ブリ ッ ド CMOS AF 想 
AF フレ ー ム を 使っ て 5 二 画像 処理 エン ジン plelc e 
ピン ト 合 わせ を 行 な 昌 100~12800( 拡 張 25600 相 当 ) 

ー 


AF フレ ー ム が 動く 被 
写 体 に 追従 する 


測 距 点 


101 


AIA3A VeBWV つ AHN | 


X-T2 の エッ セン ス を CAME が A 
コン パク ト に 江 縮 し た 中 級 機 MIEW 


sws 朋 田 一 咲 


富士 フィ ルム 


APS-C 有効 画素 数 : 約 2,430 万 画素 
シャ ッ ター 速度 : 1/4.000 秒 一 30 秒 (メカ ) 、 1732,000 秒 一 
30 秒 (電子 ) 遠 写 : 約 14 コ マ / 秒 (電子 

約 8 コマ / 秒 (メカ ) ISO 感 度 : 20012800 

アイ ンダ ー : 0.39 型 有機 EL ( 約 236 万 ドッ ト . 


液 ー: 3 型 ( 約 104 万 ドッ ト ) 
記録 メデ ィ ア : SD、 SDHC、 SDXC 
質量 : 約 3839 (パッ テリ ー お よび メモ リー カー ド 含む 118.4mm 


2017 年 223 
敵 113.000 円 前 後 
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タッ チ AF の 搭載 で 
素早 く ピ ント 合わ せ が で きる 


ファ イン ダー で は ピン ト を 合わ せら れる 位 
置 は 限定 され る が 、 タ ッ チ AF で は 液晶 モ 
ニタ ー 上 の どこ で も 指 を 触れ た : 
ト を 合わ せら れる 。 タ ッ チ し た ら ピ ント を 合 
わせ て シャ ッ タ ー を 切る 、 ピン ト だ け を 合わ 
せる 、 エリ ア の 移動 だ け の 3 つが 選べ る , 

液晶 は チル ト 式 な の で 、 ハイ 、 ロー アン グ 
ル で も ピン ト を 簡単 に 合わ せら れ て 便利 


AF-C 時 の フォ ー カ ス 駆 動 を 変え る 
AF-C カ スタ ム 設 定 を 搭載 


動く 被写体 の 動き は 一 通り で は な くさ ま ざ 
まだ 。 そん な 動く 被写体 を AF で 連 写 する 
場合 、 そ の 被写体 の 動き に 応じ て 最適 
な 設定 を 5 つの プリ セッ ト か 


CHECK CHECK 


つき 


al giWV つ AN | 


た 。 な お 、 
X-T2 に あっ た 被写体 保持 特性 な ど が 選 
べ る SET 6 は 搭載 され て いな い 


Eo 提 像 素子 と 映像 エン ジン が 最新 に な り ecc フラン ッ ク ア ウト 時 間 が 短縮 し 
さら な る 高 画質 & 高 速 人 を 実 現 動体 の 提 影 に 強く な っ た 
モア レ や 偽 色 を 抑制 し 、 X-Trans CMOS 想 ブラ ッ ク ア ウト 時 間 は 


X-Processor Pro 


高 画素 化 を 実現 し た 約 
2.430 万 画素 の 
「X-Trans CMOS 和 ] 
セン サー と 、 従来 の 約 
4 倍 も の 処理 速度 の 画 
像 処理 エン ジン 「X-Pro 
cessor Pro] を 搭載 

画質 に 加え て 撮影 レス 
ポン ス が 向上 し て いる 


X-T10 か ら 大 幅 に 短 
巡 。 連 写 時 に 被写体 
を ファ イン ダー や ライ ブ 
ピュ ー で 確認 で きる 時 
間 が より 長く な り 、 決 
定 的 瞬間 を 捉え る チャ 
ンス が 増加 し た 
AF-C+ 連 写 撮影 が 
快適 に 行え る 


新 AF シス テム 採用 で 格段 に 良く な っ た イン ダー の プラ ッ ク ア ウト の 時 間 も 短 く て 

と され る AF 機能 を 中 心 に 試し た 。AF の | 快適 に 連 写 を 楽し め た の に は 正直 和 驚い た 
設定 は 被写体 の 動き に 合わ せ て 用 意 きれ また 、 上 面 の 「 オ ー ト モー ド 切 換 レバ ー] 
ボディ に 洛 入 し た モデ ル だ 。 小 型 な が ら グ | た 5 つの プリ モッ ト か ら 、SET 4 の を AUTO に し て の 撮影 も 楽し ん だ 。 シ ー 
リッ プ は し っ くり 手 に な じ も 形状 。 背面 液 | 現れ る 福 写 体 向 け ] に モッ ト 。 隅 田川 沿い ン だ け で 、 暴 し い 設定 を する こと な 
晶 モ ニタ ー は 可動 式 で ハイ 、 ロ ー ア ング ル に 急 に 現れ る カモ メ や 、 街角 、 香 < 放 の な い 撮 影 が 気軽 に 
能 。 タ ッ チ 操作 港 で は 裏 路 地 を 撮影 し た 。 ま た 、 夜 の 香 フィ ルム 独自 の カラ ー 
的 な 操作 港 の 遊園 地 で は 、AF の 「 前 後 左 | モー ド 「 フ ィ ル ムシ ミュ レー ショ ン ]」 から 最 
右 に 激しく 動く 被写体 向け ] に モッ ト し 、 新 の ACROS や 、 フ ィ ル ム 写 真 の 粒状 性 
を 再現 する グレ イン ・ エ フェ クト 機能 も 加 


液晶 モニ ター を チル ト さ せ 、 遊 具 を ロー ア 
ング ル か ら 狙 い 、 液 曲 に タッ チ し て シャ ッ わり 、 白 黒 撮影 に も 表 現 の 幅 が 大 幅 に 広 


レ ンズ 交換 式 X シ リー ズ の X-T20 が 
登場 し た 。 先 に 発売 し て いる フラ グ 
シッ プ 機 X-T2 の スペ ッ ク を ギュ ッ と 小型 


変 や 路 出 補正 、 撮 影 モ ー ド を 選択 で 
きる ダイ ヤル が あり 、 操 作 性 も 良い 。 街 の 


スナ ッ プ に は 最適 な カメ ラ だ 。 こ の X-T20 ター を 切っ た 。 暗 所 で も 高速 移動 する 被 写 が っ た 。X-T20 は ご 近所 や 旅 の スナ ッ プ な 
を 手 に 浅草 と 香港 で 街 撮り し た 体 を 捉え る AF 精度 は 非常 に 高く 、 フ ァ ど 日 常 を 切り 取る の が 楽し く な る カメ ラ だ , 


① XF10-24mmF4 R OIS 


(@】 XF10-24mmF4 R OIS 
24mm(36mm 相 当 ) 絞り 優先 AE 


③ XF18-135mmF3.5-5.6 R LM OIS (@⑥】 XF10-24mmF4 R OIS 
15.9mm (24mm 相 当 ) 絞り 優先 


(⑥】 XF10-24mmF4 R OIS 
WR 29.3mm(44mm 相 当 10mm(15mm 相 当 ) "絞り 優先 AE 


12mm(18mm 相 当 ) 。 絞り 便 先 AE 


(F8、 1/500 秒 、OEV) 

ISO 200- WB: オ ー ト 
X-T20 に 新た に 用 意 さ れ た 
AF-C カ スタ ム 設定 か ら SET 4 
「 急 に 現れ る 被写体 向け ] に セッ 
ト し て 散歩 中 、 急 に 飛び 立っ た 
ユリ カモ メ を 撮っ た 


AE(F4、 17420 秒 、 一 1.0EV 
ISO 200- WB: オ ー ト 

自転 車 置き 場 を モノ クロ で 。 新 
た に 搭載 され た グレ イン ・ エ フェ ク 
ト を 「 強 」 に 設定 。 フィ ルム 写真 
の 持つ 独特 の 粒状 感 を 加え 、 
街 の 片隅 の 寂し さ を 表現 し た 


紋 り 優先 AE(F5.6、 1/600 秒 、 
ー0.3EV) ISO 400・ WB : 晴 れ 
タ 日 の 中 を 走る 香港 の フェ リー 
ホワ イト パラ ンス を 「 晴 れ 」 に し 、 
さら に WB シ フト で 夕景 色 を 強く し 
た 。 AF モー ド を 「 ワイ ド / ト ラッ キ 
ング ] に 設定 し て 連 写 し た 


F4.5、 1/40 秒 、 上 OEV) 
ISO 1600- WB: オ ー ト 

香港 の 夜 の 遊園 地 で 。 動く 遊具 
を 液晶 モニ ター を チル ト さ せ 低 い 
位置 か ら 狙 っ た 。 AF-C カ スタ ム 
設定 を SET 5 「 前 後 左右 に 激 し 
く 動く 被写体 ] に 設定 し て 撮影 


(F4.5、 17180 秒 、 一 0.3EV) 

ISO 400・ WB : オ ー ト 
香港 の 落書 き 。 白壁 の ざら つい 
質感 も し っ か り と 描写 。 その 上 
書き の 色 も 鮮やか に 再現 
し 、 落 書き の ある 路地 裏 の 空気 
感 さ えも 捉え る こと が で きた 
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EOS M3 相 当 の スリ ム ボ ディ に 
M5 の 最新 機能 を 凝縮 


Canon | キヤ ノン 


EOS 


・ 発売 予定 昌 
2017 年 4 月 上 旬 


E OS M3 の ユン パク ト さ は その まま 
に 、EOS M5 の パワ フル な 機能 と 
操作 性 の 高き を 引き 継ぎ 、 両 者 の 良い と 
こ 取 り を し た カメ ラ が EOS M6 だ 。 EOS 
M シリ ー ズ の 中 で は M3 の 正統 な 後継 機 と 
な り 、EOS M シ リー ズ は ハイ エン ド の 
M5、 ミ ドル の M6、 エ ント リー の M10 と 
いう 3 段階 の ライ ン テ アッ プ を 構え る 

EOS M6 の トピ ッ ク は M3 か ら 大 きく パ 
ワー アッ プ し た 撮影 機能 と 、 操 向上 
し た デザ イン だ 。 ま ず 撮 影 機 能 に つい て は 、 
約 2.420 万 画素 の デュ アル ピク モル CMOS 
セン サー を 搭載 し 、 画 像 エン ジン は 最新 の 
DIGIC 7 と 、 ハ イエ ンド の EOS M5 と 全 

《 同 じ ス ペッ ク を 有する 。 これ に より 、 
EOS M3 対 比 で AF の 高速 化 、 常 用 ISO 
感度 の 向上 (ISO 12800 一 ISO 25600)、 
連 写 性 能 の テア ッ プ (4.2 コ マ / 秒 一 9 コマ / 秒 ) 
な ど を 実現 し て お り 、 メ イン 機 と し て 十分 
な 実力 を 備え た スペ ッ ク と な っ て いる 。 外 
観 は EOS M3 を 踏襲 し た デザ イン で ある が 、 
握り や すく な っ た グリ ッ プ や 指 に な じ む ダ 


高 精 度 画像 エン ジン 
DIGIC 7 搭載 


『\ー レ スカ メラ で は 、 イ メー ジ セ ン サ ー で 得 た 光 の 情 
報 を 使用 し て AF か ら 撮 像 まで すべ て を コン トロ ー MA 
る た め 、 そ れ を 処理 する 画像 エ の パワ ー| 
の 機能 に 直結 する 。 DIGIC 7 は 過去 の 画像 エン ジン 
に 比べ 高 感度 撮影 時 の ノイ ズリ ダク ショ ン 性 能 が 向上 
し て いる だ け で な く 、 回 折 に よる 小 絞 り ボ ケ が 大 きく < 改 
善 され て いる な ど さ ま ざま な 面 で 画質 向上 に 寄与 する 


CHECK 
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電池 の 提 影 
可能 枚数 


約 250 枚 
(常温 23 で ) 


省 電力 に も 貢献 する DIGIC 7。 EOS M3 と 使用 し て 
いる バッ テリ ー は 同じ だ が 、 同 じ 条 件 下 で の 撮影 枚数 
が 増え て いる 


* 所 下 実 勢 価格 90,000 円 前 後 (ボディ ) 
105,000 由 前 後 (EF-M18-150mm F3.5-6.3 IS STM レ ンズ キッ ト ) 
135,000 由 前 後 (EF-M15-45mm F3.5-6.3 1S STM、 

EF-M55-200mm F4.5-6.3 IS STM ダ ブル ズー ムキ ッ ト ) 
事 EVF-DC2 シ ル バ ー バ パン ドル モデ ル (5,000 台 限定 ) は プラ ス 10,000 円 前 後 


MG6 


イヤ ル デ ザ イン な ど 、 yo) M5 5 し 
、 覧 出 補 
ょ る よう に サブ es ダイ ヤ 
度 な ど は グリ ッ プ 
定 で き 、EOS M3 
も 強化 きれ て チャ 


じ る ボイン ト も ある 
2 の の 重 な 


テイ ンダ ー は 外 付 け で 、EOS M6 の デ 


CAEpA 


REVIEW 


EVF_DC2 シ ル バ ー バ ンド ル モ デ ル (5.000 台 限定 ) 


ザイ ン に マッ チ す る 軽 量 な EVF_DC-2 が 別 
売 で 用 意 き れ て いる 。 こ れ を 使え ば ファ イ 
ンダ ー を 使用 し た 一 眼 レ フス タイ ル の 撮影 
も 楽し め る 。 EOS M5 に 比べ る と タッ チ 
を ドラ ッ グ AF な ど 省 略 され た 機能 も ある 
が 、 ほ ば ぼ 同 じ ス ペッ ク な が ら 、 コ ン パ クト 
で 気軽 に 撮影 を こなす こと が で きる 。 毎日 
持ち 歩く に は お すす め の 1 台 だ , 


高速 AF で 被写体 の ベス ト ポ ジ ショ ン を 逃さ な い 


高速 AF を 実現 する 
CMOS セ ン サ ー 


デュ アル ビク セル CMOS セ ン サ ー は 、 撮像 と 像 面 位 
相差 AF の 機能 を 同時 に 有する 。 EOS M3 の セン サー 
は 画素 の 一 部 の み が 像 面 位相 差 AF 専用 セン サー に 
置き 換 わ っ た 構造 の た め 、AF の 精度 や スピ ー ド が 十 
分 で な く 、 画素 欠損 の 問題 が あっ た 。 一 方 、EOS 
IM6 で は 画面 の 広い 範囲 で 高速 な AF が 使用 で き 、 動 
体 提 影 能力 が 飛躍 的 に 高まっ て いる 


CHECK 


縦横 B0% の エリ ア 
議 ら で 高速 な 像 面 位相 
差 AF が 使用 可能 


※ 試 作 機 に よる 評価 の た め 、 製品 版 と 外観 お よび 仕様 が 異な る 可能 性 が あり ます 。 


EF_M11-22mm F4-5.6 1 STM 
22mm(35mm 相 当 ) 
り 僚 先 AE(F14、 1760 秒 、 土 0EV) 
ISO 200- WB: オ ー ト 

この 日 は 遠く の 富士 山 ま で くっ きり 
と 良く 見 え 、 空 の 色 が きれ い だ っ 
た 。 水際 に 映る 山 と 人 物 の 影 を 紀 
想 的 に 表現 する た め 、35mm 相 当 
で 海 ・ 空 ・ 山 の 景色 を 大 きく 捉え 、 
F14 ま で 絞っ て パン フォ ー カ ス で 表 
現し た 。 た また ま 海 か の ら 上 が っ て き 
た サー ファ ー が 良い 位置 に 来 た 所 
を 高速 な AF で 捉え た 


号 真 @ 鵜 川 真由 子 


Bluetooth で 
スマ ホ と 連携 で きる 


消費 電力 の 少な い Bluetooth Low Energy に 対応 し 
て いる た め 、 スマ ー ト フォ ン と の 常時 接続 が 可能 だ 。 
Bluetooth 接 続 され た スマ ー ト フォ ン で は 専用 アプ リ を 
使う こと で いつ で も シャ ッ タ ー リ モコ ン と し て 使う こと が 
で きる 。 さら に 、 素 早く Wi-Fi 接 続 に 切り 替え る こと が 


CHECK 


で きる の で 、EOS M6 で 撮影 し た 写真 を すぐ に SNS 
に アッ プ で きる 


手間 が いら な い の 
が 便利 だ 


EOS M3 か ら は 格段 に 進化 、 
M5 と 同等 の ハイ スペ ッ ク を 実現 


スペ ッ ク を 見 る と 主 な 機能 は ハイ 
エン ド 機 で ある EOS M5 と ぼぼ 同 
じ 実 力 を も っ て お り 、M3 と 比べ れ 
ば ISO 感 度 、 連 写 速度 、 動 画 性 能 
は 2 倍 以 上 の 進化 だ 。 デ ュ ア ル ピ ク 


セル CMOS AF を 搭載 し た こと で 
AF 速度 が 速く な っ て いる の も ポイ 
ント 。M3 に は な か っ た レリーズ 
子 が 搭載 され た の も 三脚 撮影 が 多 
い 人 に は 歓迎 され る だ ろう 。 


! IEOS Me I 
イッ メージ ャ センサー | 有効 2.420 万 画素 | 有効 約 2.420 万 画素 | 有効 2.420 万 画素 
ICMOS セ ン サー ICMOS セ ン サ ー ICMOS セ ン サ ー 
デュ アル ビク セル | デュ アル ビク セル | ハイ プ ブリッド 
位相 蔵 AF CMOsAF ICMos AF ICMOS AF 
画 人 各 理 エン ジン [DIGIC 7 DIGIC 7 PlGIC く 
了 E 9 100-12800 
15O 感 度 100~-25600 100-25600 (拡張 25600 相 当 ) 
re 5 コマ / ゆ (AF 国定 ) 1? コマ / め (AF 国定 ) |4.2 コ マ / 秒 (AF 回 定 ) 
連続 提 影 度 |7 コ マ / 秒 (AF 追従 ) |7 コ マ / 移 (AF 追 従 ) 14.2 コ マ / 秒 (AF 追 生 
ラッ ター 下 度 |174000<30 ゆ |174000<30 ゆ 174.000-30 み 
ワイ ド 3.2(3:2) | ワイ ド 3.0 了 W(3:2) | ワイ ド 3.0B(3:2 
ー ム ター | 約 162 万 ドッ ト ドッ 約 104 万 | 
靖 還流 晶 モ ー タ ー | 上 方 向 に 約 85 度 上 方 向 
下方 向 に 約 180 度 | 下方 向 に 約 45 度 | 下方 向 に 約 45 度 
イン ター [WEVE 外人 け EVE 外人 は け EVE 
内 蔵 ス トロ ボ 


Wi-Fi、 NFC、 


ネッ トワ ー ク Bluetooth Low 
Energy Technolo 
質量 
ょ 115.6mm 
サイ ズ 


※ オ レン ジ 字 は 優位 な 点 


操作 性 


Wi-Fi、 NFC、 
Bluetooth Low 
IEnergy Technolo。 


OPERABILTY 


サブ 電子 ダイ ヤル の 新設 で 
撮影 時 に も 素早 い 設定 変更 が 可能 


ダイ ヤル の 配置 は EOS M3 と ほ 
ぽ 同 じ だ が 、 赴 出 補正 ダイ ヤル と 一 
体 化し た サブ 電子 ダイ ヤル が 新設 さ 
れ た の が トピ ッ ク 。 EOS M5 と 同 
様 に 、 メ イン 電子 ダイ ヤル 、 サ ブ 電 


子 ダ イヤ ル 、 コ ント ロー ラー ホイ ー 
ル の 3 つの ダイ ヤル に 機能 登録 の 割 
り 当て が 可能 に な っ た 。 特 に マニ ュ 
アル 撮影 時 は グリ ッ プ を 握っ た まま 
設定 変更 が で き 、 自 由 度 が 向上 し た 。 


8 レ Me M3 
サブ 電子 ダイ ヤル ⑳ = 


ダイ ヤル カス タマ イズ で 、 ホ ワイ トバ パラ 
ンス や ドラ イブ モー ド な ど さ ま ざま な 機 
能 を 登録 で きる 。 露出 補正 ダイ ヤル 
と サブ 電子 ダイ ヤル の 2 つの ダイ ヤル 
が 一 体 化し て いる た め 、 2 つ 同 時 に 動 
く 場 合 が あり 、 操作 に は 少し 慣れ が 
必要 か も し れ な い 


デザ イン | " 


深い グリ ッ プ と ダイ ヤル の 追加 で 
より 本 格 度 の 増し た デザ イン に 


基本 の 形 は EOS M3 を 踏襲 し て 
いる が 、 全 体 に や や 丸み が 増し 優 
し い フ ォ ル ム と な っ て いる 。 ボ タン 
類 の 配置 も ほぼ 同じ だ 。 背 面 の 液 
晶 モニ ター は 上 方 に 180 度 反転 で 


ロー レッ ト 加 工 の メイ ン 電 子 ダイ ヤル 


EOS M3 よ り 一 回 り 大 きく 、  /( 仙 
指 へ の 引っ か か り が 良く な っ た 


内 蔵 ス トロ ボ と チル ト 式 背 
面 モ ニコ ター は EOS M3 を 
踏襲 し て いる 。 た だ 、 チル 
ト の 動き は EOS M3 よ り 
スム ー ズ な 印象 だ 


EVF 


深く 握り や すく な っ た グリ ッ プ 
EOS M3 よ り 深く ホー ルド 感 の 高い グリ ッ プ 
に 。 手 の 大 きい 人 で も 安心 し て 握れ る 


きる チル ト 式 で 、M3 よ り も 動き が 
スム ー ズ 。 ス トラ ッ プ 穴 は 小さ く な 
っ つて いる た め 市 販 ス トラ ッ プ を 使う 
場合 は 三角 環 な ど と 合わ せ て 使用 
する 必要 が ある 。 


小さ く な っ た スト ラッ プ 穴 
EOS M5 を 踏 貞 し た デザ ィ 蘭 


ン に 変更 され た 


canon 


ELECTRONIC VIEW FINDER 


EOS M5 よ り 明る く 見 や すい 印象 
軽量 な の に 本 格 的 な 別売 EVF 


従来 品 の DC1 と の 大 き な 違い は 、 
表示 方 式 が 液晶 か ら 有 機 EL に 変わ 
っ た こと だ 。 液晶 パネ ル は コン トラ 
スト の 低い ね むい 画像 に 見 える こと 
が ある が 、 有 機 EL は コン トラ スト 


IEVF-DC2 


約 236 万 ドッ ト 


が 高く 発色 も 良い た め 、 く っ きり と 
見 える 。 ア イ ポ イン ト は 22mm と 
メガ ネ を 掛け て いて も 見 や すく 、 独 
立 し て いる の で M5 の EVF より 没 
入 感 を 味わえ る の も うれ し い 。 


* 発売 予定 日 
2017 征 
4 月 上 旬 


* 予想 実勢 価格 


コン トロ ー ラ ー ホ イー ル 
左右 どちら に も 回 転 する 背面 の コン ト 
トド イー ル は 従来 と 同じ で 、 メ 
ー の 選択 や 再生 画像 の スク ロー 
ル な ど に 用 いる 


25,000 幅 前後 


約 3 こ +1m~'(dpt) 
し 1 上 方 向 に 約 90 度 
外形 寸法 WxHXD) 131.4x36.2X45.7mml33.4x40.4x56mm 
約 29 約 43 


25.000 円 前 後 
※ オ レン ジ 字 は 優位 な 点 


33.000 円 前 後 
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AIA3l giWV つ AN | 
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月 


CAECA 
撮像 素子 と 画像 処理 エン ジン を 一 新 し た 
プレ ミア ムコ ン パ クト の 最上 位 モ デル 


FUJIFILM | 富士 フィ ルム * 六 大 5 川 正 次 


SPECIFICATION 


提 像 素子 : APS-C 有効 下 フ 
23mm (35mm 相 当 が 
ISO 感 度 : 20012800 シ 


,000 秒 一 30 秒 (メカ 


1732000 秒 一 30 秒 (電子 ) 液晶 モニ ター: 3 型 ( 約 104 万 ドッ ト ) 
記録 メデ ィ ア : SD、 SDHC、 SDXC 
質量 : 約 469g( パ バッテリー お よび メモ リー カー ド 含む 


シル バー 


日 2017 年 223 昌 
* 予想 実勢 価格 156.000 円 前 後 


23mm(35mm 相 当 (の 】 23mm(35mm 
絞り 優先 AE(F4、 1/80 秒 、 絞り 優先 AE(F 
0EV) ISO 200。 WB : オ ー ト 0EV) - ISO 2 


横浜 新山 下 の カ フェ 。 こ うい う 鎌倉 七里 沢 
直線 が 多い 被写体 は 歪曲 収 8 畑 障 の 用 
差 が 目立つ こと が 多い 。 わずか 
に 歪曲 収差 が 見 られ る が それ 
ほど 気 に な る レベ ル で は な い 


何 を 見 て いる の だ 
の 柔らか な 要 ッ 
ら と 開放 り で 撮影 し ボー ト が 非常 に シャ ー プ に 還 
され て いる 。 2.430 万 画 の 効 
果 が 出 て いる と いえ る だ ろう 
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士 フ ィ ル ム の プレ ミア ムコ ン パ クト 
カメ ラ の 最上 位 機種 が 新た に 登場 
し た 。 ま ず 目 に つく の は 8 画 2 
万 画素 に アッ プ し て いる こと で 画質 の 向上 
が 期待 きれ る 。 フ ォ ー カ スレ バー が 新しく 
搭載 され 、 フ ォ ー カ スエ リア の 選択 が 
く 《 で きる よう に な っ た 。 さ きら に 
レコ ユン が 搭載 され た こと で レン ズ 固 
メラ と し て の 汎用 性 が 高まっ て いる 
機構 は 単なる クロ ッ プ で は な く て 画素 の 補 
完 技術 に よる も の で ズー ム し て も 画素 数 が 
0 こと は な い 。 ま た 特筆 的 と いえ る の 
富士 フィ ルム の モノ クロ 銀 塩 フ ィ ル ム で 


ある ACROS の テイ スト を デジ タル で 再現 
し た フィ ルム シミ ュ レ ーション が 加わ っ た 
こと だ 。 こ の .ACROS に は モノ クロ フィ ル 
ター 効果 を 求め て Ye( イ エロ ー)、R、G 
の フィ ルター が 3 種 も 用 意 さ きれ て いる 

この カメ ラ を 実際 に 使っ て みて まず 感じ 
る の は ビ ピュー ファイ ンダ ー の 良さ だ 。 太陽 
光 が 直 接 っ て いて 背面 モー コタ ー が 見 に 
くい と きだ け で は な く 、 フ ァ イ ン ダー を の 
ぞい て 写真 を 撮る と いう 撮影 行為 の 原点 
を 忘れ な いた め に も る ビュー ファイン ダー は 
あっ た 方 が 良い 。 本 機 の 光学 ファ イン ダー 
(OVF) と 電子 ビュ ー フ ァ イ ン ダー (EVF) 


を 組み 合わ せ た ア ド バ ン ス ト ・ ハ イプ リッ 
ド ビ ピュー ファ イン ダー は EVF で は ピン ト 確 
認 と 各種 情報 が 、 ま た 対象 物 を 直接 見 る 
こと が で きる 明る い OVF 上 で も フォ ー カ 
スエ リア や 撮影 範 胃 の アラ イト フレ ー ム が 
家 が され パラ ラッ クス も 自動 補正 され る 

レン ズ 画 上 


X100F は カメ ラ と し て の 魅力 に あふ れ た 
ボディ スタ イル に 固定 式 の 単 焦 
当 の F2 レ ンズ 、 フ ァ イ ン ダー 機構 、 
的 な ダイ ヤル を 用 いた アナ ログ 的 な お E 
を X100T か ら 受 け 継ぎ 、 さ ら な る 進化 を 
げた カメ ラ と な っ て いる 


し で 直感 的 に 
人 操作 で きる 

1S0 と 露出 補正 は 上 

面 の ダイ ヤル 操作 で 


行え る 。 設定 値 を 直 
接見 る と いう こと で 情 
報 の 認知 度 が 高 ま 
る 。 フォ ー カ スレ バー 
は 構図 を 決め た 後 か 
ら で も 測 距 点 を 変え ら 
れる の で 正確 な ビ ピント 
合わ せ が 可 能 に な る 


フィ ルム シミ ュ レ ーション に 


CHECK 


ACROS は 単なる モノ クロ 変換 
で は な く 銀 塩 フ ィ ル ム が 持つ 粒 
状 性 や 階 調 表現 な どの 要素 を 
加味 し た も の だ 。 ACROS 内 で 
用 意 さ れ た Ye、R、G の 3 種 の 
フィ ルター は モノ クロ 写真 の フィ 
ルター 操作 と 同じ で 、 フィ ルター 
と 同じ 色 は 明る く 、 そ の 補色 は 
暗く 描写 され る 


目 で 見 て 分 か る と い 
うこ と と 、 慣れ て くれ 
旧 ば 見 な く て も 分 か る 
とう 便利 さ が あ る 


CHECK 


ACROS 二 フィ ルター を 使用 し 
た 。 空 と 海 の 青 が 暗く 描写 され る 


選択 モー ド の ワイ ド / ト ラッ キン グ 
が 有効 で 、 瞬 時 に 測 距 点 を 判 
断 で き な い と き で も カメ ラ が 的 確 
に 判断 し て くれ る 


っ 


35mm 判 換算 で 50mm と 70mm が 用 意 さ れ て いる の で 簡易 的 な 35 一 70mm の レン ズ と し て 使用 する こと 
が で きる 。 画質 低下 に つい て は 70mm で も それ ほど 顕著 に は 感じ られ な い 。 ズ ー ム レン ズ と 同じ と いう わけ 
に は いか な い が 表 現 の 幅 を 広げ る と いう 意味 で も 使っ て みる 価値 は ある 


望 相 に し て いく と 、 
圧縮 効果 が 出 て き 
て 島 影 が 大 きく 描 
写 され る 


奉 生 で に ぎわ う 横浜 中 華 街 。 
こう いう 場面 で は 非常 に 便利 


vegWy つ 人 AHN 


最新 の 映像 エン ジン DIGIC 7 搭載 


小型 プレ ミア ム G9X が さら に 軽量 化 ! 


| キヤ ノン 


CAEA 


PowerShot 


MQark 皿 


提 像 素子 : 1 型 高 感度 CMOS 有効 画素 数 : 約 2,010 万 画素 焦点 距離 : 10.2 一 30.6mm (28 一 84mm 相 当 
感度 : 125 一 12800 シャ ッ タ 


開放 F 値 :F2 一 4.9 絞り 羽根 枚数 :9 枚 IS 
デュ アル セン シン グ IS ( 約 3.5 段 分 ) 液晶 モニ : 


ー : 3 型 ( 約 104 万 ドッ ト 


CHEcK (017 生生 


光学 ファ イン ダー の な い カ メラ は 、 レ ンズ か ら 取 り 入れ た 情報 
の 処理 を 画像 エン ジン が 一 手 に 処理 する の で 、 エ ンジ ン の 進 
化 は カメ ラ の 進化 に 直結 する と いっ て も 良い 。 DIGIC 7 は 、 
EO0S M5 な ど に も 搭載 され る キヤ ノン の 映像 エン ジン だ 。 AF 
機能 や 解 像 感 の 向上 な ど で 、 6 か ら の 大 き な 進 化 が 見 られ る 


ピン ト を 合わ せ た 被 写 体 を 追尾 す 
る 性 能 が アッ プ 。 手 前 か ら 奥 
泳い で いく カモ の 動き を AF フレ ー 
ム は 捉え 続け て くれ た 


速度 : 1/2,000 秒 一 30 秒 


記録 メデ ィ ア : SD、 SDHC、SDXC 質量 : 約 206g 


CHECK 


G9X に は な か っ た ビ 
クチ ャ ー ス タイ ル を 
搭載 。「 オ ー ト ] を 含 
め た 8 モー ド が 用 意 さ 
れ た 。 任意 の 値 を 登 
録 で きる ユー ザー 設 
定 は 3 モー ド あ る 。 も 
ちろ ん 、 シャ ー プ ネス 
な どの 詳細 設定 も 
可能 だ 


手 プレ 補正 


人 ② EOS お な じみ の 


一 眼 の EOS シ リー ズ と 同 
様 に 、 各 モ 設 
定 が で きる 


の ご 


で amon 


売 予定 昌 20 1 7 年 2 月 23 日 
実勢 価格 60.000 幅 前後 


pg ミード トミー 


ーー に まつ 


orecr (後に 調整 が で きる 


G9X で は 不可 能 だ っ た 
カメ ラ 内 RAW 現 像 を サ 
ポート 。 カメ ラ 内 で 明る さ 
や WB、 ピク チャ ー ス タイ 
ル な どの 細か い 設 定 が 
可能 と な り 、 一眼 レフ 並 
み の 自 由 度 の 高い 作品 
作り が で きる 。 クリ エイ テ 
ィ イブ フィ ルター も 撮影 後 
に 適用 で きる 


4 り | 
撮影 時 の 設定 どおり に 現 
像 する こと も 、 調 整 を し て 
現像 する こと も 可能 だ 
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ET 4 


『 
コー sss 必定 韻 』 | 


『 
EE 衝 困 ご ms 、 


10.2mm (28mm 相 当 ) 。 絞り 優先 AE(F4、 10.2mm(28mm 相 当 ) 絞り 優先 AE(F5.6、 30.6mm(84mm 相 当 ) 絞り 優先 AE(F4.9、 10.2mm (28mm 相 当 ) 。 絞り 優先 AE(F2、 
1/1.000 秒 、 0.7EV ISO 125 WB : オ ー ト 1/1.000 秒 、0EV) ISO 125 WB: オ ー ト 1/400 秒 、 1.7EV) ISO 125- WB : オ ー ト 1/1.000 秒 、 0.7EV) ISO 125" WB : オ ー ト 
28mm 相 当 の 広角 で 撮影 し た こと で パー ス 空港 の 近く で 散歩 し て いた と ころ 、 政府 専 望 中 英 で は 開放 F4.9 と や や 暗い も の の 、 広 旋 端 の 開放 絞り は F2 と 明る い 、 広 
を 生か し た 人 迫 力 を 出す こと が で きた 。 逆光 用 機 が 飛ん で きた 。 慌て て ポケ ッ ト か ら カ 被写体 に 十分 近づい て 撮影 すれ ば 前 ボケ 角 に も か か わら ず ボ ケ を 生か し な が ら 撮 影 す 
の シー ン だ が 解像力 が 落ち る こと も な く クリ メラ を 出し た が 、 ス ピー ディ ー な 起動 の お を 生か し た 表現 も 可能 だ 。 コン パク ト な た め る こと が 可能 だ 。 ス マー ト フ ォ ン で は 難し い 
ア な 描写 だ か げ で シャ ッ タ ー チ ャ ンス を も の に で きた カメ ラ の 影 の 影響 も 少な い 写真 が 楽し め る 

30.6mm(84mm 相 当 ) ご 級 り 億 先 AE(F4.9、  (②) 10.2mm(28mm 相 当 ) SCN(F4、 1720 秒 30.6mm(84mm 相 当 ) ご り 人 先 AE(F4.9、 (8) 10.2mm(28mm 相 当 ) ご 紋 り 優 人 AE(F4 
17320 秒 、 二 1.7EV) 。 ISO 125。 WB : オー ト 主 OEV) 。 ISO 1600。 WB : オー ト 171.250 秒 、 一 0.3EV) ISO 125 WB : オー ト 1/640 秒 、 0.3EV) 。 ISO 125。 WB : オー ト 
望遠 端 の 最短 撮影 距離 か ら 撮影 。 コン パ 新 搭載 の 流し 撮り モー ド で 提 影 。 DIGIC 7 一 眼 レフ で は 周り に 威圧 感 を 与え て し まう シ カメ ラ を 真 上 に 向け て 看板 に 映り 込む スカ 


クト カメ ラ の F4.9 と は 思え な い 大 き な ボ ケ を の 恩恵 で か な り 高 精度 に 撮影 する こと が で ン で も 、 手 の ひら サイ ズ の カメ ラ な ら 自 然 イツ リー を 撮影 。 コン パク ト な カメ りら こ 
作り 出す こと が で きた 。 ボケ の 印象 も 柔らか きる 。 初心者 で も 手 ブ レ を 気 に せ ず ハ イレ ャ ッ タ ー を 切れ る 。 スナ ッ プ 派 に は うれ の よう な 変則 的 な 撮影 も 楽に に な すこ と が 
く 癖 が 少な い ベル な 流し 撮り が 可能 だ し い で きる 


ヤノ ン の プレ ミア ムコ ン パ クト で あ | 約 35 段 分 の 手 プ レ 補 正 を 実現 。 ノ イズ 除 る 。 個 人 的 に 非常 に うれ し か っ た の は ピク 

る PowerShot G シ リー ズ で 、 最 6 | 去 精 度 $ 向 上 し 、ISO 3200 程 度 で も 十分 | チャ ー ス タイ ル に 対応 し た こと 
小型 の GOX が Mark と な っ て リニュ ー ア | に クリ ア な 画質 が 得 ら れる よう に な っ た 街 に 持ち 出し て みる と 、G9X と 比べ て 
ル 。 外観 デザ イン と レン ズ の 焦点 距離 な ど AF 機能 6 向上 し 、 動 体 の 追尾 機能 は コン 明らか に 撮影 時 の レス ポン ス が 向上 し て い 
は 先代 と ほぼ 同じ だ が 、 わ ず か に 軽量 化 き パク トカ メラ と は 思え な い 高 精度 な 仕上 が る の が 分 か る 。 連 写 際 
SE に 、DIGIC 7 | り だ 。 回 折 に よる 小 絞り ポケ る 軽減 し 、 解 | 快適 な 撮影 が で きた 。 ス マー ト フ ォ ン と の 


で も スト レス の な い 


ジー と は 大 きい 。 ジ ャ イロ モン サ | 像 感 も る アッ プ し て いる 。 高い ザ 生 の 4 な | 連携 強化 きれ て お り 、 新 た に Bluetooth 
= 加え 、 撮 像 モン サー の 情報 か ら 手 プ レ 流し 撮り も 新 搭載 の 「 流 し 撮り モー ド 」 接続 に 対応 し た の も る ポイ ント だ 。 小さ な ボ 
PWM を か ける デュ アル モン シン グ | 使え ば 画像 情報 を と リアル タ イ Na ディ に EOS が 丸ごと 入っ た と 感じ る 


IS を 搭載 し 、G9X よ り も 0.5 段 テッ プ し た と で 的 確 な シャ ッ タ ー 速 度 を 設定 し て くれ | G9X と は 全く 別 の ハイ パワ ー な カメ ラ だ 」 


。 G7X Mark G9X G7X Mark HL 
1 型 高 感度 CMOS 1 型 高 感度 CMOS 1 型 高 感度 CMOS 
ボディ サイ ズ や スペ ベック を 見 る と 、 撮影 を 1I 約 2.010 万 画素 約 2.010 万 画素 
メイ ン に 考え る な ら G7X Mark IT ( 右 ) が 10.2-30.6mm 10.2~30.6mm 


使い や すい 日常 を 提 影 する な 5 コン パク (28-84mm 相 当 ) |(28-84mm 相 当 ) 
ト な G9X Mark TL( 左 ) が お すす め 上 Ipieic 6 「 
「 198.0x57.9X31.3mm 1105.5x60.9x42.2mm 
約 209 的 319 


は 優位 な 点 ※1 パ バッ テリ ー お よび メモ リー カー ド 含む 
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vgvy つ AHN | 


に 


キヤ ノン EOS 80D "10mm(16mm 相 当 ) 絞り 優先 AE(F11、 1/640 秒 、 0EV) - ISO 200 WB : 5,500K 


荒 々 し くも 美しく 成長 し た 中 禅 寺 湖 の し ぶ き 水 。 画面 上 の すぐ 外側 に 太陽 が あり 、 逆 光 テ スト と し て は 厳し い 条件 だ が 、 中 央 に 立つ 枝 の 横 
に 1 つ 小 さ な ゴ ー ス ト が ある だ け で と て も 優秀 だ 


手 ブ レ 補正 と 新型 モー ター が 魅力 の 超 広 角 ズ ー ム 
本 TAMRON 廊 2 


10-24nn F/ 3.5-4.5 


D | 中 VC 間 LD * 発売 予定 日 20 1 7 年 3 月 2 日 (ニコ ン 用 )、 予想 実勢 価格 62.000 円 前 後 
2017 年 3 月 23 日 (キヤ ノン 用 ) 


SPECIFICATION レン ズ 構 成 図 
対応 マウ ント : キヤ ノン 用 、 ニコ ン 用 (APS-C 対 応 ) レン ズ 構 成 ガラ スモ ー ル ド 
11 群 16 枚 最小 米 り :F22 一 29 絞り 有 根 衝 盆 :7 枚 (円 珍 ee 非 球面 レン ズ 
最短 撮影 距離 : 0.24m 最大 撮影 倍率 : 約 0.19 倍 フィ ルター 径 信 異常 低 分 散 レ ンズ 人 MM 


@77mm 外形 寸法 (最大 径 全長 ): 約 e83.6x84.6mm キヤ ノン EOS 付属 フー ド 


キヤ ノン 用 ) 、 約 83.6X82.1mm (ニコ ン 用 ) 質量 : 約 4409 80D に 装着 ” HB23 本 
約 4 段 分 の 駆動 力 に 優れ た SP レ ンズ と 同様 の 
FT MP 手 ブ し 補正 を 搭載 NR 新型 モー ター HLD こっ 新しい デザ イン に 


朝 タ で の 手持 ち 撮影 や 室内 
撮影 な を と ど 、 そ の 思 恵 は 計り 知 
れ な い 。 あ えて スロ ー シ ャ ッ タ 
ー を 使う 場面 以外 は 積極 的 
持ち で 撮り た い レ ンズ 
だ 。 光学 設計 が 肥大 化す る 
こと な く 重 量 も 前 モデ ル と ほ と 
ん ど 変 わっ て いな い 点 も 良い 


新しく 採用 され た HLD は 
大 型 の フォ ー カ シン グレ ン 
ズ を スム ー ズ に 駆動 で き 
る 。 高速 で 静か な 上 に 安 
定 し た 制動 を 実現 。 大 き 
な レン ズ を 駆動 で きれ ば 画 
質 を 優先 し た レン ズ 設 計 
が 可能 に な る こと を 示す 


SP シ リー ズ と 同様 の ス 証 
タイ リッ シュ な デザ イ 
ン 。 ルミ ナス ゴー ルド の 
リン グ を アク セン ト に す 
つき り と し た マッ トブ ラッ 
ク の 外装 が 美しい 。 各 
リン グ の 目 の 浅い ラバ 
ーー は 汚れ が た まり に くい 
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前 に 広がる 景色 を 自分 の 視野 を 超 
眼 ぇ て 1 枚 の 写真 に 写し 込め る 超 広 
角 レ ンズ は 、 風 景 撮影 に お いて マス ト ア イ 
テム だ 。 本 レン ズ は 35mm 判 換算 で 16 一 
38mm 相 当 と な る APS-C 用 の 超 広角 ズー 
ムレ ンズ 。 前 モデ ル で ある SP AF10- 
24mm F L.5 Di II LD Aspherical 
[IF] か 6 約 8 年 半 ぶ り の リニュ ー ア ル と な 
る 距離 と 開放 絞り こそ 変わ ら な い が 、 
それ 以外 の 要素 は ほぼ 全て が 大 幅 な 進化 
を 送 まず 製品 名 か ら も 分 か る と 
お り 、 手 プレ 補正 機構 [VC」 が 搭載 され た 
補正 スイ ッ チ を 和信 れれ ば 像 が ファ イン ダー 
に スッ と 留まる 感触 が あり 、 手 持ち 撮影 時 
の 安 つなが る 。 可 動 式 液晶 モニ ター 


『 て いる 


(① * ヤ ン ン OS 80D 24mm(38mm 相 当 ) 

絞り 優先 AE(F4.5、 1/1.600 秒 、 0.3EV) 
ISO 200・ WB オー ト 
最短 撮影 距離 は ズー ム 全域 で 24cm と 短く 
ワイ ド マ ク ロ 的 な 表現 を 楽し め る 。 最短 撮影 
で も ピン ト 面 が ぼや ける こと な く シ ャ ー プ で 、 
ボケ も 柔らか めで 使い や すい 


(の 】 キヤ ノン EOS 80D 10mm(16mm 相 当 ) 
絞り 優先 AE(F5.6、 1/1.000 秒 、 一 0.3EV) 
ISO 200・ WB: オ ー ト 
ひっ そり と 足元 で 花 を 咲か せ 始め た 福寿 草 
10mm 域 で 最短 撮影 を 試み た 。16mm 相 
当 の ワイ ド 感 を 十分 に 残し つつ 主役 の 主張 
も し っ か り と で きた 。 手 ブ レ 補 正 と 相まって フ 
レー ミン グ の 自由 度 は 高い 


③ ヤン OS 80D 11mm(18mm 相 当 ) 
絞り 優先 AE(F11、 1/200 秒 、 土 0EV) 
ISO 200- WB: オ ー ト 
約 2.420 万 画素 の EOS 80D で 撮影 し て み 
た と ころ 解 像 感 は 鮮 鋭 で 優秀 だ 。 ま た 長 秒 
露光 で も な い 限り は 手 ブ レ 補 正 を 利用 し て ア 
グレ ッ シ ブ な 手持 ち 撮影 を 試み た い 


② ヤン ン EOS 80D 13mm(21mm 相 当 ) 
絞り 優先 AE(F8、 1/6 秒 、 0.3EV) 
ISO 200.。 WB : オ ー ト 
本 レン ズ は 一 般 的 な の 77mm の フィ ルター が 
付け られ る の で 風景 写真 家 に は と て も うれ し 
い 。 ここ で は PL フィ ルター で 水面 の 反射 を あ 
えて 増やす よう に し て 撮影 し た 


を 利用 し た 難し い フ レー ミン グ も 積極 的 に 
手持 ち で チャ レン ジ で きそう だ 」 

「HLD] と いう 聞き 慣れ な い 名 称 は 、 
High/Low torque-modulated Drive の 
略 で 新しい AF 駆動 モー ター の こと 。 駆動 
力 と 安定 性 に 優れ た モー ター で = 
使用 し て みる と F な が ら も 良く 制動 
し て いる こと が 分 か る 。 動作 音 も 環境 に な 
じ も 音 で 気 に な ら ず 、 室 内 や 動画 撮影 に 
も 向い て いる だ ろう 

画質 は と いえ ば 、11 群 16 枚 の レン ズ 構 
成 に ガラ スモ ー ル ド 非 球面 レン ズ 、 異 常 低 
分 散 レ ンズ 、 複 合 非 球面 レン ズ 、XLD レ 
ンズ を 盛り 込み 、 こ れ で も か と いう ほど と 光 
学 設 計 に 力 を 人 れ て いる 『 す る と 超 


広角 ズー ム が 不得 手 と する 画面 周辺 部 の 
描写 に 至る まで 非常 に よく 解 像 し て いる 
レン ズ 枚 数 が 多い に も か か わら 6 ず BBAR 
コー ティ ング な ど に よっ て 、 時 の ゴー 
スト や フレ ア も 最小 限 に 抑え られ て いる 
簡易 防 滴 構 造 や レン ズ 最 前 面 の フッ 素 コ ー 
ト の 採用 な ど 、 フ ィ ー ル ド で の 使用 の 多い 
レン ズ だ け に 、 こ うし た 配 庶 も うれ し い 

これ だ け 進 化し た 本 レン ズ だ が 、 前 モデ 
ル か ら た っ た の 約 34g の 増量 に 抑え 、 全 長 
は な ん と 約 2mm 短 く な っ て いる (キヤ ノン 
用 ) こと に は 稀 き だ 。 手 に 収まり の 良い サ 
イズ と 優れ た 画質 と 使用 感 。 風 景 で も スナ 
ッ プ で も る ポート レー ト で も 5、 ジ ャ ン ル を 問 
わ ず 活 躍 で きる こと 間違い な い 


キヤ ノン EOS 5D Mark V 280mm マニ ュ アル 直 出 (F5、 1/1,600 秒 ) - ISO 1000- WB : オ ー ト TELE CONVERTER 1.4x 使 用 


羽田 の ハミ ング / ディ パー チャ ー を 1.4 倍 テレ コン 装着 で 狙う 。 飛行 機 と 風景 を 絡め る の に ちょ うど 良い 焦点 域 だ 。 開放 F4 と 明る く 、 PL 
S で 使え る の も 釣 力 だ 


約 5 段 分 の 手 ブレ 補正 に 対応 し た 大 口径 望 棚 ズーム 
旧 TAMRON 皿 R5 


SP 70-200nn F/ 2.8 


品 
DiVCUSDG2 EE 
< 予想 価格 159.000 由 前後 
SPECIFICATION レン ズ 構 成 図 * XLD レ ンズ 
対応 マウ ント : キヤ ノン 用 、 ニコ ン 用 (フル サイ ズ 対 応 ) レン ズ 構成 遇 人 
17 群 23 枚 最小 絞り :F22 絞り 有 根 枚数 :9 枚 (円 形 ) 最短 提 影 苑 
0.95m 最大 揚 影 倍率 : 約 0.16 倍 フィ ルター 従 :@77mm 外形 寸法 


最 友 x 全 長 ) 18x193.8mm (キヤ ノン 用 )、 約 e88x191.3mm キヤ ノン EOS SD 付属 フー ド M 仙 
ニコ ン 用 ) 質量 : 約 1.500g9( キ ャ ノン 用 )、 約 1485g( ニ コン 用 Mark MV に 装 汗 。 HA025 
CHECK 約 5 段 分 の CHECK 別売 の 1.4 倍 と 2 倍 の EC 最短 撮影 距離 が 
手 ブ レ 補 正 を 採用 専用 テレ コン バー ター 0.95m に 短縮 
手 ブレ 補正 ユニ ッ ト の 駆動 系 1.4 倍 と 2 倍 の 専用 テレ コン バー TELE TELE 光学 設計 の 見 直し と フォ ー 
の パワ ー と 制御 性 能 が 強化 さ ター が 用 意 され て いる 。 レン ズ と CONVER CONVER カス カム や ズー ムカ ム の メカ 
れ 、 手 プ し 補正 効果 が 従来 の 同様 、 防 鹿 * 防 演 構 造 を 採用 し TER1.4x TER2.0x 機構 を 改良 する こと で VC 非 TAMRoN 


A009 の 最大 4 段 か ら 5 段 に 
強化 。 基 本 の MODE1 に 加 
え 、 流 し 撮り 専用 の MODE2 と 
シャ ッ ター が 切れ る 骨 間 の み 捕 
正す る MODE3 を 搭載 する 


た コン パー ター で 、 それ ぞ れ 98- 搭載 の A001 と 同じ 0.95m 1 
280mm F4.0 相 当 と 140- 。 た だ 最大 撮影 倍率 095 
400mm F5.6 相 当 で AF 提 影 A001 の 約 
が 可能 。 TAP-in Console に よ 0.32 倍 に 比べ 、 近 接 撮影 
る AF 役 調 整 機能 に 対応 する 時 の 画 角 は や や 広め に 写る 


キヤ ノン EOS 5D Mark 
200mm _ 絞り 優先 AE 
(F2.8、 171.250 秒 、 0EV) 


A001 
率 は 低い が 、 近 
接 撮 影 時 の に じみ も 少な く 、 
クッ キリ し た 写り が 得 られ る 


(の 】 キヤ ノン EOS 5D Mark 
200mm - 絞り 優先 AE 
(F2.8、 1/1000 秒 、 0.3EV) 
ISO 100。 WB : 大 陽光 
前 後 の ボ ケ と 口径 食 を チェ ッ 
ク 。 二 線 ボケ の 傾向 は 少な 
く 、 ボ ケ の 輪郭 の 縁取 りや 色 
付き も 軽微 だ 。 口径 食 は 多少 
ある が 、 こ の クラ ス の 大 口径 
レン ズ と し て は 標準 的 


⑬ ザン EOS 5D Mark 

400mm 紋 り 作 先 AE 
(F6.3、1/1.250 秒 、 +0.7EV) 
ISO 200 WB: 日 陰 

TELE CONVERTER 2.0x 使 用 
朝日 を 背景 に 羽田 を 離陸 する 
旅客 機 。 2 倍 テ レコ ン を 装 芽 
し て いる が 、 朝日 や タ 日 を 直 
接 画面 内 に 入れ て 撮影 し て も 
ゴー スト は 目立た な い 


果 優 先 の 


P 70-200mm F/2.8 Di VC USD ピン ト 面 の 解 像 の 高き と 軸 上 色 収 差 の 少 る 瞬間 の み 補 正す る 補 

S G2 (Model A025) は 、 タ ムロ ン の | な る 、 ポ ケ 足 の 描写 は か な り 満 足 度 が 高 | MODE3 の VC 切り 替え スイ ッ チ を 装備 
70-200mm F2.8 ズ ー ム と し て は 3 代目 と な | か っ た が 、VC 機 構 の 搭載 に 伴い 、 最 短 「FULL」 と 「co 一 3m] の フォ ー カ スリ ミッ 

り 、2 代 目 に あたる A009 に 比べ 、 外 装 デ | 影 距離 が 初代 の AO001 の 0.95m か ら 1.3m | ト 切り 替え スイ ッ チ も 設け られ て いる 
ザイ ン の 一 新 と 光学 性 能 の 向上 が 図ら れ と 長く な っ て し まっ た 。 そ の 点 、A025 は | MODE3 で 慎重 に 構え れ ば 、 テレ 端 
て いる の に 加 ぇ 、 手 プレ 補正 効果 最大 4 | VC 機構 搭 200mm で 1/8 秒 で も 約 半数 の カッ ト が ぶ 
段 分 か 65 段 分 へ と 強化 。 最 短 撮影 距離 は | 0.95m ま で れず に 撮影 で きた 。 ま た 、MODE2 に する 

1.3m か 6095m に 記 下 コート や 防 謙 ・ | も ハイ ライ ト が に じ む こと な く 、 と 明らか に 流し 撮り の 歩留まり が 向上 し た 
防 滴 構 造 の 採用 、 三 脚 座 の アル カス イス 対 ラス ト ・ 高 解 像 な 描写 が 得 ら れる の が 秋 力 別売 で 1.4 倍 と 2 倍 の 専用 テレ コン バー 
応 な ど 利 便 性 の 向上 も 図ら れ て いる 。 AI だ 。 サ ー ド パー ティ ー ゆ え に ボ ディ 側 の レ ター も 用 意 き る きれ て お り 、 よ り 超 望 可 の AF 
SERVO AF 中 に フォ ー カ スリ ング を ある ンズ 補正 か な い の で 、 開 放 絞り か ら 2 | 撮影 に も 対応 で きる ほか 、TAMRON 
- 定 角度 以上 回 す と MF に 切り 替わる フ | 段 ま で は 周辺 光量 低下 は それ な り に 認め ら | TAP-in Console に よる ファ 
ル タ イ ム ME 機構 (ニュ コン の M/A モー ド に れる も の の 、 従 来 より ぉ ワイ ド 側 の 周辺 解 | ッ プ デー ト や 、 最 大 24 領 域 の ピン ト 調 整 、 
相当 ) が 備わっ て いる 点 は 、 キ ヤノ ン 像 が 向上 し て いる と 感じ られ た フォ ー カ スリ ミッ ト の カス タマ イズ 、VC の 
レン ズ に は な い 強 み レン ズ 側 面 に は 基本 の MODE1、 流 し | 行え る 点 も 従来 製品 より も ポイ ント 


従来 の A009 も 描 E は 非 党 撮り 専用 の MODE2、 シ ャ ッ タ ー が 切れ 
キヤ ノン EOS 5D Mark V "365mm ご シャ ッ ター 優先 AE(F20、 1720 秒 、 0.3EV キヤ ノン EOS SD Mark V 70mm 絞り 優先 AE(F4.5、 178 秒 、 0EV) 
ISO 100- WB : オ ー ト TELE CONVERTER 2.0x 合 用 ISO 1000- WB: オ ー ト 


最初 、 う っ か り MODE1 の まま で 撮影 し た ら ブ レ が 強調 され て し まっ た が 、 流し 撮り 専用 の 夜明け 前 の 第 1 ター ミナ ル 。 展 望 デッキ が 開い て いな い 時 間 帯 な の で ガラ ス 越 し の 撮影 
MODE2 に する と 、 きれ い に 背 景 を 流す こと が で きた だ が 、 それ を 感じ させ な い 解 像 だ 。 手 ブレ 補正 の 効き も 良く 、 1 段 絞 る 余裕 さえ あっ た 


が EIAERENE/ (| | 


M.ZUIKO DIGITAL ED 7-14mm F2.8 PRO 7mm (14mm 相 当 ) ご マニ ュ アル 赴 出 (F9、 1/2 秒 ) ISO 200- WB : オ ー ト 


映り 込み を 生か し た シン メト リー 構図 で 日 常 的 な 風景 を 非 日 常 的 に 切り 取 枚 。 1/2 秒 の スロ ー ッ タ ー で ぶら し た 歩行 者 が アク セ M.ZUIKO DIGITAL ED 7-14mm F2.8 PRO 
ント だ 。 の そ き 込む よう に 手持 ち 撮影 する 不安 定 な 状況 で も 強力 な 手ぶれ 補正 の 効果 で 背景 は シャ ー プ に 写り 、 静 と 動 を 対比 で きた M.ZUIKO DIGITALED 12-40mm F2.8 PRO 


あら ゆる シー ン で 諦め ず に 撮影 で きる 


シャ ッ タ ー ボ タン を 半 押 し し た だ け で 実感 で きる 強力 な ボ 
ディ ー 内 5 軸 手 ぶれ 補正 果 は 約 5.5 段 分 。 手持 ち 
撮影 が 基本 の スナ ッ プ 撮影 に お いて 、 常に 安心 を 与え 
て くれ る 存在 だ 。 「 今 構え て も 撮る の は 難し い 」 と 諦め 
て いた シー ン の すべ て が シャ ッ タ ー チ ャ ンス に 変わ る 


1 


m ほ 計 oryvus | (OM-1)E-M1 Mark II で 号 す 


00555555556 ぁ o 奇 飼 


コマ 間 わ ず か 0.0555555556 秒 。 最大 18 コ マ / 秒 ぎの AF/AE 追 従 連 写実 現 の た め 、OM-D E-M1 Mark は 
イメ ー ジ セン サー と 画像 処理 エン ジン の 高速 性 が 飛躍 的 に 高め られ た 。 
今回 は セン サー の 手ぶれ 補正 に 注目 ! スナ ッ プ で の 優位 性 を 語る 


次 


回 
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圧倒 的 自由 度 で イマジネーション を 具現 化 で きる |ーーーーー 


、 そ し て 見 歩け る こと は 、 ス ナッ プ 撮 影 に お な いて 何 よ 富 120fps と 滑ら か で 、 歩 行者 を 入れ た い 
目 い て り の アド バン テー ジ と な る ン で も スト レス な く 構 図 を 決め られ た 
ee ら え る よう に 。 それ が 、 ス ナッ か ゆい と ころ に 手 が 届 く 使い 勝手 の 良 特筆 すべ き は ボディ ー 内 5 軸 手 ぶれ 補正 
お いて 私 が 目指 し て いる 表現 だ . きも 秀 力 だ シャ ッ タ ー ボ タン の すぐ 下 に だ ろう 。 さ っ と 構え て さっ と 撮る 私 の 撮影 
日 常 の 何気ない ワン シー ン に ひと 工夫 淫ら スタ イル に お いて 、 是 夜 問 わ ず 手持 ち で 撮 
し て 、 時 に は カッ コ よ く 、 時 に は 面白 く 表 ほとん ど 動 か る ず に 補 写 界 深度 を 調和 で き 、 で きる こと は 、 撮影 シー ン を 大 きく 広げ 
現す る 。OM-D E-M1 Mark L は 、 そ ん 写真 表現 を コン トロ ー ル し や すい 。 バ リア て くれ る こと に 他 な ら な い 。 手 ぶれ に よる 
* 現 の 幅 を 広げ て くれ た ング ル モ ニ ター も 魅力 で 、 ア ング ル に 工夫 失敗 激減 し 、 今 回 の 撮影 で は 最長 2 
妥 な の は 、 一 瞬 一 瞬 を 逃 る を 助け て くれ る こと は も ち | 秒 ま で 手持 ち 撮影 で 済ま せ て いる 


楽し ん で 


な いこ と 、 そ の 場 の 見 て ひら めい た 、 裏 返し に し て お け ば 画面 の 傷 を 防止 カメ ラ の 機動 力 に よる 圧倒 的 な 自由 度 は 
こと や イマ ジ ネ ー シ ョ ン を 具現 化す る の で 、 喧 嘆 の 街中 で 踏 踏 な く 持ち | スナ ッ プ 撮影 に 新た な 可能 性 を 6 た らし て 
だ と 思う 。 こ れ ら を 大 切 に する か ら ライ ブ ビ ュー 撮影 時 は タッ チ AF | くれ る よう で 、 ワ クワ ク さ せら れ た 


私 は カメ ラ を 常に 携帯 し て いる 。 今 回 
し た の は PRO シリ ー ズ の 広角 ズー ム と 標 
準 メ ズーム の 2 本 。 全 域 開 放 F2.8 の 明る さ で 、 骨 時 に ピン ト 
14 一 80mm 相 当 を カバ ー す る 2 本 だ が 、 小 『 ク ロス 像 面 位相 差 AF な の で ピ 
振り の カメ ラバ ッ グ に すっ ぱ ぽ り 収まる あっ ント は 素早 く 正 確 だ 。 日 差し が 
け な い ほど の コン パク ト さ だ 。 軽快 に 持ち 面 で は EVF の 出番 。 フ レー ムレ ー ト は 最 


、121 点 の 中 か ら 直 
際 PP 


的 に 測 距 
PROFILE 


† 田 智 康 


① ゆ ZUIKO DIGITALED 
12-40mm F2.8 PRO 
12mm(24mm 相 当 ) 
マニ ュ アル 吉 出 (F9、 17320 秒 
ISO 200- WB : オ ー ト 
EVF を 使い 、 ビ ル 間 か ら 伸 びる 
強烈 な 日 差し と 、 横断 歩道 を 渡 
る 人 を 狙っ た 

と 
で 、 イ メー ジ し て いた 

叔 間 を 逃す 切り 取れ た 


(@】 M.ZUIKO DIGITAL ED 
7-14mm F2.8 PRO 
7mm(14mm 相 当 ) 
マニ ュ アル 外出 (F11、1/640 秒 
ISO 200- WB : オ ー ト 


水たまり を 使い シン メト リー 構図 


影 す る こと が で きた 


③ M.ZUIKO DIGITAL ED 
7-14mm F2.8 PRO 
10mm(20mm 相 当 ) 
マニ ュ ア ル 直 出 (F11、 2 秒 ) 
ISO 200- WB: オ ー ト 
を 使っ て ピン ト を 
合わ せ 手持 ち で 撮影 。 車 の 光 
跡 と 信号 待ち の 人 の バラ ンス 
一 番 良 か っ た この 1 枚 を セレ 
クト 。 拡大 し て ピン ト を 追い 込め 
る の で 重宝 し て いる 


(の 】 M.ZUIKO DIGITAL ED 
12-40mm F2.8 PRO 
40mm(80mm 相 当 ) 
マニ ュ ア ル 吉 出 (F2.8、 1/15 徐 ) 
ISO 200- WB: オ ー ト 
女性 の 足元 を エレ ガン ト に 表現 
し た く て イル ミネ ーション と と も に 
切り 取っ た 1 枚 。 通行 人 を 確認 
し つつ 、 で 撮影 し た 。 
高速 か つ 正 確 な タッ チ AF は 私 
に は 欠か せな い 機能 だ 
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世界 一 わか りや すい 
デジ タル ーー 眼 レフ カメ ラ と 写真 の 教科 書 
ーー UI テー "る 27 


還 GWKC し 


ニコ ン D5/ AF-S NIKKOR 
70-200mm 4G 9 VR ン 
ル 露 出 


(F4、 
Re 25600/ WB : 電 球 


大 井川 鐵道 で は 冬 の 特別 企画 と し て 夜 
に SL が 走る [SL ナイ トト レイ ン ] を 行っ て 
夜 に 走る SL は 銀河 鉄道 の よう だ 
「 客 車 が 昭和 初期 に 製造 され た オハ 
敵 附 35 系 で すね 。 実に 懐か し い 感じ で 
す 。 こ の 雰囲気 を 生か し て 、 懐 か し さ を 感 
じ る SL の 旅情 写真 を 撮っ て み ま し ょ う ] 


いる 


を 感じ る よう に 切り 取る 


客車 の 中 に は 魅力 的 な 場所 が た くさ ん 
ある 、 あ れ も こ れ も 撮 っ て し まい 、 
統一 感 の な い 写真 に な っ て し まう 
うと き は テー マ を 決め て 撮る と 良い 

「 今 回 の テー マ は 旅情 感 な の で 、 旅 
敵 附 を 感じ させ る 場所 を 切り 取り ます 。 
ボケ を うま く 使 うと 想像 が か き 立 て られ ま 


そう い 


す 。WB は 晴天 日 陰 で 赤く し て 懐か し さ 
を 出し て み ま し ょ う 。 露出 は 少し アン ダー 
目 の 方 が 雰囲気 が アッ プ し ます 」 

テー マ を 決め る と 、 そ れ に 合わ せ て レン 
WB 、 赴 出 が 決ま っ て くる 。 撮 り 方 
どう 撮り た い の か を 考 
最 っ て みよ う 


明る い 広角 レン ズ が あれ WB を 変え て 温か い 印 象 に ピン ト は 見 せ た い 場所 に 合わ せる 
ば ぼかし た り 、 星 が 撮れ 

た り と 色々 活用 で きる 旅情 感 を 出す に は 

1 本 は 持っ て 行き た い で 守 色 味 は 重要 な ポイ ン 


ト 。 オー ト WB で 撮っ 
た 左 の 写真 で は 現 
在 風 の 印 象 に な っ 
て し まっ て いる 。 WB 
を 晴天 日 除 に し て 、 
赤く し た 方 が 雰囲気 
が 増す 


の で 、 ピン 
開放 絞り に 
、 お 客 さん の 
を な くし て いる 


室内 灯 に 懐か し さ を 感 | 
ト は 室内 灯 に 合わ せ 
し て 背景 を ぽか すこ 
存在 を 薄く し て 現実 


天井 に あっ た 扇風機 。 中 
内 に は JNR の マー ク 。 今 で 
は 見 られ な く な っ た 国鉄 時 
代 の 証 だ 


ハイ ライ ト 優先 で 露出 を 決 
め る 。 列車 の 移動 中 は 光 
の 当たり 方 が コロ コロ 変わ 
る た め 、 連 写 で 撮る と 良い 


ョ | 


懐か し さ を 出す の な ら モノ クロ に す 
る の も 1 つの 方 法 。 ノスタルジー 
を 感じ させ る ほか に 、 色 味 が な い 
の で 意図 を スト レー ト に 伝え られ る 


ニコ ン D500 AF-S DX 
NIKKOR 10-24mm 3.5-4.5G 
ED 12mm(18mm 相 当 

絞り 優先 AE(F4、 

1/350 秒 、 二 1.0EV 

ISO 6400 WB : 晴天 日 陰 
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SL で ある こと を 分 か ら せ る 


列車 は 千 頭 駅 に 到着 し て 機関 車 を 切り 離し 転 車台 へ 
と 向かう 。 回 転 中 に 煙 ( ド レン ) を は き 出 す 姿 は 壮観 だ 
「 機 関 車 を 撮る 場合 は この 煙 が ポイ ント に な り ま 
敵 附 す 。 機関 車 は 横長 な の で 横 位 置 で 画面 いっ ぱい 
に 撮っ て し まい が ち で す が 、 そ うす る と 上 の 煙 が 切れ て 
し まい ます 。 こ こ で は 縦 位置 に し て 夜空 に 伸び る 煙 も 一 
緒 に 撮っ て み ま し ょ う 」 
機関 車 を 目 の 前 に する と つい 尋 奮 し て 機関 車 ば か り を 
アッ プ で 撮っ て し まう 。 夜 の 黒い 空 に 伸び る 煙 を 入れ 
る と 昼間 と は 違っ た 雰囲気 に な る 
「SL を 撮り に 来 た 場合 、 ど うし て も 機関 車 の 全 
粒 体 を 撮っ た 写真 が 多く な り ま す 。 そ うい うと き は 
今回 の 煙 の よう に モチ ー フ を 1 つ 決め て 、 そ れ を 絡め て 
部 分 を 撮り ます 。 車 両 全体 は 写っ て いま せん が 、SL を 
感じ させ る 写真 に する こと が で きま す 
似 た 写真 ば か り に な っ て し まう 、 意 識 す る も の 


を 決め て 撮る と バリ エー ショ ン が 撮れ る よう に な る の だ 


現場 は 手前 か ら 投光器 
関 車 に 当たる ゎ 
づき た くね な 少し 離れ 
撮っ た 方 が パー ス も 付か ず ( 
撮れ る 


Eo 


大 井川 鐵道 で は 1 月 と 2 月 の 夜 に SL が 走る [SL ナイ トト レイ ン 」 を 実施 
し て いる 。 新 金 谷 駅 と 千 頭 駅 を 往復 し 、 千 頭 駅 で は 転 車台 の 間近 
に 寄っ て 撮影 する こと が で きる 。 興奮 する こと 間違い な し だ 


AF-S DX NIKKOR 10-24mm f73.5-4.5G ED 
相当 ) 絞り 優先 AE(F6.7、 1.5 秒 、 一 1.0EV) ISO 280 WB : 晴天 


上 に 上 る 煙 は 切ら な いよ うに する 人 物 と 煙 を 組み 合わ せる 

車両 の 後ろ に 回 っ て 
人 と 絡め て も 面白 
い 。 まさ に 昭和 の 風 
景 だ 。 先頭 部 分 が 
写っ て いな く て も 十 
分 SL だ と いう こと が 
分 か る 


つい 撮っ て し まい が ちな 写真 。 せっ か く の 煙 が 切れ て し まい 、 アッ プ で 撮る と きも 煙 を 絡め る 。 風 で 煙 が 横 に 流れ た 様子 を 
迫力 が な く な っ て いる 入れ て 、 煙 が 勢い よく 出 て いる こと を 感じ させ る 
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4 フォ トス クー ル の 実例 か ら 学 


f 申 償 困 号 


impress 


PHOTO 
SCHOOL 


イン プレ ス ・ フ ォ ト スク ー ル の 受講 生 が 実 | 


ぶ "“ 自 分 らし い 写真 表現 ”/ 
ョ ーー ーー ーー 
マ 
レー 呈 


際 に どの よう な アド バイ ス を 受け て 作品 を ブラ ッシュ アッ プ し 、 


自分 らし い 写 真 表現 を 探求 し て いる の か 。 その 過程 を 見 な が ら レ ベル を 高め て いく ポイ ント を 紹介 し て いく 。 


** 岡 嶋 和 幸人 朋 の 居 生 * 及 川 美奈 子 さん 


試行 錯誤 と いう 経験 こそ “選ぶ カ " を 養う 


画像 処理 に 頼り すぎ る と 
リー 上 も 撮影 技術 向上 の 妨げ に な る 
\ ュー 
正しい 赴 出 判断 の 妨げ うま く 撮 れ た つも り 、 う まく 画像 処理 が で 良い 
ほり 直せ な い シ ー ン で の 失敗 は 、 そ の 原 "きた つも り で も 、 目 の 肥え た 人 に は 失敗 写 単 = 
因 を 追及 し 、 同 じ ミ ス を 繰り 返さ な いよ 真 に し か 見 えな いこ と も 。 そ うな ら な いた 


うに する こと が 大 切 だ 。 デ ジタル カメ ラ は 。 め 
撮影 時 に その あたり の が で きる 。 と こ 
ろ が 、 例 えば 適正 赴 出 で 撮れ な か っ た 場合 、 
それ を 失敗 と 認識 し な いで 画像 処理 に 頼 
っ て いる 人 は 少な く な い 。 そ れ に よる 不 自 。 つ 
然 き や クオ リティ ー の 低下 に 気付 か な いと 
アバ ウト な 露出 判断 が 身 に 付い て し まう 


, さて EP 


RAW で 撮れ ば 後 で どう に で も な る 


に 受講 生 に は 厳し い 目 で 指導 し て いる 


べ て プリ ント な の だ が 、 
た 粗 で も 目 に つき や すい の が その 理由 の 1 


カバ リー ガ が 
り は 失敗 、 すなわち 撮り 直し と いう わけ だ 


と いう 


私 が 担当 する 講座 で は 、 課 題 提出 は す 
ほん の ちょ っ と し 


* じ る それ ら は 撮影 で し か り 影 、 
き な い 場合 が ほとん ど 。 つ ま 


目障り 


マヤ で ヤヤ ヤヤ で ヤヤ ヤマ ヤヤ ヤヤ マヤ ヤマ ヤヤ ヤヤ ヤマ ヤマ ヤマ ヤヤ 


及川 さん が デジ タル カメ ラ で 写真 を 撮り 始め た の は 
ネコ を 飼う よう に な っ て か ら 。 し ば らく は 和 愛 猫 を 撮っ 
て 楽し ん で いた が 、 友 人 が 参加 し た 展覧 会 で 、 美 術 


館 で の 展示 を 目指 し て 作品 制作 を 行う 講座 の こと を 
知る 。 自 分 も や っ て みた いと 受講 する こと に し た 。 
受講 を きっ か け に 写真 展 や 写真 集 を 見 る 機会 が 増 
えて 、 写 真 表現 の 多様 性 を 知る 。 自 宅 周辺 な ど 身 近 
な と ころ で 何気ない 光景 を 撮影 する 受講 生 も いた り し 
て 、 そ の よう な 写真 の 良さ が 全く 理解 で き な か っ た そ 


れ ま で 目 に し て いた 写真 と の ギャ ッ プ 
その よう な 表現 の 面白 さ に 


うだ 。 自分 が ご 
に 戸惑い を 感じ も し た が 、 
少し ずつ 気付 き 始め る 。 

と は いえ 、 何 も か も が 初め て の 経験 で 、 作 品 の 完成 
イメ ー ジ も 曖昧 で ある た め 、 講 師 の アド バイ ス ど お り 
に 制作 を 進め る し か な か っ た 。 展 示 作 品 は 無事 に 完 
成 し た が 、 そ の 制作 過程 で は 何 ひ と つ 自 分 で 判断 す 
る こと が で き な か っ た 。 知識 や 経験 不足 で 、 自 力 で は 
作品 づく り が で き な い こと を 実感 する 。 


東京 ・ 六 本 木 に ある 国立 新 美 術 館 で の 公 
募 展 の 出展 作品 。 写真 家 の 大 和田 良 氏 、 
菅原 一 剛 氏 、 瀬戸 正人 氏 、 写 真 評論 家 の 
飯沢 耕太 郎 氏 、 写真 研究 者 の 小林 美香 氏 
と いっ た 講師 陣 か ら ア ドバイ ス を 受け な が ら 
作品 づく り を 行っ た 。 と は いっ て も 、 言わ れる 
が まま に 仕上 げ て いっ た だ け で 、 気 が つけ ば 
作品 が 完成 し て いた と いう 。 セ レク ト も 自分 
が 良い と 思う 写真 と は 違っ た も の で 、 本 当 に 
これ で いい の だ ろう か と 疑問 に 思っ た り も し 
た そう だ 


クオ リティ ー の 統一 と いう 観点 か ら 、 
真 は 画像 処理 で の 限界 を 知る の に ちょ うど 
作品 間 で 比較 が で き て し まう た め 、 
て の よう に ご ま か し が 利 か な い 
今回 琴 場 いた だ く 及川 さん は 現在 、 画 像 

処理 や プリ ント を 通じ て 撮影 の 大 切 さ を 
学ん で いる 最 中 
繰り 返し な が ら 着 3 
基礎 か らし っ か り 学 ぽう と 思っ た の は 、 撮 
画像 処理 、 
品 づ くり の 過程 で の 判断 力 が 不足 し て いる 
と 感じ た か ら な の だ そう だ , 


モレ クト 、 


組 写 


作品 制作 お よび 展示 を 
験 値 を 高め て いる 


プリ ント な ど 作 


自分 が 知ら な い 写 真 表現 の 世界 @2ZCZOE2CD 


カメ ラ の 使い 方 や 撮影 実習 中 心 の 写真 
教室 と は 一 線 を 画 し 、 写 真 の 知識 や 表現 
力 の 向上 に 重点 を 置い た 名 種 講座 を 用 意 
し て いる 。 写真 学校 で 基礎 を 身 に 付け 、 
プロ カメ ラマ ン と し て 経験 が 豊富 で ある だ 
け で な く 、 継 続 的 に 作品 を 制作 、 発 表し 
て いる 写真 家 が 講師 を 務め る 。 


少 人 数 制 で ひと り ひと り に 向き 合っ た 講座 スタ 
イル 。 アッ ト ホ ー ム な 紛 囲 気 を 大 切 に し て いる 


イン プレ ス ・ フ ォ ト スク ー ル 
神保 町 写真 教室 の 詳細 は 


http://school. 
ganrefr.jp/ 


ph 
ママ ヤヤ ヤヤ ヤマ ヤマ ヤマ ヤヤ マヤ ヤマ マヤ ヤマ 
撮影 、 画 像 処理 、 プ リン ト な どの 技術 は 、 た く 


さん 実践 を し な いと 自分 自身 の 経験 に は な ら な い 。 
急 が ば 回 れ で 、 教 則 本 や ネッ ト 上 に 書か れ て いる 
こと 、 写 真 教室 で 教え られ た こと を 鵜呑み に する 
の で は な く 、 本 当 に そう な の か 、 そ れ が 自分 に 合 
つて いる の か な ど 、 試 行 錯誤 を 重ね な が ら 1 つ 1 
つ を 追 体験 し て いく こと が 大 切 で ある 。 

授業 で も テキ スト を 読ん だ り 講 師 の 話 を 聞い た 
りす る だ け で は 分 か っ た つも り に な り が ち 。 そ こ 
で 復 暫 が て ら 撮 影 す る こと を 課題 に し て いる の だ 
が 、 仕 事 な ど で 忙し いと 、 過 去 の 写真 の 中 か ら 
選ん で 提出 する 人 も いる 。 課題 を 提出 する こと よ 
り 、 実 際 に 自分 で や っ て みる こと の 方 が 大 切な の 


マ 


ママ ヤヤ ヤヤ ヤマ で ママ で マ ママ 


で 、 及 川 さ ん に は わざ わざ どこ か へ 出かけ た り 、 
フォ ト ジ ェ ニッ ク な 被写体 や シシ ー ン を 探し た り し 
な いで 、 自 宅 周辺 な ど 無理 の な い 範囲 で あれ これ 
トラ イ を し た 方 が 良い と アド バイ ス を し た 。 
撮影 と いう と カメ ラ の 使い こなし に ウエ イト を 
置き が ち だ が 、 撮 り 続け て いく うち に 着実 に 身 に 
つい て いく の で 焦る 必要 は な い 。 最初 か ら 何 で も 
成功 し よう と し な いで 、 失 敗 を 恐れ ず 、 ト ライ ア 
ンド エラ ー を 繰り 返し た 方 が いろ いろ 経験 に な る 。 
自分 に は 関係 の な い 機 能 も あっ た りす る の で 、 ま 
ず 先 に 得意 と する 被写体 や シシ ー ン を 見 つけ 、 撮 
影 ス タイ ル を 確立 し た 方 が 効率 的 だ ろう 。 
及川 さん が イン プレ ス ・ フ ォ トス クー ル の 「 作 品 


Y 


画面 の 下 半 分 は ゴ 
チャ ゴチ ャ し て いる , 

文字 や 鮮やか な も 
の に は 鑑賞 者 の 視 
線 が 奉 わ れ や すい 

それ ら が 入ら な いよ 
うに 観覧 車 と 空 だ け 
の 上 半分 で 画面 を 
構成 し た 方 が 、 優 し 
く 柔 ら か い 有 雰囲気 
の 写真 に 仕上 が る 


回 呈 写真 教室 の 初め の 頃 は フォ ト ジ ェ ニッ ク な 被写体 ば か り を 
選ん で いま し た が 、 


光 や 構図 に つい て : 


いま し た が 、 今 は メー ム に 頼ら ず 体 を 動か し て 撮る よう に な り ま し た . 


身近 な も の に する こと で 時 間 に 余 裕 が で きま し た 
中 で 、 光 の 向き や 強 さ 、 時 間 帯 を 意識 する よう 
に な り ま し た 。 以 前 は ダー ムレ ンズ を 動か す だ け で 安易 に 構図 を 決め て 


ブレ や ボケ に よる 表現 は 、 基 本 的 に は 画面 内 に シ 
える 部 分 が ある か ら こ そ 、 そ の 対比 で 効 
果 的 に 感じ られ る よう に な る 。 ブ レ を 生か し た い 場 
合 は 画面 内 の 任意 の 場所 を し っ か り と 写し 止め る 
こと 、 ボ ケ の 場合 は し っ か り と ピン ト を 合わ せる こ 
と が ポイ ント 。 ど ちら も どの 部 分 を シャ ー プ に 見 せ 
る か が と て も 重要 で 、 鑑 賞 者 は まず その 部 分 に 視線 
を 向け る こと に な る 。 も ちろ ん 、 画 面 全体 が が れ て 
いた り 、 ぽ け て いた り と いっ た 表現 も 有効 。 た だ し 、 
その 効果 が 中 途 半 端 だ と 、 氏 賞 者 は どっ ち つ か ず の 
状態 に 違和感 を 覚え て 、 失 敗 写真 と 認識 する 場合 
も ある だ ろう 。 


桜の 木 の ブ レ を も う 少 し 抑え る こと で 、 
き を より 効果 的 に 見 せら れる よう に な る 


流れ て いる 人 々 の 動 


2】| 伝わる 写真 を 撮る た め の 基 礎 に 立ち 返る 


マヤ ヤヤ ヤヤ ヤマ ママ ママ 


づく り 基 礎 ] で 光 や 構図 に つい て 学ん で いく 過程 
で は 画像 処理 を 禁止 に し た 。 コ ント ラス ト や 彩 度 
な ど 、 写 真 の 印象 は 撮影 する と き の 光 が 大 きく 
関係 する か ら だ 。 そ れ を 意識 し な が らし っ か り 撮 
れる よう に な る こと が 最 優先 で 、 愛 機 の 画質 性 能 
の 優劣 も 自分 の 目 で 確か め る こと が で きる 。 

フレ ー ミ ング が アバ ウト に な り が ちな の で トリ ミ 
ング も 禁止 だ 。 ま た 、 フ ァ イ ン ダー や 背面 モニ タ 
ー を 見 る と 足 が 止 まっ て し まい 、 し か も 切り 取 
られ た 枠 の 中 だ け で 観察 し た り 判 断 す る こと に な 
る 。 こ れ が 構図 の 迷い に も つなが る た め 、 し っ か 
り と 肉眼 で 観察 、 判 断 し て か ら フ ァ イ ン ダー や 背 
面 モ ニコ ター を 見 る 習慣 を つけ る よう に し た 。 


| クモ の 巣 の 様 子 が は っ き 
り 見 える 背景 処理 。 と こ 
ろ が 花 の 前 ボケ は 鮮やか 
で 目立つ た め 、 クモ の 巣 
に 視線 を 向け づら い 。 主 
題 は 画面 セン ター を キー プ 
陳 し つつ 、 フ ットワーク の 工 
詳 夫 で それ ら を フレ ー ム アウ 
ト す る と 良い 


色 や ボケ 具合 で 
主題 より 前 ボケ の 方 が 
目立つ と と が ある 


鑑賞 者 は 
明る い 部 分 に 
視線 が 向き や すい 


鑑賞 者 の 視線 は 明る い 
部 分 や 自 い 部 分 に 流れ 
や すい 。 左側 の シャ ドウ 
部 分 の 面積 も 多め の 印 
象 な の で 、 主 題 は 画面 セ 
ンタ ー を キー プ し つつ 、 画 
角 を 狭め て 上 側 の 空 が 入 
ら な いよ うに する と 引き 締 
まっ た 印象 に な る 


ピン ト が 合っ て し っ か り 止 まっ て 見 える 部 分 が ある か ら 
こそ ブレ の 効果 が 生か され 、 躍動 感 の ある 表現 に 
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店 に 行き 
さま ざま な アン グル か ら 
撮っ た り パ ー ツ の アッ プ 
を 撮っ た り し ま 
回 目 の セ レク ト 8 
ー ス を 付け た 写真 が 多 
く 説 明 的 に 見 える と 指 
摘 を 受け 、 正 面 か 捉 
える よう アド バイ ス を 受 
け ま し た 。 2 回 目 の 撮 影 
で は コン セプト も は っ きり 
し て イメ ー ジ どおり に 撮 
れ 、 先生 が よく 言わ れる 
「 組 写真 は 点 と 点 が つ 
な が る 感じ ] が 少し 分 か 
っ た 気 が し まし た 。 


この 人 形 の こと を 知ら な い 人 に も 伝わる よう な 表現 を 目指 し た 。 
分 が 魅力 的 に 感じ た 部 分 を 撮影 し て 、 それ ら を 組み 合わ せ て 1 つの 作品 に まとめ て いる 


好き な パー ツ を 組み 合わ せ て 自分 好み の 人 形 を 完成 させ る よう に 、 


自 | 全 作 鹿 点数 10 点 


3】| マニ アッ ク な フィ ギュ ア の 世界 を 組 写 真 で 伝え る 


ヤマ ヤマ ヤマ ヤマ ヤヤ マギ ママ ヤマ 


イン プレ ス ・ フ ォ ト スク ー ル の 「 組 写真 トレ ー ニ 
ング 」 で 、 及 川 さ ん は 毎回 出題 され る テー マ を ク 
リア し な が ら 、 こ れ ま で 学ん で きた こと へ の 理解 
力 と 対応 力 を 高め て いく 。「 世 界 ] が テー マ の と き 
は 「 自 分 の 好き な 世界 ] と いう こと で 、 テ レビ 番 
組 で 取り 上 げ ら れ て いた 「Blythe (ブラ イス )] と 
いう ファ ッ シ ョ ンド ー ル を モチ ー フ に 、「 オ タク の 
世界 ] を 表現 し て みよ うと トラ イ を し た 。 

それ は 及川 さん 自身 も 所 有 し て いる 人 形 な の だ 
が 、 そ れ だ け で は 組 写真 で まとめ る の に 限界 が あ 
る た め 、 販売 し て いる ショ ッ プ に 協力 を お 願い し 、 


1 枚 の 写真 で 伝え な けれ ば な ら な い 単 写真 で は 、 画 
面 に 入れ る 情報 の 取捨 選択 や その 処理 が ポイ ント に な 
る 。 組 写真 で それ は セレ クト や 構成 で 行う こと に な る 。 
伝わる 表現 に する た め に は 構成 する 写真 の 役割 分 担 


2 テ ジ タ ルカ メラ マガ ジン 3-2017. 


ママ ヤマ ヤマ や 


二宮 度 事 


テー マ を 形 に する た め の 素 材 集 め ( 王 撮影) を する 。 
課題 提出 時 に 見 た それ ら は 、 よ り コ ン セ プ ト を 明 
確 に し て 撮り 足す こと で 面白 い 作品 に な る と 感 
じ た の で 、 さ ら に 完成 度 を 高め て 修了 展 で お 披露 
目 す る こと に な っ た 。 

店 内 の 照明 は いろ いろ な 光源 が 混ざっ て いて 、 
し か も 場所 に よっ て その 状態 も さま ざま 。 展示 す 
る プリ ント 作品 の 制作 で は 、 明 る さや 色 な ど そ の 
バラ ツキ を 軽減 する の に 苦戦 を 強い られ る 。 提 影 
時 に も っ と 光 に 対す る 意識 を 高め 、 画 面 構成 を 
工夫 し 、 露 出 や ホワ イト バラ ンス な ど に も 細心 の 


が 大 切 。 提 影 時 の 視点 や アプ ロー チ の 方 法 が 、 単 写真 
と は 違っ て くる こと も ある 。 そ れ ぞ れ 主 題 が 明確 で 、 
それ ら の 点 を 1 本 の 線 で つなぐ 必要 が ある 。 自 由 に 提 
影 し て 、 セ レク ト の 段階 で まとめ る こと も 可能 だ が 、 


マ いふ 人 人 4 


注意 を 払い な が ら 提 影 し て お け ば 、 画 像 処理 が ラ 
ク に な る だ け で な く 、 統 一 感 を 出す た め の さ ら に 
きめ 細か い 調 整 が で き て いた だ ろう 。 

また 、1 点 だ け 違 う カ メラ で 撮影 し た 写真 が あ 
っ た の だ が 、 セ レク ト か ら 外 さ ず に 画像 処理 で カ 
バー する こと に し た 。 色 や トー ン な ど 他 の 写真 と 
同じ 印象 で 見 える よう に する の は 大 変 な の だ が 、 
あえ て それ に トラ イ す る こと で 、 撮 影 と 画像 処理 
の 役割 分 担 や 連携 の 大 切 さ を 知 っ て も ら お うと 
考え た 。 撮影 で 詰め 切れ な か っ た 部 分 や 画像 処 
理 の 限界 を 実 作業 を 通じ て 学ん で いく の だ 。 


撮影 前 に 組 写真 の テー マ や コン セプト を あら か じ め 明 
確 に し て か ら 提 影 に 臨ん だ 方 が 効率 的 だ 。 撮り 足し 
た り 、 組 み 直 し た り し な が ら 構 成 を ブラ ッシュ アッ プ し 、 
より 表現 意図 を 伝わり や すく する こと が で きる 。 


最初 の 取材 で は 「 シ ョ ッ プ 
紹介 」 的 な 写真 が 多かっ 
た 。 も ちろ ん テー マ や コン 
セプト に 合わ な い 写 真 は セ 
レク ト か ら 外 せ ば 良い だ け 。 
次 回 は どの よう な 視点 で ア 
プロ ー チ を すれ ば 良い の か 
な ど が 分 か る の で 、 決し て | 
無駄 な こと で は な い の だ 


| 複数 の 写真 と 用 紙 の 組み 合わ せ で 比較 する 


Y ママ ママ マヤ マヤ 


ひと 息 つく 暇 も な く 今度 は 「 岡 嶋 和 幸 ゼ ミ ] で の 作品 制作 に 着手 する 。 
選ん だ テー マ は 「 気 配 ]。 愛 猫 が いつ も 居る お 気に入り の 場所 で 、 姿 
は あえ て 写 さ ず に その 気配 を 捉え よう と いう わけ だ 。 コ ン セ プ ト は 及 
川 さ ん 自身 の 目線 。 部 屋 の 中 で 見 つけ た と き 、 そ の 仕草 な ど を 眺め 
て いる と き の 距 離 感 や アン グル を 意識 し な が ら 撮 り 進め て いっ た 。 

今回 は 窓 か の ら の 自然 光 だ け で 撮影 、 イ メー ジ す る 仕上 が り に な る よ 
うに 適正 露出 に も こだわ る 。 そ の 結果 、 撮 っ て 出し の JPEG 画 像 の ス 
トレ ー ト プリ ント で も 問題 な し の レベ ル を クリ ア 。 ク オリ ティ ー を 損 
な わ ず に 統一 感 な ど 用 紙 に 合わ せ た き め 細 か い ト ー ン 調整 が で きる 。 

と ころ が 、 い ろ い ろ 試 し て 用 紙 を 選ん だ は ず な の に 、 シ ャ ドウ の 階 
調 が つぶ れ て いる な どい まひ と つの 仕上 が り 。 原 因 は シャ ドウ の 少な 
い お 気 に 入り の 1 枚 だ け で 用 紙 の テス ト を し て し まっ た こと 。 し か も 、 
候補 に 選ん だ の は すべ て マッ ト 系 の ファ イン アー ト 紙 。 光 沢 系 は な い 
だ ろう と 最初 か ら 決 め つ け て テス ト を し な か っ た の だ 。 

その 後 、 光 沢 系 の 用 紙 を いく つか 試し て 問題 が 解決 。 用 紙 が 変更 
に な っ た た め 、 画 像 処理 な どす べ て 最初 か の ら や り 直 し に な っ て し まっ 
た が 、 こ の 経験 も 今後 の 作品 さく り で 生か され る は ず だ 


用 細 思 び で は で きる だ け 多 く の 種 類 を テス ト し よう 。 マ ッ ト 系 が 合う と 思っ 
て いて も 必ず 光沢 系 も 候補 に 加え た い 。 ま た 、 コ ント ラス ト - 
て 優劣 が 顕著 に 現れ る た め 、 そ れ ぞ れ 異 な る 傾向 の 複数 の 写真 


シャ ドウ が 多い 画面 構成 で ある た め 、』 
な 用 紙 を 選択 し て いる 


合い だ け で な く 、 その 部 分 の 階 調 表現 に 有利 


何気ない 部 屋 の 様子 の 中 に 、 ネ コ の 姿 が 肖 
か び 上 が っ て くる よう な 表現 を 目指 す 。 そ れ ら 
の 写真 を A4 サ イズ の 用 紙 に プリ ント を し て 、 マ 
ッ ト ボ ポー ド を 付け ず に 特注 の 木製 フレ ー ム で 額 
装 。8 点 の 作品 を 2 段 に 並べ て 展示 し た 。 最 
終 的 に 選ん だ 用 紙 は キャ ン ソ ン イン フィ ニテ ィ 
の 「 プ ラチ ナ ・ フ ァ イ バー・ ラ グ 」 。 明る さや コン ト 
ラス ト な ど 微 妙 な 調整 を 線 り 返し な が ら 作 
品 全体 の 統一 感 を 出し 、 光 が 印象 的 に 感じ ら 
れる よう な プリ ント に 仕上 げ て いっ た 


朝 の 光 で 提 影 時 間 も ほ ぼ 
し 、 撮る 場所 は 違う も の の 全体 の 
トー ン を 統一 し 、 用 紙 は マッ ト 系 と 決め ま 
し た 。 セレ クト 、 画 像 処理 と ほぼ 仕上 げ 
の 段階 で 、 階 調 の つぶ れ が 気 に な る と 
先生 か ら 指摘 を 受 系 の 用 紙 で 
試し まし た 。 仕 上 が り 直 前 の 変更 に と ま 

、 プリ ント を 見 た ら 変 
' ま し た 。 も う 少 し 早 


| 世 複 数 の 方 法 が あれ ば 即断 せ ず に 両方 を 試す と と が ステ ッ プ アッ プ の 秘訣 


失敗 を し た く な い 、 早 く 結 果 を 出し た いな ど 、 誰 で 」 実 際 に や っ て 「 や っ ぱり は 違っ て いた ] と 確認 」 か っ た の だ 。 仕事 の チャ ンス を も らい 続け て 、 そ れ ら 


も そう 思う の は 当然 の こと 。 近道 を する た め に 他人 か 
ら そ の 答え を 引き 出 そ う と する 人 も いる 。 で も 私 が 
持っ て いる 答え は 、 私 自身 の 経験 に より 得 た も の で あ 
り 、 そ れ が その 人 に と っ て の 正解 と は 限ら な い 。 だ か 
ら 鵜 呑み に し な いで 自分 で や っ て みる こと が 一 番 だ 。 
及川 さん に 「 こ れ と これ 、 ど ちら が 良い で すか ?」 と 
聞か れ た と き 、 私 は 「 両 方 や っ て みた ら ?」 と 答え て い 
る 。「 〇 〇 〇 は 違う だ ろう 」 と 決め つけ る の で は な く 、 


で きた 方 が 良い 。 想 定 外 の 結果 が 出る こと も ある な ど 、 
どちら の 場合 も 自分 自身 の 経験 に な る か ら だ , 

自分 の 経験 以外 で 得 た さま ざま な 情報 が 、 判 断 の 
邪魔 を する こと は 少な く な い 。 私 も スタ ジオ や カメ ラ 
マン の も と で 修行 を し て いる と き に 頭でっかち に な っ 
た こと が ある 。 そ の 後 、 自 信 満々 で 独立 し た の ( 
うま く 撮 れ な い 自 分 に 絶望 し た 。 プ ロ の 現場 で の 経 
験 が ある と は いえ 、 そ れ は た だ 見 て いる だ け に すぎ な 


の 撮影 の 積み 重ね で 技術 を 自分 の も の に し て きた 。 

仕事 と 趣味 は 違う けれ ど 、 及 川 さん は アド バイ ス を 
し た こと を すぐ に 実践 し て 、 そ の 結果 を 見 せ て くれ る 。 
それ が 達成 で き て いれ ば 、 さ ら に 別 の アド バイ ス を す 
る な ど 少 し ずつ ハー ドル を 上 げ て いく 。 写真 は や れ ば 
や る ほど 成 長 す る た め 、 こ こま で や れ ば 十分 と いう も 
の は な い 。 遠回り の よ 『、 そ の よう な 一 歩 一 歩 の 
前 進 が 大 切な の で ある 。 
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鈴木 みのる : 
プロ レス ラー / 実 業 家 


オリ ン パ ス PEN-F 
M.ZUIKO DIGITAL ED 
40-150mm F2.8 PRO 
50mm(100mm 相 当 ) 
絞り 優先 AE 

(F3.2、 1/125 秒 、 一 1.3EV) 
ISO 800- WB : オ ー ト 


【 出演 者 リス ト 】 
相羽 高徳 


青木 古 憲 
青山 半 
角 坂 司郎 式 会 社 タム ロン 代表 取締 役 社長 
石川 次 郎 。 編集 者 

出井 伸之 クオ ンタ ムリ ー プ 株 式 
井上 康生 


社 代表 取締 役 ファ ウン ダー&CEO 


猪子 寿 之 
今井 啓太 


緒形 直人 
小川 泰弘 
花山 院 弘 医 
片岡 鶴太郎 
加藤 勝信 
金 指 源 
北 河原 公 敬 
北 の 富士 勝昭 第 
久世 博之 f 
小林 知行 式 会 社 湯 訪 田 製作 所 代表 取締 役 

今野 翔太 ” BLLEAGUE メ サ 所 属 プロ バス ケッ ト ボ ー ル 3 
相馬 和弥 B.LEAGUE 大 阪 エヴェッサ 所 属 プロ バス ケッ ト ボ 
齋藤 孝司 \ と う 店 主 


PHOTO0 EXHIBITION INFORMATION 


三浦 雄一 郎 : 
プロ スキ ー ヤ ら / 冒 険 家 


MZUIKO DIGITAL ED 
40-150mm F2.8 PRO 
57mm(114mm 相 当 
絞り 優先 AE(F4、 1/80 秒 、 


0.3EV) 。 ISO 200. 
WB: オ ー ト 
会 場 : オリ ン パ スギ ャ ラリ ー 東 京 代目 喜多 村 緑 郎 
日 程 : 2017 年 3 月 17 日 ( 金 ) 3 月 22 日 ( 水 崩 団 新派 俳優 
時 間 : 11: 00 一 19 : 00 内 最終 日 15: 00 ま で オリ ン パ ス PEN-f 
※ オ リン パス ギャ ラリ +4 月 7 日 一 4 月 1 3 日 まで (10:00 一 18:00、 日 曜日 休 館 M.ZUIKO DIGITAL ED 
ギャ ラリ ー ト ・ が 東 上 で 3 月 20 日 (月 * 祝 ) 14:00 一 15:00. 12-40mm F2.8 PRO 


22mm(44mm 相 当 
絞り 優先 AE(F3.5、 1/100 秒 、 
0.7EV) ISO 400 


阪 会 場 は 4 月 8 日 ( 土 )14:0015:00 に 開催 予定 (参加 費 : 無 料 


WB: オ ー ト 
斉 共 正 明 全社 JVC ケン ウッ ド * ビ クタ ー エ ンタ テイ ン メ ント 代表 取締 役 社長 
坂田 利夫 
は 画 監 * 林 部 広一 : 
更 昌 本 放 人 人 道 式 人 
ユ ピ キ タス 情 者 盛岡 支社 盛岡 車両 セン ター 
佐藤 耕一 ヒュ ー マ ン ホー 車両 技術 主務 
佐藤 雅美 * 熊谷 綱 治 : 
島田 精 一 \ 校 法人 津田 整 大 学 理事 長 東日本 旅客 鉄道 株 式 会 社 
清水 崇 映画 息 督 / 脚 本 家 盛岡 支社 盛岡 運輸 | 
笑福亭 仁鶴 落語 家 主任 運転 士 
オリ ン パ ス PEN-F 


M.ZUIKO DIGITAL ED 

12-40mm F2.8 PRO 

32mm(64mm 相 当 

絞り 優先 AE(F5、 1/200 秒 
1.3EV) - ISO 500 

WB: オ ー ト 


本 
取締 役 総 料理 胡 
長 


テラ ウチ マサ ト 写真 家 
東京 消防 庁 第 人 消防 方 面 本 部 消防 救助 生 部 隊 (通称 : ハイ バー レス キュ ー 
広田 沿 敬 鉄 

広田 泉 
深田 晃司 
藤井 雅之 
細野 理 
本 間 益 章 


臨 訂 教 授 / 医 人 


Massa 
松井 一 朗 
松岡 敬 
万 代 典 彦 


ジェ イア ー ル バス 開会 
HOTEL DE MIKUNI オー ナー シェ フ 
水戸 岡 閲 治 イラ スト レー ター / 工 業 ・ 建 
宗 雪 雅 幸 公益 日 本 写真 
村上 大 用 
村上 も と か 
矢崎 雄一 郎 テラ 株 式 会 社 代表 取締 役 社長 / 医 師 
山田 哲人 。 東京 ヤク ルト スワ ロー ズ 内 野手 


山内 恵介 各 

山本 束 墨田 区 長 

山本 善 政 会 社 ハー ド オ フ コ ー 
行 岡 哲 男 

龍 信之 助 


神奈 


| 寺 科 大 学 内 教授 / 医 大法 人 も 
陵 上 自衛 隊 習志野 駐屯 地 第 一 空 拉 団 
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オリ ン バ ス PEN-F 
M.ZUIKO DIGITAL ED 
14-42mm F3.5-5.6 EZ 。 
19mm(38mm 相 当 ) 
絞り 優先 AE(F6.3、 
171.250 秒 、 0.3EV) プ 
ISO 200/ WB : 晴天 


オリ ン パ ス PEN:F。 ン 

M.ZUIKO DIGITALEB、 
14-42mm F3.5-5.6 EZ で m、、 
20mm(40mm 相 当 ) 

絞り 優先 AE(F5,6、 1/1,250 秒 、 
0EV/ SO 200 デ ー 

WB: オ ー ト 


和 計 14mm 
126mgr 相 当 ) た 紋 り 優先 AE 
(E33S3725 和 0EV 

SO32007 WB: オ 


眼 , 映る る の が あり 、 そ れ を カメ ラ で 2 A Pc ラ を 持っ て いら れ た こと 、 そ れ に 対し て シ 
切り 取る 。 それ は 思い が け な く 眼 ャ ッ タ ー が 切れ た 自体 が ラッ キー な の 
の 前 に 現れ た 場 虹 度 と 現われ SORASEUUERUNNSEOEMALUN で ある 。 三脚 を 備え て 何時 間 6 粘っ た り 、 
る こと は な い も し 拉 H を 被写体 が 現れ る の を じっと 待っ て いる な ど 、 
うと すれ ば 、 の は 化 非 の 間 よさ ら 健壱 色 底 私 に 出来 よう は ず も な い 
な の で ある ら っ て いい で す - あ る の は 、 た だ ラッ キー な 隙間 な 
か ?」 そ う し か し カメ ラ を で ある 。 日 常 の 中 に ラッ キー が あっ た と 
意 織 し た 骨 間 に 自然 人 や 、 を れ に 作 う 直 れ 違 > う 日 常 える 。 い や 、 ラ ッ キ ー な 瞬間 が 日 常 だ 
は 消 減 し て し まう 。「 真 ] を [写す 」 の が 写 常 | っ た の か も し れ な い 。 そ れ に 気づく か どう 
真 で ある と すれ ば だ が …… か で ある 。 そ うし た 写真 が 好き な の で ある 
日 頃 、 写 真 を 撮 ろ うと カメ ラ を 構え て 歩 街 は 面白 い 一 一 だ か ら 歩 く 。 日 常 は 面白 
いて いる わけ で は な い 。 偶 然 に 遺 遇 し た 被 会 場 : オリ ン パ スギ ャ ラリ ー 東 京 い ー 一 だ か ら 歩 く 
写 体 が 欧 腺 に ふれ 、 シ ャ ッ タ ー を 切る 。 よ 人 そし て シャ ッ ター を 切る 、 こ こ に ある の 


月 10 日 一 3 月 23 日 まで で ある 


っ て その 一 瞬 の 出合 い 、 そ し て その 時 カメ 癌 最終 日 15 : 00 ま で ※※ オ リン パス ギャ ラリ ー カ 


オリ ン パ ス PEN-F  M.ZUIKO DIGITAL ED 14-42mm F3.5-5.6 EZ オリ ン パ バス PEN-F " M.ZUIKO DIGITAL ED 14-42mm F3.5-5.6 EZ 
42mm (84mm 相 当 ) 絞り 優先 AE(F5.6、 1/100 秒 、 土 0EV) プ ISO 320 WB : 晴天 23mm(46mm 相 当 ) 絞り 優先 AE(F4.4、 17160 秒 、 土 0EV) ISO 200 プ WB : 晴天 


(人 き 杏 沈 画 計 放 


で 電 QO 演 較 r「 ( 計 細 和 壮 思 
ft 
で きら ぶ 端 評 柚 山 店 吉 叶 掴 則 


/sJaudeJ6o1oud-W!AJeui/dI/droo'snduuAloWAW/:dU 


写 
真 
だ 
か 
ら 
そ 
伝 
わ 
る 
思 
も 9 
が 
あ 
る 


か 
ら 


光 


PROFILE 


ち 」 の プロ グ 
ど を 取材 。 そ 
東 、 ア フリ カ 
大 震 災 以降 
いる 。 2012 
た ち -」 で 第 8| 


SITN ヨ S ヨ dd SndM 人 1O 


安田 菜津 紀 


や す だ な つき : 高 校生 の と き 、NPO 法 人 「 国 境 な き 子ども た 


ラム で カン ボ 
の 後 、 フ 


こ 赴 き 、 青 少年 自立 支援 施設 な 
ナリ スト と し て 、 東 南ア ジア 、 中 
日 本 国内 災害 の 取材 を 進め る 。 東日本 
は 陸前 高田 市 を 中 心 に 、 被 災 地 の 記録 を 続け て 
年 、「 HIV と 共に 生ま れる - ウ ガン ダ の エイ ズ 硫 児 
回 名 取 洋之 助 写 真 賞 受 賞 


http://www.yasudanatsuki.com/ 


ほえ て くれ る の は 、 
よう な も の か も し れ な 
じ られ る も の は 本 当 
に 正しい の か 、 頼 りな いよ うな 感 

に 翼 わ れる 
繰り 返し 写真 を 眺め た り 少 し ずつ っ 
目 に する 範囲 を 広げ た りす る こと で 、 
も の が 少し ずつ 自分 の 


が ある 。 和 柔らか 
の 中 で 折り 紙 を 折る 手 。 竹 串 
の よう な も の で て いね い に 折 り 目 を 
付け て いる 。 机 上 に は 、 そ うし て 折 
られ た 折り 紙 が 居心地 よき そう 
並ん で いる 。 明 る い 光 の 中 で 折 
紙 に 集中 する その 手 は 、 心 な し か 
辛 せ そう に 見 える 
少し ずつ 、 他 の 写 
て みる 。 折り紙 を 手 
女性 。 大 事 そ うに 掌 に ある 折り 紙 
を 眺め て いる 。 机 」 折り 紙 の 
束 と 、 そ こ か ら 生 まれ た 折り 紙 作品 , 
背後 に は た くさ ん の 段ボール が 積み 
上 が っ て いる 。 別 の 写真 に は 、 夫 と 
並ん た カメ ラ を 見 つめ る 2 人 
の 柔和 な 笑顔 を 見 て いる と 、 そ こ 
に は 撮影 者 へ の 確か な 信頼 も 
られ る 。 別 の 3 『 い る の は 、 
半壊 の 家 の 前 。「 危 ] の 張り 紙 が 見 
える 玄関 を 閉 け よう と し て いる 


目 を 広げ 
j 合 の 


6 


ー ナ リス ト ・ 安 田 菜津 紀 の 手 に よる 、 


熊本 地震 の 披 人 者 の 様子 だ 。 背 景 
の 事情 を 教え て も ら っ た 

て いる の は 、 作 取 さ ん 
2016 年 9 月 の 段階 で 、 益 
城 町 の 避難 所 で じ で いた 。 見 
夫婦 と 母 $ こ の 遊 難所 で 生活 。 同 
E 宅 に 移り た い が 、 も と も と 
と し て は 別 な の で 、 る その 希望 
が まっ た く 通 ら な い 状 況 だ っ た 。 

折り 紙 は 、 表 の の ぶ 子 さん の ご 
趣味 。 折り 紙 に 熱中 し て いる と き は 
嫌 な こと る 忘れ られ る と いう 。 出来 
上 が っ た 折り 紙 は 、 お 世 
て いる 人 た ち へ の プレ ゼン ト 。 足 が 
ご 不 自由 な の ぶ 子 さん の た め 、 夫 の 
盛 光 さん が 時 々 自宅 に 戻っ て 、 折 
り 紙 や 手芸 用 品 を 持ち 帰る 。 も ち 
ろ ん 、 半 壊 の 家 に 立ち 人 る こと に 
危険 が 伴わ な いわ け で は な い . 

2016 年 9 月 初め の 時 毎日 
は 寝泊り し て いな い 人 る 含め る と 、 
益城 町 の 避難 所 に は 約 400 人 が 生 
活 し て いた 。「 本 来 は あっ て は いけ 
な いこ と な の で す が 、 の 生活 か 
6 弱い 立場 に ある 方 い 込 まれ 
て し まっ て いる と いう 状況 が あり ま 
す 」。 仮 設 住宅 の 申し 込み 要件 が 変 
わっ た こと に 気付 か ず 、 い つま で も 
避難 所 生活 が 続く 高齢 の 男性 。 あ 
る い は 、 車 いす で 生活 で きる 仮設 住 
が な か な か 加 備 きれ ず 、 あ ちこ ち 
の 遊 難 所 を 転々 と し て きた 男性 。 東 
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日 本 大 震 災 を 長く 取材 し て きた 安 
田 は 、 そ れ が ぢ 


な ら な い 


る か は 、 実 は 私 た ち は 東日本 大 
で 学ん だ は ず の 
これ ら 5 の 
年 9 月 は 、 初 め て 安田 が 避難 所 に 
足 を 踏み 人 れ た 時 期 で も ある 。 も 
っ と 早い 時 期 か 本 地震 を 取材 
し て いた の に 、 な ぜ そ れ ま で 避難 所 
を 訪れ な か っ た の か . 5 衣 寺 
ト ジ ャ ー ナ リス ト と し て の 安田 の 姿 
勢 が 省 条 され て いる 
「 東 日 本 大 震 災 の と き は 被災 範囲 が 
広かっ た の で メデ ィ ア の 取材 も ある 
思 度 分 散 し て いま し た 。 で も 熊本 の 
場合 、 狭 い 地域 で これ だ け の 災害 が 
起き た た め に メデ ィ ア の 取材 が 集中 


オリ ン パス OM-D E-M1 Mark 
17mm F1.8 17mm(34mm 相 当 ) 
176.400 秒 、 0.7EV) ISO 200- WB : オ ー ト 
熊本 地震 か ら 再 起 を か けた イチ ゴ た 
い 」 と 訴え て いる よう だ っ た (熊本 県 了 


M.ZUIKO DIGITAL 
絞り 優先 AE(F1.8、 


小さ な 花 が 「 生 きた 


し て し まい まし た 。 そ の こと で 避難 
者 の 方 が か な り 疲 れ て いる こと は 子 
想 が つい た の で 、 少 し 間 を お いて か 
ら 6 お 外 魔 し よう と 思っ た の で す ]」 
取材 する 側 の 論理 を 振り か ざす の 
で は な く 、 あ くま で る 取材 きれ る 側 
の 立場 に ほ い 配 虚 だ 
そし て 、 マ ス メ デ ィ ア と 個人 で 活 
動 す る フォ ト ジ ャ ー ナ リス ト の 立場 
説明 する 。「 や っ ぱり 新聞 
記者 きん っ て 締め 切り が ある ん で す 
ね 。 夕 刊 に 問 に 合わ せる た め に ここ 
で 話 を 聞い て お か な けれ ば いか な い 
と いう ふう に 、 報 道 す る 側 の 時 間 に 
合わ せ て 取材 相手 を 振り 回 し て し 
まう こと だ っ て あり ます 。 私 
場合 、 基 本 的 に は 差し 迫っ 


と 


オリ ン パス OM-D E-M5 Mark IL 
75mm F1.8 "75mm(150mm 相 当 
1/125 秒 、 一 1.3EV 


起 を 願っ て (熊本 県 熊本 市 ) 


MZUIKO DIGITAL 


ISO 3200 WB : オ ー ト 
熊本 城下 で 今年 も 行わ れ た 「 み ず あ か り 」 の 祭り 。 街 の 再 


の 時 間に合わ せる こと が で きる と 思 
いま す 」 


人 者 に 寄り 


っ くり と 世の中 に 広げ て いく 。 そ 
で 伝え られ る の は 、 決 し て 一 目 で わ 
か る こと ば か り で は な いか も し れ な 


い 。 そ 


を 見 る 側 も る 試さ 


文 * 岡 野 幸治 


で は 3 


で ラテ rwe) ーー 


CP+2017 オ リン バス ブー ス 


「 写 真 で 伝え る 世界 、 
東北 の " 今 "」 


2 月 24 日 ( 金 ): 13:40-14:10 
2 月 25 日 ( 土 ): 15:35 一 16:05 


絞り 優先 AE(F1.8、 


洛 


ン 2 ペー 
旧 
と 2 

ゃ AA 


ft 


S ひ らき 


て 竹生 誰 還 人 弄 
い ? 


員 


オリ ン パ ス OM-D E-M1 Mark II 
17mm F1.8 17mm(34mm 相 当 ) 
ぁ 、 0.7EV) 


1 


NN) 


1 


M.ZUIKO DIGITAL 
絞り 僚 先 AE(F8、 


ISO 200- WB: オ ー ト 


ペン ショ ン 村 も 、 そ の 後 の 土砂 崩 
た (熊本 県 南 阿 菊村 ) 


オリ ン パ ス OM-D E-M5 Mark IL 
M.ZUIKO DIGITAL 17mm F1.8 
17mm(34mm 相 当 ) 。 絞り 優先 AE 
(F1.8、 1/1.000 秒 、 0.3EV) 

ISO 1600 WB : オ ー ト 


体育 館 放 難 所 で 仮設 住宅 の 当 
選 を 待つ 、 作 取 盛 光 さん 、 の ぶ 子 
さん ご 夫妻 (熊本 県 益城 町 ) 


オリ ン パ ス OM-D E-M1 Mark TL 
M.ZUIKO DIGITAL 17mm F1.8 
17mm(34mm 相 当 ) 絞り 優先 AE 
(F8、 1/400 秒 、 0EV) 

ISO 200 WB : オ ー ト 


「 それ で も 私 は この 自然 が 大 好き 
だ か ら 」 と る り 子 さん 。 「 
に 、 心 を 癒し に 来 て ちょ うだ | 


オリ ン パ ス OM-D E-M5 Mark IL 
M.ZUIKO DIGITAL 17mm F1.8, 
17mm(34mm 相 当 ) 。 絞り 優先 AE 
(F1.8、 17500 秒 、 十 0.3EV) 

ISO 1600- WB : オ ー ト 


で 出会っ た ボ 
レ ゼ ント し て いる の だ と いう ( 館 本 
県 益城 町 ) 
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キヤ ノン EOS-1D X Mark シグ マ 12-24mm 

F4 DG HSM 12mm 絞り 優先 AE(F5、 1/800 秒 
†0.7EV) 。 ISO 3200 。 WB : オー ト 

チー ム ス タ ッ フ と の 大 撮影 会 。「 チャ ン ピ オ ー ネ ! チャ 
ン ビ ピオーネ ! オン レー オー レ と 全員 
で 歌っ て いる 。 下 の 撮 影 の 直前 に レン ズ の 落下 事件 
が 勃発 。 慌て て レン ズ を 付け 直し た ら 下 の 写真 の よう 
に 周り に は レン ズ だ ら け と な り 、 少し 無理 や り 右 前 方 
に 移動 し て 撮影 し た の が 上 の カッ ト 。 提 影 ポジ ショ ン 
の キー プ と 、 後ろ 左右 か ら 激しく 押さ れ て プレ を 回 選 
する こと に 必死 に な っ て シャ ッ ター を 切る 
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⑥ チャ ン ピ オ ン が 決定 し た 瞬間 。 それ は カメ ラマ ン に 


最終 戦 の アプ ダビ GP は チャ ン ピ オ ン が 決 
まる グラ ンプ リ だ っ た 。 チ ャ ン ピ オ ン に な る 
権利 お ある の は 、 メ ル モ デ ス に 乗る ハミ ルト 
ン 選 手 と ロズベルグ 選手 の 2 人 。 レ ー ス が 終 
わり 、5 ポ イン ト 差 で ロズベルグ 選手 が 初め 
て チャ ン ピ オ ン を 獲得 し た 。 こ の 瞬間 、 世 界 
中 か ら 集 まっ た カメ ラマ ン た ち は 、 ロ ズ ベ ル 
グ 選 手 の 歓喜 の 表情 を カメ ラ に 収め よう と 
行動 を 開始 する 。 ま ず は 、 ロ ズ ベ ル グ 選 手 が 
パル ク フ ェ ル メ (車両 保管 所 ) で マ : 
て メカ ニッ ク に 駆け 寄っ て 来 た と ころ を 撮影 
し 、 表 彰人 台 で の セレ モニ ー や 記者 会 見 な ど が 
終わ っ た あと 、 チ ー ス 集合 写真 を 撮る 。 毎 戦 


座り 


も ちろ ん その 中 心 は ロズベルグ 戦 手 。 そ し て 


チー クム 写 真 を 撮影 し た 直後 の シャ ン パ ン フ ァ 
イト の 始ま り が 、 カ メラ マン に と っ て も スタ 
ー ト の 合図 と な る 

12-24mm を 付け た ボディ を 右手 に 持ち 
85mm を 付け た ボディ は 肩 に か け て 、 シ ャ ン 
パン が 降 "中 、 た だ ひたすら ロズベルグ 
選手 の 真正 面 に 陣 取 る こと を 目指 し て 突っ 
込ん で いく 。 その 瞬間 は 、 レ ンズ に シャ ン パ 


上 


tt | 2 


G HSM 12mm 絞り 優先 AE(F4、 17400 秒 、 0.3EV) ISO 2500 WB : オ ー ト 
、 表 彰 台 の 下 に ある パル ク フ ェ ル メ に 上 位 3 台 が マシ ン を 止め る 。 迷わ ず 最 前 列 の フェ ンス の 位置 に 進む と 、 背 
場所 を 譲る 。 それ は ひょっと し た ら ロ ズ ベ ル グ 選 手 の 担当 メ カニ ッ ク な ら こ こ に 来る の で は な いか と いう 賭け た 

ら 、 来 た の が ハミ ルト ン 選 手 の 担当 メカ ニッ ク だ っ た ら 、 ほとん ど 何 も 撮れ て な か っ た だ ろう 


キヤ ノン EOS-1D X Mark エー シグ マ 12-24mm F4 DG HSM 24mm キヤ ノン EOS-1D X Mark エー シグ マ 12-24mm F4 DG HSM 24mm 
絞り 優先 AE /500 秒 、 0.7EV) 。 ISO 3200 。 WB : オー ト 絞り 優先 AE(F4.5、 1/320 秒 、 十 0.7EV) 。 ISO 3200 ” WB : オー ト 
昼 例 の チー ム 集 合 写真 の エン ディ ング は シャ ン パ ン の か け 合 い 。 そ 虹 が 行わ れ た 最後 の 方 で お 母さん ( 右 )、 奥 さん ( 左 ) と キス 
れ と 同時 に 、 カ メラ マン た ち は ロ ズ ペ ベル グ 選 手 に 殺到 する 。 最初 の 。 初 の チャ ン ピ オ ン 獲 得 だ っ た し 、 嬉 し そう 。 で も 、 引 
1 歩 が 大 事 ! 退 す る と は 思わ な か っ た 。 いつ か 復帰 する よう な 気 も する 


と っ て 戦い の スタ ー ト で も ある 


ン が 付く と か 、 も う 1 台 の ポ ディ が 誰か に 引 し た その 上 
っ か か っ て 引っ 張ら れる と か を か まっ て いる わっ と 、 
余裕 な が など は どこ に も な い 。 どう ぞ ど う ぞ と か か 川 マジ か ぁ ーーー 一 と 叫ん 
いう 譲り 合い な ど 全 く な い 。 我 こそ が 前 に て いる 。 落 下 し た レン ズ は 、 
行く の だ と いう 5、60 人 の 上 獣 の よう な * ヽ た メカ ニッ ク の スニ ー カ ー 
が 汚い 言葉 を 吐き つつ 1 カ所 へ と 突 た あと 、 小 さく バウ ンド し て 僕 の 手前 
汗 と シャ ン パ ン の 匂い が 充満 す る 中 マッ ハ で 手 に 取り 、 ボ ディ に 装 


な ぜ か 新品 の 12-24mm が ふ ス を 提供 し て くれ た 。30 分 くら い の 撮影 タ 
下 し て いく の が 見 える で は な い ム の あと 、 プ レス ルー ム に 戻る 途中 に 考え て 
いた こと は 、 な ん で 、 レ ンズ が 外れ た の か だ 
っ た 。 それ に な ぜ 胸 も 痛む 。 昔 、 ゴ ー 
カー ト の レー ス で 助 ] 本 同時 に 骨折 し た 
と き の 痛 み に そ っ くり だ 。 あ の お し くら まん 
じゅ う の 息 が で き な か っ た 数 十 秒 


本 当 に 息 も で き な い くら い の 超 強 この 信じ られ な い タ イミ ング で ビ が 入っ た よう だ 
ら ま ん じゅ う 状 態 と な る た 数 秒 の 問 に 1 人 か 2 人 に 撮 彫 ポ その 後 2 週間 は 笑っ た り 、 く し ゃ み が 出 た 


譲っ て し まっ た よう だ りす る と 笑っ ちゃ うく らい の 激痛 が 続く 日 々 
英 に な ろう と し た と き 、 こち で で は この よう に 想像 も で き な 

- 陣 取る こと が で ー ム メン バー と 記念 撮影 し た り 、 輪 に な いよ うな こと が 起こ る 。 それ も 含め て 、 楽 し 
2mm 儲 の 表 を 構え よう と 大はしゃぎ し た り 、 多 く の シ ャ ッ タ ー チ ャ ン いね 、 撮影 っ て ! 


中 心 に し て 周り に メカ 


玉 
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都市 交通 の 重要 な 役割 を 担う 鉄道 。 都心 
に も た くさ ん の 車両 基地 が 存在 する 。 そ こ で 
今回 は 東京 メト ロ 小 石川 車両 基地 を 深夜 に 


撮影 し た 。 こ の 車両 基地 は 都心 の 中 に ひっ 
そり と 倍 む よう に 建設 され 、 ま さ に SF に 出 
て くる 秘密 基地 の よう な 様子 。 車両 基地 の 照 
明 が レー ル 表 面 に 反射 し て 、 美 し い 光 の 軌 
道 ラ イン を 表し て いる よう だ 。 特に カー ブ の 
線 や 複雑 な 軌道 部 分 で は さら に 美しい 魅 


人 工 光 を 思い どおり に 操る 写真 の 魔術 


写真 : 文 * 


力 を 放っ て いる 。 夜 が 深まる ご と に 、1 日 の 
仕事 を 終え た 車両 た ち が 静 か に 基地 に 戻っ 
て くる 。 徐々 に 基地 内 に は 、 機 関 を 停止 し た 
無機 質 な 車両 た ち が 増え は じ め 、 時 間 が 経 
つ に 連れ て 軌道 上 を 車両 た ち が 埋め て いっ た 。 
基地 の 照明 で 逆光 で の 撮影 と な っ て いる が 、 
硬質 な 車両 の (フォ ルム が 、 良 い 具 合 に コン ト 
ラス ト を 作っ て くれ て 、 そ の 光景 は と て も 美 
し く 静 寂 で 、 と て も 印象 的 な 作品 と な っ た 。 


第 … 夜 
回 送 列車 が 眠り に つく 
静か な 鉄道 車両 基地 


夜 の 帳 が 下り る と 、 普段 見 慣れ た 都会 の 吐 双 
は ドラ マチ ッ ク な 世界 へ と 変わ る 。 そこ に は デ 
ジタル カメ ラ な ら で は の 楽し さ が 広がっ て いる ! 


この 撮影 地 は 橋 の 上 で 安全 に 撮影 で きる 場 
所 で は ある が 、 こ の よう な ケー ス は 意外 に 珍 
し い 。 基本 的 に 車両 基地 に は 高い フェ ンス や 
壁 が ある た め 、 ベ スト ポジ ショ ン か ら 狙 え 、 
か つ 安 全 に 撮影 で きる 場所 は 少な い 。 だ か 
ら 撮影 を する 前 に し っ か り 現 場 の 状況 を 見 て 、 
通行 人 や 交通 の 妨げ と な ら な いか 、 安 全 に 
撮影 で する か 、 と いう 点 を 意識 し て ロケ ハン 
を 行う こと が 大 切 と な る 。 


ii EL 
ー 日 
3 
『。 」 旨 旧 旧 


撮影 DAIA 


CAMERA 

ニコ ン D810 

IENS 

AF-S NIKKOR 
70-200mm 2.8G 
EDVRI 

FOCUS IENGTH 
200mm 

EXPOSURE MODE 
マニ ュ ア ル 露 出 
FNO F13 
SHUTTER SPEED 60 秒 
ISO 64 

WHITE BALANCE 
2.500K 


都市 風景 に 欠か せな い の 
が 、 鉄 道 の あ る 風景 。 交 
通 機関 と し て 、 生 活 に 何 
気 な く 溶け 込ん で いる そこ 
に は 、 無 駄 が な く 機能 美 
の 世界 観 が ある 。 そし て 
静寂 の 深夜 、1 日 を 終え よ 
うと する 電車 と 車両 基地 
を 美しく 撮影 し た 


和 下 雲 の 表 情 や 線路 の 迫力 で 
内 の 要素 を 整理 する 
現場 は 撮影 で きる 場所 が 限ら 車 に 的 を 絞っ て みた が 、 車 両 基地 


れ て いる た め 、 構 図 で 一 番 課題 と 
な る の は 画 角 だ 。 少 し 引き 気味 
の 構図 で 、 街 の 雰囲気 を 入れ た 
いと ころ だ が 、 雲 が な いた め に ど 
こと な く 空 が の っ ぺり し た 感じ に 。 
また 望遠 寄り の 構図 で 線路 と 電 


の 良さ が 伝わら な い 。 そ れ で この 
場合 は 、 車 両 基地 の 建物 と 電車 、 
軌道 を バラ ンス 良く 収め る 構図 
と な っ た 。 写真 撮影 は 環境 や 天 
候 に 大 きく 左右 され る の で 、 臨 機 
応変 に 対処 し よう 。 


200mm の 圧縮 効果 で 
曲がる レー ル を 強調 する 


撮影 場所 が 前 後に 移動 で きず 、 
脚立 を 使い フェ ンス の 上 か ら 見 下 
ろ す 、 限 られ た 場所 か ら 撮影 する 
た め 、 自 由 に 画 角 を 設定 で きる 
望 遠 ズー ムレ ンズ を 使用 し た 。 望 
遠 域 を 使う こと で 、 何 気 な く 見 
えて いる 平凡 な 景色 が 圧縮 効果 


に よっ て 面白 い 光景 に な る 。 そ の 
た め に は 車両 基地 の 長い 列車 や 
レー ル の 軌道 を 、 進 行方 向 に 沿 
っ て 撮影 する こと が ポイ ント だ 。 
カー ブ や 分 岐 ポイ ント の 複雑 な 場 
所 が ぐに ゃ り と 変形 し 、 こ れ ま た 
不思議 な 景色 を 見 せ て くれ る 。 


辿 
102mm で 空 を 入れ る 200mm で 空 を カッ ト ョ 


構図 に よっ て 伝え た い 都 市 の 雰囲気 が まる っ きり 変わ っ て し まう 。 
写真 で 何 を 表現 し た い の か 、 テー マ を 持つ と 構図 を 決め や すい 


車両 基地 周辺 は 撮影 坦 
所 に 制約 が あり 自由 に 寄 
り 引き が で き な い た め 、 フ 
レー ミン グ の 微 調整 が で き 
る 望 可 イ ー ム が 重宝 す 
る 。 フェ ンス の 上 か ら 見 下 
~ ろ す アン グル で 200mm 
の 圧縮 効果 を 利用 


ゴー スト と 被 写 界 深度 を 
考慮 し て F13 で 撮影 


焦点 距離 が 200mm と 長い 場 
合 に 、 被 写 界 深度 を 十分 に 確保 
し パン フォ ー カ ス す る こと に よっ 
て 、 長 い レー ル や 車両 全体 に し っ 
か り エ ッ ジ が 効き 、 硬 質 な 感じ に 
仕上 が る 。 ま た 車両 基地 の 照明 
が 大 きく 光源 が 強い た め 、 光 条 


の 出 具合 が 主張 し 過ぎ な いよ う F 
値 を 調整 。 開 け 過 ぎる と ゴー スト 
が 出る 場合 が あり 注意 が 必要 だ 。 
ホワ イト バラ ンス や 画質 の 調整 は 、 
深夜 の 質感 を 出す た め に 色 温度 
を 低く 。 そ し て 行先 表示 板 で 変 
わる 光 跡 の 変化 も 楽し みた い 。 


主役 は ぶら さす 光 跡 は 美しく 
露光 間 ズ ー ム 成功 の 秘訣 の 巻 


7 用 


DR 24-120mm 他 


O64 


ED VR 120mm 


We 


開放 絞り で 撮影 する と 
ゴー スト が 出 た 。 絞り を 
いろ いろ 試し て 確認 し な 
が ら 撮 影 し よう 


光 跡 で 写真 を 演出 する の も 楽し い 
が 、 今回 は 主張 し すぎ る と 判断 


ヨン が きれ いな 
ー ム レン ズ を 使 


た ほど の シャ ッ タ ー 速 
ッ タ ー が 開い て 回 光 し て いる 間 
ー ム アウ ト す る だ け 。 こ れ だ け で 
左 の 写真 は 女神 像 と イル 


倍率 ズー ム で 7 秒 露 
光 後 望遠 端 か ら 広角 側 へ 
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アッ プ す る ) 


Photoshop 
し 9。 ナ 


お 気に入り の 写真 を レタ ッ チ し て も 、 な ぜ う まく いか な い 
の ? も し プロ が 自分 の 作品 に 手 を 入れ た ら ど う 仕上 が る 
の だ ろう か ? フォ トグラフ ァ ー・ 大 和田 良 が そん な 疑問 を 
スッ キリ 解決 する 。 読 者 の 皆さん か ら 募 集 し た 作品 を 、 
実際 に 大 和田 先生 が RAW 現 像 & レ タッ チ ! どん な 仕上 
が り に な る の か 、 ライ ブ 感 満点 で お 届け する 。 


sm ァ * 大 和田 良 


「 希 望 ] ほ とい う テ ー マ で 拝見 し た 今 
回 の 公募 で は 、 ボ ー ト レー ト を 中 心 
に 明る 〈 鮮やか な 写真 が 多く 集 ま 
っ た 。 ま た 、 逆 に 暗 聞 か ら 浮 か び 
上 が る よう な シャ ドウ 捕 写 の 美しい 
写真 も 多かっ た よう に 思う 。 そ の 中 
か ら 、 今 回 は 槽 田 剛 之 きん の 写真 
を お 借り し て レタ ッ チ を 施し て みた 
いと 思う 。 雲 の 表情 が 幅 か で 、 合 
間 か ら 差 し 込む 光 が 美 し く 再現 き 


れ て いる 。 バ ッ ク バ ッ ク を 背負 う 瞬 
間 が 捉え られ た こと で 動き が 感じ ら 
れ 、 旅 人 の 雰囲気 が うま く 表 現 き 
れ た 1 枚 だ 。 美 し い 背景 描写 を よく 
生か し た スナ ッ プ に な っ て お り 、 豊 
か な スト ー リ ー を 思わ せる 佳作 で は 
な い だ ろ うか 。 雲 と 人 物 の 対比 な ど 
も 考え な が ら 、 オ リ ジ ナ ル 作 品 の 特 
徴 を 受け 継ぎ つつ 、 少 し 趣向 を 変 
えた レタ ッ チ を 施し て みた い 。 


オリジ ナル 作品 


作者 : 槽 田 則 之 さん 


レタ ッ チ の 方 向 性 を 
検討 する 


今回 の 写真 で 注目 し た い の は 、 何 より も 
雲 の 質 感 だ ろう 。 色調 と コン トラ スト を 見 
極め な が ら ど れ く らい 表情 を 豊か が に する こ 
と が で きる か 試し た い 。 ま た 、 人 物 と の 対 
比 を 行う こと で 写真 に 描か れる スト ー リ ー 
も 強調 し よう 。 デ ィ テ ー ル 描写 を 見 せる た 
め 、 カ ラー と は 別に 最終 的 に は モノ クロ ー 
ム に 仕上 げ て 違い を 確か め た い 。 


輸 


レタ ッ チ : Photoshop 
Lightroom 2015 で | 

か すみ の 除去 を し 、 

形 度 を 貸 調 整 

撮影 地 神奈 川 県 訂 沢 市 
且 瀬 西浜 海水 浴場 


雲 の 表 情 を 
豊か に 再現 する 


差し 込む お 光 の 
描写 を 強調 する 


事 本 連載 は Adobe 
Photoshop CC を 
例 に 手順 を 
紹介 し て いま す 


左上 あたり の 雲 の シ 
える 人 記 ャ ドウ 部 分 を ター ゲッ 
相 ト に し て ホワ イト パラ 

ンス を 整え る 


各 パ ラメ ー タ ー を 調 
レコ - = 整 し て 全体 の コン ト 


ラス ト を 整え る 。 ま 
Sm _ wa 
正しい 色合い に な っ た 


た 、 か すみ の 除去 を 
使い 画面 を ある 程度 
明瞭 に 見 せる 


まず 基本 補正 で は ホワ イト バラ 
ンス ツー ル を 用 い 、 左 上 の 雲 の シ 
ャ ドウ を ター ゲッ ト に し て 雲 の 色 
調 を ニュ ー ト ラル な グレ ー に 調整 
する 。 全 体 の 階 調 は 、 明 る い 部 
分 と 暗い 部 分 に 適度 な コン トラ 
スト が 表れ る よう に 各 パ ラメ ー タ 
ー を 調整 し て いく と 良い 。 RAW 
現像 の 時 点 で は 白 飛び や 黒 つぶ 
れ が 広がら な いよ うに 気 を 付け る 。 
さら に か すみ の 除去 で 全体 を 若干 
明瞭 に 整え た 。 


率 読 者 の 公募 作品 を 大 和田 先生 が RAW 現 像 を レタ ッ チ する 「Photoshop レ タッ チ 全 」] の コン セプト を 発展 させ た 書籍 「 み ん な の Photoshop RAW 現 像 教室 | 
(本 体 2.000 円 税 160 ペ ー ジ B5 判 ) が 2 月 24 日 に 新 発 売 ! 38 点 の 実例 か ら 実際 に 仕上 げた い 作品 に 近い も の を 参考 に で きる 他 、Camera Raw 
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や Photoshop CC の 詳し い テク ニッ ク も 学べ ます 。 詳細 は イン プレ ス の Web サ イト (http://book.impress.co.jp/books/1 116101013) を ご 覧 くだ さい 。 


補正 ブラ シ で 人 物 の 周辺 を 選 
択 し 、 人 物 の 階 調 を 中 心 に 明る 
くし て 被写体 を 強調 する 。 同 時 
に 人 物 周辺 の 階 調 も 明る くす る 
こと で 右上 の 雲 の シ ャ ドウ と の 対 


補正 ブラ シ で 人 物 
周辺 の 階 調 を 補 
正す る 。 コン トラ ス 
ト と 明る さ を 調整 


BEFORE 


段階 フィ ルター で 雲 の 質 
感 描写 を 強調 する 。 シ ャ ド 
ウ 部 分 を より 暗く 仕上 げ る 


部 分 柄 正 で 階 調 を 調整 


比 を 強め る 。 そ の 後段 階 フィ ル タ 
ー で 画面 上 側 の 雲 を 全体 的 に 補 
正 し よう 。 赴 光量 を 下げ て 質 感 
描写 を 高め 、 コ ント ラス ト を 上 げ 
て さら に 質感 を 高め た い 。 


に ここ 


ここ 
雲 と 人 物 の 質感 が 出 た 


旗 プラ グイ ン で モノ クロ 化 


画面 の 各部 を それ ぞ れ 選択 し 、 
階 調 を 細か く 調 整 す る 。 選択 範 
囲 の 大 き さ に 合わ せ て ぼかし 量 を 
変え て 境界 を な じ ま せ る 。 こ こ で 
は 人 物 な どの 小さ い 部 分 で は 30 
ビク セル 程度 。 大 き な 雲 の 範囲 
で は 200 ビク セル 程度 ば か し て い 
る 。 部 分 ご と の 階 調 に 合わ せ て 
適切 な トー ンカ ー ブ を 描く よう に 
ポイ ント を 設定 する 。 カ ラー で 仕 
上 げ る 場合 に は この ステ ッ プ で 完 
成 と な る 。 


っ テー 


選択 範囲 で 部 分 を 整え る 


カラ ー で 仕上 げた 写真 を Silver 
Efex Pro 2 を 用 いて モノ クロ ー 
ム に 変換 する 。 調整 レイ ヤー な ど 
は フィ ルター を 適用 する 前 に 全て 


選択 範囲 で 細か く 整 える 


雲 の 質感 描写 を 強 
調 し つつ 人 物 と の 
対比 が 表れ る よう に 
画面 内 の コン トラ ス 
ト を 細か く 決 定 する 


統合 し て お こう 。 デ ィ テ ー ル を さ 
ら に 強調 する た め 、 プ リセ ッ ト の 
中 か ら 「 高 スト ラク チャ ( 強 )] を 
選択 し パラ メー ター を 微 調整 し た 。 


レタ ッ チ 
後 


フィ ルター を 適用 する 
前 に 調整 レイ ヤー 等 
は 統合 し て お く 


STEP 3 で 仕上 げた カラ ー の 写 
真 と オリ ジ ナ ル 作 品 を 比べ る と 、 
コン トラ スト の コン トロ ー ル は 似 
た 傾向 だ が ホワ イト バ パラ ンス が 異 
な る こと で 色合い に 違い が 表れ 、 


Silver Efex Pro 2 の 「 高 スト ラク チャ ( 強 )」 を 選 
択 。 赤 の 感度 を 高め て 人 物 の 服 は 明る く 再 現 


雰囲気 が 大 きく 異な る こと が 分 
か る 。 さ ら に STEP 4 で モノ クロ 
ー ム に 仕上 げた 写真 で は 、 雲 の 
質感 描写 な ど が 強調 され ダイ ナミ 
ッ ク な 風景 が より 強まっ て いる 。 


階 調 豊か に 仕上 げた い 


読者 の 皆さん の 作品 を 募集 し ます ! 


この 連載 で は 、 読 者 の 皆さん の 作品 を 実際 に 大 和田 先生 が 
RAW 現 像 と レタ ッ チ を 行い 、 その 手順 を 誌面 で 再現 し ます 。 毎月 
テー マ を 変え て 作品 を 募集 し 、1 一 2 作品 を 誌面 で ご 紹介 する 予 
定 で す 。 ご 自身 の 作品 が どの よう に 変わ る の か 試し て みた いと い 
う 方 の ご 応募 を 心 より お 待ち し て いま す ! 


5 月 号 の テー マ 
「 冬 の 記憶 」 


応募 締切 : 201 プ 年 3 月 10 日 


応募 方 法 


⑩ GANREF に ログ イン し 、 応 募 受付 中 の コン テス ト に アク セス 
http://ganref.jp/photo_contests 


の @「 デ ジタル カメ ラマ ガ ジ ン Photoshop レ タッ チ 聞 
2017 年 5 月 号 選考 (お 玉 : 「 冬 の 記憶 ])] を クリ ッ ク 


@ 応募 要項 を ご 確認 の 上 ご 応募 くだ 


@ 大 和田 先生 に よる 選定 後 、 編 集 部 より メー ル に て 
RAW デ ー タ ご 提供 の ご 相談 を させ て いた だ きま す 


な ぎら 健壱 


だ る ま の 片隅 で 


x6 


向け た の は いつ 頃 
り を 書き 下ろ 
す た め に 、 酒 場 巡 り を し て いた 頃 で は な か 
っ た だ ろう か 。 それ が 1] 冊 こ な っ た の が 
1983 年 で も わる か ら 、 そ れ を 考え れ ば 30 余 
年 前 と いう こと に な る 。 確 か 師走 、 大 中 昌 
近く で は な か っ た だ ろう か 、 究 い 日 だ っ た 
こと が お ぼろ げに 思い 出さ れる 
を 描い て くれ た K さん と 連れ 立 
Fr と な っ た 記憶 が ある 。 当 時 上 梓 
し た ほとん どの 本 は この K さ ん が イラ スト 
を 担当 し て くれ た の だ が 、2 人 し て よく 飲 
み 歩 いた 。 と に か てく 毎晩 の よう に 飲み 歩 
いて いた が 、K さん は 2006 年 に 早 近 し て 
し まっ た 


イラ ス 


っ て 店 の 
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に 
必置 


オリ ン パ ス OM-D E-M1 Mark TI 
M.ZUIKO DIGITAL ED 12-40mm 
F2.8 PRO 40mm (80mm 相 当 ) 

絞り 優先 AE(F4.5、 1780 秒 、 土 0EV) 
ISO 4000- WB : オ ー ト 


3 オリ ン パ ス OM-D E-M1 Mark 
M.ZUIKO DIGITAL ED 12-40mm F2.8 
PRO 21mm(42mm 相 当 ) 

絞り 優先 AE(F2.8、 1/60 秒 、 土 OEV) 

ISO 800 WB : オ ー ト 


き オリ ン パ ス OM-D E-M1 Mark 
M.ZUIKO DIGITAL ED 12-40mm 
F2.8 PRO 40mm (80mm 相 当 ) 
絞り 優先 AE(F5.6、 1740 秒 、 1.0EV) 
ISO 6400 WB : オート 


オリ ン パ ス OM-D E-M1 Mark 
M.ZUIKO DIGITAL ED 12-40mm 
F2.8 PRO 12mm(24mm 相 当 ) 

紋 り 優先 AE(F5.6、 160 秒 、 1.0EV) 
ISO 6400- WB : オ ー ト 


東京 都 江東 区 門前 仲町 「 け だ る ま 」 に て 


この 『 だ る ま 」 に よく 足 を 向け る よう に な 精彩 を 欠い た お 母さん の 顔 が あっ た が 常 で ある 
っ た の は 、 そ の 時 か ら 5 年 ぐら い 経 っ て か 今 は 美人 の 誉れ 高かっ た 、 姉 妹 が 中 心 「 よ う 、 久 し ぶり 」 そ の 志 ほり 向く の だ が 、 


ら で は な か っ た だ ろう か 。 家 が 近所 と いう て 店 を 切り 盛り し て いる 。 お っ と 「 誉 ” ど こ か で 会 っ た よう な 気 が す る が 、 一 向 に 
こと も あっ て 足 繁 く 通っ た 。 今 は 転居 し て っ た ]」 と 過去 形 に し て し まう と 、 怒 思い 出せ な い 。 し ば らく 話 を し て いる 内 に 
し まい 、 ちょ っ と 無 沙汰 と いう 案 配 で ある 6 れ ま す な 。 今 も 美人 と 演 れ 高い 姉妹 が 「 あ あ 、 南 砂 の 飲み 屋 で 会 っ た 人 か ] と 思 
店 を 切り 盛り し て いた の は 、 店 主 で ある お …… これ で いい か な 。 初 め て この 店 い 出し て 、 話 に 弾み が つく 
父さん と お 母さん で あっ た 。 お 父さん は ジ ど た と き は 、 ま だ その 姉妹 も 学生 で 店 に は 出 る て 、 そ ろ そ ろ ビ ピール か ら ホ ッ ピ ー に 替 
ャ ズ が 好き で 、 口 開け 時 な ど # 囲 気 ) て いな か っ た は ず で ある 。 今 で は その 娘 き えま し ょ うか 。 こ の 店 の 焼酎 は 濃い ぞ 。 ホ 
に ちょ っ と そぐわ な い ジ ャ ズ に 耳 を 傾け て ん が 店 の 手伝い を し て いる 。 そ ん な 月 日 が ニッ ピ ー1 ビ ン を 4 回 に 分 け て 使え る ん だ か ら 
いる 姿 が あっ た 。 お 母さん が 病 に 倒れ て 流れ て し まっ た の で ある 

入院 し た と き 、 お 父さん は 精 彩 を 欠い た 居酒屋 の 王道 と も いう べき L 字 型 の 長い > けん いち : 1952 年 東京 銀座 
顔 を し て 店 に 出 て いた の を 思い 出す 。 や カウ ンタ ー が あり 、 奥 に は テー ブル 席 が 何 PP 


ー に 飛び 入り 出演 し 

が て お 母さん が 退院 し て き て 、 二 人 で 頑張 席 か ある 。 あ た し は まず カウ ンタ ー に 座る 10 数 枚 の アル バム を リリ ー ス し て いる 。 カメ 

る 姿 が 復活 し た が 、 し ば らく し て ま こと は な く 、 テ ー プ ブル 席 で 気 の 置け な い 仲 エッ セイ 集 も 上 梓 し て いる 。 現在 は コン サー ト 活 動 の ほ 
か 、 独特 の キャ ラク ター で テレ ビ 、 ラジ オ 、 映画 、 ド ラマ の 出演 や 、 


東京 の こっ ち が わ 」「 町 の うし ろ 姿 」 が あり 、 写真 
の 方 が 先 に 亡くな っ て し まっ た 間 と 屈託 の な い 戯 れ 話 に 花 を 咲か せる の 新聞 、 着 誌 等 の 雪 筆 で も 活躍 を し て いる 


オリ ン パ ス OM-D E-M5 Mark II 。 M.ZUIKO DIGITAL ED 40-150mm F2.8 PRO 


「 千 の 顔 を 持つ 男 ] と 聞い て 、 ジ グ ソ ー の 
スカ イ ・ ハ イ と いう 曲 が 頭 の 中 で 流れ た ら 、 
昭和 の プロ レス が 大 好き だ っ た 人 に 違い な い 。 

オリ ン パ ス の プロ サロ ン で 活躍 する 田中 博 


(JPS) 、 日 本 自然 科学 写真 協会 (SSP) に も 

所 属す る な ど 、 そ の 写真 の 腕前 は 業界 で も 

知ら な い 人 が いな い ほ どの 実力 者 で ある 。 
今 で こそ トン ボ の 写真 が 代名詞 と な っ て い 


「 僕 は プラ イベ ー ト と 仕事 を 分 け て は いな い 、 
ライ フワ ー ク が 写真 で 、 その 中 に 仕事 $ あ る 」 


さん も その 1 人 だ っ た 。 トン ボ 日 記 (http:// 
www.tombo-tanaka.Ccom/) と いう サイ ト 
で 、 ほ ば 毎日 の よう に 日 記 を 更新 。 そ こ に は 

トン ボ の 写真 だ け で な く 、 さ ま ざ ま な 写真 家 
た ちと の 交流 の 様子 や 新 製品 で 撮影 し た 体 
験 談 な ど が 綴 ら れ て いる 。 日 本 写真 家 協 会 


lm 


る 田中 さん だ が 、 写 真 を 始め た 原点 は 意外 
に も プロ レス に あっ た と いう 。 ル チャ リブ レ 
を 代表 する 覆面 レス ラー「 ミ ル ・ マ スカ ラス 」 
の 勇姿 を 写し た いと 願い 、 父 親 に 買っ て も 
ら っ た の が トプコン の IC-1 と いう 一 眼 レ フ だ 
っ た 。 夏 休み や 冬休み を 利用 し て 親戚 が 住 


120mm(240mm 相 当 ) 


紋 り 人 先 AE(F5.6、 17250 秒 、 +0.3EV) ISO 200- WB : 晴 天 
高層 ビル に 囲ま れ た 木々 に 止ま る アキ アカ ネ ( ヴ 〒 )。 いっ た い 何 頭 の トン ボ が 
いる の か 、 数 えて みて ほし い 


オリ ン パ ス 株 式 会 社 


オリ ン パ スプ ロサ ロン 
田中 博 


プロ の 写真 家 の サ ポー ト や 支援 な ど を 行い な が ら 、 
そこ で 得 た 情報 を 開発 に フィ ー ド バッ ク する 役目 も 担 
っ て いる 。 OM-D E-M1 Mark な ど は 、 そ うし た 情 
報 が あっ て こそ 、 大 幅 な 進化 へ つなが っ た 


む 神戸 に 行き 、 そ こ を 拠点 に 関西 で 開催 さ 
れる 会 場 へ 何 度 も 足 を 運ん だ が 、 そ の プロ 
レス 熱 も アン トニ オ 猪 木 が 引退 する 1998 年 
の 4.4 で ひと つの 区 切り を 迎え た 。 

で は 、 そ の 情熱 が トン ボ へ と 変わ っ た の は 、 
いつ の こと だ っ た の だ ろう か 。 大 学生 の と き 、 
近く の カメ ラ 店 の プリ ント サン プル に トン ボ 
の 写真 が 使わ れ て いる の を 見 て 、 か つて 昆虫 
少年 だ っ た ころ の 自分 を 思い 出し た と いう 。 
中 で も トン ボ が 好き だ っ た こと も あっ て 、 一 
眼 レ フ で 撮っ て みよ うと フィ ー ル ド に 繰り 出 
し て は みた が 、 飛 ん で いる トン ボ を 撮る こと 
は 容易 で は な く 、 そ こ か ら ど うす れ ば キレ イ 
に 撮れ る か と いう 試行 錯誤 が 始ま っ た 。 そ れ 
か ら 30 年 、 未 だ その 情熱 は 冷め る こと な く 、 
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田中 さん は トン ボ に 魅了 され て いる 。 そ の ひ 
と つの 結果 が 写真 展 で 発表 され る 。 す で に 
何 度 も 展示 経験 を 持つ 田中 さん だ が 、 今 回 
の 作品 は 東京 で 撮影 され た トン ボ の 風景 。 


図 


普段 、 使 っ て いる と いう 2 つの カメ ラバ ッ ク に は 機材 が 隙間 な 
く 詰め られ て いて 、 ほ と ん ど プ ロ と 変わ ら な い ラ イン アッ プ 。 最 
近 の お 気に入り は OM-D E-M1 Mark II と M.ZUIKO 
DIGITAL ED 300mm F4.0 IS PRO と の こと だ 


内 に は 約 200 種 類 の トン ボ が 生息 し て いる が 、 
その うち の 90 種 類 が 東京 で も 確認 され て い 
る らし い 。 田中 さん は 今回 の 作品 テー マ と し 
て 、 自 分 と 同 世代 の 人 た ち に は 懐か し さ を 、 
子ども た ち に は 都会 に も こん な に トン ボ が い 
る こと を 伝え た いと 話し て くれ た 。 

最後 に 田中 さん が 自分 の 体験 談 と し て 、 
こん な アド バイ ス を し て くれ た 。「 写 真 を 上 達 
し た けれ ば 、 知 識 を た くさ ん 覚え る の で は な 
く て 、 自 分 の 好き な 被写体 を と どう や っ て キレ 
イ に 写せ る か を 考え る こと が 大 切 。 説明 書 を 
頭 か ら す べ て 覚え る の で は な く 、 疑 問 に 感じ 
た 部 分 だ け を 調べ る よう に し た 方 が いい と 思 
いま す ]。 田 中 さん に と っ て は 、 そ れ が プロ レ 
スラ ー で あり 、 トン ボ で あっ た に 違い な い 。 


オリ ン パ バス OM-D E-M 

Mark エ - MZUIKO 
DIGITAL ED 40-150mm 
F2.8 PRO+MC-14.210mm 
(420mm 相 当 ) 絞り 優先 AE 
(F8、 1/400 秒 、 十 0.7EV 

ISO 200 WB : 晴天 


2 フス ワン ボー ト を 背景 
ウチ ワヤン マ ( ざ ) 
腹部 の 第 8 節 が うち わ 状 に 
な っ て いる こと か ら 名 
が 付い た と 教え て くれ た 


オリ ン パ ス OM-D E-M10 
Mark T- MZUIKO 
DIGITAL ED 40-150mm 
F2.8 PRO+MC-14.210mm 
(420mm 相 当 ) 絞り 優先 AE 
(F4、 1780 秒 、 二 0.3EV) 

ISO 400 WB : 晴天 


オオ アオ イト トン ボ (g) の 美 
し い 姿 を 写す べく 「 フ ォ ー カ 
ス ブ プラ ケッ トモ ー ド 」 を 使っ 
て 50 枚 の 深度 合成 を し た 


オリ ン パ ス OM-D E-M5 
Mark 1 MZUIKO 
DIGITAL ED 40-150mm 
F2.8 PRO+MC-14 
210mm(420mm 相 当 ) 
絞り 優先 AE(F8、 1400 秒 
+0.3EV) ISO 200 

WB 晴天 

ムシ ティ の 赤い 
と アキ アカ ネ 
( \ )。 望 品 ダー ム に 1.4 
倍 テ レコ ン パ ー タ ー を 組み 
合わ せ て 420mm 相 当 の 
圧縮 効果 を うま く 利用 し た 


オリ ン パ ス OM-D E-M5 
Mark TL M.ZUIKO 
DIGITAL ED 60mm 

F2.8 Macro 60mm 
(120mm 相 当 ) 絞り 優 先 AE 
(F11、 1760 秒 、 土 0EV) 

ISO 400 WB : 晴天 

トン ボ の 羽根 の 透明 感 に 
魅力 され た と いう 
り 、 羽根 の ディ テー ル を 
60mm マ クロ と 外部 ブラ 
ッシュ で 表現 し た 


会 場 : アイ デム フォ ト ギ ャ ラリ ー「 シ リウ ス ]」 


日 15 : 00 ま で 
リー トー ク は 3 月 1 1 日 ( 土 ) 15:00 か ら 
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好き な 景色 と 一 緒 に 星 を 写し た い 


星 に 興味 を 持ち 始め た の は いつ 頃 だ っ た だ ろ 
うか 。 通 っ て いた 中 学校 に は プラ ネタ リウ ム が 
あっ て 、 そ こ は 減 多 に 行け な い 場所 だ っ た の で 
星 を 見 る こと が 特別 な 気分 に させ て くれ た の を 
よく 覚え て いる 。 高校 生 に な る と 天文 部 に 入っ 
て 、 レ ンズ を 通し て 星 を 見 る よう に な っ た 。 苦 
戦 し な が ら 組 み 立 て た 天体 望遠 鏡 で の ぞい た 天 
体 の 姿 は 、 肉 眼 で 見 た も の と は 全く 違う 幻想 
的 な 世界 で 心 が 躍 っ た も の だ 。 
それ か ら 10 年 後 、 私 は 写真 を 
撮り 始め 、 当 然 の 流れ の よう 
に 星 景 写真 を 撮る よう に な っ た 。 
今 で も 時 間 を 見 つけ て は カメ ラ 
を 空 に 向け て いる 。 

空 に 輝く 星々 は は る か 彼方 
か ら の 光 で 明る さも さま ざま だ 。 
星 を 見 る の で あれ ば 邪魔 に な る 
都市 の 明か り だ が 、 写 真 に 撮 
る と 自分 の 目 で は 見 る こと の で 
き な い 景色 を 作り だ し て くれ る 。 都会 の 街灯 の 
光 で 照ら され た 公園 の 木 を 撮影 し た と き の 衝 
撃 を 今 で も 忘れ な い 。 明 る い 地 上 と 紺碧 の 空 
に 輝く 星 。 露光 時 間 を 長く し て 明る く 撮 る と 、 
夜 で あり な が ら 、 ま る で 昼間 の よう な 空 と 景色 
に 写る が 、 や は り 昼 間 と は 違う 不思議 で 幻想 
的 な 風景 が 写る 。 

星 景 写真 だ か ら 広角 レン ズ だ け を 多く 使う と 
いう わけ で な く 、 そ の 場 に 応じ て 中 望 可 レ ンズ 
を 使う 自分 に と っ て は 一 番 便利 に 使え る レン ズ 
が 全域 F2.8 の 標準 デー ムレ ンズ だ っ た 。 単 焦 
点 レ ンズ で は 撮影 後に トリ ミン グ す る こと も あ 
る が 、 ズ ー ム する こと で 提 影 時 に 画 角 が 決め ら 
れる し 、 な に より F 値 が 明る い の が 良い 。 
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長 時 間 露 光 が 必 要 な 星 景 写真 は 、 一 晩 の 間 
に 何 度 も 場所 を 変え て 撮る こと は 難し い 。 自 
然 風景 の 中 で 撮る と き は 前 日 まで に 大 ま か に 
場所 を 決め て お き 、 直 前 に 現地 の 天気 を 確認 
し て 撮影 地 を 決め る こと も ある 。 都市 の 中 で 
撮る と き は 、 カ メラ バッ ク に カメ ラ を 3 人 台 入れ 
て 三脚 を 持ち な が ら 景 色 を 探し て 移動 する 。 
夜 起 や 低温 の 状況 に も 対処 で き て 、 持 ち 運 ぶ 
こと も 多い の で 軽量 化し た い 。 
さら に は 広角 か ら 中 望 可 まで を 
明る い F 値 で カバ ー し た い 。 と 
いう 僕 の わが まま に 一 番 応え て 
くれ た レン ズ が オリ ン パ ス の 
M.ZUIKO DIGITAL ED 12- 
40mm F2.8 PRO だ 。 

時 に は 人 が 多く いる 場所 で 2 
時 間近 く 撮 影 を 続け て いた り 、 
山 の 中 で 夕日 か ら 朝 日 まで を 
撮影 し た り し て いる が 気温 の 変 
化 や 天候 の 変化 に も 問題 な く 応 えて くれ た 。 
雪 の 降る 中 で 雲 の 隙間 か ら 見 える 星 を 撮影 し 
て いる と き は レン ズ が 雪 で 濡れ て いた が 、 普 自 
と 同じ よう に イメ ー ジ どおり の 写真 を 写し て く 
れ た 。 星 を 写し た 星 景 写真 で は な く 、「 好 き な 
景色 を 写し た ら そ こ に 星 が 写 っ て いた 」。 そ う 
いう 星 景 写真 を 撮り た い 私 は 、 今 日 も この レン 
ズ を 片手 に 空 を 見 上 げ て いる 。 


中 村 貴 史 ( な か むら た か し ) 
1984 年 埼玉 県 生ま れ 。 星系 写真 を 中 心 に 風景 写真 や スナ 
ッ プ な ど 引 広 く 提 影 を し て いる 。 人 と 星空 を ケー マ に レン ズ 
を 向け て いる 。 写真 セミ ナー 講師 や 書籍 の 雪 筆 も 行う 。 
http://takashinakamura.com/ 
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協力 : エプソン 販売 株 式 会 社 


「Rainy Nisht」 


作者 * 舘 太 加 志 ( 大 阪 府 ) 
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レタ ッ チ : SILKYPIX Developer Studio で 
RAW 現 像 、 コン トラ ス 
大 阪 府 大 阪 市 


る で 別世界 の よう に 
で す 。 この 舘 さ ん の 作品 も 
中 を た くさ ん の 人 が 
れ を ロー アン グル で 撮る 
た 。 車 の ライ ト で 輝 


の 光 の つか み 方 も 素 明 ら 
く 人 の 足 が トン ネル 構図 
『 を 横 か ら 見 

か され ます 
グラ フィ ッ ク 的 に も と て も 優 
この アン グル と この : 天気 、 そ 


面 どん どん 発見 
ング ル や アプ ロー ラ 


* 2017 年 度 DCM 

フォ トコ ン テ ス ト 応 募 要項 P.180 
* 2017 年 度 DCM 

フォ トコ ン テ ス ト 累 計 ポ イン ト P.181 


2016 年 度 最 優秀 覚 発表 ! 
次 、 誌面 に て 
副賞 の ギャ ラリ ー 掲 載 を 行い ます 


03 さ ん (東京 都 ) 11 ボ イン ト 
丁 木 圭介 さん (大阪 府 ) 11 ボ イン ト 
求 訂 川 貞 喜 さん (岡山 県 ) 13 ボ イン ト 
井上 幾 雄 さん (大 分 県) 14 ボ イン ト 
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g 「@ 戸 ANR ビ ビ 
サン スク 


H 1 フォ トコ ン テ スト の 結果 は 
エク スト リー ム プロ ロ 区 
下記 URL で も ご 覧 いた だ く こ と が で きま す . 
SDHC カ ー ド 16GB 軒 ___ l 較 


フォ トコ ン テ ス ト は すべ て の 部 門 が 


Web か ら の 投稿 と なり ます 。 
http://ganref.jp/photo_contests | 詳し < は 上 記 URL を ご 覧 くだ さい 


「 黒 門 市 場 の 漬物 店 」 


作者 * 田井 伸治 (大 阪 府 ) 


カメ ラ : オリ ン パ ス STYLUS XZ-2 
レタ ッ チ : Windows Photo Editor に て 明る さ 、 コン トラ スト を 調整 
撮影 地 : 大 阪 府 大 阪 市 黒門 市 場 


【 講 評 】 

店 先 で の 3 人 の 穏やか な 表情 に 、 こ の お 店 の キャ ラク ター まで も が 
に じみ 出 て いま す 。 3 人 の 全身 を 捉え て いま す が 、 手 前 に 商品 の 
一 部 を 置く な ど し て 店 の 説明 も 行っ て いま す 。 この あたり の 情報 の 
処理 が 実に うま いで すね 。 引き すぎ も せ ず 、 ア ッ プ 過ぎ な い 距 離 感 
が 、 大 変 うま く こ の 3 人 の 人 生 や 生 活 を 物語 っ て いま す 。 こう いう 
写真 を 見 る と 、 ア ッ プ だ けが 写真 の 強 さ で は な いと いう こと が よく 分 
か り ま す 。 ど の 情報 を 写真 に 入れ る べき か カッ ト す べき か 、 そ の 判 
断 が 実に うま くい っ て いる 作品 で す 


【 ア ドバイ ス 】 

この 老 婦 人 は 98 歳 だ と の こと 。 作者 の 田井 さん は 、 彼ら の 人 間 性 
を ひし ひし と 感じ な が ら こ の 3 人 を 尊重 し て 写真 を 撮っ て いま す 。 そ 
の 気持 ち が 人物 写 真 の 基本 だ と 思い ます 。 これ か ら も 人 の 尊 傾 を 
十分 に 感じ つつ 、 シャ ッ タ ー を 切っ て ほし いと 思い ます . 


ピーmy7/a RS 


ここ ジ 作者 * 多久 立 雄 ( 東 


カメ ラ : ニコ ン D750 レン ズ :AF-S NIKKOR 
28-300mm 73.5-5.6G EDVR 撮影 地 : 東 京都 軸 島 区 


【 講 評 】 

懐か し いた た ず ま い の モ ル タ ル 2 階 建 て の 昭和 の 建物 。 背 
景 と の コン トラ スト が 絶妙 な 作品 で す 。 こ の 高層 マン ショ ン 
の 隙間 に 取り 残さ れ た 古い 民家 を 応援 し た く な り ます ね 。 


【 ア I ] 

昔 、 写 真 家 ・ 木 村 伊兵衛 氏 の 撮影 で 東北 を 案内 し た と いう 
む お の た け じ さ ん に お 会 いし た と き 、「 木 村 伊 兵衛 さん は 、 新 し 
いも の より 、 失 われ て いく 物 に レン ズ を 傾け て いた 」 と 言っ て 
いた の を 思い 出し まし た 。 多 久 さ ん も その 視線 で 失わ れつ つ 
ある も の に 温か い 目 を 注い で いっ て くだ さい 。 
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カメ ラ : キヤ ノン EOS 80D 

レン ズ : EF-S18-135mm F3.5-5.6 IS USM 

レタ ッ チ : Photoshop Lightroom 6 に て 明る さ 、 

コン トラ スト を 調整 提 影 地 : 東 京都 中 央 区 策 地 市 坦 


【 講 評 】 

マン ホー ル と タイ ヤ の 跡 が グラ フィ ッ ク 的 
な 魅力 を 放つ 、 都会 の 造形 の 面白 さ を 感 
じ さ せる 作品 で す 。 作者 の 沢 目 ん の 「 タ 
イヤ の 跡 が 人 間 社 会 の 混 沖の よう に 感 
じ た 」 と いう コメ ント を 読ん で と て も 深い も 
の が ある な と 気付 か され まし た 。 


【 1 

様 を 見 る だ け に と ど ま ら ず 、 その 背 
景 (この 場合 は 築地 市 場 ) か ら さ ま ざ ま な 
テー マ で 作品 を 深い も の に する と いう 沢 
目 さ ん の 手法 に 感心 し まし た 。 ぜ ひ 今 後 
も その セン ス を 生か し て 作品 作り を 進め て 
くだ さい 。 


カメ ラ : キ ヤノ ン EOS 5D Mark 四 

レン ズ :EF16-35mm F4LIS USM(PL フ ィ ル ター 使用 ) 

レタ ッ チ : Digita| Photo Professional に て 彩 度 ・ コ ント ラス ト を 調 束 
撮影 地 鹿児島 県 始 良 市 上 空 


PL フィ ルター で 光 の 加減 を コン トロ ー ル し た と 
いう 作者 の 餃 島 さん 。 効 果 が 大 きい た め 風 景 
写真 家 に 重宝 され て いる PL フィ ルター で す が 、 
さら に 画面 を 左 に 傾け て 想 動 感 を 表現 。 す て 
き な 航 空 写真 だ と 思い ます . 


【 ] 

PL フィ ルター を 微妙 に 調節 し な が ら こ うし た 自 
分 の 世界 を 切り 取れ る セン ス が 素晴らし いと 思 
いま す 。 自 分 だ けが 見 つけ た アン グル や 色 は 
写真 作家 と し て の 醍醐 味 (だ い ご み ) で すね . 
今後 も それ を ぜひ 意識 し て みて くだ さい 


カメ ラ : キ ヤノ ン EOS 6D レン ズ :EF16-35mm F4L IS USM 


| 途 中 乗 り 換え ぇ 禁止! ンク ロ 人 光明 トー ンカ ー プ を 


撮影 地 新潟 県 糸魚川 市 


作者 * 渡 部 美佐 子 く Stribling>( ア パカ) [講評 】 
DSO この が 大変 素直 ぷれ た で 、 好 感 
カメ ラ : キヤ ノン EOS 80D レン ズ : タ ムロ ン 16-300mm F/3.5-6.3 Di VC PZD MACRO pF キン 0 人 
レタ ッ チ : Photoshop Lightroom 6 に て 色相 、 彩 度 を 調整 の 前 6 2 ぶ に 70 
提 影 地 : アメ リカ 合衆国 ノー スカ ロラ イナ 州 く 、 この 街 の 空気 感 が 余す と ころ な く 捉え られ て いま す 。 
【 請 評 】 【 ア | 【 】 - 
アメ リカ の 移動 遊 還 地 だ と いう こと で す 。 遊具 の 形 と 、 抜 ける よう な 青空 と の 色 の 狙い が 素晴らし いで すね 。 た くさ ん の 本 造 3 隊 玉 て と は 珍し いで すね 。 こう し た 時 代 に 置 去 
コン トラ スト が 小気味 良く 、 と て も ポッ プ な 仕上 が り で 、 ここ を 訪れ る 人 た ちの 、 う れ 情報 を 入れ 過ぎ る と 燃 雑 に な る も の で リ に され た よう な 風景 は と て も 慎 か し を 伝え て くれ ます 。 
し そう な 気持 ち が 写 真 か ら 伝わっ て きま す 。 4 つの 遊具 が 1 枚 の 写真 に 写っ て いる す が 、 空 の 抜け 感 が 功 を 奏し て 優れ ぜひ この タッ チ で いろ いろ な 地域 の 懐か し さ を こ れ か ら も 


の で 合成 か と 思い まし た が 違い まし た 。 移動 遊園 地 が 故に 遊具 同士 が 近接 し て い た 村 図 を 作っ て いま す 。 さら に 、 人 間 作品 に 残し て くだ さい 
る こと も ある で し ょ う が 、 大 変 う まい 切り 取り 方 で 、 画 面 の 隅 々 まで 必要 な 要素 が の 表情 も 垣間見 えま す 。 こう し た 形 と 

詰め 込ま れ た 、 充 実 し た 構成 に な っ て いま す 。 それ で いて 、 妖 雑 すぎ な い 。 そこ に 人 々 が 織り な す 不思議 な 光景 を これ 

フレ ー ミ ング の うま さ が 光 り ます , か ら も テー マ に し て は どう で し ょ うか 
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「 街 を 飛ぶ 」 掴 、 


作者 * えす て い ぃ (大 阪 府 ) 


カメ ラ : キ ヤノ ン EOS-1D X MarkT レン ズ :EF600mm F4LISTUSM 上 
レタ ッ チ : SILKYPIX Developer Studio Pro 7 に て 彩 度 を 調整 、 トリ ミン グ 
提 影 地 大 阪 府 


講評 【 ア ドバイ ス 】 

コミ ミズ ク が 中 空 を 飛ぶ 勇姿 。 と て 感心 し た の は 、 わ ざと 人 
も 良い 形 で 飛ん で いて 、 か わい くも 工 物 を 入れ て 狙っ て みた 
美しく 、 勇 まし い 。 それ だ け で も 十分 。 と いう 、 え す て ぃ さん の セン 
絵 に な り ます が 、 背 景 に は 大 自然 で ス で す 。 この ギャ ッ プ 感 は 
は な く 、 河川 敷 の 向こう に ある 家々 どん な と き に も 強 さ と な っ 
が 写 さ れ て いま す 。 こ の 組み 合わ せ て 表 出 し て きま す 。 目 の つ 
の ギャ ッ プ が 素晴らし い 。 その 斬新 さ けど ころ の 良さ を 生か し 
が 気に入り まし た 。 横 位置 に に し たこ て 、 ぜ ひそ の ギャ ッ プ 感 を 
と で コミ ミズ ク の 姿 が 小気味 良く 、 テー マ に これ か ら も 作品 を 


構図 と し て も 成り 立っ て いま す 。 撮っ て みて くだ さい 

の 4 ょ ツ コ 攻 評 
『】 「 静か な 海 、 黄 皆 時 1 
人 を ほぼ 真 上 か ら 撮っ た ーー し い 風 景 写真 で す が 、 
と いう アン グル が 実に 新 作者 e 林 繁 俊 ( 神 奈川 県 ) この 中 に 漂う 空気 感 に 叔 
鮮 で す 。 顔 は 見 えな い の ーー 一 られ まし た 。 横 橋 の 形 
で す が 、 十 分 に 人 の 営み カメ ラ : ニ コン D810 レン ズ : タ ムロ ン SP 70.200mm 72.8 状 、 電 灯 の に じみ 、 長 時 
が 感じ られ 、 味わい 深い Di VC USD レタ ッ チ :Capture NX-D に て 明度 、 コン トラ スト を 調整 間 赴 光 に よる 波 の 表現 な 
作品 に な り まし た 。 中 央 括 影 地 : 千葉 県 南 房 総 市 ど 地 味 な が ら も じわっ と 伝 
の 女性 が パン フレ ッ ト を 持 わる 感触 が ステ キ で す 。 


っ て いる 最小 限 の イン フォ 
メー ショ ン が から 、 いろ いろ な 


【 ア ドバイ ス 1 


も の を 想像 し ます . この 寂し さ は と て も 良い で 

すね 。 日 が 暮れ て 、 徐 々 

【 】 に 暗く な っ て いく その 切な 

今月 の 優秀 賞 も そう で す い 気持 ち が 伝わり ます 。 

[作品 が 、 ア ング ル が ちょ っ と 変 同じ 場所 を 違う 時 間 帯 に 


わる だ け で 、 日 常 の 光景 
が こう も 変わ っ て 見 えま 
直 雄 (大 分 昌 す 。 人 間 失 察 いう 
の テー マ を 抱え な が ら こう 
カメ ラ : ラ イカ LEICAG nM 
レタ ッ チ : Photoshop Lightroom 6 に て 調整 し た 新鮮 さき を 出す の は 大 
失地 : 大 分 県 大 分 市 変 で す が 、 ぜひ これ か ら 
の 作品 に も 期待 し ます 。 


撮っ た り 、 條 う 場所 を 同じ 
時 間 帯 に 撮っ た り し て 比 
畔 する な ど 、 さ ま ざ ま な 表 
現 手段 も 考え られ ます ね 。 


作者 電 


アジ ア の 素朴 な 生活 感 が 


大 阪 府 ) 


宮 


カメ ラ : Cybershot DSC-RX100M3 

レタ ッ チ : Photoshop Lightroom 5 に て RAW 現 像 、 

ハイ ライ ト ・ シ ャ ドウ 、 白 ・ 黒 レベ ル 、 露光 量 、 明瞭 度 、 

彩 度 、 ト ー ン カー ブ 、 周辺 光量 を 調整 撮影 地 : 兵 庫 県 神戸 市 


男性 が 少し ずれ る ま ダン ポー ル 箱 で 売 
で 待っ て 、 お 店 の 人 られ る 商品 の 描写 
の 表情 を 見 せ た い も 的 確 


アカ メラ: パナソニック LUMIX DMC-GM1S 
レン ズ : LUMIX G X VARIO 35-100mm/F2.8 /POWER O.1.S. 
レタ ッ チ : Photoshop Lightroom 6 に て 


< 証 腹 * 如月 壇 ( 京 都 府 ) モノ クロ 化 、 明 其 度 、 コ ント ラス ト 、 皿 出 を 調整 
【 講 評 】 【 ア ドバイ ス 】 【 講 評 】 【 ア ドバイ ス 】 

水 の 反 射 に 背景 の 屋 全 が 写 。 光 を うま く 捉え て いま す 。 
ある 開発 途上 の アジ ア の 街角 、 買 い 物 する 労働 者 後姿 で も 十分 買い 物 を し て いる 姿 は 捉え て いま す が 、 お 店 コン ます. 衝 障 の 衝 れ 玉 と はじ ー ト は お か 
た ちの 早朝 の 光 時 で す 。 作 者 の 名 月 さん の 心 捉 の 人 の 表情 が 見 えな い の は 残念 た と ころ 。 中 央 の 男性 が 少 De 識 じ g お の ど 。 に に 。 ワウ 9829 を AS 中 
えた リア ル な 生活 感 が 路上 販売 の 光景 か ら 伝わり し 右 に ずれ る タイ ミン グ を 狙う か 、 撮影 位置 を 半 歩 ずら せ ば お ぎわ うお 店 と の 、 静 と 動 の 明 夫 を 今後 も 続け て くだ さ 
ます 。 すべて が 日本 の コン ビニ の よう に 難 交 績 さ 店 の 人 の 表情 が 見 える 位置 に を る の で は な いで し ょ うか 。 表 調和 ポ の 訂 N 所 還 じい 折 
れ 、 便 利 に な り 過 ぎる と 、 失 う も の も ある か も し れ ま 情 か ら この 国 の 風情 を 伺い 知る こと が で き 、 作 品 に さら に 夫 和 と いう ワン タッ ショ ン で 味 わ 会 の 風 果 が 見 つか る の 
せん 。 こう し た 素朴 な 光景 を 残し て お きた いで すね 。 さ が 生 まれ た の で は な いか と 思い ます 」 い 深い 写真 に を なり ま し た 。 で は な いで し ょ うか 。 
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| 


カメ ラ : リ コー GR TL 
レタ ッ チ : Photoshop Elements 13 に て 彩 度 、 
コン トラ スト を 調整 撮影 地 : 滋 賀 県 蒲生 郡 意 王 町 


切り 取り 方 が うま いで すね 。 お 店 の ディ スプ レイ を 撮っ た 
も の で す が 、 帽 子 の 色 や ちょ っ と し た パリ エー ショ ン な ど 
少し ずつ 違う と ころ を 見 て いく と 、 な か な か 飽き な い 写 真 
で す 。 色 の ポッ プ 感 も 素晴らし いで す . 


見 逃し が ち で は あり ます が 、 日 常 目 に する 光景 に も こう し 
た ドラ マ が ある も の で す 。 KOSHIN 十 さん が 気付 いた ドラ 
マ を 作品 に する 、 その 面白 さ を 今後 も ぜひ 意識 し て いっ て 
くだ さい 、 


カメ ラ : リ コーGR レタ ッ チ :SILKYPIX Developer 
Studio 3.0 LE に て 周辺 光量 、 コン トラ スト を 調整 
撮影 地 : 紀伊 半島 


] 
不思議 な 形 の アン テ ナ (?) と 手前 の 建物 の 組み 合わ せ 
に 目 が 留まり まし た 。 本 当 に 面白 い 形 で すね 。 車窓 か ら 
撮っ た こと で 、 ブ レ や 
絡み 合い 、 さら に この アン テ ナ と の 関連 性 を 4 
見 れ ば 見 る ほど 不思議 な 写真 で す 。 


【 ] 

と っ さ に 撮っ た 写真 だ と の こと で す が 、 素晴らし い 反 射 神 
経 で すね 。 こう し た 出合 い 頭 の イン パク ト や 、 え た い の 知 
れ な い 不 思 議 感 と いう の が 作者 の 新た な テー マ と な る か 
も し れ ま せん 。 


、「 あ の 基 ] 


作者 * パプ (神奈 


ぶ 
が こみ 上 げ る 光景 の 中 、 記 念 写真 を 撮っ て いる 家族 の 姿 を 写し た 
作品 で す 。 その 光景 を 見 た 作者 の パプ さん は 、 自分 自身 を 振り 返 


り 、 子 ども が 小さ か っ た ころ を 思い 出し た と の こと 。 1 つの 街 の 光景 
を 見 て 、 あ る 種 の 感情 が 巻き 起こ っ た の を すく い 取 っ た 、 自 分 の 人 
生 を 反映 し た 素晴らし い 写 真 で す 


カメ ラ : ニコ ン D800 レン ズ :AF-S NIKKOR 58mm 1.4G 
レタ ッ チ : Windows フォ ト ギャ ラリ ー に て 明る さ 、 コン トラ スト を 調整 提 影 地 : 神奈 川 県 横浜 市 


【 
] 

人 の 家族 を 見 て 自分 の こと を 振り 返る と いう の は 、 
素晴らし い 心 の 営み で すね 。 この よう に 自分 の 記憶 
を 他 の 人 に な ぞ ら えて 類 材 に する と いう の は すてき な 
テー マ だ な と 思い まし た 。「 あの 頃 」 と いう テー マ で 、 
さら に 作品 を 作っ て いっ て は どう で し ょ うか 。 ま と まれ 
ば と て も すてき な 写真 集 に な る と 思い ます 


) 
昌 / 作者 10max 部 


浜名 湖 の 初日 の 出 を 、 お 子 さん ふた 
り の ポー ズ と 撮ら れ て いま す 。 初日 の 
出 を ふた り の 間 に 挟 み 、 鳥 が 横 切 
り 、 遠 くに 観覧 車 の 円 が 見 える 。 素 


面 の ほぼ 中 央 ( 
や まれ ます . 


在 感 や 水面 の 反射 な ど 、 さ ま ざ ま な 
要素 が 美しく 決ま っ て いま す 。 


/ 合 於 )「 Welcome! 初日 の 出 2017」 


と て も ドラ マチ ッ ク な 光景 な の で す が 、 かなり 広角 で 、 お 子 さ ん ふ 、 
いる こと で 、 構 図 の 面白 さ に 欠け て し まっ て いる こと が 悔 
決 策 と し て は 、 太 陽 と お 子 さん を 中 心から ずら し 、 水 平 線 を 
上 1/3 か 下 1/3 に 持っ て 行き 、 も う 少し ズー ム で 彼ら に 寄っ て は どう で し ょ う 
晴らし い 光 景 を 写し 、 初 日 の 出 の 存 か 。 空 で も 湖面 で も どちら を 詰め て も 良い と 思い ます が 、 い わ ゆ る 黄金 比 
率 を 意識 し て 、 左 右上 下 1/3 の 場所 に ポイ ント を 置く と より ドラ マチ ッ ク に 
な る の で は な いで し ょ うか 


カメ ラ : オ リンパ ス PEN E-P3 

レン ズ : パナ ソニ ッ ク LUMIX G VARIO 
14-140mm/F3.5-5.6 ASPH./POWER 
O.LS. レタ ッ チ : OLYMPUS Viewer 3 に て 
RAW 現 像 撮影 地 : 静 岡 県 浜松 市 


た り が 画 
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人 捕 論 | 券 れ な ず む 海 と 空 !」 


葉 史 ( 広 島 県 


作者 * 村岡 


コン トラ スト を 調整 撮影 地 : 山 口 県 下関 市 角島 


評 】 
白い 建物 の 上 部 に 沈み か けた 夕日 が か すか に 当たる 光景 。 あと 数 
分 で この 建物 は 暗 間 の 中 に 埋もれ て いく の で し ょ う 。 その タ 日 の か 


すか な 命 が 、 背 景 の 雲 や 建物 の 白い 壁 に より 見 事 に 色 と し て 浮か 
び 上 が っ て いま す 。 構図 や 風景 を 見 せる の で は な く 、 この 最後 の 数 
分 間 の 夕日 を 見 せる こと で 、1 日 の 終わ り の 切な さ っ て きま す . 


\ 「 き ん ば ーー ち 
ー リ せ ー ん せい っ 日 
KN、 


作者 w 高木 嶺 (東京 者 ) 


カメ ラ : パナ ソニ ッ ク LUMIX DMC-G1 レン ズ : LUMIX G VARIO 
45-200mm/F4.0-5.6/MEGA O.1.5. レタ ッ チ :iPhoto に て 
コン トラ スト を 調整 撮影 地 : ルワンダ 共和 国 


アフ リカ 、 ル ワン ダ で の 写真 。 鬼ごっこ を し た シー ン だ っ た そう で 
す が 、 作 者 の 高木 さん の 「 鬼 は ひと り と いう ルー ル を 無視 し て 全 
員 で 追い か け て くる 」 と いう コメ ント を 読み 、 と て も 温か いも の を 感 
じ ま し た 。 異 文化 交流 が 生ん だ 素晴らし い 写真 だ と 思い ます 
子ども 1 人 ひと り の 表情 に 思わ ず 心 が 明る く な り ま す . 


【 ] 

ルワンダ で 子ども た ち を 撮影 され た 作品 を 何 度 か 選ば せ て いた だ 
いて いま す が 、 い つも 高木 さん な ら で は の スタ ンス を 感じ ます 。 今 
後 も 機会 が あれ ば 、 日 本 人 が 関わ っ て は じ め て 見 せる 表情 や 、 
子ども た ちの 素顔 を ぜひ 撮り 続け て くだ さい 。 
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カメ ラ : キヤ ノン EOS 5D Mark 四 レン ズ :EF24-70mm F2.8L TUSM(PL フ ィ ル ター 使用 
レタ ッ チ : SILKYPIX Developer Studio Pro 7 に て RAW 現 像 、Photoshop CS6 に て 彩 度 


カメ ラ : ソ ニー g7 レンズ:FE 50mm F2.8 Macro 
レタ ッ チ : Photoshop Lightroom 6 に て コン トラ スト 、 彩 度 を 調 束 
撮影 地 : 静 岡上 宮 士 宮 市 


【 講 評 】 

強烈 な 太陽 光 に よる レン ズ 内 で の ハレ ーション 「 フ レア 」 を 
利用 し た 人 物 写真 で す 。 ポー ズ が 特徴 的 で 、 両 手 を 水平 
に 広げ 、 そ が 差し 込ん で 
いま す 。 大変 うま く フ レア を 処理 し た こと に 感心 し まし た 


作者 の 小野 さん の コメ ント に 「 す べ て は 光 の た め に 」 と あり ま 
し た が 、 これ も まさ に " 光 画 "と も 訳 され る Photograph の 楽し 
み の 1 つ で すね 。 ぜ ひこ れ か ら も フレ ア で 遊ん だ 写真 を 見 て 
みた いで す 


【 ア ドバイ ス 】 

太陽 の 光 の デリ ケー ト な と ころ を 感じ る と いう の 
は 、 写真 家 と し て 素晴らし い 感 性 た 
あと 数 分 と いう ギリ ギリ の 、 こ の 絶妙 な 時 間 帯 だ 
け で 風景 を 撮り 続け る と いう の も ステ キ か も し れ な 
いと ふと 思い まし た , 


「 月 と ヒコ スモ ス 」 


作者 * 梅田 


治 ( 愛 知 県 ) 


カメ ラ : 富士 フイ ルム X-T10 レン XF10-24mmF4 R OIS レタ ッ チ : RAW FILE CONVERTER 
EX 2.0 powered by SILKYPIX に て 末 度 を 調 束 提 影 地 和 和 県 清 市 


く 】 
むと 、 大 変 表現 力 が あり 、 あ り の ま 


コン トラ スト を 高く し た いわ ゆる 派手 な 写真 が 多い 中 、 梅 田 さ ん の 


実に 詩情 あふ れる 、 し っ と り と し た 色調 の 写真 に 逆 に 新鮮 さ を 覚 ま の 自然 を その まま 受け 取れ る 素直 さ が 感 じ ら 
えま し た 。 コメ ント に も あり ます が 、 日 の 出前 の 光 、 遠 く の 道 れ ま す 。 この 心意気 は と て も 貴重 む も の だ と 思 
路 、 そ し て 月 。 何 か 俳句 を 詠ん を で いる よう な 詩情 豊か な 風景 写真 ) い ます の で 、 大 で きる だ け ナ チュ ラル に 


に お そら く 多く の 方 が 共感 され る と 思い ます . 撮る 姿勢 を これ か ら も 続け て くだ さい 。 


暮れ の 観 車 」 


『 嶋 文 


カメ ラ : パ ナ ソ ニッ ク LUMIX DMC-GH4 

レン ズ : オリ ン パス M.ZUIKO DIGITAL ED 12-40mm F2.8 PRO 

レタ ッ チ : Photoshop Lightroom に て RAW 現 像 、 赴 光量 

コン トラ スト を 調整 

撮影 地 : フラ ンス 共和 国 リヨン フル ヴィ エー ル の 丘 

フラ ンス 、 リ ヨン の 街並み だ と の こと で す 。 画面 中 央 に ある 観覧 車 
が まる で 動物 の 目 の よ うに 捉え られ 、 と て も 印象 的 で す 。 その 奥 に 見 
える クレ ー ン の 赤い 道路 を 行き 交 う 車 の ライ ト 、 建物 の 窓 の 光 な 
ど 、 こ の 暮れ な ず む 一 瞬 、 間 が 来る 直前 の 光 の に じみ 具合 が と て も 
ロマ ンチ ッ ク で す 。 昼 と 夜 が 微妙 り 合う 瞬間 の 危 うさ と 美しき 
が 同居 し て いま す 。 作 者 の 寺嶋 さん の コメ ント に も あり まし た が 、 左 
に 観光 客 の 指 が 見 えて いて 、 こ れ が 近 景 と し て の 重要 な 働き を し て 
構図 が と て も 引き 締まっ た と 思い ます . 


【 | 

私 も 真っ 暗 に 日 が 沈ん だ 時 より も 、 わ ず か に 昼 の 光 を 感じ る 時 間 帯 
が 大 好き で す 。 そ の 人 工 の 光 と 自然 の 光 が 混じり 合う デリ ケー ト な 
時 間 帯 を 、 さら に 撮り 進ん で いた だ けれ ば と 思い ます . 


[動物 園 」 


カメ ラ : キヤ ノン PowerShot G7 X 
レタ ッ チ : Photoshop CS6 に て 
自動 トー ン 調 加 


作者 小 向 朋 恵 
『 小 策 朋 ( 隔 東 区 上 時 動物 財 


上 野 動物 園 な の で すね 。 こ の アン グ 
ル に は 気が付き ませ ん で し た 。 手前 に 
写る ゴリ ラ は 強い 日 差し の た めか タオ 
ル を か ぶっ て いて 、 ユー モア が あり ま 
す 。 し か し 注目 すべ き は ガラ ス の 向こう 
の 人 々 の 姿 で すね 。 笑顔 と も また 悦 
う 、 人 々 の ゴリ ラ を 見 る 表情 が と て も 
興味 深い で す 


S ー 
| 


カメ ラ : ニ コン D810 レン ズ : シ グマ 
12-24mm F4.5-5.6 IDG HSM 
レタ ッ チ : Photoshop Lightroom CC 
に て 明 量 度 、 コン トラ スト 、 彩 度 を 調整 
撮影 地 : 千 葉 県 析 市 


「 光 世 翔 ける 


動物 園 で は た くさ ん の 写真 が 撮ら れ ま 
す が 、 この よう に 人 を 観察 する と いう こ 
の 発想 は お も し ろ い で すね 。 ぜひ 「 見 
て いる 人 を 見 る ] と いう コン セプト で さま 
ざま な 作品 が 見 て みた いで す . 


まさ に 後 光 が 差 す よ うな 、 も し く は 千 手 雲間 か ら の 光 が 美 し いと 知っ て いて も 、 な か 
観音 の よう な 、 神々 し さ が 感 じ ら れる 大 。 な か これ だ け の 光線 に は 恵まれ ませ ん 。 駒 
変 ダ イ ク な 光線 と 雲 を 捉え た 写真 村 さ ん の 良い 写真 が 撮り た いと 強く 思う 気 


今月 の 選考 で は 、 躍 動 感 あふ れる 夜 の 
横断 歩道 の 写真 「Rainy Nightl を 優秀 賞 
に 選び まし た 。 こ の 作品 を は じ め 、 今 月 は 
ふと し た アン グル の 違い で 物事 が と て も 新 
鮮 に 見 える と いう 作品 が 多かっ た の が 印象 
的 で し た 。 毎日 見 て いる も の で あっ て も 、 
小さ な 工夫 や ちょ っ と し た きっ か け で 、 物 
事 が 新鮮 に 見 える か ら 驚 き で す 。 

昨年 12 月 か ら 今年 1 月 に か け て 、 刀 木 
坂 の 「Books and Moderm] と いう 、 書 店 


で す 。 太陽 の 回 り に 360 度 、 ぐ る り と 直 


持ち が 引き つけ て いる の か も し れ ま せん ね . 


ハー ビー・ 山 口先 生 の 今月 の ひと こと 


線 の 光 が 差 し て いて . 
り ま せん , 


見 事 と いう ほか あ 


これ か ら も その モチ ベー ショ ン を ぜひ 持ち 続 
け て くだ さい . 


と ギャ ラリ ー が 併設 され た お 店 で 写真 展 を 
開い た と きのこ と で す 。 な る べく 在 廊 に 務 
め 、 多く の 方 と 交流 させ て いた だ きま し た 
帰ら れる 方 も いら っ し ゃ いま す が 、 
お 1 人 で いら っ し ゃ っ た 方 に も ふと 声 を か 
ける と 話 は 盛り 上 が る も の 。 後 か ら 来 た 
方 と の 輪 が 広がっ た り と 、 社 交 場 の よう な 
楽し い 雰 囲 気 に な り ま し た 。 

実は 写真 を 撮る と きも こう し た 小さ な き 
っ かけ 作り は 大 切 で 、 シ ャ ッ タ ー チ ャ ンス 


※ 作 者 名 の く > 内 は GANREF ネ ー ム を 表し ます 。 応募 に 関す る 詳し い 説明 は 、 http://ganrefjp/photo_contests を ご 覧 くだ さい 


も 増え ます し 、 同 じ く 人 の 輪 も 広がり ます 。 
準 優秀 賞 の [黒門 市 場 の 漬物 店 ] や 佳作 の 
「 な に し て ん の ?」 も そう し た 声 が けやき っ 
か け 作り が 生ん だ 秀作 で は な いで し ょ うか 。 
他 に も 、 過 度 な レタ ッ チ を せ ず 素朴 な 美 
し さ を 表 現し た 作品 や 、 失 われ つつ ある 光 
景 を 写真 に 残し た 作品 も 印象 的 で し た 。 
アン グル の 発見 に し ろ き っ か け 作り に し ろ 、 
作者 な ら で は の 気付 き が 成功 の 要因 で す 。 
皆さん も ぜひ 意識 し て みて くだ さい 。 
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| 2017 年 3 月 号 選 考 ] 


組 与 邊 
部 門 


ーー 閉 寺 小林 紀 晴 


メッ セン ジャ ー 


バッ グ S 十 
PIXI EVO キッ ト 
提供 : マン フロ ッ ト 株 式 会 社 


カメ ラ : ニコ ン D800 
レン ズ : AF-S NIKKOR 24-70mm 
人 2.8G ED 撮影 地 静岡 上 浜松 市 


何気ない 風景 を 撮影 し て いま す 。 被写体 と は 一 定 の 距離 が あり ます 
か な り 離 れ て いる と いっ て も いい で し ょ う 。 遠く か ら 傍観 し て いま す 。 コメ 
ント に は 「 太陽 の 日 差し の 温か さ に 癒 や され 、 冬 の 空虚 な 光景 に 凶 独 
を 感じ まし た ……」 と あり まし た 。 まさ に そん な 空っぽ な 空気 感 が 伝わっ 
て きま す 。 空 も 雲 も 枯れ た 植木 鉢 も 影 も すべ て が 同等 で す 。 そ れ で い 
て 、 こ こ に は 相反 する も の が 同居 し て いま す 。 過ぎ 去っ た 季節 と これ か 
ら 訪れ る で あろ う 、 新た な 季節 と の 間 の 停止 し た 時 間 。 そう 感じ られ まし 
た 。 だ か ら こ そ 、 ど こ か 愛 お し い の で す 。 露出 が オー バー 気味 な の と 浅 
い 空 の 青色 が 印象 的 で す 。 


【 ア ドバイ ス 】 
と て も 良く まとまっ た 作品 で す 。 まる で 違う も の を 1 つの イメ ー ジ に よっ て 
束ね る 能力 に た け て いる と 感じ まし た 。 その 上 で の こと で す が 、1 枚 目 


の 写真 だ け 貴 和 感 が あり まし た 。 抜け 感 が 違う か ら で し ょ うか 。 この あ た 
り を 熟考 し て みて くだ さい 。 
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吉井 健一 く ken-1>( 大 阪 府 


カメ ラ : ニ コン D750 レン ズ :1.2-5・6 枚 目 : AF-S NIKKOR 50mm 71.8G、 
34 枚 目 : AF-S NIKKOR 24-120mm 74G EDVR 撮影 地 : 徳 島 県 徳島 市 


し っ か り と し た 視点 で 撮ら れ て いま す 
コメ ント に は 「 父 の 記憶 ] と あり まし 
た 。 男性 は お 父 さ ま で し ょ うか 。 何より 
1 匹 の 犬 の 存在 が 効果 的 で す 。 男 
性 と 犬 の 視線 が 交差 し 、 無 言 な が ら 
言葉 が 交わ され て いる か の よう で す . 


や は り 犬 の 存在 感 が 際立っ 
て いま す 。 と て も 魅力 的 で 
す 。 犬 の 視線 で さら に 新た な 
も の が 撮れ る よう な 気 が し まし 
た 。 動物 に 拉 語ら せる と 
いう こと は 、 きっ と 可能 で す . 
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| カン ボ ジ ア の 夢 ] 


作者 * 


賀 望 弘 ( 岡 山県 ) 


カメ ラ : ニ コン D7000 レン ズ : シ グマ 17-50mm F2.8 
EX DC HSM 撮影 地 : カン ポジ ア 王国 プノンペン 


【 講 評 】 

カン ボ ジ ア の プノンペン に ある 遊園 地 と の こと で す 。 こ ん な と 
ます 。「 子ども の こ 
園地 の 様子 が 、 今 各 い アジ ア の 
カン ボ ジ ア プノンペン の 遊園 地 で よみ が えり まし た 」 と コメ ント 
に あり まし た 。 すでに 日 本 が 忘れ 去っ て し ま が あり ます 
] が ある と 思う の で す が も それ を 強く 
た ち が 懐 か し く 思 っ て いる も の が 、 こ こ で は 「 現 
行 形 」 で ある か ら で す 。 そん な こと に 気づか せ て くれ る 作 
品 で す 。 


【 ア ドバイ ス 】 

いく つか は スト ロボ を 用 いて 日 中 シン クロ で 撮ら れ て いる よう で 
す 。 その 方 法 に より 現実 が 希薄 に な り 、 よ り 効 果 的 に な り まし 
た 。 モノ クロ も 悪く な い の で す が 、 カ ラー で は どん な ふう に 見 え 


た の か も 気 に な り ま し た 。 ぜひ 、 拝見 し た いで す 」 


カメ ラ : キ ヤノ ン EOS 5D Mark TI 
レン ズ : 1 枚 目 : Carl Zeiss 
Distagon T* 35mm/F2 
2 枚 目 : EF24-105mm F4L IS 
USM 撮影 地 : 北 海道 石 狗 郡 


作者 本 田 勝 


「 電 と 風 と 光 」 と あっ た て いね い に 光 を 見 て いる こと が 分 か り 
介 と 氷 だ と 分 か り ま し た ます 。 画 の 切り 取り 方 、 画 像 処理 の 
雪 や 水 は 実 は と て も 抽象 的 な 存 仕方 も 見 事 で す 。 この 作品 は 2 枚 組 で 
在 で す 。 存在 し て いな が ら 希薄 だ す が 、 こ の スタ イル で 枚数 を 増やし て 
か ら で す 。 その 表層 の は か な さ が 。 いっ て は いか が で し ょ う ? その 場合 、 絵 
見 事 に 捉え られ て いま す 柄 が 似 な いこ と が ポイ ント に な り ま す 


秋 如 華 図 四 申 - 
「 晩 秋 紅 葉 図 四 曲 一 双 ] タイ トル の 通り 晩秋 の 紅葉 を 撮影 し て いま す が 、 額 緑 効果 "と て も 面白 い 方 法 だ と 思い ます 。 実験 的 で 
が すてき で す 。 ふすま 絵 を 連想 し た の は 私 だ け で し ょ うか 。 細 ” あり な が ら 、 古 典 的 で も ある と いえ ます 。 だ 


作者 e 石井 大 地 ( 福 岡 県 か く 切断 し て いな が ら 、 そ れ で も つなが り が あり ます 。 空 が 青 か ら こ そ 、 落 ち 落 感じ る の だ と 思い 
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー され て いる の が きっ と 効い て いる の で し ょ ます 。 こ の 方 法 で 、 さ ら に いろ ん な も の が 撮 
カメ ラリ コー イメ ー ジ ング PENTAX K-01 う 。 全体 が 面 と し て 見 えて くる か ら で す れる の で は な いで し ょ うか 


レン ズ : DA50mmF1.8 提 影 地 : 福 | 
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「 お 楽し み 」 


W 
NN ン / 作者 鈴木 啓 久 く KC>( 神 奈川 県 ) 


カメ ラ : キヤノン EOS-1Ds Mark 


レン ズ : EF100mm F2.8L マクロ IS USM 揚 影 地 : 神奈 川 県 川崎 市 


いさ ぎ よ い 写 真 の 選択 で す 
一 見 、 まっ た く 関 係 の な い 場面 
で す 。 も し か し た ら 撮影 時 は 、 
この 完成 形 が 想定 され て いな 
か っ た の か も し れ ま せん 。 それ で 
も 見 事 な つ な が り が で き あ が り 
まし た 。 


【 ] 

ショ ー ト ムー ビー を 見 て いる よ 
ょ 気持 ち に な り ま し た 。 子 ど 
も が 振り 向い て いる の も 良い 
で すね 。 振り 向け ば 「 氷 ] が あ 
る か ら で す 。 カ ッ ト 割 り で 映像 
が つなが っ て 見 える この 感覚 
今後 も 大 切 に し て くだ さい 、 


PICK UP 


ニー ク で 楽し め る 作品 。 きら に スト ー リ ー を 楽し みた い 


カメ ラ : ニ コン D7000 

レン ズ : AF-S DX NIKKOR 
55-200mm f74-5.6G ED VR TH 
撮影 地 : 福岡 県 


] 

あま り 拝 見 し た こと の な い 種類 の 作品 で と て 
も 楽し め ま し た 上 
し て いま す 。 不思議 と 謙 する 声 が 聞こ えて き 
そう で す 。 異質 な も の 、 水 着 姿 の 女性 、 怪獣 が 
入り 込ん で いま す 。 そ れ も 意 外 で 面白 いで す 。 
さら に フル ー ツ の 存在 が スケ ー ル 感 を 的 確 に 表 
現し て いま す . 


ク な 発想 で 魅力 的 で す 。 それ ゆえ に 残念 
に 思う と ころ が あり まし た 。 それ ぞ れ の 関係 が スト ー リ ー 
的 に も う 少 し 発展 し て も 良かっ た の で は な いで し ょ うか 。 
具体 的 に は 水着 の 女性 と 怪獣 の 組み 合わ せ も 見 て み 
た か っ た で す 。 起承転結 的 な も の は 組 写真 で は か な り 
難易 度 が 高い の で す が 、 こ の 場合 きっ と 成立 する の で 
は な いで し ょ うか 。 
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= 


「Color Balloons」 


作者 * 角田 恒雄 ぐ NE 


)NEO>( 滋 


カメ ラ : 富士 フイ ルム 
RLMOISWR 撮影 地 : 


XF18-135mmF3.5-5.6 
東 区 上 野 公園 


完全 に パソ コン 上 で 処理 し た も の か と 当初 は 思 普段 の 生活 の な か で は 出合 


た の で す が 、 違い まし た 。 タイ トル の 通り 、 色 の つ えな いも の が 、 時 に 街 に 顔 を 


いた バル ー ン の 前 に 人 が 立っ て いる 姿 を シル エッ ト 出す こと が あり ます 。 そ ん な と 
で 捉え た も の で し た 。 シ ル エ ッ ト の 人 た ちの 表情 が き は チャ ンス で す 。 そん な 好例 
豊か で す 。 指先 に 目 が いき まし た 。 1 枚 1 枚 に リズ と も いえ る 作品 で す 。 切 り 絵 
ム が あり ます 。 全体 も 色 が 違っ て いて 、 と て も 楽し の よう な 表現 を また お 待ち し て 
め ま す 3 


よる 非 日 常 感 で 高揚 感 が 伝わる 作品 。 枚数 と 並び を 調整 すれ ば きら に 印象 が 強く な る 
「 村 祭り 」 


0 ・ 中 本 


カメ ラ : ニ コン D3005 レン ズ :1ー3、5 枚 目 
AF-S NIKKOR 28-300mm 773.5-5.6G ED 
VR、4 枚 目 : AF-S DX NIKKOR 10-24mm 
人 73.5-4.5G ED 提 影 地 :135 枚 目 

兵庫 県 姫路 市 、2 枚 目 : 兵庫 県 神戸 市 


5 枚 組 の 組 写真 で す が 、 少 し 枚数 が 多い 印象 を 覚え ま 
し た 中 で も 、 最後 の 古い 真 は 、4 枚 目 の 男 
る 写真 の 背景 と 印象 が 似 て ey 
思い 切っ て 取っ て し まっ た ほう が 良 か 

? は 寺 め の 意味 で も 男性 が こち ら を 見 
と いっ た も の が 不 つめ て いる 写真 で 終え た 方 が イン パク ト も あり 、 余韻 が 
わっ て きま す 。 あ 残り ます 。 最 初 の 1 枚 目 も 少し 気 に な る と ころ で す 。 絵 
た 視線 で カメ ラ を 向け て いる 柄 的 に 、 それ を 2 枚 目 と 3 枚 目 の 間 に 持っ て きた 方 が リズ 
か ら だ と 思い ます . ム が 出 て 自然 な 気 が し ます . 


想像 し まし た 
で の 非 日 常 # 
人 た ちの ば 


小林 紀 晴 先生 の 今月 の ひと こと 


も う 1 カ 月 も すれ ば 花 も 咲き 次 第 に 魚 


冬 る も の が 何 も な いと 思い が ちな 季節 に も 実 の 夢 ] と いう 作品 で す 。 幼い 頃 の 記憶 と 旅 
や か な 色 に あふ れる 季節 が や っ て きま す が 、 は 多く の 被写体 が 転がっ て いる と 気付 か 先 で 出合 っ た 光景 が シン クロ し た 肢 間 で す 。 
冬 の 間 は どう し て も 外 に で る の が お っ くう せ て くれ る 好例 で す 。 コ メン ト の な か に 「 空 。 初め て 見 る も の な の に 懐か し い 。 作 者 の そ 
に な り が ち で す 。 今月 、 優 秀 賞 に 選ば せ て 上 庶 な 光景 ] と あり まし た が 、 ま さ に それ を の 思い が よく 表現 され て いて 、 見 る 側 に 
いた だ いい た の は 名 倉吉 康 さん の 「 冬 日 ] と 逆手 に と っ て いる と も いえ ます 。 何 も な い 伝わっ て きま す 。 こ ん な と き に どこ か で 聞 
いう 作品 で す 。 タ イト ル の 通り 、 冬 の 間 場所 に こそ 、 実 は いろ いろ な も の が 潜ん で いた 「 世 界 は あな た の 思っ た 通り ] と いう 
に 撮ら れ た も の し ょ う 。 そ れ で いて 、 意 外 いる は ず で す 。 外 に 提 影 し に 行き た く な る 言葉 を 思い 出し ます 。 人 の 思い は 目 の 前 
と 穏やか な 気持 ち に な り ま す 。 ひ り と 気持 ち に させ て くれ ます . 光景 を 作り 変え る 力 を 持っ て いる の で す 。 
が 自然 と 浮か ん で きま す 。 一 見 撮 準 優秀 賞 は 相賀 望 弘 さ ん の 「 カ ン ボ ジア 時 に カメ ラ に よっ て 。 


応募 に 関す る 詳し い 説明 は 、 http://ganref jp/photo_contests/ を ご 覧 くだ さい 
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は じ め て の 2 


これ か ら 本 格 的 に 写真 撮影 を 始め た い 人 も 、 カメ ラ や レン ズ の 基本 を 
お さら いし た い 人 そ 、 写真 の 基礎 を 学び な が ら ス テッ プア ッ プ で きる ! 


クーーーー 


| 


イラ スト レー ター* ナ カム ラ エ コ 写真 六合 不 逢 子 


2 本 時 明 
いろ いろ な ボケ 表現 で (① ボケ が イメ ー ジ や 物語 を 生み 出す 


イメ ー ジ 写真 を 撮 ろ う (② ボケ を 作る 4 つの 要素 を 覚え よう 
生き 渦 洒 人 洒 人 ③) 幻想 的 な 玉 ボケ 写真 に 挑戦 し よう 
背景 が 柔らか く ぽ けた 雰囲気 の ある 写真 は 、 と て も 素 / ヒー 
敵 で す よ ね 。 背景 が ぼけ る こと で 見 る 人 の 視線 を 主題 


に 集中 させ る こと が で きま すし 、 何 より 幻想 的 な イメ ー 
ジ を 表現 で きる の が 魅 力 で す 。 今回 は 思い 通り の ボケ を 
表現 する テク ニッ ク に チャ レン ジ し て み ま し ょ う 。 


ボケ を マス ター し て 
写真 に イメ ー ジ を 
加え まし ょ う ! 


が イメ ー ジ や 物語 を 生み 出す 


ボケ は 写真 の 表現 方 法 の 1 つ で 、 視 写 界 唱和 手前 の ボケ で 幻想 的 な 究 囲 気 を 生み 出す 
深度 (シャ ー プ に 写る 範囲 ) に 入ら な い 、 
ぽ け て 見 える エリ ア を 意図 的 に 作り 出す も 
の で す 。 主役 で ある 被写体 が 浮か び 上 が 
っ て 、 見 る 人 の 視線 を 引き つけ た り 、 写 
真 に 奥行 き を 与え た りす る な ど 、 さ ま ざ ま 
な 効果 を も た らし ます 。 さ ら に 、 ボ ケ の 度 
合い や 位置 を 変え る こと で 、 写 真 か ら 感 
じ る イメ ー ジ に 変化 を つけ る こと も で きま 
す 。 い くつ か の ポイ ント を 押さ えれ ば 、 ボ 


に コント ロール で うに な ! 
を 自在 に コン トロ ー ル で きる よう に な り 主役 の 被写体 が 際立つ よう に 望 各 レン ズ を F4 に し て 撮影 。 大 白壁 と 石 階段 と を 二分 割 構図 で 提 影 。 手前 の 植物 で 画面 下部 
ます よ 。 き な ボ ケ は 不要 な 要素 が 目立た な いよ う 引き 算 す る こと が で きる に 前 ボケ を 入れ 、 幻 想 的 な 雰囲気 を 強調 し で いる 


ず 


下 ノ 記 矯 大 き な 柔 ら か い ボ ケ が 得 られ る 大 口径 レン ズ 


大 口径 レン ズ と は 、 開 放 F 値 が 小さ い レ ンズ の こと で す 。 一 般 的 に は F2.8 よ り も 
明る い レ ンズ を 指し ます 。 F 値 が 小さ い ほ ど ぼ け や すい の で 、 大 き な ボ ポケ を 生か し た 
写真 を 撮る こと が で きま す 。 暗 所 で の 撮影 で は 、F 値 を 小さ くす る こと で シャ ッ タ ー 
速度 を 速め られ る の も 魅力 で す 。 手 ブレ を 防ぎ 、ISO 感度 を 上 げ ず に 撮影 で きる と い 
う メ リッ ト が あり ます 。 た だ し 被 写 界 深度 は 浅く な る の で 、 ピ ント 合わ せ は シビ ア で す 。 


F1.4 F2 F2.8 F4 F5 F8 F 2 デ 
f † + 1 1 F 値 を 変え て 同じ 焦点 距離 で 被写体 を 撮影 し 、 背 景 の ボケ 具合 を 比較 し た 。 F 値 が 
小さ い 左 の 写真 の 方 が 、 背景 が 大 きく ば け て いる こと が 分 か る 


レン ズ を 大 口径 と いう 
14 
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2 : ボケ を 作る 4 つの 要素 を 覚え よう 


ボケ の 大 き さ は 、[F 値 | 背景 と 人 を 変え て 提 影 。F 値 は 小さ く な る ほど 撤 写 界 深 度 が 渋 間 時 還 計 7 計 主 か ら 背 明 が 離れ る ほど ば ける 。 同 じ F4、 
の 距離 | [撮影 距離 | [焦点 距離 | の 4 く な り 、 背景 が ぼけ る よう に な る 。 大 きく ぼかす な ら ば 、 開 撮影 距離 で も 、 ア ング ル を 低く し た 左 の 方 が 
OR 放 F 値 が 小さ い 大 口径 レン ズ が 有利 だ 痛 景 が 遠く な り 、 大 きく ぽ け て いる 


つの 要素 の 組み 合わ せ で コン トロ ー 
ル で きま す 。 全 て の 要素 で ボケ を 大 
きく する 条件 に 寄せ る の で は な く 、 
それ ぞ れ 調整 し て 、 イ メー ジ 通 り の 
ボケ を 作り まし ょ う 。 ち な み に 、 ボ 


ケ の 大 き さ は カメ ラ の セン サー サイ 

ズ に 関係 する と よく いわ れ ま す が 、 F4、 焦 点 距離 50mm で 撮影 距離 を 変え て 撮影 。 F4 で 、 主 題 が 同じ 大 き さ に な る よう に 焦点 距離 を 
も 被写体 に 近づい た 方 が 、 背景 が ぼけ て いる 。 最短 変え て 撮影 。 70mm の 方 が 育 景 が ぼけ て いる 。 焦 

セン サー その も の は ボケ の 大 き さ に 撮影 四 離 まで 近づく と 、 ボケ は さら に 大 きく な る 点 距 離 が 長い 世 遠 レン ズ ほ ど ボ ポケ は 大 きく な る 

は 関係 あり ませ ん 。 同 じ 画 角 (写る 

範囲 ) で 撮影 する 場合 セン サー が 

小さ い ほ ど レ ンス の 実 焦点 距離 が 短 

く な り 、 右 の 「 焦 点 距 離 ] の 条件 に 

基づき ボケ が 小さ く な る わけ で す 。 


| 62srupy 2 
最も 大 き な ポ ケ が 得 ら れる 条件 と は ? 


@ 遠い 背景 を 探し 
最も 大 き な ポ ボケ に な る 条件 は 、 焦 点 嘘 離 を 長く する 、 に NE 

F 値 を 小さ くす る 、 カ メラ と 被写体 まで の 距離 を 近づけ ) 技 写 体 に 近づい て 
る 、 被 写 体 と 背景 の 距離 を 遠く する こと で す 。 例え ば 、 大 きい が 8 9 長 焦点 の レン ズ を 使う 
開放 F 値 が 大 きめ の ズー ムレ ンズ で あっ て も 、 望 遠 端 で 
最短 提 影 離 まで 近づき 、 背 景 が 各 く な る アン グル で 撮 
影 する と ボケ を 大 きく で きま す 。 条件 を 覚え て お く こと 
で 、 ボ ケ を コン トロ ー ル する 手段 が 広がり ます 。 


人 小さ な F 値 を 選ん で 


Let's TRY ウィ ンド ウ の ディ スプ レイ を 見 上 げ る よう に スナ ッ プ 。 ボ ポケ を 
生か す た め 、 被 写 体 に 正 対 せ ず 斜め か ら 捉え る よう に し た . 
ボケ を 生か し た ピン ト の 前 後 を ぽか し て 柔らか い 雰 囲 気 を 埋め 込ん で いる 


写真 を 撮っ て みよ う 


ボケ を 撮り た いと き 、 カ メラ の 填 出 
モー ド は 絞り 優先 AE が お すす め 。 F 
値 を 変え る こと で 、 ボ ケ の 大 き さ を 自 
在 に 変え る こと が で きま す 。4 つ の 要 
素 か ら も 分 か る よう に 、 ボ ケ は 距離 も 
関係 し ます 。 大 き な ボ ケ を 得る た め 、 
被写体 に 対し て 角度 を つけ る な ど 、 ポ 
ジ シ ョ ン を 意識 し て お きま し ょ う 。 


主題 は ペン チ で 、 誰 


か が 来る の を 待ち わ 
びている イメ ー ジ だ 。 
2 階 の 窓 か ら 撮っ て 
ペン チ ま で 距離 が あ 
っ た の で 、 前 ボケ に し 
た 窓 枠 と カー テン を 
大 きく ぼかす こと が で 
きた 


下 ノ 7 で 人 必ず し も 最大 の ボケ が 良い わけ で は な い 


大 き な ボ ケ は 見 る 人 の 視線 を 主 
役 に 引き つけ て くれ ます が 、 主 役 の 
置か れ た 状況 を 見 せ た い と き は 、 あ 
る 程度 背景 の 要素 を 見 せ た 方 が 撮 
影 意 図 が 伝わり や すく な リ ま す 。 い 


全う 4 て 役 っ て も 主 邊 は 陣 立 。F1.8 で 再 肝 を 大 きく ぼかし た 
内 内 A 絞っ 役 FT .8 で し た ご 

は な く 、 周 り の 見 方 を 意 詳し て て いる 。 音 時 の 生物 や 文字 と で 主役 に し た 提 殺 は 際立っ て 

ポケ の 大 き さ を 決定 する こと が 大 切 。 が 見 える こと で 、 周 り の 状況 が いる が 、 周 り の 愛 囲 気 や 状況 

で す 。 より 具体 的 に 伝わる よう に な る 。 は 伝わり づら く な っ て し まっ た 柔らか い イ メー ジ で 古い 時 代 を 連想 させ る た め 、 ピ ント を 合わ 

14 せ た タイ プラ イタ ー の キー を ポケ で 包む よう な 表現 に し た か っ 
た 。 大 きく ぽか す た め に 手前 か ら 奥 まで 角度 を つけ て いる 
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キラ キラ し た 丸い 光 、 こ の 光 を 玉 
ボケ ( 丸 ボケ ) と いい ます 。 と て も 幻 
想 的 で す よ ね 。 玉 ボケ は 点 光 源 ( 点 
状 の 光源 ) を ば ぼかす こと で 表現 で き 
ます 。 ま ず は 主役 と な る 被写体 を 決 
め て 、 点 光源 を 被写体 の 前 か 後ろ 
に ぽか し て 入れ ます 。 点 光 源 と し て 
は 、 晴 天 の 日 な ら ば 木漏れ日 や 葉 
っ ぱ * 水 面 の 反射 、 夜 は 街灯 や イル 
ミネ ーション の 電 飾 な ど が 候補 に な 
り ま す 。 大 き な 玉 ボ ケ に し た いり 場 合 
は 、 ボ ケ の 4 つの 要素 に 当て は め て 
み ま し ょ う 。 


夜景 の 玉 ボ ケ 


キラ キラ と し た 細か い 光 


下記 優 心象 的 な アウ ト フ ォ ー カ ス 


わざ と ピン ト を 外し て ボケ を 生か し た 
写真 の こと を 、「 ア ウト フォ ー カ ス ] と い 
いま す 。 ば ぼや けた 世界 は 想像 力 を か き 立 
て 、 見 る 人 が 物語 を 作り 出し て くれ ます 。 
カメ ラ の 設定 は マニ ュ ア ルフ ォ ー カ ス に 
し て 、 意図 的 に ビ ピント を 外し て み ま し ょ 
う 。 人物 や 建物 な ど を ぼかす こと で 、 被 
写 体 その も の の イメ ー ジ を 和らげ る こと 
が で きま す 。 懐 かしい 風景 な ど 、 心 象 的 
な 紛 囲 気 に 合 っ た 表現 で す 。 


家族 の シル エッ ト を アウ ト フ ォ ー カ ス で 表現 。 過 手前 に 窓 枠 を 入れ て フレ ー ム 構図 に 。 窓 か ら 
見 える 建築 物 を ぼかし て 幻想 的 に 表現 し た 


ぎ た 日 々 を 回 起す る よう な イメ ー ジ だ 


波止場 に あっ た 浮き 輪 に ピン ト を 合わ せ 、 
遠く に 見 える 街灯 り ( 左 ) を 玉 ボ ポケ に し た 。 


単 焦 点 50mm の F2.5 で 撮影 し た 


する た め 、 


ボケ の 一 番 の 魅力 は 、 主 題 を 際 
立た せる こと 。 そ れ だ け に 主題 と 副 
題 の 決定 が 大 切 に な り ま す 。 基本 
は 主題 に ピン ト を 合わ せ 、 副 題 は 
主題 を アシ スト する 要素 に な り ます 。 


者 " 


歩行 者 を 主題 に し て 撮影 。 車止め を 前 ボケ 


に し て フレ ー ム 効果 を 狙っ た 。 看板 な ど を 隠 
し 人 の 流れ に 視線 が 向かう よう に : 


下 の 写真 の よう に 、 同 じ 場 所 で も 、 
主題 と 副題 を 入れ 替え れ ば 、 写 真 
が 与え る 印象 を 変え られ ます 。 イ メ 
ー ジ 通り に ボケ の 演出 が で きれ ば 、 
表現 力も 飛 躍 的 に アッ プ し ます よ 。 


同じ 場所 で 、 今 度 は 車止め の 龍 の モチ ー フ 
を 主題 に し た 。 背景 が 同 散 と 見 えな いよ う 
に 、 人 が いる こと が 分 か る 程度 に ぼかし た 


ボケ を どこ に 配置 する か で 
表現 が 変わ る 

同じ 場所 で 撮影 し て も 、 ボ ケ の 位置 
に よっ て 主題 や イメ ー ジ を 変え る こと 
が で きる 。 撮影 距離 は ほぼ 同じ で 、 
車止め まで は 30cm と いう と ころ だ 


(まとめ | 主題 を ボケ で 際立た せ 、 物語 を 込め よう 


OOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOoooooooooooooooooooooooooooooooo 


位置 や 量 を 
コン トロ ー ル し て 、 
イメ ー ジ 通り の ボケ を 
表現 し まし ょ う ! 


バラ の 花 を 主役 に し て 、 キ ラキ ラ と し た 葉 
時 の 表面 の 反射 ( 左 ) を 背景 に し て 玉 ボ ケ に 
所 し て いる 。 背景 まで の 距離 が 近かっ た の 
で 、 焦点 距離 200mm で 撮影 し た 


4 刷 法定 
好評 発売 中 員 


「 す ず ち ゃ ん の 
は じ め て の 
カメ ラ と レン ズ ] 
(1.600 円 税 ・ 
イン プレ ス 刊 ) も 
好評 発売 中 ! 


写真 の 基礎 か ら 学べ て 
ステ ッ プ アッ プ で きる 
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っ 人 部 
気 に な る ポイ ント を ユー ザー 目線 で チェ ッ ク !| 


デジ カメ 届 旧 WVS 


デジ タル カメ ラ 関 連 の 新 製品 情報 や 編集 部 員 に よる 試用 レポ ー ト 、 そし て お 得 な キャ ン ペ ー ン や イベ ント 情報 な ど 。 


今月 も 6 カメラ や レン ズ の 発表 な ど 旬 の トピ ッ ク が 満載 。 内 容 盛り だ くさ ん で お 届け し ます ! 


写真 ・ 文 e 冬 信康 、 編集 部 


手のひら サイ ズ で 光学 45 倍 ズー ム の 
超 望 棚 ズー ムコ ン パ クト 機 


タム ロン の フル サイ ス 対 応 望 各 ス ズー ム が 
AF や 手 ブ レ 補 正 を 向上 し て リニュ ー ア ル 


ン 
キヤ ノン は 、 コン パク ト デ ジ タル カメ ラ の 新 モ デル と し て 「PowerShot 
SX430 IS] を 発売 し た 。PowerShot SX シ リー ズ の 特徴 で ある 高 倍率 ズ 
ー ム レン ズ は 、 従 来 の 光学 42 倍 (SX420 IS) か ら 光 学 45 倍 に 向上 。 プ ロ 
グレ ッ シ ブ ファ イン ズー ム に より 約 90 倍 まで 解 像 感 を 保持 し た ズー ム が 可能 
だ 。 ボ ディ サイ ズ は 従来 と 変わ ら ず 、 ホ ー ル ド し や すい グリ ッ プ も 健在 。 わ 
ず か な が ら 軽 量化 も 実現 し た 。 


ょ キヤ ノン PowerShot SX430 IS 


発売 予定 日 : 2017 年 2 月 23 日 

予想 実勢 価格 : 32.000 円 前 後 
撮像 素子 : 172.3 型 CCD 
有効 画 素数 : 約 2.000 万 画素 
集 点 距離:4.3ー193.5mm 
(241.080mm 相 当 ) 
開放 F 値 :F3.5(W) 6.8(T) 
背面 モニ ター : 3 型 23 万 ドッ ト TFT カラ ー 液 晶 
無線 機 能 : WiLFi、NFC 
外形 寸法 (WXHXD): 約 104.4X69.1x85.1mm 
質量 : 約 323g( パ バッテリー、 カー ド を 含む ) 


22 ヨ H っ 


ズー ム 倍 率 が さら に 向上 
SX430 IS : 24…1.080mm 相 当 (45 僅 ) 
SX420 IS : 241.008mm 相 当 (42 倍 ) 


キヤ ノン 
http://canon.jp/ 


軽量 ・ 高 画質 の カメ ラ と レン ズ が セッ ト ! 
お 得 な フル サイ スズ 機 レ ンズ キッ ト が 登場 


ビ 


22 ヨ H う 


タム ロン は 、 フ ル サ イ ズ 対 応 の 望遠 ペー ムレ ンズ 「SP 70-300mm F/4- 
5.6 Di VC USD] (Model A030) を 発売 する 。 2010 年 に 発売 し た 
Model A005 の リニュ ー ア ル モ デ ル 。AF の 制御 回 路 や アル ゴリ ズム の 調整 


で スピ ー ド や 精度 を 改善 。 手 ブレ 補正 効果 も 改良 され 約 4 段 分 の 効果 が ある 。 
ズー ムリ ング 、 フ ォ ー カ スリ ング に は グリ ッ ド パタ ー ン が 採用 され 、 外 観 品位 
の 向上 も 図ら れ た 。 レ ンズ 面 は 防 汚 コー ト が 採用 され 手入れ も し や すい 。 


ょ タム ロン SP 70-300mm F/4-5.6 Di VC USD 
(Model A030) 


発売 予定 日 2017 年 2 月 23 日 
実勢 価格 : 46.000 幅 前後 
* レ ンズ 構成 : 12 群 17 枚 
ゃ 堆 り 当 枚 数 :9 覆 

e 最 小紋 り :F3245 
ゃ 最短 撮影 離 : 1.5m 
最大 撮影 倍率 :0.25 倍 
@ フ ィ ルター 径 : ゅ 62mm 
ゃ 外形 寸法 (最大 径 X 長 さ 
約 ゐ 82.2X142.7mm 
質量: 約 765g 
対応 マウ ント 

キヤ ノン 用 、 ニコ ン 用 


防 汚 コ ー ト を 採用 


外観 品位 を 向上 4 自分 の 手 ブレ 補正 


E 主 害 計 タム ロン http://www.tamron.co.jp/ 


オー ト 撮 影 機 能 が 充実 し た 
IXY シ リー ズ の 新 モ デル 2 機種 


キヤ ノン は 、 一 眼 レ フカ メラ 「EOS 6D] に 軽量 マー ムレ ンズ 「EF24-105mm 
F3.5-5.6 IS STM] を 組み 合わ せ た レ ンズ キッ ト を 発売 し た 。 ポ ディ 、 レ ン 
ズ 共 に 軽量 を 特徴 と し た 製品 を 組み 合わ せる こと に より 、 撮 影 を より 軽快 
' め る こと を 狙っ て いる 。 


ょ キヤ ノン EOS 6D・EF24-105 F3.5-5.6 
IS STM レン ズ キ ッ ト 


発売 日 : 2017 年 2 月 2 日 実勢 価格 : 254.000 円 前 後 


22 ヨ HO っ 


小型 フル サイ ズ 機 
メ 
軽量 ズー ムレ ンズ 


キヤ ノン http://canon.jp/ 
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PEIip】 


キヤ ノン は 、 コ ン バ パク トカ メラ IXY シリ ー ス の 新 モ デル を 発売 し た 。「IXY 
210] は 光学 10 倍 ズー ム 、「IXY 200] は 光学 8 倍 ズ ー ム レン ズ を 装備 する 。 
両機 と も 新 機能 と し て 、 日 付 写し 込み 機能 を 切り 替え る 「DATE ボ タン ]、 


初心 者 の 誤操作 を 防止 する 「 安 心 オー ト 機 能 ] を 搭載 する 。 


ヶ キヤ ノン IXY 210 


発売 予定 日 : 2017 年 2 月 23 日 

予想 実勢 価格 : 22.000 円 前 後 
撮像 素子 : 172.3 型 CCD 有効 画 径 数 : 約 
2.000 万 画素 焦点 守 離 :24 一 240mm 相 
当 開放 F 値 :F3 一 6.9 背面 モニ ター 
2.7 型 23 万 ドッ ト TFT カラ ー 液 晶 
Wi-Fi、 NFC 外形 寸法 (WxHx 
X56.8X23.6mm 質量 : 約 137g ( バッ テリ 
ー、 カー ド 含 む ) 


Wi-Fi 搭 載 の 
10 倍 ズー ム モ デル 


キヤ ノン 
http://canon.jp/ 


ヶ IXY 200 


発売 予定 日 : 2017 年 2 月 23 日 
予想 実勢 価格 : 16.000 円 前 後 
* 提 像 素子 : 172.3 型 CCD 有効 画素 数 : 約 
2.000 万 画素 焦点 距 離 :28 一 224mm 相 
当 開放 F 値 :F3.2 一 6.9 背面 モニ 
2.7 型 23 万 ドッ ト TFT カラ ー 液 晶 外形 寸 法 
(WxHxD) : 約 95.2x54.3x22.1mm e 質 
量 : 約 126g( バ ッ テ リー、 カー ド 含 む ) 


8 倍 ズ ー ム の 
シン ブル モデ ル 


Canon 


ヶ FE 85mm F1.8 


発売 予定 日 : 2017 年 4 月 
希望 小売 価格 : 79.920 円 


* レ ンズ 構成 : 8 群 9 枚 


APD 搭 載 で ボケ 描写 に 強い 100mm と 
リー ズ ナ ブル な 85mm の 最新 FE ヒレ ンズ 2 本 


六 還 ソニ ー は 、 最 新 FE レン ズ と し て [FE 100mm F2.8 STF GM 0SS] と 「FE 絞り 妥 枚 数 :9 導 (円 形 ) 
FE 85mm F1.8] を 発売 する 。 FE 100mm F2.8 STF GM 0SS は STF (Smooth 時 小 り :F22 @ 最 知 提 影 離 :0.8m 
【a】 ・ 記 Eo ゝ ー ゃ 最大 撮影 倍率 : 0.13 倍 
内 「rans Focus) レン ズ と な り 、 ア ポタ イ ゼ ーション 光学 エレ メン ト の 搭載 に よっ て 、 ルー の 67mm 
ボケ が 柔らか く 描 写 さ れる 。FE 85mm F1.8 は リー ズ ナ ブル な 大 口径 中 望遠 レン 外形 寺 法 ( 仙 大 和 X 長 ): 約 あ 78X82mm 
ズ 。 シ ャ ー プ な 描写 と ボケ 味 を 両立 し た 描写 を 小型 * 軽 量 で 楽し め る 。 質量 : 約 371g 
ょ ソニー FE 100mm F2.8 STF GM OSS 


発売 予定 日 : 2017 年 4 月 

希望 小売 価格 : 203.040 円 
レン ズ 構 成 : 10 群 13 枚 
絞り 羽根 枚数 : 11 枚 (円 形 ) 
e 最 小 絞り : F20(T22) 最短 提 影 距離 :0.57m 
最大 撮影 倍率 : 0.25 倍 @ フ ィ ルター 径 : の 72mm 
w 外 形 寸 法 (最大 径 X 長 さ ): 約 ゐ 85.2x118.1mm 
e 質 量 : 約 700g 


ソニ ー 
http://www.sonyjp/ 


防水 性 と クッ ショ ン 性 を 兼ね 備え た 
安全 ・ 安 心 の クッ ショ ン ボ ー チ 


1 
057m.0m 0.85m-co 


アポ タイ ゼー ショ ン 光 学 エ レ メ ン ト を レン ズ 本 体 の リン グ で 近接 撮影 モー 
搭載 し て いる こと が 特徴 。 柔 ら か な ド に 変更 で きる 「 マク ロ 域 切り 換え 
ボケ 描写 を 実現 する 。 絞 り リリ ング に 機能 を 搭載 。 最 大 撮影 倍率 は 
は F 値 で は な く 、 フ ィ ル ター に よる 減 0.25 倍 と な る 。 こ の 機能 に より 近 
光 分 を 含め た T 値 が 記載 され る 接 時 も 高い 解像力 を 維持 する 


面 フ ァ ス ナー で レン ズ サ イズ に 合わ せ て 
留め 位置 を 調整 で きる レン ズ 用 ポー チ 


ハク バ 写 真 産業 は 、 防 水性 と クッ ショ ン 性 を 兼ね 備え た 汎用 クッ ショ ン ポ ー 
チ 「 ド ライ クッ ショ ン ポ ー チ 」 の 新 サ イズ W モデ ル を 発売 し た 。 IPX4 準 拠 で 
豪雨 で も 浸水 し な い 安 心 構 造 が 身上 。 従 来 の し サ イズ より も 一 回 りほ ど 大 き 
く 、 レ ンズ を 装 着 し た 一 眼 レ フ ボ ディ と 交換 レン ズ が 収納 可能 。 


ヶ ハク ババ 写真 産業 
ドラ イク ッ シ ョ ン ボ ポー チ W 
発売 日: 2017 年 2 有 13 昌 
実勢 価 格 :6.400 円 和 後 


ゃ 内 形 寺 法 (WxHXD) 
約 220X220x140mm 
ゃ 質量 : 約 210g 
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大 型 化 に より レン ズ を 
装 芽 し た 一 眼 レフ 機 
と 交換 レン ズ 1 本 程度 
を 収納 可能 と な っ た 


ハク バ 写 真 産業 
http://www. 
hakubaphoto.jp/ 


に 
回 


ビデ オス ピー ドク ラス V90 に 対応 し た 
高 画素 動画 時 代 の 高速 転送 SDXC 


銀 一 は 、peak design 社 の 「Range Pouch] を 発売 し た 。 ベ ルト や スト ラ 


ッ プ に 取り 付け て 、 レン ズ を 安全 に 運べ る ポー チ 。 ふ た は 面 フ ァ ス ナー 式 で 、 
レン ズ に 合わ せ て 留め 位置 が 調整 で きる 。 背 面 に は アン カー 用 の ルー プ を 備 
え 、 ポ シェ ッ ト と し て 利用 で きる 。 サイ ズ は S、M、L の 3 種 。 
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と peak design Range Pouch 
発売 日 : 2016 年 12 月 18 日 
実勢 価格 : 7.500 円 (D、 6,800 円 (M)、 6,000 円 ($) 


内 径 寸法 (最大 径 X 長 さ ): 約 11.7x23.6cm(U)、 
約 10.4x17.3cm(M) 、 約 8.6X12.2cm(S) 


フェ ルト 製 の 中 仕切 り に よっ て さま ざま な 形 で 
レン ズ を 保護 で きる 


ざき さや 


3 本 届 銀 一 http://www.ginichi.com/ 


4K 動 画 を 長 時 間 記 録 可 能 な 
512GB の 大 容量 CFast 2.0 カ ー ド 


パナ ソニ ッ ク は 、 ビ デオ スピ ー ド クラ ス V90 に 対応 し た SDXC UHS- TL カ 
ー ド 「RP-SDZA128JK] を 発売 する 。 高 速 MLC フラ ッシュ メモ リー の 採用 
と 、 擬 似 SLC 化 技術 に より デー タ 転 送 速 度 の 高速 化 を 実現 。 V90 は 最低 束 
度 90MB/ 秒 を 保証 する 、8K 記 録 を 想定 し た ビデ オス ピー ドク ラス 。4K 動 
画 撮影 で 求め られ る 高速 で 安定 し た デー タ 転 送 を 可能 に 


ょ バ パナソニック  RP-SDZA128JK 
発売 也 定 日 : 2017 年 323 昌 
予想 実 の 価格 : 59.000 由 前 和 

< 容量 : 128GB イン ター フェ イス 規格 :UHS-L 

* ス ピード クラ ス : lass10 UHS ス ピー ドク ラス : 

UHS speed class3 @ ビ デオ スピ ー ド クラ ス :V20 

e 最 大 読み 出し 速度 : 280MB/ 秒 最大 書き 込み 速度 :250MB/ 移 
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Panasonic 


7 は ) に くっ 剖 6 


28cg 


8K 動 画 撮影 を 想定 し た 
パナ: ッ ク スピ ー ド クラ ス に 対応 ! 


http://panasonic.jp/ 


マイ クロ ン ジャ パン は 、 レ キサ ー 「Professional 3500x CFast 2.0 メモ リ 
カー ド ] の 512GB モデ ル を 発表 し た 。 同 メモ リー カー ド の これ まで の 最大 容 
量 は 256GB で あり 、2 倍 の 容量 を 実現 し て いる 。 最大 445MB/ 秒 の 書き 
込み 速度 を 備え 、4K な どの 高 画質 動画 を 継続 的 に 録画 可能 。 最 大 
525MB/ 秒 の 読み 取り 転送 速度 で 、 デ ー タ 転送 も 高速 で 行え る 。 


と Lexar Professional 3500x CFast 2.0 メ モリ カー ド 
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発売 予定 日 : 2017 年 前 半 価格 : 未 定 
最大 読み 出し 速度 : 525MB/ 徐 『 ー 
最大 者 き 込み 速度 : 445MB/ 秒 512 
4K 動 画 を 長 時 間 ミ 
継続 記録 で きる で 


Lexar 


PROFESSIONAL 


マイ クロ ン ジャ パン 
https://jp.micron.com/ ーー 
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圧倒 的 低 コ スト な エコ タン クモ デル が 
写真 プリ ント 対応 と な っ て 新 登 場 


エプソン は 、 エ コタ ンク 搭載 プリ ンタ ー の 新 モ デル と し て 「EW-M770T] を 発売 し た 。 
従来 の エコ タン ク 機 は ドキ ュ メ ント 向け の ビジ ネス プリ ンタ ー と し て の 色 が 強かっ 
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た が 、EW-M770T は 印刷 品位 を 向上 し 、 フ ォ ト プリ ンタ ー と し て の 性 能 も 確保 。 
イン クボ トル は フォ ト 4 色 が 各 70ml、 顔 料 ブ ラッ ク が 140ml。 印刷 可能 枚数 は 
A4 カラ ー で 約 8.000 枚 。 ラ ン ニ ング コス ト は A4 で 1.3 円 / 枚 に 抑え られ て いる 。 


ょ エプソン EW-M770T 


予想 実勢 価格 : 70.000 円 前 後 


発売 予定 日 : 2017 年 3 月 2 日 


外形 寸法 (WxHXD) 
約 425x161x359mm 


| お う URL エア ルス 
http://www.epson.jp/ 


水 や 汚れ に 強い 特殊 素材 を 採用 し た 
折り た た め る 軽量 カメ ラバ ッ グ 


防 罰 ハク バ 写 真 産業 は 、 ル フト デザ イン の 「 ア ー バ パン ライ ト ショ ル ダ ー バ ッ グ Ll 
語 を 発売 し た 。 ポ リカ ー ボ ネー トコ ー ト を 施し た ナイ ロン を 素材 に 使用 し て お 
9) 
ズ 


り 、 軽 量 な 上 に 水 ・ 汚 れ に 強い 。 開口 部 は 広く 取ら れ て お り 、 上 部 ジッ パー 
を 開け る と 内 部 が 一 覧 で きる 。 


ょ ルフ ト デ ザ イン 
アー バン ライ ト ショ ル ダ ー バ ッ グ L 
発売 日 : 2017 年 2 月 3 日 
実勢 価格 : 5,100 円 前 後 
ポリ カー ボネ ー ト 
ング 210d ナ イロ ン 
内 形 寸 法 (WxHXD) 
約 320x180x120mm 
外形 寸 法 (WzHXD) 


収納 し た カメ ラ や レン ズ 
が 見 や すく 、 素 早く 取り 
出せ る 


約 360x360x160mm 

質量 : 約 430g ハク バ 写 真 産業 
http://www. 
hakubaphoto.jp/ 


指す べり が よく 傷 が 付き に くい 
極 薄 0.2mm の 液晶 保護 ガラ ス が 登場 


文書 も 写真 も 印刷 で きる 
2 つの ブラ ッ ク イ ンク 搭載 


顔料 ブラ ッ ク と 染料 ブラ ッ ク の 2 つの ブラ 
ッ ク イン ク と 、 筆 料 カラ ー3 色 の 計 5 色 を 
搭載 。 こ れ ま で の エコ タン ク 搭 載 プ リン 
ター で は で き な か っ た 写真 プリ ント が 可能 
に な っ た 


上 
イン ク の 残 量 確認 や 
補充 に 便利 な フロ ント 部 


揚水 加工 が 施さ れ た イン クタ ンク を フロ ン 
ト に 設置 し て イン ク 窓 を 設け た 。 ひと 目 で 
イン ク 残 量 の 確認 が で きる うえ 、 イ ンク 
補充 も 楽に 行え る 


手 が 汚れ な い 
挿す だ け 満 タ ン イン ク 方 式 


イン ク 補 充 は ボトル の スク リュ ー 式 キャ ッ 
プ を 開け て イン クタ ンク に 挿す だ け 。 色 ご 
と に 注入 口 が 異 な り 、 間 違い も な い 。 満 
タン に な る ひと 自動 的 に 補充 が 完了 する 


印刷 ご と に 用 紙 交換 不要 ! 
3way 給 紙 シ ステ ム 


トレ イ 式 の 前 面 2 段 カセ ッ ト と 背面 給 紙 
で 3 通り の 給 紙 を 一 度 に 設定 で きる 。 印 
刷 ご と に 用 紙 を 交換 する 手間 が な く な 
リ 、 気軽 に 印刷 で きる 


フィ ルター ガラ ス の 歪み を 抑え た 
保護 フィ ルター に 大 口径 モデ ル が 追加 


ビ 


還 ケン コー・ ト キナ ー は 、ZX プ ロ テ ク ター の 大 口径 サイ ズ 「86S ZX プ ロ テ クタ 

還 一 |( の ゅ 86mm 用 ) と 「95S ZX プ ロ テ ク ター] (の 95mm 用 ) を 発売 し た 。 Z 

職 フレ ー ム か ら ガ ラス に か か る 負荷 を 極力 な くす フロ ー テ ィング フレ ー ム シス テ 
ム が 特徴 。 ガラ ス の 平面 性 を 維持 し 、 レ ンズ 本 来 の 描写 を 損なわ な い 。 


> ケン コー 
ZX プ ロ テ ク ター 
86mm/95mm 


発売 日 : 2017 年 2 月 10 日 
実勢 価格 : 14.000 円 前 後 (86S)、 
17000 円 前 後 (95S) 


M 
ケン コー トキ ナー 


http://www.kenko-tokina.co.jp/ 


三脚 を 面 フ ァ ス ナー で 固定 し て 
冬季 撮影 の 手 の 冷た さ を 軽減 ! 


ハク バ 写 真 産業 は 、 強 化 ガ ラス に AR コー ト 、 フ ッ 素 コー ト を 施し た 「ULTIMA 
液晶 保護 ガラ ス 」 を 発売 し た 。 ガ ラス 厚 が 0.2mm と 極 薄 で 、 バ パリ アン グル 
モニ ター に も 使用 可能 。 シ リコ ン 粘 落 礎 に より 貼り や すく 、 気 泡 も 自然 に 消 
える 。 サ イズ は 主要 カメ ラメ ー カ ー に 合わ せ た 13 種 を 用 意 。 


> ハク ババ 写真 産業 
ULTIMA 液晶 保護 ガラ ス 


発売 日 : 2017 年 2 月 8 日 ロ 実 勢 価格 : 3.000 円 前 後 
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薄型 で 装着 感 が 少な い 
最新 保護 ガラ ス 
ハク バ 写 真 産業 
http://www.hakubaphoto.jp/ 
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ラム ダ は 、 寒 冷 期 の 撮影 を 支援 する 「 三 脚 ウォ ー マ ー] を 発売 する 。 面 ファ 


に 直接 触れ る こと な く セ ッ 


ティ ング が 行え る 。 表 布 は 合成 皮革 、 裏 布 は スト ッ プ レザ ー を 採用 。 衝撃 吸 


の 
還 スナ ー で 三脚 に 固定 する こと で 、 冷 え 切 っ た 
【e】 
大 

収 効果 も ある の で 三脚 の 保護 に も 役立つ 。 
> ラ ムダ 三脚 ウォ ー マ ー 


発売 予定 日 : 2017 年 3 月 1 日 
予想 実勢 価格 : 4.600 円 前 後 
: 合成 度 基 ( 表 )、 スト ッ プ レザ ー( 理 ) 
ブラ ウン 、 ブラック 

形 寺 法 (WH): 約 130x220mm 
対応 肢 生 20 一 30mm 


本 週 ラム ダ http://www.lamda-sack.com/ 


耳より 情報 


デジ カメ 関連 の 新 情報 は この ほか に も まだ 


だ 紹介 し きれ な い ほ ど 発 表 さ れ て いる 。 


ここ で は その 中 か ら 、 特に 耳より な 情報 を ビッ クア ッ プ し て お 届け し よう 。 


対象 商品 を 購入 し た 応募 者 全員 に キャ ッシュ バッ ク 
GOING2020 ! SPRING キャ ン ペ ー ン 


キャ ン ペ ー ン 期間 : 2017 年 2 月 18 日 一 5 月 8 日 
応募 締切 : 2017 年 5 月 31 日 (当日 消印 有効 ) 
キヤ ノン は 、 期間 中 の 対象 商品 購入 者 を 対象 
と し た 「 GOING2020! SPRING キャ ン ペ ー 
ン ] を 開始 し た 。 対象 商品 ( G シ リー ズ を 除く ) 
を 購入 し 、 応募 し た 全員 に キャ ッシュ バッ ク を 行 
う も の 。 PowerShot G9X Mark I/ 
G7X Mark II を 購入 し た 応募 者 全員 に バッ テ 
リー な ど が プレ ゼン ト さ れる 。 さら に 抽選 で 100 
名 に キヤ ノン オリ ジ ナ ル 「 GOING2020! 缶 ] 
が 当たる 。 対象 商品 は 右 の 一 覧 を 参照 。 


キヤ ノン http://canon.jp/ 


レン ズ 交 換 式 カメ ラ 
*EOS 80D 

*EOS M10 

コン パク トカ メラ 

* PowerShot SX720 HS 
* PowerShot SX620 HS 


*PowerShot G9X Mark IL 
* ゃ PowerShot G7X Mark TL 
イン クジ ェ ッ ト プ リン ター 
*TS9030 TS8030 
*TS6030 


OM-D E-M1 Mark I 発 売 記 念 キャ ッシュ バッ ク 
好評 に つき キャ ン ペ ー ン 期間 の 延長 を 発表 


キャ ン ペ ー ン 期間 : 2017 年 3 月 31 日 まで 
@ 応 募 締切 : 2017 年 4 月 14 日 (当日 消印 有効 ) 


オリ ン パ ス は 、 昨年 末 より 実施 し て いた 
「OM-D E-M1 Mark 発売 記念 キャ ッシュ バ 
ッ ク キ ャ ン ペ ー ン 」 の 期間 延長 を 発表 し た 。 内 
容 は 、 期間 中 に OM-D E-M1 Mark I と 対象 
レン ズ も し く は 対象 レレ ンズ の み を 購入 し た ユー 
ザー に JCB ギ フト カー ド で の キャ ッシュ バッ ク を 
行う も の 。 当 初 は 1 月 1 日 まで の 購入 者 が 対 
象 だ っ た が 、 延 長後 は 3 月 31 日 まで と な り 、 応 
募 締切 も 4 月 14 日 に 変更 され た 。 


ょ OM-D E-M1 
Mark L 


オリ ン バ ス http://www.olympus-imaging.jp/ 


早期 購入 者 に オリ ジ ナ ル ラ ッ ピ ング クロ スプ レ ゼ ント 
FiRIN 20mm F2 FE MF 発 売 記 念 キ ャ ン ペ ー ン 


キャ ン ペ ー ン 期間 : 2017 年 1 月 27 日 一 予定 数 終了 まで 


ケン コー トキ ナー は 、「 FiRIN 20mm 
F2 FE MF 発 売 記念 キャ ン ペ ー ン ] を 実 
施す る 。 内 容 は 、 FiRIN 20mm F2 FE 
MF の 早期 購入 者 に オリ ジ ナ ル の ラッ ピ 
ング クロ ス (大 小 2 枚 組 ) を プレ ゼン ト す る 
と いう も の 。 応募 は 、 パッ ケー ジ に 同 梱 の 
ご 愛用 者 カー ド ] に 、 キ ャ ン ペ ー ン 用 の 
「 管 理 ナ オン バー 入り 応募 シー ル ] ( 同 梱 ) 
を 貼付 し て 郵送 する 。 予定 数 に 達し 次 第 
シー ル の 同 梱 は 終了 と な る と の こと 。 


3 オリ ジ ナ ル の 
ラッ ピン グ ク ロス (大 ) 


p FiRIN 20mm 
F2 FE MF 


ケン コー トキ ナー http://www.tokina.co.jp/ 


主要 メー カー37 社 の 製品 を 一 拳 掲載 
写真 * 映 像 用 アク セ サ リ ー の 総合 カタ ログ 最新 版 


刊行 日 : 2017 年 2 月 23 日 


日 本 写真 映像 用 品 工業 会 は 、「 写 真 ・ 映 像 用 品 年 
鑑 2017 年 版 ] を 2 月 23 日 ( CP+ 開 催 初日 来場 者 
特典 と し て 無料 配布 予定 ) に 発刊 する 。 A4 判 フル 
カラ ー で 全 296 ペ ー ジ 。 掲 載 企業 37 社 の 多彩 な 
製品 群 を 掲載 、 紹 介し て いる 。 購入 は 全国 カメ ラ 
店 の 他 、 同 会 へ 購入 申込 書 と 切手 を 送付 (配送 代 
込 720 円 分 ) する こと で も 可能 。 また PDF 版 で あれ 
ば 、 同 会 の Web サ イト か ら 無料 で ダウ ン ロ ー ド が 行 
える 。 


日 本 写真 映像 用 品 工 業 会 
http://wwwjpvaa.jp/ 


ょ 「 写 真 * 映 像 用 品 年 第 
2017 年 版 | 


APS-C 機 も フル サイ ズ 機 も キャ ッシュ バッ ク 
og シ リー ズ か ら 2 つ の キャ ン ペ ー ン が スタ ー ト 


画 キ ャ ン ペ ー ン 期間 : 2017 年 2 月 3 日 5 月 7 日 

W 応 募 締切 : 2017 年 5 月 22 日 (当日 消印 有効 ) 
ソニ ー は og シリーズ を 対象 と し た 「 ス ター ト q キ ャ 

ン | 」 と 「g ウ ェ ル カム キャ ン ペ ー ン 」 を 開 

始 し た 。 対 象 商品 を 購入 し た 応募 者 全員 に 

キャ ッシュ バッ ク を 行う 。「 ス ター ト gq キ ャ ン ペ ー 

ン ] は o6000/o5100 お よび ズー ムレ ンズ キ 

ッ ト を 対象 と し 、「q ウ ェ ル カム キャ ン ペ ー ン ] は 

g7R IL/g7S IT/g7 T/g7 ズー ムレ ンズ キ 

ッ ト の 他 、 一 部 の 交換 レン ズ も 対象 と する 。 


ソニ ー 
http://www.sonyjp/ 


先着 3.000 名 に 専用 メタ ル ハ ンド グリ ッ プ を プレ ゼン ト 
X-T20 デビ ュー キャ ン ペ ー ン が スタ ー ト 


W キ ャ ン ペー ン 期 間 : 2017 年 1 月 19 日 一 3 月 31 日 
@ 応 募 締切 : 2017 年 4 月 21 日 (当日 消印 有効 ) 


富士 フィ ルム は 、X-T20 の 発売 を 記念 し た 
「X-T20 デビ ュー キャ ン ペ ー ン 」 を 開始 し た 。 
内 容 は 、 期 間 内 (3 月 31 日 まで ) に X-T20 を 
購入 し 、 か つ キ ャ ン ペ ー ン に 応募 し た ユー ザ 
一 先着 3.000 名 に 専用 メタ ル ハン ド グ リ ッ プ 
「 MHG-XT10」 を プレ ゼン ト す る と いう も の 。 
応募 は 、 ま ず キ ャ ン ペ ー ン サイ ト で エン トリ ー し 
て か ら 、 応募 用 紙 に 必要 書類 を 貼付 し て 郵 
送 する , 


医 3 本 富士 フィ ルム http://fujifilm.jp/ 


新宿 、 銀座 、 大 阪 の ニコ ン サ ロン が リニュ ー ア ル 
写真 展会 場 「THE GALLERY」 が 今夏 オー プン 


W リ ニュ ー ア ル 予 定 日 : 2017 年 7 月 (新宿 * 銀 座 )、 8 月 (大 阪 ) 


ニコ ン は 創立 100 周 年 を 記念 し 、 
ニコ ン サ ロン の リニュ ー ア ル を 実 
施 。 銀 座 ニ コン サロ ン は 2017 年 
7 月 、 大 阪 ニ コン サロ ン は 8 月 改装 
予定 。 新宿 ニコ ン サ ロン 、 ニ コン 
サロ ン bis 新 宿 、 ニ コン サロ ン bis 
大 阪 は 「THE GALLERY] と な 
る 。 ま た 、 若手 写真 家 の 新 支援 
制度 「Be a Photographer」 も 右 
に 記載 の 概要 で 開始 され る , 


「Be a Photographer」 概 要 

募集 開始 日 : 2017 年 1 月 

< 支援 内 容 
公開 講評 会 写真 家 や キュ レー ター か ら の 講評 を 
無料 で 受講 で きる 「 フ ォ トレ ビュ ー」 の 開催 
制作 支援 プリ ント 制作 補助 費 5 万 円 お よび 増 
分 を < 案内 ハガキ 制作 覧 用 の 全 閣 憲 
三木 賞 35 歳 以下 の 作家 を 対象 に 「 三 木 沼 
賞 」 を 贈 星 。 特典 に 「THE GALLERY」 で の 作品 発 
表 を 含み 、 制作 支援 信 と し て 総額 300 万 円 を 進呈 


ニコ ン イ メー ジン グ ジ ャ パ ン http://www.nikon-image.com/ 


「APA ア ワー ド 2017」2 部 門 の 受賞 者 を 発表 ! 
広告 部 門 は 正田 真弘 氏 、 写真 部 門 は 関 健作 氏 


@ 辰 息 全 会期:2017 年 3 月 4 日 一 19 日 < 経済 産業 
@ 辰 臣 会 会場 : 東 京都 写真 美術館 大 臣 賞 賞 作品 
日 本 広告 写真 家 協 会 は 、 実 広告 に よ 


る 広告 作品 部 門 と テー マ に 沿っ て 競う 
写真 作品 部 門 の 2 部 門 か ら な る 「APA 
アワ ー ド 2017」 を 開催 し 、 受 賞 者 を 発 
表し た 。 広告 部 門 の 経済 産業 大 臣 賞 
に 正田 真弘 氏 、 写真 部 門 の 文部 科 


b 文部 科学 大 臣 党 


学 大 臣 賞 に 関 健作 氏 が 輝い た 。 3 月 各党 作品 [ブー タン 
に 受賞 作品 に よる 公募 展開 催す る 。 oz 歳 の 1 日 」 
e 関 健作 


日 本 広告 写真 家 協 会 


http://www.apa-japan.com/ 
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ヨコ ハマ を 舞台 に 高校 生 た ち が 
熱い 写真 魂 を 伝え る 


OoDE 


不義 身体 に し みる 港町 ヨコ ハマ を 


3 日 間 熱 くす る イベ ント が 今年 も 開催 され 
た 。 今回 で 5 回 目 を 数 える 「TopEye 全 国 高校 生 
写真 サミ ッ ト ] を 毎年 楽し み に し て いる 。 四十路 
を 超え た 筆者 に は な い 柔 軟 な 発想 や 、 つ いつ い 
被写体 に 遠慮 し て し まい が ちな シー ン に グッ と 近 
寄っ て 捉え る 大 胆 な アプ ロー チ な ど 、 毎 年 「 う ま 
い 員 と 思わ せる 作品 に 出合 える か ら だ 。 
「TopEye」 は ニコ ン が 全国 の 中 学生 、 高 校生 を 
対象 に し た 写真 部 応援 マガ ジン 。 そ の 関連 イベ ン 
ト と し て 、 高 校生 同士 の 交流 や 実践 的 な 写真 撮 
影 の 場 を 提供 する こと を 目的 に 行わ れ て いる 。 全 
国 か ら 選 抜 さ れ た 15 校 の 写真 部 員 が 3 人 1 組 と 
な り 、3 枚 の 組 写真 に よる 「 チ ー ム 賞 」 と 個人 作 
品 に よる 個人 賞 ] で 競い 合う 。 審 査 員 は 小林 紀 
晴 、 秋 元 貴 美子 、 藤 村 大 介 、 若 子 jet、 繊 作 峰 子 


宮城 県 白石 工業 高等 学校 


「 溢 れ 出 る 愛情 ] 


山口 県 立 下松 高等 学校 


| 元町 記憶 印刷 所 
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レポ ー ト e 妨 集 部 


人 各 本 


写真 サミ ッ ト 


の 各氏 。 今 年 の テー マ で ある 「 キ ズ ナ 、 横 浜 。] を 
表現 すべ く 、 総 勢 45 人 の 高校 生 が ヨコ ハマ を 舞 
台 に 作品 制作 に 情熱 を 傾け た 。 提 供 さ れ た カメ 
ラ は D5600 18-140 VR レン ズ キ ッ ト だ 。 

本 イベ ント は 充実 し た プロ グラ ム が 特徴 。 審査 
員 に よる 提 影 アド バイ ス や エプソン EP-10VA を 
使用 し た プリ ント セミ ナー、 織 作 峰子 氏 に よる 基 
調 講演 、5 人 の 審査 員 が 自身 の 作品 を 通し て 高 
校生 た ち に 写真 の 魅力 を 伝え る フォ トレ ビュ ー な 
ど が 実施 され た 。 さ ら に 今年 は 生徒 の 持ち 込み 
作品 を 元 に 審査 員 に アド バイ ス を も ら っ た り 親 交 
を 深め られ る 交流 会 も 新設 され た 。 緊 張 の 面 持 
ち で 臨ん だ 作品 プレ ゼン テー ショ ン を 経て 迎え た 
結果 発表 は 、 笑 いあ り 涙 あ り の 盛り 上 が り を 見 
c 高校 生 た ち に 確か な 記憶 を 刻ん だ で あろ う 
本 イベ ント は 大 盛況 の うち に 幕 を 閉じ た 。 


3 日 間 で 行わ れ た 充実 の プロ グラ ム 
TE 2/3( 作品 制作 は 共通 の 機材 
73(⑧) を 使い 、 自 由 撮影 時 間 と 
* 開会 式 いう 同一 の 時 間 帯 で 行わ 
* アド バイ スス ポッ ト 撮 影 れる 。 審査 員 の アド バイ 
* 自由 撮影 時 間 ス も 受け られ る 

撮り た め た 作品 は プリ ント 
に 2 セミ ナー を 経て 印刷 。 選 
・ 自由 撮影 時 間 定 作業 に 入り 、 チ ー ム 作 
*・ プリ ント セミ ナー 品 と 個人 作品 を 決定 す 
* 交流 会 る 。 そ し て プレ ゼン テー シ 


* 作品 プレ ゼン テー ショ ン ョ ン の 大 一 番 に 臨む 


還 国 2^5(g) 
・ 弱 作 放 子 氏 基 調 講 演 
・ 容 査 員 フ ォ ト レビ ュー 
・ 秦 査 発表 
・ 表 彰 式 


テー マ で ある キズ ナ を 表現 する に あたり 、 最初 は か ぶり 物 の グッ ズ を 使っ て 
他校 の 生徒 と 一 緒 に 撮る こと を 考え まし た が 、 街 で 出会う 親子 、 特 に 子ども 


の 笑顔 に 引か れ て 方 針 を 変え まし た 。 撮 四 
っ て いる うち に 笑顔 を 引き 出す 


大 機 清 要 さ ん 
所 川 政 奈 さん (写真 左 か ら ) 


交渉 し まし た 。 戦前 か ら 続く 印刷 所 と の 
な が る キズ ナ を イメ ー ジ し まし た 。 機械 、 そ れ を 扱う 職人 、 そし て 出来 
上 が っ た 製品 と いっ た スト ー リ ー が 伝わる よう に 構成 を 工夫 し まし た 


竹之内 春花 さん 金子 香 穂 さん 石 


力 し て いた だ いた 方 々 の 人 


駒田 一 樹 さん . 


井 そ ら さん (写真 左 か ら ) 


最終 日 は 審査 員 に よる ト 
ー ク ショ ー が 行わ れる 。 プ 
品 の 作品 を 通し て 、 写 真 
の 魅力 や 写真 家 と し て の 
生き 様 を 知る 。 最後 に 緊 
張 の 審査 発表 と な る 


カメ ラ は ニコ ン D5600 18-140 
VR レン ズ キ ッ ト が 貸し 出さ れ た 。 手 
の 小さ い 生 徒 で も 持ち や すい 薄型 
ボディ と 多 機能 を 両立 し た モデ ル だ 


の ②) 


沖縄 県 立 浦添 工業 高等 学校 
「 そ れ ぞ れ の 休日 」 

八代 白百合 学園 高等 学校 

「 笠 せ ] 

群馬 県 立 藤 岡 北 高等 学校 
「TariTari 


の 


小林 紀 晴 綿 

山口 県 立 下松 高等 学校 
金子 香 笑 「 あ りゃ りゃ !?」 
秋元 貴美 子 質 

沖縄 県 立 清 添 工業 高等 学校 
比嘉 夏子 「 日 常 の 裏側 
藤村 大 介 賞 

群馬 県 立 藤岡 北 高等 学校 
木村 里穂 「OTODAMA] 
若 子 jet 賞 

静岡 県 立 伊東 高等 学校 
村上 夏 鈴 「Charmingly」 
終 作 峰子 賞 
帝塚山 学院 中 学校 高等 学校 
阪口 亜 由 「 朝 焼け 
横浜 市 長 賞 

中 越 高等 学校 

星 美紀 「 こ の 手 の 中 に 」 


イン プレ ス 
kk 基本 的 な カメ ラ 設 定 を 解説 


記 だ お 9 ポ ffzR 1 っ 


大 き な 写 真 に は -、、 絡 
工場 名 が 載っ て いる ! 

誌面 見 て いて 、 この か っ こい に ー 
い 工 場 は どこ の 工場 だ ろう と い * 
う 疑 問 に 応え る た め 、 大 き な サ イ 
ズ で 掲載 し た 写真 に は すべ て エ 
場 名 を 記載 し て いま す 。 撮影 場 
所 探し の 参考 に し て くだ さい 


| こ だ ち り ポイ ント の 
cmen2 2 
分 か りや すく 表示 
シー ン 別 テク ニッ ク や 撮影 スポ ッ 
ト ガ イド で は 撮影 に 必要 な 情報 
を アイ コン で まとめ て あり ます 
\ つ 、 どん な 時 間 の 
どん な 天気 で 撮る と ペスト な の , 
か が 分 か り ます . 


天気 


こだわ り ポイ ント | ③ 

すべ て の スポ ボット に 
撮影 マッ プ を 掲載 
スポ ッ ト ガ イド で は 全て の 撮影 ス 
ポッ ト に 撮影 マッ プ を 掲載 し て い 
ます 。 撮影 位置 だ け で な <、 提 較 議 織 
影 対象 の 工場 の 位置 も 分 か る 
の で 、 工 場 が 撮れ る 方 向 が 分 か 
り ま す 


シン ーー コー ご 
キャー ーー つ 誰 で も 幻想 的 な ) 
き 工場 夜景 が 
/】 介 則 fF 過 京 忌 - EE 撮れ る よう に な る 


工場 夜景 


定価 (本 体 1.800 円 十 税 ) 
小林 哲朗 著 160 ペー ジ 。 B5 変型 判 
ISBN 978-4-2950-0018-1 

夜 の 絶景 写真 シリ ー ズ 今後 も 続々 登場 ! 


夜 の 絶景 写真 シリ ー ズ で は 「 工 場 夜景 編 ] を 度 切り に 花火] 「 星 空 風景 ] な ど 、 多く の 人 が 夜 に 
撮り た いと 思う シー ン の 刊行 を 予定 し て お り ます 。 名 う ご 期待 


ーー 1600 円 + 税 * 


※ イ ンプ レス 直販 参考 価格 で す 


大 好評 発売 中 ! 本 書 の ご 購入 に つい て 詳し く は こち ら 
http://book.impress.co.jp/books/1116101009 [お 還 い 合わ を ] info⑥impress.co.jp 株 式 会 社 イ ンプ レス 


昌明 畔 も が 知っ て いる 
けれ ど 、 現 実に 
は あま り 見 か け な い の 
が 「 ペ ン キ 塗り た て ] 
の 表示 で ある 。 よ く 考 
えて みて ほし い 、 ペ ン 
キ は 自然 に 乾く の だ 。 
気温 に も よる が 、 塗 り 
た て な の は せい ぜ い 1 
日 くら い の 間 で あっ 
CI その タイ ミン グ . で 
ペン キ が 塗ら れ た 場所 
に 行か な いと 見 る こと 
が で き な い 。 発見 の 難 
易 度 は か な り 高 いこ と 
が 分 か る だ ろう 。 

私 が 今 まで 見 つけ 
た (と いう より 、 た ま 
た ま 通 りか か っ た ) ペ 
ン キ 塗り た て は 、 こ の 
5 年 ほど で わずか 5 件 
で ある 。 そ れ が 多い の 
か 少な い の か 、 世 間 の 平均 は 全く 分 か ら 
な い が 、 予 想 で は そこ そこ ご 多い 方 だ と 踏ん 
で いる 。 発見 は 偶然 に 左右 され る と は いえ 、 
普段 か ら 気 に か け て いな いと 素通り し て し 
まう 可能 性 が 高い た め 、 探 す 意思 を 持つ 
こと は 重要 な の で ある 。 ま た 運 良く 発見 で 
きた か ら と いっ て 、 油 断 し て も いけ な い 。 


広範 囲 に / 人 四 り の 多い 場所 だ っ た た 
め 、 近づけ な いよ う ガ ー ド し て 
ある パタ ー ン 。 安全 度 は 高い 
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者 光貞 久 


Cem ペンキ 準 り た て .』。。 


漫画 で は 見 か ける が 、 実際 に は 見 た こと が な いも の 。 それ が ペン キ 塗 り た て 。 そもそも 本 当 に ある の か どう か も あや し い 存 在 だ 。 


表示 は すぐ に 消え る も の だ と 心得 て 、 見 つ 
けた ら 真 っ 先 に 撮影 し て 、 後 悔 の な いよ う 
に 味わっ て お く 必 要 が ある 。 

それ は 今 で も 悔やま れる 出来 事 な の だ が 
4 ある 日 、 出 張 先 へ と 向かう 途中 で 、 
た また ま ペ ン キ 塗り た て の 現場 に 出くわし 
た 。 し か し 急い で いた た め に 「 帰 り に 撮 ろ 
う 」 と 思っ て 、 そ の と き は 素通り し て し ま 
つた の で ある 。 あ と は お 察し の 通り で ある 。 
帰り に 通り か か っ た 際 に は ペン キ 塗 り た て 
の 表示 は な く な っ て 、 も う ペ ン キ が 乾い て 
いた 。 一 度 タ イミ ング を 逃し て し まう と 、 
も う 二 度 と その 勇姿 を 見 る こと は で き な い 
の で ある 。 

この よう に 、 ペ ン キ 塗り 立て は と て も は 
か な い 存 在 で あり 、 そ の 出合 い は まさ に 一 
期 一 会 と いえ る 。 そ の 日 、 そ の 時 、 そ の 場 
所 で し か 見 られ な い 光 景 が そこ に は ある 。 
た また ま 見 つけ た と き に は 、 出 合え た 運命 
を か み し め て みる の も 一 刀 で ある 。 


最初 の 1 枚 


旅行 中 に 函館 で 発見 し た も の 。 この 素朴 な 仔 ま 
い に 魅 了 さ れ て 、 ペ ン キ 塗り た て の こと が 一 気 に 
好き に な っ た 


柱 に 直 貼 り 


ペン キ 塗 り た て の 柱 に 、 注 意 の 紙 を 直 貼 り し て いた 。 あ 
と で きれ い に 剥 が れる の か 心配 に な る 


専用 テー プ 


「 ベ ペンキ ぬり た て 」 と 書か れ た 専用 の テー プ が 
張り 巡ら され て いた 。 こん な タイ プ も ある の か ! 


猫 カ フェ MONTA 


【】 営業 時 間 : 11 時 一 20 時 
肢 Ss (最終 店 19 時 30 分 ) 
』 定休 日 : 火曜 日 (祝日 の 場合 は 水曜 日 ) 
料金 : 平 日 10 分 216 円 、 30 分 648 円 、 
60 分 1.080 円 土日 祝 60 分 1,296 円 
住所 : 東京 都 台東 区 花川 戸 1-5-2 サテ ライ ト フ ジ ビ ル 8F 
URL: http://cafe-montajugem_jp 

TEL: 03-5830-7428 


語 各 線 の 浅草 駅 か ら ほど 近い 、 お し ゃ れ で 高級 感 の ある 
ネコ カフ ェ 。 フー ド メ ニ ュ ー も 充実 し て いる 。 店 内 に は 純 
血 種 の ネコ が 常時 10 匹 ほど 在籍 し て いる 


*mxe2| 川 晃 代 & 湯 沢 祐介 


キヤ ノン EOS-1D X キヤ ノン EOS-1D X 
EF24-70mm F2.8L I USM EF24-70mm F2.8LT USM 
28mm 絞り 優先 AE 55mm 絞り 優先 AE 
(F2.8、 1250 秒 、 1.3EV) (F2.8、 1/640 秒 、 1.3EV) 
ISO 1000 WB : オ ー ト ISO 4000- WB : オ ー ト 


ガラ ス 張 り の キャ ッ ト ウ ォ ー ク を 下 ソフ ァ ー の 上 を 歩い て いた ネコ 
か ら 撮 れ ば 、 普 段 は 見 られ な い ビ の 目線 を 、 左手 に 持っ た ネコ じ 
タッ と 密 落 し た 肉 球 を 撮る こと が ゃ らし で 画面 左側 に 向け させ 
で きる 。 座 り 姿 も どこ と な く か わい た 。 カ メラ 目線 より も この 角度 
く 見 える か ら 不 思 議 だ の 方 が 雰囲気 に 合っ て いる 


ま 囲 気 を 作り 出し て いる の だ ろ 張り の ソフ ァ ー も ぜひ 活用 し た い 。 ベ ン ガ 
ここ の ネコ は みな オー ナー が 自分 の 目 ル な どの スマ ー ト で 鋭 る が ある ネコ ユ と 一 緒 
で 見 て 迎え 入れ た 子 ば か り 。 長 毛 種 も 短 に 収め る と 、 か わい い だ け で は な い 、 ス タ 
EE 種 も る る さま ざま な 種類 が いて 、 長 らく 撮影 イリ ッシュ な : 『 る 。 ネ ホコ じ ゃ ら 
22EOB 5D MR 2 し て いて も 飽き る こと が な い 。 インテリア し も 豊富 に ある の で 、 遊 び 好 き で 反応 する 
1/160 秒 、 1.0EV) ISO 800 WB: オ ー ト に も こだわ っ て いて 、 面 に よっ て 壁紙 を 変 子 を 狙っ て 、 視 線 を コン トロ ー ル し た り 、 
すま が 半 る えて ある 。 造 り の し っ か り し た 家具 と お し 前 足 を 上 げた か わい いあ お り 写 真 を 狙っ て 
し まう よう な 瞬間 を 見 逃さ な い 観察 カ が 重要 だ ゃ れ な 壁紙 が 一 役 買 っ て 、 背 景 を 変え た て みた り し よう 
の パリ エー ショ ン 豊 富 な 撮影 が 可能 だ ネコ カフ ェ に は 珍し く フ ー ド メニ ュー も 
浅草 駅 か ら 歩 いて すぐ の ビル の 8 階 に あ お すす め の ス ポッ ト は 店 内 中 央 の キャ ッ 充実 。 席 に 着く と 1 匹 の ネコ が 興味 津々 で 
る ネコ カフ ェ MONTA。 中 に 入る と 、 外 ト タ ワ ー。 歩 く 部 分 が ガラ ス で で き て いる 近寄っ て きた 。 テ ー プ ブル の 上 に 手 を 伸ばす 
の に ぎ や か さる を 忘れ て し まう ほど 静か で 穏 の で 、 下 か ら 6 仰ぐ で よう に フレ ー ミ ング する 姿 が 微笑 きま し い 。 ス タ ジ オ の よう な クー ル 
や か な 空間 が 広がっ て いる 。 大 き な と が ガラス に べったり と くっ つい た 肉 球 を 撮 な 写真 が 撮れ る 一 方 で 、 こ ん な アッ ト ホ ー 
た っ ぷり と 光 が 注ぐ 店 内 で くつ ろ ぐ ネコ た る こと が で きる 。 他 に は 、 重 ある 革 ム な 雰囲気 の 店 内 を ぜひ 訪れ て みて ほし い 。 


人 る ニャ ン テ 
で 居 今月 の ニャ ン テ ク ターク ブル ー の 四 ネコ の 形 の オプ ジ | ” 【 今回 の オス ス メ ニャ ンコ 】 
ミッ に 掛け られ た 、 ロ ェ と ネコ を 一 緒 に 
店 内 の オブ ジェ を ー マ 数 字 の 巨大 良 昌 記 昌 上 上 江 っ を た ら か わい い 
上 手 く 使う な 時 計 が と て も 印 だ ろう と 思っ た 。 ネ 
ネコ の か わい さだ け を 狙う 象 的 だ っ た 。 あ え コ じ ゃ らし で 誘導 し 


て 大 きく フレ 
グ し 、 ネコ と 時 
が 1 :1 の 配置 に 
な る よう 撮影 し た 


て 、 意識 を オブ ジ 
中 させ て 撮 


の で は な く 、 少し 視野 を 広げ 
て 撮影 し よう 。 内 装 や 家 
こだわ り の ある ネコ カフ ェ で 
は 、 そ こ で し か 撮れ な い 作 品 
作り を 心がけ た い 。 空間 全 
体 に 意識 を 配り 、 ス パイ ス を 
1 つ 加 える だ け で 、 一 気 に 印 
象 的 な 作品 に な る の : 


マン チカ ン な ら で は の 遂 短 足 と 大 き な 目 が 特徴 
の 美しい ネコ 。 昼寝 か ら 起き て 立ち 上 が る だ け で 
歓声 が 上 が る ほど の 人 気 ネ え コ だ 
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湯河 原 梅林 


幕 山 の 斜面 を 彩る 梅林 


湯河 原 温泉 の 幕 山 公 園 の 一 角 に 湯河 原 梅 
林 が ある 。 公園 か ら は 幕 山 の 岩 壁 が 望め 、 
その 直下 の 山神 が 紅白 の 梅林 に な っ て いる 。 
ここ の 梅林 は ピン ク の し だ れ 梅 や 真紅 の 紅梅 
が 多く 、 と て も カラ フル だ 。 園 内 の な だ ら か 
な 散策 路 を 10 分 ほど 登っ て 行く と 、 幕 山 の 
岩 避 近く か ら 梅 林 全 体 を 見 渡せ る 場所 が ある 
梅林 を 広く 写す 場合 、 順 光 で 撮る と 平面 的 


キヤ ノン 


神奈 川上 足柄 下 導 河 原町 熱海 自動 車道 の 門川 出入 口 か 5 国 | ECS5DMat 


に 写り や すい 。 こ の 場所 か 6 の 撮影 で は 、 午 全 3 月 中 旬 道 135 線 に 合流 し て 、 吉 浜 橋 の 信号 手 F3.5-5.6LIS USM 
後に な る と 逆光 気味 に な り 、 梅 林 に 立体 感 ⑩ 15 時 前 を 左折 し て 、 幕 山 公園 まで 約 4km、 約 9 0E 
に な 飛 光 気味 に な り 、 ト に 立体 感 と (F16、 1740 秒 0. 

CN * 0 広角 レン ズ 1 の ISO 200- WB : オ ー ト 


が 出る 


美しき 東西 の 風景 を 撮る 第 后 [梅林 の ある 風景 】 


所 撮影 時 期 : 3 月 
桜 に 先駆 け て 咲く 梅 の 花 。 古来 、 大 勢 の 文人 に 詠 まれ 
た 梅 だ が 、 そ の 多く の 歌 に 梅 の 匂い 、 香 り が 表現 され て 
中 影 半 且 いる 。 梅 の 花 に は 視覚 だ け で な く 喫 覚 で も 癒 や され る 。 


今回 紹介 する 幕 山 公 園 の 梅林 と 農業 公園 の 梅林 は 東 


ヶ wx* 山 梨 勝 弘 西 を 代表 する 規模 の 梅林 で 、 と も に 高台 か ら 全体 を 佑 
賊 で きる の が 魅力 だ 。 

三重 県 いな べ 市 藤原 町 ” 。 名神 高 速 道路 の 関原 IC か ら 国道 365 | キャ ン 

全 3 月 下旬 号線 を 四日市 市 方 面 へ 約 15km。 県道 OS SD Me 

⑩ 11 時 30 分 107 号 線 へ 左折 し て 、 そ の 先 約 4.5km で F3.5-5.6LIS USM 


し 

ヽ 

いな 市民 業 公園 に 到着 50mm 紋 り 條 先 AE y/ % 

》 標準 レン ズ (F16、1740 秒 、 0.3EV \ 人 
ヽ え 


ISO 200- WB : オ ー ト 


残雪 の 鈴鹿 山系 を 望む 絶景 梅林 


いな で 市 農業 公園 内 に 梅林 公園 が ある 。 広 
大 な 敷地 に は 100 種 類 、 約 4500 本 の 梅 の 木 
が あり 、 紅 白 に 咲き 乱れ る 梅 の か みな た に 、 残 
雪 を か ぶっ て 白く 連なる 鈴鹿 山系 を 眺め る 
景色 は 正 に 絶景 で ある 。 整備 され た 梅林 に 
は 休息 所 も あり 、 所 々 に 咲く 黄色 い サ ン シ ュ 
ユ の 花 が アク モン ト に な る 。 公 園 の いた る と 
ころ か ら 鈴 鹿山 系 を 望め る が 、 入 り 口 か ら 
梅林 に 向かっ て 左手 の 高台 か ら 撮 る の が 一 
番 お すす め だ 。 


Ph た 1 員 


⑳ つき 
得 視 査 リボ ー ト 


N 有名 で は な い が 使 っ て みる と 便利 な カメ ラグ ッ ズ の 至宝 が 世の中 に は ある 。 
カメ ラグ ッ ズ マス ター ヨド バシ カメ ラ 新宿 西口 店 阿部 淳一 が 見 つけ た お 宝 を 、 
写真 家 藤井 智弘 が 徹底 検証 し 、 そ の 使い 勝手 や 有用 性 を リポ ー ト する 。 


カメ ラグ ッ ズ マ スタ ー 
ヨド バシ カメ ラ 
カメ ラ 専門 チー ム 
マー ケッ トイ ノ ベ ー タ ー 


阿部 淳一 


今月 の 調査 品 
ダウ ン で カメ ラ を 
温め て 撮影 で きる 
ベル ボン 
KANI AC-004 
ダウ ン 防 寒 カ バー 


* 第 9 回 - 寒さ に 負 け な い カメ ラグ 


“極寒 の 地 で の 風景 撮影 と 


い 


ズ 編 第 2 弾 ・ 


両手 を 入れ る と 本 当 に 温か い 。 
これ な ら 厳 冬 の 風景 撮影 
虫 する だ ろう 。 指先 が 自 
く の で 、 カメ ラ の 操作 が 


上 部 が 開い て 
換気 で きる 
内 部 の 温度 が 上 が っ た ら 上 部 を 開 


け て 換気 で きる 。 スト ロボ も 装 漠 可 
つ 


※ 製 品 に カメ ラ 、 レ ンズ 、 ナメ ポ ァ ー に 
TRICB 三脚 は 付属 し ませ ん か 【2) ズ 
ヨド バシ カメ ラ 販 売価 格 
7.280 円 (728 ポ イン ト 還元 ) 9 ・ 両手 が 入っ て 
専用 ケー ス が 入っ 
SPEC 
ーッ ンク ゃ 画面 も 見 や すい 
材質 : ポリ エス テル (表地 )、 ダウ ン フェ ザー( イ ン ナー) レン ズ 鏡 筒 まで 加え 5 の 
外形 寸法 (WxHxD): 約 500X180x280mm IS 時 、 惑 
人 。 ダウ ン が 温め る で 、 カメ ラ を 確実 に 操作 で きる 
レン ズ 鏡 筒 まで スッ ポリ 種 っ て し まう に < 
た め 、 常に 温か い 状 態 で 撮影 で きる 
70-200mm レ ンズ に 対応 ダウ ン 防 察 カバ ー は その 名 の と お り 、 ま さ に カ ダー を 出し た り ス トロ ボ を 装着 し た り 、 さ ら に 内 
じっくり 構え る 撮影 向き メラ 用 の ダウ ン 。 ふ か ふか し た 成 堆 は いか に も 寒 。 部 の 換気 が で きる な ど 、 使 い 勝手 も 良好 だ 。 レ 


少し ずつ 春の 足音 が 聞こ える 時 期 に な っ て きた 
と は いえ 、 ま だ まだ 寒い 日 は 続く 。 寒さ 対策 は 
欠か せな い 。 防寒 着 を 着込ん だ 状態 で 冷え 切っ 
た カメ ラ ヲ を 操作 する の は 大 変 だ し 、 結 露 の 恐れ も 
ある 。 カ メラ が 冷え る と バッ テリ ー の 持ち も 悪く 
な る 。 そこ で オス ス メ し た い ア クセ サリ ー が 
「KANI AC-004 ダウ ン 防 寒 カバ ー」 だ 。 


団 1 し っ か り と 外気 を 遮断 
70-200mm ま で 対応 
レン ズ は 70-200mm ク 
ラス まで 対応 。 先端 部 
の ひも で ギュ ッ と 締め れ 
ば 外気 が ダウ ン 内 に 入 
る の を し っ か り 遮 断 で き 
る 。 低温 は も ちろ ん 北風 
が 強い 日 に ちあ り が たい 


団 2 丸 窓 を 見 な が ら 


さ に 強 そ うだ 。 イ ン ナ ー に は ダウ ン フ ェ ザ ー を 使 
用 し 保温 に 優れ た 仕様 。 ダ ウン 防寒 カバ ー に は 、 
両手 が 入れ られ る よう に な っ て いて 、 手袋 を する 
必要 が な く 素 手 で カメ ラ が 操作 で きる の が ボイン 
ト 。 手 が が か じ か ま な い の で 、 快 適 な 操作 に つなが 
る の だ 。 さ ら に 背面 は 大 き な 透 明 の 窓 に な っ て お 
り 、 カ メラ の 設定 が ひと 目 で 分 か り 、 ラ イブ ビュ 
ー 撮 影 も し や すい 。 上 部 が 開く こと で 、 フ ァ イ ン 


両手 で カメ ラ を 操作 
背面 部 は 透明 の 窓 に な 
つて いて 、 両手 で カメ ラ 
を 確実 に 操作 で きる 。 提 
影 後 の 再生 チェ ッ ク も 
楽々 。 い ちい ち ダ ウン か 
ら カ メラ を 取り 出す 必要 
が な く 使い や すい 


ンズ は 70-200mm クラ ス ま で 対応 。 た だ カバ ー 
を 装着 し た まま レン ズ 交 換 は 難し い の で 、 あ る 程 
度 画 角 を 決め た 撮影 や 、 高 倍率 マー ムレ ンズ だ と 
扱い や すい だ ろう 。 

カメ ラ に も 提 影 者 に も 優し い ダ ウン 防寒 カバ ー。 
し か も 素材 に IPX3 対 応 の 高密 度 ポリ エス テル を 
使用 し て いる た め 、 雪 に 降ら れ て も 安心 。 極寒 の 
地 で 風景 を 撮る 人 に は 注目 の アク セ サ リ ー だ 。 


団 3 上 部 の 便利 な 窓 は 
使い 方 いろ いろ 


どちら か と いえ ば 窓 か ら 
ライ ブ ビ ュー で 撮影 する 
作り だ が 、 上 部 を 開け 
れ ば ペン タ 部 を 出し て フ 
アイ ンダ ー を の ぞ く こ と も 
で きる 。 ま た スト ロボ の . 
装 汗 に も 便利 だ 
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宿泊 先 の 
「 の 猿 Hostel] 


海外 か ら の 旅行 客 
が 多い パッ ク パ バッ カ 
ー ス タイ ル の お 宿 。 
も と も と 旅館 だ っ た 
建物 な の で 、 お 部 
屋 や 温泉 も 立派 。 
な の に 激安 ! 


アッ プル iPhone 7 Plus 3.99mm(28mm 相 当 ) 
オー ト (F1.8、 1/4 秒 、 土 0EV) "ISO 100。 WB : オ ー ト 


宿 の お 部 屋 か ら 見 た 渋 温泉 の 風景 。 温泉 情緒 た っ ぷ 


「 プ ラン を 考え た は 良い の で す が 、 旅 先 で の 3、 
4 食 を 1.000 円 弱 で 央 う よ う な 超 ひ も じい 旅 
に な り そ う な ん で す が ? ] と メー ル を する と 、 
鬼 編集 部 か ら ソ ッ コ ー で 』 「 頑 張っ て 来 
て 下さい 清 」。 と いう わけ で 行っ て 来 ま し た 、 
冬 の 地 筐 谷野 入 公 苑 。 池 袋 か ら 乗 っ た 高速 
バス を 長野 駅 で 下車 する と 、 妹 が 時 っ 子 と 
巡 っ 子 を 連れ て 応援 に 駆け つけ て くれ まし た 
か わい そう な 姉 の た め に 、 野 沢 菜 や ビー ル の 
差し 入れ を どう も あり が と う 一 ( 涙 ) ! 

妹 と 別れ 、 善 光 寺 で お 参り を し 、 宿 に 向 
か いま す 。 の 猿 Hostel は 、 名 湯 渋 温泉 に あ 
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Ft 


温泉 ザル を 見 に 行く | 泊 2 日 


糧 ! 


ニコ ン D5500. 


湯田 中 駅 前 の コン ビニ で 買い 込ん だ 3 食 分 の す 。 落ち な いよ うに 必死 に 
食材 。 ビ ー ル と つま み と 野 沢 菜 と お 菓子 は 妹 し が みつ いて いる 様子 が な 
か ら の 差し 入れ (あり が と う 一 ! 助 か り まし た ) ん と も 可愛 らし い の で す 


る 外国 人 向け の パッ ク パ ッ カ ー ス タイ ル の お 
宿 。 ド ミト リー を 予約 し て いた の で す が 、 空 
いて いた た め 、 な ん と 一 部 屋 を シン グル ユー 
ス で きま し た ! (で も ちょ っ ぴり 海外 の 方 と 
お し ゃ べり を し た か っ た 気持 ちる )。 源 泉 か 
け 流 し の 温泉 も 貸し 切り 状態 で 堪能 し て 、 
翌朝 は 地獄 胡 公 苑 へ 。 和 宿 か ら 歩 く と 1 時 
間 弱 か か り そ う だ っ た の で 、 途 中 まで は 路線 
バス に 乗車 。1 年 ぶり に 訪れ た 地獄 谷野 符 公 
苑 は 管理 事務 所 が 建て 替え られ て 、 ト イレ 
も 売店 も る ピカ ビ ピカ に リニュ ー ア テル 。WiFi も 
導入 きれ て いま し た 。 そ し て 相変わらず の ワ 


初日 の ラン チ は 、 長野 
電鉄 長野 駅 に ある 信 
八 薔 麦 処 し な の で か け 
そば を いた だ きま し た 


AF-S DX NIKKOR 
55-300mm 74.5-5.6G 
ED VR -185mm 
(277mm 相 当 ) 

絞り 優先 AE(F5、 
17200 秒 、+0.7EV) 
ISO 900- WB: オ ト 


母 ザ ル の 背中 に 子 ザ ル が 
乗っ て いる 姿 を よく 見 か け ま 


アッ プル iPhone 7 Plus 3.99mm 
(28mm 相 当 ) 
0OEV) ISO 20- WB : オ ー ト 
長野 市 の シン ボル 善光寺 。 せっ か く な の 
で 初 語 も 兼ね て お 参り 


オー ト (F1.8、 1/1.800 秒 、 


き 2 


連載 開始 より 半年 。 いま だ 1 万 円 の 予算 で 宿泊 する 旅 に 
挑戦 し た 猛者 は いな い 。 そこ へ 、 旅 の プラ ン を 考え る の が 
三 度 の 飯 よ り 好き だ と いう ゆき ぴゅ ゆー が 手 を 挙げ た 。 
高速 バス 旅 で 節約 に 成功 し た も の の 、 うっ か り 忘 れ て いた 
の が 食事 代 。 さぁ 、 ど うす る!? 


ー ル ド ワ イ ド な 究 囲 気 は 健在 。 皆 さん し っ か 
り 防 寒 対策 を し て 、 一 眼 レ フ と 望遠 レン ズ を 
抱え て いら っ し ゃ いま し た 。 この 日 は あい に 
く の (? ) 好 天 だ っ た た め 、 お サル さん た ちの 
頭 に 雪が 降り 積 ち あっ て いる よう な 写真 が 狙 
え ず ちょ っ と 残念 だ っ た の で す が 、 湯 けむ り 
の 中 で 幸せ そう な 顔 を 見 て いた ら 「 こ この 撮 
影 は 真生 が 一 番 良い な 」 と 実感 し た の で し た 。 
路線 バス に 乗る か 乗ら な いか る 死活 問題 だ 
っ た 今回 の 1 万 円 旅 。 そ の 都度 スマ ホ の 電卓 
アプ リ を 叩く と いう 18 歳 みた いな 貧乏 旅行 は 、 
終わ っ て みれ ば な か な か 楽し か っ た で す 。 


〆 


08:00 


長野 駅 前 に 到着 し た 高 
速 パ ス 。 トイ レ 付き で 、 
すこ ぶる 快適 で し た 


ニコ ン D5500. AF-S DX NIKKOR 55-300mm 74.5- 
5.6G ED VR 70mm(105mm 相 当 ) 絞り 優先 AE 
(F4.5、 1/250 秒 、 +0.7EV) ISO 400- WB : オ ー ト 
あま り の 寒 る 3 匹 の 子 ザル た ち が 大 人 気 。 
さか ん に スマ ホ を 向け られ て いま し た 


12:00 


5 ア ュ 」 
13:00 15:37 16:40 8 8:45 12:50 17:30 ロ 
硬 攻 太 。 の 徒 瘍 地 信 ス 攻 儲 ス 高 胡 
野 野 狼 歩 下 犯 浪 / 野 留 / 束 野 
電 選 で 中 谷本 | 双 本 1 人 パ 了 
鉄 に s 和 送 駆 野 か そ へ か そ モ ス が か 
で 記 + 温か 許 ら ン ら ン で ら 
瘍 を 台 ら 公 5 キ パ キ 
いよ 老 ま | 。 z! 人 
中 AG 2070 いい 』 
1 1 
7 7 


年 前 の 北陸 新 幹 
陣 の 全 沢 延伸 で 生 : 

れ 変 わっ た JR 長 鉄 特急 ゆけ むり 号 で 向 
転 か いま す 


25 分 ほど 雪 道 を 歩い 
て 地獄 谷野 猿 公 苑 
に 到着 。 お サル さん 
専用 温泉 の 周り は 一 
眼 レ フ 率 高 し ! 


ニコ ン D5500. AF-S DX NIKKOR 55-300mm 


人 4.5-5.6G ED VR 185mm(277mm 相 当 ) 絞り 優先 AE 

(F5.6、 17200 秒 、 0.7EV) ISO 1250 WB : オ ー ト 

お 母さん の お っ ぱい を 飲み な が ら 温泉 に 浸かる 甘え ん 坊 の 子 ザ 
ル 。 ほのぼの する シー ン で す 


ニコ ン D5500 

AF-S DX NIKKOR 
55-300mm 

14.5-5.6G ED VR 
240mm(360mm 相 当 ) 

紋 り 優先 AE(F5.3、 

1/200 秒 、 OEV) 

ISO 720- WB: オ ー ト 
幸せ そう な 表情 を 見 て い 
る と 、 私 た ち 人 間 も ハ ッ 
ビー な 気分 に な れ ます 。 
そん な 温か い 場所 (実際 
は 極寒 だ けど )、 地 獄 谷 
野猿 公 苑 の 魅力 で す 


温泉 か ら ス ノー モン 
ー パ ー ク 停留 所 まで 
路線 バス で 6、7 分 


ニコ ン D5500.。 AF-S DX NIKKOR 55-300mm 
人 74.5-5.6G ED VR 300mm(450mm 相 当 ) 
絞り 優先 AE(F5.6、 17200 秒 、 0.3EV) - ISO 720- WB : オ ー ト 


毛 づ くろ い の シ ー ン は 、 絶 好 の シャ ッ タ ー チ ャ ンス 。 飽 惚 の 表情 
を 狙っ て パチ リ 


を 通 人 2 全 駅 作野 駅 邊 人 委 
0 円 (高速 パ ) 
重野 氷 っ 湯 還 中 駆 
760 円 ( 攻 野 電鉄 ) 
送 和合 橋 居 独 還 っ 
ス /ー モ ン キ ー パ パー7 
る /- モ ン キ ー パ ー ブ カラ 
作野 駅 400 円 (パス ) 
7.290 円 
300 円 ( し な の る ば ) 
21 円 ( コンビ = ) 
159 円 
300 貴 
5 円 


140 円 ( パ ぇ ) 


の 獲 Hos+el 
か ける ば 

お に ぎり な ど 
み 導 税 

地 狂 谷野 殺 公 売 入 索 料 
お 凍 名 


4.426 幅 
9 
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応募 期間 


困 ジタル カメ ラ で 撮影 され た 画像 デー タ 


デジ タル カメ ラ ま た は 銀 塩 カメ ラ で 撮影 され た 画像 デー 
タ 。 


ピー ご 到 周 了 ゆ 一 ーーーーー 事 天 


2017 年 度 


束 応 募 連 切開 始 時 間 は 当日 昼 12:00 で す 


デジ タル フォ ト 部 門 


2017 年 5 月 号 選 考 
2017 年 6 月 号 選 考 


2017 年 2 月 11 日 こ 2017 年 3 月 1 1 日 
2017 年 3 月 11 日 >2017 年 4 月 1 1 日 


2017 年 5 月 号 選考 2017 年 1 月 11 日 こ 2017 年 3 月 11 日 
2017 年 7 月 号 選考 2017 年 3 月 11 日 こ 2017 年 5 月 11 日 


※※ 公 開 審査 実施 中 (次 ペー ジ 参照 ) 


2017 年 2 月 11 日 >2017 年 4 月 1 1 日 


2017 年 6 月 号 選考 


2017 年 冬 選 考 2016 年 11 月 19 日 2017 年 3 月 20 日 
個性 派 写真 展 ( お 題 : 「 逆 光 」 ) 


2017 年 5 月 号 選考 2017 年 2 月 20 日 2017 年 3 月 10 日 


フォ ト 部 門 久 

で 
記 相 毎号 掲載 『 偶数 月 掲載 
選者 : ハー ビー- 山 口 氏 剛 選者 : 隔 只 和 幸 氏 


デジ タル カメ ラ ま た は 銀 塩 カメ ラ で 撮 
影 さ れ た 、 A3 ノ ビ サ イ ズ ま で の プリ ン 
ト 作品 。 カラ ー、 モノ クロ 、 出力 機 、 
用 紙 は 問い ませ ん 

共 GANREF 応 募 ペー ジ また は 右 ペー ジ 
下部 に 掲載 の 「 応 募 果 ] を プリ ント 作品 
の 裏面 に 貼り 付け て 郵送 し て くだ さい 
※※ 作 品 は 1 枚 ずつ 透明 袋 (スリ ー ブ ) に 入 
れ て くだ さい 


モノ クロ は 問い ませ ん .。 


本 に 計 小林 紀 晴 氏 


複数 枚 の 組 写真 。 カラ ー、 モノ クロ は 問い ませ ん 。 
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賞金 賞品 に つい て 

〇 常設 部 門 、 企画 部 門 

・ 爺 党 :3 万 円 準 人 秀 賞 1 万 円 

* 入 選 : Amazon ギ フト 券 5 千 円 分 佳作 : Amazon ギ フト 券 1 千 由 分 

〇 個性 派 写真 展 * 採 用 作品 : Amazon ギ フト 券 1 千 円 分 

率 入 賞 者 に は GANREF 経 由 込 先 ・ 送 信 先 に つい て の メー ル を お 送り いた し ます 。 3 カ月 間 
振込 先 の 返信 、Amazon ギ フト 券 登録 を いた だ け な い 場合 、 賞 賞品 を お 渡し で き な い 場合 
が あり ます 。 賞金 振込 お よび 送信 は 掲載 号 の 発売 日 か ら 約 40 日 以内 を めど に 処理 し て いま す . 


副賞 に つい て 

下記 の 部 門 の 作 秀 琶 賞 者 に は メー カー 協 辻 の も と 景品 を 暗 星 し ます 

〇 デジ タル フォ ト 部 門 〇 組 写真 部 門 〇 プリ ント 部 門 

エク スト リー ム メッ セン ジャ ー バ ッ グ S+ | ルフ ト デ ザ イン 

CF カ ー ド 16GB PIXI EVO キッ ト アー バン ライ ト 
ショ ル ダ ー バ ッ グ L 

エク スト リー ム プロ (ネイ ビー) 


SDHC カ ー ド 16GB 


提供 : サン ディ スク 株 式 会 社 
拉 使用 機種 に よっ て どちら か を 有 贈呈 


提供 ハク バ 
マン フロ ッ ト 写真 産業 
株 式 会 社 株 式 会 社 


常設 部 門 の ボイン ト 制 お よび 年 間 賞 

〇 デジ タル フォ ト 部 門 " 組 写真 部 門 プ リン ト 部 門 

フォ トコ ン ポ イン ト は 部 門 ご と に 集計 され 、 各 入賞 者 (同一 の 投稿 ネー ム に 限る ) に 加算 
され ます (ボイン ト 数 は 優秀 賞 優秀 賞 一 3、 入 選 一 2、 佳 作 一 1)。 各部 門 の 年 


間 で も っ と も フォ トコ ン ポ イン ト の 多い 方 を 、 年 間 最 優秀 賞 と し て 2018 年 3 月 号 で 発表 。 
その 後 、 特別 ギャ ラリ ー に て 作品 を 掲載 いた し ます 。 企画 部 門 の ポイ ント は あり ませ ん 


ジタル カメ ラマ ガ ジ ン 3-2017 


フォ トコ ン テ ス ト 応 


※※GANREF で の 入賞 発表 は 各 号 の 発売 日 屋 12:00、 事前 の 入賞 連絡 は あり ませ ん 


2017 年 度 の デジ タル カメ ラマ ガ ジ ン フォ ト 
コン テス ト で は 、 3 つの 常設 部 門 と 、 特集 ・ 
季節 に 連動 し た 企画 部 門 を 開催 し ます 。 


募 妥 項 


応募 規定 (共通 ) 


ジタル フォ ト 部 門 は デジ タル カメ ラ (スマ ー ト フォ ン な どの モバ イル 機器 を 含む お) で 
提 影 し た 写真 に 限り ます 。 組 写真 部 門 と プリ ント 部 門 は 銀 塩 カメ ラ に よる 作品 も 投 
稿 可能 で す 。 

・ 応 募 作品 は 応募 者 本 人 が 撮影 し 、 著作 権 を 持っ て いる 写真 に 限り ます 。 

・ 一 般 に 公募 され て いる 雑誌 、Web、 企 業 や 団体 主催 の コン テス ト と の 二 重 投稿 や 
類似 作品 の 応募 は ご 遠慮 くだ さい 。 他 コン テス ト で の 落選 が 確定 し た 作品 、 応 募 者 
本 人 の Web ま た は SNS の My ペー ジ な ど で 公 表し た 作品 の 投稿 は 可能 で す 。 

・ 同 一 作品 は 1 部 門 の み へ の 投稿 に 限り ます 。 また 、 同 じ 号 の 同じ 部 門 で の 入賞 は ひ 
と り 1 賞 まで に な り ます 。 

・ 審 査 は 選者 と 編集 部 が 行い ます 。 

・ 応 募 点 数 は 、 GANREF の シス テム 上 の 制限 に 沿い ます 。 

・ 優 秀 賞 の 場合 、 誌 面 に 大 きく 掲載 され る こと に な り ます 。 その 際 、 リ サイ ズ 前 の 大 
き な デ ー タ の 発送 を 編集 部 か ら メー ル に て お 願い する こと が あり ます 。 作品 の オリ 
ジ ナ ル デ ー タ は な る べく 保存 し て お いて くだ さい 。 

・ ブ リン ト 部 門 に お いて 、 プ リン ト 作 品 の 取り 扱い に は 十分 注意 し ます が 、 万 一 の 事故 
(紛失 、 破損 な ど ) に つい て 主催 者 は いっ さい 責任 を 負い ませ ん 。 

・ プ ブリ ント 部 門 に お いて 応募 され た プリ ント 作品 の 返却 は 行っ て お り ま せん 。 

・ 応 募 作 品 の 著作 権 は 、 応募 者 (撮影 者 ) に 帰属 し ます 。 

・ 被 写 体 の 肖像 権 、 著 作 権 な ど に は 十分 に 注意 し て くだ さい 。 
の 問題 を 解決 し た うえ で 応募 し て くだ さい 。 

・ 入 賞 作品 に つい て 、 応 募 者 は 、 当 社 の デジ タル カメ ラマ ガ ジ ン 記事 等 出版 物 、 ホ ー ム 

ペー ジ 、 広 告 、 宣 伝 な ど で 使用 する 著作 権 法 上 の 権利 に つい て 、 国 内 外 を 問わ ず 、 非 
独占 的 に 使用 を 当社 に 許諾 する も の と し 、 著 作者 人 格 権 を 行使 し な いも の と し ます 。 

・ 応 募 規 定 に 違反 し た 場合 は 入賞 を 取り 消す こと が あり ます 。 

・ 審 査 結果 に つい て の 問い 合わ せ に は お 答え で きま せん 。 

・ 応 募 され た 作品 は 添削 の 対象 と な る 場合 が あり ます 。 

* 掲 載 す る 際 は 、 名 前 、 都 道府県 名 な どの 情報 を 掲載 し ます 。 

・ 誌 面 掲載 時 の 名 前 は GANREF の 表示 名 と は 別に 設定 で きま す 。 た だ し 、 年 度 内 で 
投稿 ネー ム を 変更 し た 場合 は 合算 され ませ ん 。 

・ 投 稿 ネー ム は 、 商標 や 特定 の 個人 の 権利 を 侵害 し な いも の に し て くだ さい 。 

・ 人 (実在 の 人 物 で ある か 否 か を 問わ ず 、 マ ン ガ 、 ア ニ メ 等 の キャ ラク ター を 含む お) の 
裸体 (性器 : ア ンダ ー ヘ ア ・ 女 性 の バス トト ッ プ な ど ) を 撮影 、 描 写し た 写真 や 、 暴 カ 
的 な シー ン を 撮影 、 描写 し た 写真 は 応募 で きま せん 。 

・ 本 応募 要項 は 、 デ ジタル カメ ラマ ガ ジ ン 誌上 で 行わ れ た 過去 の フォ トコ ン テ スト す 
べ て に 適用 いた し ます 。 不明 な 点 は 、GANREF(http://ganref。jp/) の 「 お 問い 
合わ せ 」 フ ォ ー ム か ら お 問い 合わ せく だ さい 。 


応募 者 の 責任 で すべ て 


応募 は すべ て 本 誌 連動 Web サ イト 
「GANREF」 か ら 行 いま す 


http://ganref.jp/ 


「$| 占 AN RE ビ 


人 AA 応募 規定 違反 の 作品 は 審査 の 対象 に な り ま せん 。 
応募 前 に し つか り 確認 を し て 、 ど し ど し ご 応募 くだ さい 。 


2017 年 度 フ ォ ト コン テス ト プリ ント 部 門 に つい て 


プリ ント 部 門 の 作品 の 郵送 締め 切り は 偶数 月 の 10 日 ( 必 落 ) と な り ます 。 その 日 が 土日 祝 
日 の 場合 は 、 その 前 に 編集 部 に 到着 する よう に 郵送 し て くだ さい 。 


GANREF(http://ganref.jp/) の 「 コ ン テ スト 」 か ら コン テス ト 名 を 選び 、 応募 規定 を ご 
確認 後 、 応 募 手 続き を 行い ます 。 GANREF 登 録 が な い 場合 、 こ の 作業 は 不要 で す 


応募 規定 に 登録 され て いる 「 応 募 杜 」] を ダウ ン ロ ー ド し て プリ ント し 、 必 要 事 項 を 記入 
し ます 。 GANREF を 介さ な い 場 合 は 下記 URL か ら 直 接 応 募 票 を 入手 し て くだ さい 


(③) フリ ント し た 作品 の 裏面 に 記入 し た 応募 票 を 貼り 付け 、 郵送 に て お 送り くだ さい 
〒101-0051 東京 都 千 代田 区 神田 神保 町 1-105 神保 町 三井 ピル ディ ング 


株 式 会 社 イ ンプ レス デジ タル カメ ラマ ガ ジ ン 編集 部 
「 フ ォ ト コン テス ト 応 募 係 プリ ント 部 門 」 


応募 束 ダ ウン ロー ド 


http://ganref.jp/oubo 


Ce ここ で は 、2017 年 度 の デジ タル カメ 
オ プ / ラマ ガ ジ ン フォ トコ ンス ト の 各部 門 ご 


と に 、 作者 の 累計 ポイ ント を 発表 し 


2017 年 度 味 計 ボ イン ト 放 生 の 


2017 年 度 フ ォ ト コン テス ト 累 計 ポ イン ト 結 果 (2017 年 3 月 号 ) 


4 | えす で て ぃ 大 阪 府 | 2 1 2 9| 高 林 劉 東京 <YUUKI> 
4 | 村岡 意 史 | 広島 県 | 2 | 2 9 多久 閉 替 | 東 1 9 明 上 租 邊 大 人 上 11li 
4 | 等 中文 1 フラ ンス Il212 9! 林 此 和 1 


デジ タル フォ ト 部 門 (3 月 号 現在 、 竹 称 略 ) 組 写真 部 門 3 月 号 現在 、 庫 称 路 ) 
| 和 太 加 志 大阪 府 | 4 14 9 1 沢 目 和 仁 に ーー 周 曽 | 詳 村 悦 回 | ] | 名 倉吉 康 | 間 岡上 1 4 | 4 | 鈴木 俗 久 層 H 5 | 3 
2 「 還 人 泊 大阪 府 13l3 91 野 EE 1 <iman> e | 柏 度 き 奴 Imwlsls |<KC> ee 
渡部 美佐 子 me で [ 陣 ね 人 | 千本 RI 1 1 」 9IKOSHIN+ | 各 加 Iili 角田 恒雄 | | 語 寺井 健一 5 
2 csrbing>17 7| 3 | 3 人 還 | 邊 IiIi 9 本 |※g 古 1 3 に NEoNeo>| き 上 提 | 2 | 2 5|<kean1> 15 条 | ! | ! 
+ が ラ 居 六 ml 2 1 2 9IhOmax  「 京 加 l1 li 9 人 電 放 チ Ei 販 画 | 午 大 多 | 揚 賠 県 | 2 | 2 5 [中 本 計 昭 | 大間 見 11|i 
| 田 率 泊 | 多 知 県 |! 2 | 2 9| 向 月 恵 | 東京 lili mi 5 | 選 靖 『 和 海道 1!1 1 」 5| 了 和 指 剛 上 1 1 11 
+ ロ 
1 
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フォ トコ ン テ ス ト プリ ント 部 門 公開 審査 実施 中 ! 


「 イ ンプ レス ・ フ ォ ト スク ー ル 神保 町 写真 教室 | で 『 
選考 過程 を 間近 で ! 

本 誌 に 偶数 月 掲載 中 の フォ トコ ン テ ス ト 「 プ リン ト 部 門 」 で は 、 公開 審査 を 実施 し て いま す 。 会 場 は 、 

「 イン プレ ス ・ フ ォ ト スク ー ル 神保 町 写真 教室 」。 当日 持ち 込み で の 応募 も 可能 で す 。 選考 の 現場 を 
間近 で 見 られ る チャ ンス ! 事前 申込 み は 不要 で す 。 ぜひ ご 参加 くだ さい . 


等 ち 込み 可 ! 


日 時 : 2017 年 6 月 号 掲載 分 2017 年 4 月 15 日 ( 土 ) 13:3015:30 
2017 年 8 月 号 掲載 分 2017 年 6 月 17 日 ( 土 )13:3015:30 写真 は 12 月 号 の 公開 寄 査 の 様子 。 選考 は プリ ント 部 門 選 者 の 岡嶋 和幸 氏 で す 
会 場 : 株 式 会 社 イン プレ ス 東京 都 千代 田 区 神田 神保 町 1-105 し た っ 
神保 町 三井 ビル ディ ング (23 階 セミ ナー ルー ム ) ちと を の た の の 者 | イン プレス フッ トス クー ル 
※※13:00 開 場 。 参加 希望 の 方 は 神保 町 三井 ビル ディ ング 1F で 担当 者 に お 声 が け く だ さい に トー Z 神保 町 写真 教室 」 の 講座 内 容 や お 申し 込み の 詳細 は こち ら 


HOTO 
参加 中 : 無 料 選考 : 同 内 和幸 氏 ScHoov http://school.ganref.jp/ 


プリ ント 部 門 応募 票 広間 方 法 は た ペー ジ を ご 参照 くだ さい 。 応募 票 ダウ ン ロ ー ド http://ganref。jp/oubo 

デジ タル カメ ラマ ガ ジ ン ・ フ ォ ト コン テス ト ・ プ リン ト 部 門 応募 票 
応募 月 号 ( 年 〇 〇 月 号 ) 
作品 名 


誌面 掲載 時 の 名 前 居住 地域 (首府 県 名) 


撮影 地 (O 〇 県 〇 〇 市 まで ) 作品 の 天地 1 


GANREF My ペー ジ の URL(GANREF 外 応募 の 場合 は メー ル ア ド レス また は 電話 番号 を 明記 ) 
http://ganref.jp/m/ /portfolios 


カメ ラ ぱー カー 名 ・ 擬 種 名 ) 
レン ズ ・ フ ィ ル ター (メー カー 名 ・ 機 種 名 ) 


プリ ンタ ー ツー カー 名 ・ 機 種 名 、 ま た は DPE) 


用 紙 (メー カー 名 ・ 用 紙 名 ) 
レタ ッ チ 
作品 の 説明 ・ コ メン ト (150 字 程度 ) 


sm DCIM 写真 部 ws 


寒い 日 の 中 に も 、 暖か な 日 が 挟ま る よう に な り 、 少し ずつ 春の 足音 が 聞こ えて き て いま す 。 
今月 の 特集 「 桜 の 絶景 写真 ] で ひと 足 先 に 春 を 感じ て いた だ く と と も に 、 
来る べき 桜の 季節 に 向け て 、 撮影 プラ ン を 立て て も ら え る と うれ し いで す 。 


[スカ ジッ ト の チュ ー リ ッ プ 祭り | 中 本 良 梅 外 ) 


N に ト で: ニコ ン D800E 。 AF DX Fisheye-Nikkor 地面 すれ すれ の ロー アン グル か ら リ モー ト 機能 で 撮影 し た 写真 。 
お 題 を 決め て みん な で 撮る 10.5mm 72.8G ED 10.5mm(16mm 相 当 ) 。 魚眼レンズ の 効果 と 相まって 、 伸 びやかな チュ ー リ ッ プ の 咲き っ 


AS 絞り 優先 AE(F11、 1/250 秒 、 一 1.0EV) ぶ リ が 雄 計 5 
!/ ヒュ コ 


今月 号 の お 願 
「 ロ ー ア シグ ル 」 


今回 の お 願 は ロー アン 
グル 。 い つも と ちょ っ 
と 違う 低い 視点 や ア 
ング ル で 撮る と 、 写 真 
が 大 きく 変わ り ま す 。 


は 。 凛 Happy New Year 式 "。+」 
miel( 愛 名 上 


ニコ ン D5300 シグ マ 10mm F2.8 EX DC FISHEYE HSM 
10mm(15mm 相 当 ) 級 り 優先 AE(F11、172.000 秒 、+0.7EV) 

ISO 2200・ WB : オ ー ト 

わずか 10cm の 距離 か ら 魚眼レンズ で アゲ ハチ ョ ウ を 揚 影 し た 写 
真 。 羽ばたき の 伸び や か さと と も に 、 爽やか な の 夏 の 日 を 感じ る 
1 枚 で す 


| 飛 火野 の 鹿 」 


igu( 大 阪 府 ) 

キャ ノン EOS 5D Mark WEF70-200mm 
F4L IS USM 200mm 絞り 優先 AE 
(F5.6、 172.000 秒 、 0.3EV) 

ISO 400- WB: 大 陽光 

ロー ポジ ショ ン に する こと で 、 玉 ボケ に よっ 
て 地面 を 隠し て 、 ス テー ジ の 上 を 鹿 が 歩い 
て いる よう に 写 さ れ た 1 枚 。 逆 光 で 鹿 の 輪 
郭 が 浮か が び 上 が り 、 幻想 性 が 増し て いま す 


| か える 」 


ichi16 (新潟 県 ) 


オリ ン パ ス PEN mini E-PM2 
パナ ソニ ッ ク LUMIX G 
20mm/F1.7 ASPH 
20mm(40mm 相 当 ) 

絞り 優先 AE(F4、 

1/1.000 秒 、OEV) 

ISO 200- WB : オ ー ト 

窓 ガ ラス に へ ば りつ いた カ 
エル を 撮影 し た 写真 。 ガ ラ 
ス の 質感 が 伝わっ て き て そ 
の 場 の 臨場 感 が 伝わっ て き 
ます 
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[CIRCLE WALK | YOKOHAMA( 神 奈川 県) 


オリ ン パ ス OM-D E-M10 サム ヤン 7.5mm 1:3.5 UMC Fish-eye MFT 

7.5mm (15mm 相 当 ) "太り 優先 AE(F11、5 秒 、 0EV) 

ISO 160 。 WB : オ ー ト 

特徴 的 な 形状 を し た 横浜 の 円 形 の 歩道 橋 を 魚眼レンズ で あお っ て 撮影 し 
た 写真 。 巨大 な 構造 物 は レン ズ の 効果 で デフ ォ ル メ す る と その 迫力 を 強調 
で きま す 


[明日 へ の 約 東 」 wm (兵庫 上 


ニコ ン D300S AF-S DX NIKKOR 10-24mm 73.5-4.5G ED - 24mm 
(36mm 相 当 ) マニ ュ ア ル 路 出 (F8、 2 秒 ) 

ISO 200 WB : オ ー ト 

視線 を 下げ る こと で トン ネル の 奥行 き が 強調 され て 出口 か ら 差 し 込む 光 の 
印象 が より 高 いる 作品 で す 。 2 秒 の 規 光 が 必要 な 暗 さ だ っ た た め 、 


人 物 は 立ち 止ま っ て 撮影 し て いる そう で す 


[Contrail 
way」 
藤元 麻未 (岡山 県 ) 
ニコ ン D5100 
AFS DX NIKKOR 
18-55mm 
103.5-5.6G VR 
18mm(27mm 相 当 
絞り 優先 AE(F3.5、 
17320 秒 、 0.7EV) 
ISO 400-WB: オ ー ト 
飛行 機 雲 が 印象 的 
な 空 の 下 で 歩く 子 ど 
も に 声 を か け て 撮影 
し た 作品 。 ロー アン 
グル で 用 水路 の 映 
り 込 み を 生か すこ と 
で 、 気持 ちの 良い 
開放 感 が 表現 され 
て いま す 


| 一 瞬 に 賭け た 

キリ ン (大 阪 府 ) 

ニコ ン D7200. 

AF-S DX NIKKOR 

18-300mm 3.5-6.3G ED VR 
18mm(27mm 相 当 ) 

絞り 作 先 AE 

(F8、 17400 秒 、 寺 0EV) 

ISO 100 。 WB : 晴天 

飛行 機 を 捕まえ よう と する 少年 と 
着陸 の 瞬間 を 捉え よう と する 写 
真 家 の 姿 が まとまっ た 1 枚 。 ロ ー 
アン グル に よる パー ス で 飛行 機 
の 迫力 が 増し て 、 疾走 感 あふ れ 
る 写真 に 仕上 が り まし た 


「 目 覚め の 時 代 」 


seinin( 埼 玉 県 ) 

リコ ー イ メー ジン グ GR DIGITAL 
6mm(28mm 相 当 ) 

マニ ュ ア ル 赴 出 (F9、 1/1.000 秒 

ISO 80- WB: オ ー ト 

視線 を 下げ る と 見 えて くる も の の 1 つ 
が 映り 込み 。 映り 込み 写真 を 反転 さ 
せ て 見 せる こと で 、 建設 当時 の 東京 
駅 の 雰囲気 を 伝え た いと いう 提 影 者 
の 意図 が 伝わり ます 


「 備 き 夢 の 跡 ] 


岩野 保幸 (福岡 県 ) 

キヤ ノン PowerShot S120 
5.2mm(24mm 相 当 ) 

プロ グラ ム AE(F8、 

17200 秒 、1.7EV) 

ISO 100- WB: オ ー ト 
散っ て し まっ た モミ ジ の 葉 に ス 
ポッ ト を 当て た 1 枚 。 小 さ な 被 
写 体 に 存在 感 を 与え られ る こ 
記 と も ロー アン グル 撮影 の 魅力 
で す 。 光 条 の アク セン ト に よっ 
て 存在 感 が さら に 増し て いま す 


系 


5 月 号 の お 願 は 「 逆 光 」 


ドラ マチ ッ ク な 逆光 は 、 使 い 方 次 第 で 写真 に は ま ざ ま な 表情 
を 与え られ る 将 力 的 な 光 で す 。 逆 光 の 条件 を 生か し て 撮影 
し た 写真 を 募集 し ます 。 


募集 期間 : 2 月 20 日 て 3 月 10 日 
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写真 家 の 2 ん ク / 


日 々 撮影 に 臨む 写真 家 に と っ て 、 大 切な 商売 道具 で ある 撮影 機材 を いか に 持ち 運ぶ か も 重要 だ 。 


コン パク ト に カメ ラ を 持ち 出せ る 

手のひら サイ ズ の 軽快 性 

気軽 に 写真 を 撮る と き に 持ち 出す こと が 多い 
OLYMPUS AIR。 そ の 独特 な 簡 型 の カメ ラ に ピッ タ 
リ な バッ グ が thinkTANKphoto の Mirrorless Mover 
10 だ 。 名 前 の と お り ミ ラー レス 機 に 合わ せ た バッ グ で 
まさ に 手のひら サイ ズ 。 愛用 の OLYMPUS AIR だ と 
レン ズ を 付け た ボディ 3 台 に 交換 レン ズ 1 本 が ビッ タ 
リ 収 まる 。 サ イド ポケ ッ ト に モバ イル バッ テリ ー も 収 
納 可能 で 、 カ メラ と スマ ホ と 接続 し て 撮影 する こと が 
多い 私 に は あり が た い 。 シ ョ ル ダ ー ス トラ ッ プ は ベル 
トル ー プ に も な る の で 山歩き の と き に は ウエ スト バッ 
グ に し て いる 。 ミ ラー レス 機 や 小型 軽量 カメ ラ の メリ 
thinkTANKphoto ッ ト を 最大 限 に 引き 出し て くれ る カメ ラバ ッ グ だ 。 
Mirrorless Mover 10 spEc 23Wxdzp):135x15sx15mm 


内 形 寸法 (WxHXD): 約 125x135x95mm 
実勢 価格 5,000 円 前 後 質量 : 約 250g( 全 オプ ショ ン 装 備 時 ) 


季節 に 応じ た オス ス メ グ ッ ズ を 
編集 部 の 独自 セレ クト で ご 紹介 ! 


の カメ ラグ ッ ズ | 


桜の ある 風景 を 
パキッ と 撮り た い 
・ 青 空 や 桜の 色 を 
コン トロ ー ル し た い 
・ 水 面 へ の 桜の 映り 込み を 
生か し た い 
・ 桜 の 花 を ぶら し た く な い クシ コー トキ ナー Zeta Ouint C-PL 


実勢 価格 1 1.000 円 前 後 一 ( サ イズ に より 異な る ) 


対応 フィ ルター 径 : 37、 39、 40.5、 43、 46、 49、 
52、55、58、62、 67、72. 77、 82mm 

風景 撮影 に 欠か せな い PL フィ ルター は 反射 を コン トロ ー ル する こ ご 
と で 、 被写体 本 来 の 色 を 引き 出せ る アイ テム 、。 桜の 撮影 に お 
も 、 空 の 育 を 濃く する こと で 桜の 存在 感 を 際立た せ た り 、 

の 色 を 引き 出せ る 。 桜の 提 影 の 天敵 は 風 に よる 被写体 ブレ 。 PL 
フィ ルター は 減 光 効果 が ある の で 、 シ ャ ッ ター 速度 が 落ち て し まう 
弊害 が ある が 、 本 製品 は 透過 率 が 高い こと が 特徴 だ 


透過 率 の 高い 
PL フィ ルター に 
注目 


W オス ス メ ボ ポイント 


① 従来 より 約 1.0EV 明 る い 透 過 光 量 
露出 倍数 は 約 1.7 一 2.2 倍 と 、 従 来 の C-PL フ ィ ル タ 


ー よ り も 約 1.0EV 明 る く 、 シ ャ ッ ター 速度 を 一 段 分 
げ ら れる の で 、 風 が ある 状態 で も 感度 を 上 げ ず | 
を 止め て 写し や すい 。 一 眼 レ フ 機 な ら フ ァ イ ン ダー が 
見 や すく な る 効果 も ある 

⑫ 強化 ガラ ス の 採用 で レン ズ を 保護 
通常 の ガラ ス より 約 3 Zeta Quint 通常 の 
倍 の 強度 を 誇る っ ガ ラス シリ ー ズ 

が 使用 され 割れ に くい 

た め 、 アク シ デ ン ト の 

隊 に レン ズ を 保護 する 

効果 が 高い 。 割れ て 

も 破片 が 粒子 状 に な 

る た め け が を 防げ る 


Zeta Ouint C-PL Zeta ワイ ドバンド C-PL 
③ 手入れ し や すい 防 汚 コー ト 


ガラ ス 面 に コー テ 
ィング を 施し 、 水 
滴 や 指紋 が 付き に 
くい 。 汚れ が 付い 
て し まっ た 場合 も さ 
っ と 拭き 取る こと 
が で きる の で 、 手 
入れ を し や すい 
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小さ い バ ッ グ だ が 、 こ れ だ け の カメ ラ と レン ズ 、 オ プシ ョ ン が 収納 で きる 。 
モバ イル バッ テリ ー は スマ ホ も カメ ラ も 充電 で きる 必須 アイ テム 。 スマ ホ と 
カメ ラ 共 用 の AC ア ダブ ター も 収納 し て お り 遠 出 の 撮影 で も 不安 は な い 


ピ 小物 用 収納 ポケッ ト も 充実 ! 
コン バク ト に も か か わら ず 収 納 ポ ケッ 
ト が 豊富 な こと も お 気に入り 。 撮影 ア 
イ テ ム 以外 の 小物 を 入れ て お く こ と も 
で きる 。 私 は も し も の と き の た め に 電 
子 マ ネー を 忍ばせ て いる 。 


お 便り 

誌面 へ の 感想 、 カ メラ 、 レ ンズ に 関す る 鑑 問 ・ 質 問 ・ 意 見 、 最 近 の 
カメ ラ 生 活 近況 な ど 、 みな さん か ら の お 便り を 募集 し ます . 

写真 

「 個 性 泊 写 真 展 」 で は 、 毎 号 お 誠 を 決め て 写真 を 募集 し ます 。 今回 
は 「 迎 光 ] を テー マ に し た 写真 を 大 募集 。 応募 締め 切り は 3 月 10 晶 
で 、 掲載 は 5 月 号 で す 。 どしどし 投稿 くだ さい 

写真 を 掲載 し た 方 に は …Amazon ギ フト 券 1,000 円 分 


E-mail の 場合 digitalcamera@impress.co.jP 
宗 Subject( タ イト ル ) は 「DCM 写 真 部 ] 

・ あ て 先 に は 必ず 「 個 性 派 写 真 展 ] か 「 お 便り ] と 入れ て くだ さい 
・ す べ て の 投稿 に は 、 住所 ・ 和 便 番号 ・ 氏 名 を 書い て くだ さい 

・ ペ ン ネ ー ム が ある 場合 は わか りや すく 書い て くだ さい 


イン ター ネッ ト か ら の 場合 ガン レフ 


投稿 べ http : //ganref.jp/photo_contests 


デジ タル カメ ラマ ガ ジ ン か ら の お し ら せ 
・ 賞金 、Amazon ギ フト 券 、 読者 プレ ゼン ト の 発送 時 基 
PHOTO CONTEST や 個性 派 写真 展 の 賞金 、 お よび Amazon ギ 
フト 券 、 読 者 プレ ゼン ト な どの 発送 は 掲載 号 の 発売 日 か 5 約 40 昌 後 
を めど に 処理 させ て いた だ いて お り ま す . 
・ 編 集 部 の Twitter ア カウ ント 
@digicame_mag を レッ ツ フ ォ ロ ー! 
・ 撮影 こぼれ 話 も 掲載 中 ! 

本 誌 の 最新 情報 が 分 か る Web べ 
http://ganrefjp/dcm/ を チェ ッ ク ! 


デジ タル カメ ラマ ガ ジ ン 2017 年 1 月 号 
DIGITAL CAMERA MAGAZINE PRESENT 
当選 者 発表 
人 マン フロ ッ ト 「 ナ ショ ナル ジオ グラ フィ ッ ク NG AU 
2450 中 型 メッ セン ジャ ー バ パッ グ ] 朝 才 圭 太 ( 兵 庫 県) 
@ ラム ダ 「 フ リー スレ イン ボー 四季 」 尾張 加 一 (海道) 
共 原 敬 至 (茨城 県 ) 


クロ ス フ ォ レス ト 「Canon 5D Mark 

5D Mark 皿 /5Ds 5Ds R 用 ガラ ス フ ィ ル ム ] 

荒川 恭子 (宮城 県) 益田 貴子 (埼玉 県 ) "田村 英男 神奈川 県 
《 フラ ッ ク ピ クセ ル 

CustomSLR 伸縮 スリ ム ス ト ラッ プ ] 田中 克明 (北海 首 ) 
人 2017 年 オリ ン バ パス WWF カ レン ダー 

「Galapagos lslands 絶海 に 生き る ー ガ ラバ ゴス 諸島 」 

外野 亜希 子 (山形 県 ) 三枝 裕 大 (三重 県) 田中 義生 (熊本 県 ) 
@ Cokin「 ク リエ イ テ ィ ブフ ィ ル ター シス テム 

エキ スパ ー ト キッ ト (P シ リー ズ )」 佐藤 洋一 ( 青 礎 県 ) 
の サン ディ スク 「 エ クス トリ ー ム 田中 損 電 (大阪 府 ) 

SDHC UHS-1 カ ー ド 16GB」 生島 宏行 (奈良 県) 
レキ サー[Professional 2000x 

SDHC UHS-T 32GB」 


関口 敬 文 (東京 都 ) 


今 売れ て いる カメ ラ や 交換 レン ズ は これ だ ! 


内 林 売 滞 カ メラ ・ レ ンズ 通信 


今 人 気 の カ メラ や レン ズ は 何だ ろう ? 毎月 ヨド バシ カメ ラ と フジ ヤ カ メ ラ に 突撃 取材 を 敢行 ! 気 に な る 売れ 筋 情報 を ラン キン グ 形 式 で 紹介 する 。 


現在 人 気 の 製 品 が ひと めで 分 か る の で 、 カメ ラ や レン ズ を 購入 する 際 の 参考 に し て いた 


た い 。 


文 * 編 集 部 


ヨ ビ バシ カメ テラ 


取材 協力 : 新宿 西口 本 店 カメ ラ 総合 館 東京 都 西新 宿 1-16-13 又 原 ビ ル 1F 


担当 : 阿部 淳一 さん 
一 眼 レ フュ ユー ザー に 


カメ ララ ン キ ング 。( - 加 レ 2 ュー ザー に 


⑳ 率 オリ ン パ ス OM-D E-M1 Mark 


E-M1 Mark I 強 し! 
新 製品 


234,540 
@ sy Fo キヤ ノン EOS 5D Mark 405,360 円 
= ニコン D5500 

@? 8(e ゅ ダブ ルズ ー ム キッ ト 39640 

4 衣 = コン D500 247.640 

5 る ニコ ン D500 16-80 VR レン ズ キ ッ ト 314.670 ロ 
オニ キヤ ン ノン EOS M5 

9 び EF-M18-150 IS STM レン ズ キッ ト 147360B 

7 。8。 ソニ ーg6500 160.240 ロ 
S キネ ヤン ン EOS 80D 

8 po EF-S18-135 IS USM レン ズ キッ ト 179.4208 

9 る = ニュ ン p810 269.270 ロ 

0 宮 キャ ノン EOS Kiss X8i ダブ ルズ ー ム キッ ト 84.310 


OM-D E-M1 Mark TI が 2 連 穫 を 吉成 。 動体 撮影 が 苦手 と され て いた レス の イメ ー ジ を 払拭 する 
連 写 性 能 の 強化 な ど が 支持 され て いる 。「 品薄 の 状態 が 続い て いて 、 特 に 望遠 好き の キヤ ノン や ニコ 
ン の 一 眼 レフ ユー ザー に も 軽量 さ を 求 め て 買わ れ て いま す 。 40-150mm F2.8 PRO や パッ テリ ー グ リ 
ッ プ な ど と 一 緒 に よく 出 て いま すね 」 。 同様 に 好調 の EOS 5D Mark V は 多少 の 価格 変動 が あり 、 安 
い タ イミ ング を 見 計ら っ て 買い 替え が 進ん で いる そう だ 。「 ニコ ン D500 は キャ ッシュ バッ ク が 底上げ し て 
いま す 。 q6500 や EOS 80D な ど 動画 に 強い 機種 も 手 加 い で すね ]」 

効果 が 功 を 奏し て 


還 レン レズ ランキ ング 
ニッ コー ル が 好調 


ニコ ン AF_S NIKKOR 24-70mm 
2.8E ED VR OH 


キャ ッシュ バッ ク 


の リン パス M.ZUIKO DIGITAL ED 
@? ( 更 9 12-100mm F4.0 IS PRO の 9 
9 ニコ ン AF-S NIKKOR 70-200mm 
@ ふ 、( 短 胸 人 2.8E FL ED VR 0 
ニコ ン AF-S NIKKOR 
4 poWw 200-500mm f75.6E ED VR 9308 
5 衣 キャ ン ノン EF24-105mm F4L IS T USM 149,130 


先月 と 同様 、 主 の ニッ コー ルレ ンズ が 順当 に 上 位 を 獲得 。「 レン ズ で も キャ ッシュ バッ ク の 時 期 を 利 
用 し て 新型 に 買い 替え て いる よう で す 。 70-200mm f/2.8E は 対象 外 で す が 、 軽 量化 や 画質 が 支持 
され て いま す 」。 オリ ン パス の 12-100mm も ラン クア ッ プ 。 「 OM-D E-M1 Mark と の 相乗 効果 で 伸 
び て い ま す 。 標準 メー ム の 12-40mm か ら の 買い 替え る ケー ス も ある よう で す 」 。 EF24-105mm 1 弄 
は 現在 も 品薄 状態 が 続い て お り 、 少 な か ら ず ラ ン キ ン 署 し て いる よう だ 


* ファ ン の 悲願 達成! 
フィ ルム カメ ラ と 
会 My | ー 
今月 の 注目 は これ ! 博司 厚 さ に 
= フィ ルム 時 代 か ら の ライ カ ユ ー ザ ー の 更 原 
が つい に 和 達 成 され た の で は な いで し ょ うか 。 
ボディ 内 部 の 構造 を 見 直し て 、 フ ィ ル ムカ 
に 。 メラ と ほぼ 同じ 厚 さ を 実現 し て いま す 。 ISO 
ライ カ M10 感度 も 50000 ま で 高まっ た 他 、 理 面 の 失 
販売 価格 作 系 も シン プル な 構成 に を まり 、 デ ザイ ン が . 
918,000 由 前後 より 洗練 され まし た 。 個人 的 に は ぜひ 
(45.900 ポ イン ト 還元 ) ”「M10-P」 も 出し て いた だ きた いで す 
イメ ー ジ セン サー : 35mm 判 フル サイ ズ 、 約 2.400 万 画素 1SO 感 ” ヨド パシ カメ ラ 
度 :100 一 50000 記録 メデ ィ ア : SD、SDHC、SDXC ファ イ 新人 西口 本 店 
ンダ ー : 大 型 ブラ イト フレ ー ム ファ イン ダー、 パラ ラッ クス 自動 補正 機 カメ ラ 専 門 チー ム 
能 < 青 面 液晶 モニ ター : 3 型 TFT、 約 103 万 ドッ ト 外 形 寸法 (Wx マー ケッ トイ ノ ベ ー タ ー 
HXD): 約 139x80x38.5mm "質量 : 約 660g( バ ッ テ リー 含む ) 阿部 淳一 きん 
< * 


掲載 し て いる 販売 価格 は 1 月 末 現 在 の 価格 (税込 ) で す 。 店 頭 | 
販売 価格 は 違う 場合 が あり ます 。 フジ ヤ カ メ ラ の 中 古 カ メラ トレ ンズ は すべ て A (最高 ) ラ ンク の 販売 価格 で す . 


格 は 変動 する た め 、 掲載 価格 と 実際 の 


コジ 記 本 X コ 
取材 協力 : フジ ヤ カ メラ 東京 都 中 野 区 中 野 5-61-1 
担当 : 北原 弘明 さん 


カメ ララ ン キ ング 


新品 の D750 が 
品薄 に より 
中 古 が 好調 に 


49,.680 ロ 


88,560 円 


45.360 
4 。 放 。 富士 フ イル ム X-T1 61.560 有 
5 p0。 キャ ノン EOS 5D Mark 194.400 ロ 
6 あ = コン D750 142.560 
7 あ キャ ノン EOS 7D Mark I 110.160 ロ 
8 po0。 キャ ノン EOS M3 31.320 ロ 
9 。 = コン p810 213.840 有 
10 . 喜 。 = ニュ ン p7200 73.440 有 

※※ フ ジ ヤ カ メラ は ボディ の み の 販 売 で す 


5D シ リー ズ や 7D シ リー ズ と いっ た EO0S の 売れ 筋 モ デル が 上 位 を キー プ 。 5D シ リー ズ は Mark V の 登 
場 で 加 調 に Mark IL、 皿 が 人 気 と な っ て いる 。「 全般 的 に 一 眼 レフ が 強い 状況 で 、 特 に D750 は 新品 
が 一 時 品薄 に な っ た こと で 中 古 が 買わ れ た よう で す 」。 DB10 も 十分 な 性 能 を 備え な が ら 相対 的 に 割 
安 感 が あり 、 よ く 売れ て いる 。 一 方 、 ミ ラー レス も 常連 に な りつ つ あ る 3 台 が ラン クイ ン 。 「 E-M1 は 
Mark TI、X-T1 は X-T2、EOS M3 は M5 へ の 買い 替え で 般 給 パラ ンス が 良い で す 。 特に E-M1 は 
12-40mm と セッ ト で 買っ て も 10 万 円 を 切り ます か ら お 買い 得 で すね 」 


レン ズラ ン キ ング 


キヤ ノン EF24-105mm 


AF-S NIKKOR 
70-200mm I 型 が 
つい に ラン クイ ン 


51.840 円 


F4L IS USM 
富士 フイ ルム XF18-55mm 

F2.8-4 R LM OIS 34590H 
生 オリ ン バ ス M.ZUIKO DIGITAL ED  。]。4on 

12-40mm F2.8 PRO " 

コン AF-S NIKKOR 
70-200mm f/2.8G ED VR I 151.200 
ニオ リン パス ZUIKO DIGITAL ED 

5 50-200mm F2.8-3.5 SWD 44.280 


ここ 数 カ月 若干 値上がり 傾向 が あっ た EF24-105mm が 少し 値下がり し た こと も 手伝っ て が っ ちり 首位 
を キー プ 。 世の中 に ある 圧倒 的 な 本 数 の 多 さ が 強 さ の 秘密 だ 。 「 今月 の トピ ッ ク は AF-S NIKKOR 
70-200mm f/2.8G で し ょ う 。 新型 の 登場 で 買い 替え が 進ん で いま す が 、 も と も と 画質 へ の 評価 が 高 
い レ ンズ で し た の で 、 中 古 で も 人 気 が あり ます ね 」。12-40mm は 新 製品 の 12-100mm に 買い 替え る 
ユー ザー も いる よう で 、 相当 の 標準 メー ム が 5 万 円 を 切り 、 お 買い 得 と な っ て いる 


F2 シ リー ズ ら し い 


* 
乗ら か い 開 放 絞 り の 
会 な 
上 フシ ャ カメ 今月 の 注目 は これ ! 描写 に 期待 で す 
35mm、23mm に 続く 第 3 弾 と な る 
F2 シ リー ズ が 登場 し ます 。 シリ ー ズ に 
共通 する 開放 絞り の 柔らか い 描 写 に 
期待 が 斗 ら み ま す 。 35mm 判 換算 に 
75mm 相 当 の 中 望 中 培 と この 柔らか 
い 描写 を 生か し 、 明 る め の 角 出 で 春 
富士 フイ ルム 先 に 花 を 揚 る よう な 使い 方 も 良い の 
XF50mmF2 R WWR で は な いで し ょ うか 。 持 ち 運び が し や 
販売 価格 (新品 ) 48,120 円 すい 小型 の 争 科 も 好 印 象 で す の ジウ 
レン ズ 構 成 :7 群 9 枚 (ED 非 面 レン ズ 1 枚 ) 才 り 羽根 衝 数 :9 枚 門 業 部 
(円 形 ) 最小 絞り :F16 最短 提 影 下 離 :0.39m 最大 提 影 倫 。 販売 課 課長 
率 : 0.15 倍 フィ ルター 和 : ぁ 46mm 外形 寸法 (最大 反 X 全 長 ) 北原 弘明 ん 
約 の 60x59.4mm 質量 : 約 200g 
・ 
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写真 展 最新 情報 INFORMATION 


2 月 3 月 


ー カ ー ギ ャ ラリ ー 
メー カー ギャ ラリ 20121|22|23124|25|2el271281112131415lel7l8l9I1olii2I13H14I15I161171sl 


札幌 


キヤ ノン ギャ ラリ ー キッ チン ミノ ル [ メ オト パン ドラ ] フォ トコ ン 2016 年 度 月 例 コン テス ト 入賞 作 品 選抜 
http:7/canonjp/ ES 


富士 フィ ルム フォ ト サ ロ ン 人 計 区 二 秋 言 の 人 人 泊 和 大 好き 9 仲間 た ちの 癌 史子 [Soliude こ ひ と り 
http:/wwwfujifilm.co.jp/ 2 5 計り て すく 緒 れ る 人 一 紀和 9017| ぼっ ちの 白 司 の 物語 ] 


2016 生 アサヒ が う 仙 
時 作品 


キヤ ノン ギャ ラリ ー 航 銀 た 由 
ahORiE7 時 計 2016 年 アサヒ カ メラ 賞品 民 


富士 フィ ルム フォ ト サ ロ ン 奈良 由 美しい 風 明 写 真 100 師 第 12 回 美しい 必中 100 人 計 【 写 真 家 た ちの 新しい 物語 】 山形 豪 「Go Wild 
http://wwwrfujifilm.co.jp/ 美弥 Heiah 細 | INo51-100 落 南部 アフ リカ 動物 た ちの 最 入園 Sp 


銀座 


新宿 


品川 


+ーr サー キーr ーー 
キヤ ノン ギャ ラリ ー 2 | 生生 チ ペッ ト 間 の 人 | 幼 主 介 | 三 物 了 り 米 美知子 「 欄 (は を ) も よう TE 
http://canonJjp/ 2 和良 | 5000m 他 吉 で を 採る 人 々 -| | - ラバ フタ ベス ト の 銚 . コ 2 3 の 
ソニ ー イ メー ジン グ ギ ャ ラリ ー 銀座 ユキ [9 ズ い ろ まま ミー 東京 エ 革 大 学 "写真 学科 ス ペ シ ャ ル " 2 SS 
http://www.sonyrco.jp/ 9 テス 92 条 ぁ ) | 、 民 六 大 学 人 写真 29-207 作 B 必 | 芝 伯 「ー 融 今生 きる 車 た ち 3723 
ニコ ン サ ロン 
http://wwwnikon-image.com/ 
リコ ー イ メー ジン グ ス ク エア 銀座 榎本 著 雄 、 織 作 放 子 、 志 伴 導 、 
http://www.ricoh-imaging.coJjp/ 
富士 フォ ト ギ ャ ラリ ー 銀 座 第 4 回 時 り 5 和 に AU20| 間 34A の Hosodk| 和則 EY2Y 
http://www.prolab-createJjp/ 販 男 と な EUC 抽 て HMSMALMI 

ャ ー ド 


エプソン イメ ー ジ ング ギャ ラリ ー エ プ サ イト 57 ら ” |ILFORO Masters Photo Emibition 
http://www.epson.jp/ IMOU2IC で 3729I 


オリ ン パ スギ ャ ラリ ー に た まつ 903 問 時 
http://www.olympus.co.jp/ 5 会 公国 暮らし ー」 DegestFuushima wl5] 


有野 永 矯 [日 本 人 景 ビニ ー ル ] 上 溢 由 布 子 「 系 遊 」 


ラウ チマ サト 「 楼 ・ モ ノ ク ロー ム で 愛でる 」 一 3/26 


ニコ ン サ ロン 赤木 遥 「love letter」 3/20 
http://www.nikon-image.com/ 写真 学校 8 校 に よる 写真 学校 8 校 に よる ーー。 ・ 
ー コ ン サ ロン bis eee 1 還 胃 vol. 2 


http://www.nikon-image.com/ 


大 元 一 洋 「 げ ん きっ 子 、 福岡 育代 「Happiness 
しま っ チ の 月 側 】 。。 。 | - 間 析 の ※」 ご 9720 


中 村 邦 夫 「 津 軽 1984-1988」 寺村 和 艇 


ャ ーー ーー 「MORNING LIGHT 
川崎 昌典 飯野 佳代 子 で 3727 


井村 邊 [YAKUSHIMA 


イリ フ リー | こ INTO THE Wo0pS = 


リコ ー イ メー 
スク エア 新宿 
http://wwwrricoh-imaging.co.jp/ ギャ ラリ ーH | 尊 廊 璃子 [Calle 15」 


キヤ ノン S タ ワー キヤ ノン ギャ ラリ ー S 


KITA/M Bl lggy P 
http://canonJp/ 仙田 正義 「SUI Blows up David Bowie & lggy Pop] 


半蔵 門 


名 古屋 


大 阪 


福岡 


生生 衣 「47 < の より 道 。 eeg mr 


スペ ー ス 1 * 

フジ フイ ルム スク エア ゴン ーー: コン テス トス 人 

http://www.fujifilm.co.jp/ M 本 失 "| 人 必 
スペ ー ス 2 五十川 満 「 世 界 一 美しい 猫 た ち 」 ー3/22 


JC フォ ト サ ロ ン 寺岡 和良 と 感情 ] 8726 
http://wwwjciLcameramuseum.jp/photosalon/ 


キヤ ノン ギャ ラリ ー の 2016 第 40 回 鉄道 ファ ン ・ キ ヤノ ン フォ トコ ン テ ス ト 
http://canonJjp/ 3 6 3 入 費 佳作 作品 展 一 3722 6 の rs 


富士 フィ ルム フォ ト サ ロン は な み PT 2016 富士 フイ ルム 営業 写真 | NewHotmn207 
http://www.fujifilm.co.jp/ 合同 写真 展 ポ 「 季 に か ん じ て 」 コン テス ト 入 賞 作品 発表 展 [ 角 財 に 223 


オリ ン パ スギ ャ ラリ ー 川上 語 「 生 ヶ 鐘 劇 場 2011 一 名 28 如 フト 2 ラナ 大 和泊 ] 
http://www.olympus.co.jp/ 1 境 鉄路 | 。 | 2015【 理 が 紅 あ り た い ]] 大 同和 


キヤ ノン ギャ ラリ ー 中 嶋 宏 「 昭 残像 り の ォ 生 フト 237 放 
http://canon.jp/ OM | (大 阪 下町 二 暴 )」 Se 時 [StmesEemtee| 3 和 hf れ 0 合い 3222 


ニコ ン サ ロン ュ 7 ルアー2 間 内 放 号 時 科 | juna21 但馬 国 子 2016 日 本 カメ ラ juna21 久野 和沙 
http://www.nikon-image.com/ | き kE 中 WalAts Siomcass 2017 | 「 そ の 日 の 午後 ] 。 。 。 | フト コン テス ト 展 [SURFACE| <3722 


な ぎら 健 竜 「 す れ 違 う 日 常 」 一 3/23 


ニコ ン サ ロン bis FORTTETET Tn juna21 田 基 海 
http://www nikon-image.com/ 人 「null 3722 
日 本 リン ホフ 2016 年 毎日 写真 
スペ ー ス 1 
喜 フ イル ム フ ォ ト サ ロン クラ ブ 。 スト 休 和 作品 放 
http:/www fujiflm.co.jp/ 


La 富士 フイ ルム フォ ト サ ロン 大 孤 企 画展 
ーーーー ト ーー レー ニー トー: ーー トー ナー: | 野口 健 x 有 着 売 大 「100 万 歩 写真 展 」 

ei 一 テ ー3/22. 
スペ ー ス 2 | 人 。 | 部 民 ラブ 生還 


キヤ ノン ギャ ラリ ー i 押井 時 生 富士 の 
ttB2/canonjp/ 南 し ず か [MINAMI + Camivel 2016] きつ かい ] -928 


富士 フイ ルム フォ ト サ ロ ン 計 7( き ン 今泉 棚 ロ - 昌 半 
htip://www fujifim.cojp/ EL 人 は タキ ッ ネ の 天地] =92 


日 本 レー ス 写 真 家 協 会 [COMPETITION] 


2 月 


“ い アッ ャ ギ ラリ ー 
ピッ クア ッ プ ギャ ラリ 30l21l22123I24|2slzel27l28|1121314lslel7l8l9Ioliiizhsh4lslel7Iish 
ここ ニニ ーーー ーー ニ そ て 


Alt_Medium 
http://altmediumJp/ 


内 藤 明 「echo]l 
Art Gallery M84 | | | | | | 


http://artgallery-m84.com/ | | | KICKE2KESae302 
DR 売 コク の ニニ ーー 
httpz/hilartsq.com/ 井上 冬 彦 [Symphony of Savanna] 
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米 美知子 写真 展 
「 桜 (は な ) も よう 」 


キヤ ノン ギャ ラリ ー 銀 座 /3 月 9 日 一 3 月 15 日 


風景 写真 家 ・ 米 美知子 が 贈る 世界 
る 美しい 桜の 情景 を 伝え る 写真 展 。 桜 は 日 
本 人 に と っ て 特別 な 存在 。 こ れ ほ ど 開 花 が 
待た れ 、 喜 ば れる 花 は 他 に は な い 。 辛い こと 
や 悲し いこ と が あっ て も 、 美 し い 桜 を 見 上 げ 
る と 心 が 沙 ち 着き 安らぐ も の だ 。 清 存 な 山桜 、 
人 の 暮らし に 寄り 添う 桜 や ご 先祖 様 を 守る 桜 、 
道路 や 公園 の 桜 、 そ し て 人 知れ ず 咲く 桜 。 
春の 訪れ を 共有 する 気持 ち が 何 と も うれ し 
く な る 、 そ ん な 桜の 情景 写真 を 楽し め る 。 


@ 米 美知子 


風景 写真 家 ・ 佐 藤 尚 写真 展 S 届 
「47 ぽく の より 道 が 
マガ イド ブッ ク に な い ニ ッ ポ ン 探 訪 」 
フジ フイ ルム スク エア 3 月 3 日 一 3 月 9 日 
風景 写真 家 と し て 日 本 各地 の 名 所 を 巡り 
作品 を 撮影 し て きた 佐藤 尚 は 、 そ の か た わ 
ら で 名 も な き 町 や 村 に も 「 よ り 道 ] を し て きた 。 
誰 も が ほっ と ひと 息 つ ける 、 何 気 な いけ れ ど 
愛 お し い 光景 。 絶 景 と は 少し 違う 、 幸 せ を 
感じ る 景色 を 集め た 写真 が 展示 され る 。 期 
間 中 は 毎日 15 時 か ら ギ ャ ラリ ー ト ー ク も 開 
催さ れる 。 写真 集 「47 サト タビ ] (風景 写真 
出版 ) も 3 月 に 出版 され る 予定 。 


エリ オッ ト ・ ア ー ウ ィ ッ ト 写 真 展 
「 ウ ィ ッ ト & ユー モア 」 
Art Gallery M84 3 月 6 日 一 4 月 15 日 


エリ オッ ト ・ ア ー ウ ィ ッ ト の 作品 は ウィ ッ ト 
と ユー モア に 富ん だ 人 間 味 あふ れる も の ば か 
り 。 ジ ャ ー ナ リス ティ ッ ク な エッ セイ か ら 広 
告 写真 まで 、 作 品 の 使途 は さま ざま だ が 、 い 
ずれ の 写真 も アー ウィ ッ ト 自 身 が 見 た その ま 
ま が 写 し 出さ れ て いる 。 ア ー ウ ィ ッ ト の 代 名 
詞 と も いえ る 「 犬 ] の 作品 を 中 心 に 、 約 30 点 
の オリ ジ シナ ルプ リン ト 作品 を 必見 て 、 二 EC 
じ て 、 楽 し め る 写真 展 だ 。 い ずれ も アー ウィ 
ッ ト の サイ ン 入 り 。 


TRYADHVAN 
古賀 絵 里子 / 赤 々 舎 (6.480 円 ) 


く 財 


「TRYADHVAN] (トリ ャ ド ヴ ァ ン ) は 、 サ 
ンス クリ ッ ト 語 で 三世 (過去 世 、 現 在世 、 未 
来世 ) を 意味 する 仏教 用 語 。 新た な 命 を 授 か 
っ た 古賀 は 、 体 内 に も う 1 つの 鼓動 を 抱え 、 
変わ り ゆ く 体 に 不穏 な も の を 感じ な が ら 、 自 
身 の 存在 と その 源 と な る 命 に つい て 問い か け 
た 。 古い 家族 アル バム を 紺 解き 、 時 間 の 中 
を 行き 来 し な が ら 、 自 身 の 内 側 に 無限 に 続 
く 三世 の 時 間 を 旅 し た 古賀 が 、 突 き を 上 げ る 
よう な 衝動 の 中 で 捉え た 作品 が 全 ペー ジ 袋 
強 じ 、 和 綴じ の 装丁 に まとめ られ て いる 。 


TRYADHVAN 


2017.2.20-3.19 
0 


吉村 和 敏 写真 展 
「MORNING LIGHT」 


リコ ー イ メー ジン グ ス ク エア 新宿 /3 月 15 日 一 3 月 27 日 


国内 、 海外 と 精力 的 に 旅 を し て 多く の 作 
品 を 撮っ て きた 吉村 和 敏 の 写真 展 。 今回 の 
テー マ は 「 世 界 の 朝 ]。 吉村 が 第 二 の 故 郷 だ 
と いう カナ ダ を は じ め と し た 世界 26 カ 国 で 
撮影 され た 、 美 し い 朝 の 光景 や 人 々 の 暮 ら 
し を 捉え た カラ ー 作 品 約 60 点 で 構成 され る 。 
「BLUE MOMENT] 「MAGIC HOUR] に 
続く 3 部 作 の 完結 編 と な り 、 同 タイ トル の 写 
真 集 「MORNING LIGHT (小学 館 ) も 3 月 
に 出版 され る 予定 。 


内 藤 明 写 真 展 
「echo」 


Alt_Medium 3 月 2 日 一 3 月 14 日 


内 藤 明 は 化学 反応 や 光学 的 な 原理 に 基 づ 
いて 生成 され る 銀 塩 写真 の 即 物 的 な あり 方 
に 探究 心 を 持ち 、 制作 を 続け て きた 。「 飛 来 
し て いた 光 の 粒 が 銀 の 粒子 に な る 時 、 あ の 
時 以上 に 神経 を 沸き 立た せる 調べ ] 内 藤 の 
写真 に 焼き 付い た 深い 聞 と まぶし い 光 は 、 
印画 紙上 の 銀 の 粒子 が 、 見 る 物 に 束の間 の 
幻視 を 見 せ て いる よう で も ある 。“ あ る 瞬間 " shirahamaGnaito 
の 忘却 に 抵抗 する か の よう に 存在 する 写真 
と いう も の の 存在 を 考え させ られ る 写真 展 。 


Symphony of Savanna 
ヒル トピ ア アー トス クエ アン 2 月 22 晶 3 有 27 昌 


井上 冬 彦 写真 展 | 


医師 と 自然 写真 家 と いう 2 つの 上 顔 を 持つ 
井上 冬 彦 。 サ バンナ に 通い 続け て 30 年 の 集 
大 成 と な る 写真 展 が 開催 され る 。 井 上 は 、 
動物 の 生態 で は な く 、 循 環 と 調和 、 母 の 無 
償 の 愛 、 生 命 の 本 質 と いう 3 つ を テー マ に 撮 
り 続け て きた 。「 い の ちの 意味 ] と 「 家 族 の 愛 」。 
その 本 質 は どこ に ある の か を 問い 続け な が ら 
撮影 し て きた 作品 群 約 70 点 が 展示 され る 。 
同名 の 写真 集 「Symphony of Savannal ( 新 
日 本 出版 社 ) も 発売 中 。 


海 の ミ ュー ジア ム 
ルイ スプ ラ ッ クウ ェ ル ( 著 ) 千葉 奄 ( 訳 ) 創 元 社 (3.024 円 ) 


| 


地球 の 大 部 分 を 構成 する 海 。 そ こ に は 、 
魅惑 的 な 生き 物 た ちの 営み に よっ て 作り 上 
げ ら れ た 40 億 年 の 軌跡 が ある 。 海 に まつ わ 
る 科学 エッ セイ に 、 世 界 の 第 一 線 で 活躍 す 
る 海洋 写真 家 に よる 写真 105 点 が 彩り を そ 
える ビジ ュ ア ル ブ ッ ク 。 地球 と 海 の 始 まり か 
ら 生命 の 誕生 、 豊 か な 生物 多様 性 と 種 間 の 
相互 関係 、 未 踏 の 地 ・ 深 海 、 人 類 の 資源 と し 
て の 海 や 創作 の 中 に 見 る 主題 と し て の 海 、 
環境 保護 の 未来 まで 、 壮 大 な スト ー リ ー と 美 
し い 写 真 の 融合 で 語ら れる 。 
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3 


李 評 


yp 山野 勝 


江戸 ゆ ろ り 坂 道 散 地 


日 本 坂道 学 会 
《 る : 


* 山 野 勝 sw* 郡 川 正 次 


東京 都心 部 は 意外 に 坂 が 多い 。 今 も 昔 も そこ に は 同じ 坂 が あり 、 
人 々 の 営み が 脈々 と 受け 継が れ て いる 。 坂 の 名 の 由来 や 歴史 に 触れ な が ら 、 
カメ ラ 片 手 に ぶら ぶら 散歩 。 江戸 の 風情 を 感じ な が ら の スナ ッ プ も また 一 異 。 


か つて 市 街 を 一 望 で きた 
急坂 に 漂う 江戸 情緒 
| 江戸 見 友 


東京 メト ロ 銀 座 線 ・ 南 北 線 の 溜池 山王 駅 
7 番 出 口 を 出る と 、 正 面 が 首相 官邸 、 右 手 
が 外堀 通り に な る 。 江 戸 時 代 に は 、 外 堀 通 


り を 含む この 一 帯 に は 広大 な 溜池 仙 M 


加 た が っ て いた 。 外堀 通り を 横断 し て 直進 
きら に 六本木 通り を 横断 し て 、 ベ ルリ ッ ツ 
の ある ビル を 左折 する と 、 右 前 方 に アメ リ 
カ 大 使 館 が ある 。 こ こ を 緩やか に 上 る の が 
要 坂 
沿っ た 堪 坦 
坂 名 の 由来 だ 

坂上 は 変形 十字 路 で 、 右 折 す る と 寺 南 
坂 の 急 な 上 り 、 直 進 する と 汐見 坂 の 緩 や 
か な 下り に な る 。 圭 南 坂 の 名 は 、 鈴 南 和 
沿 に よっ て 開創 され た 准 南 ( 後 の 東 祥 き 。 


記念 の 模 が 植え られ た の が 


一 息 で は 上 れ な い ほ どの 急坂 が 続く 江戸 見 坂 。 昭和 
の 初め ご ろ ま で は 東京 の 街 が 見 渡せ た と いう が 、 現 在 は 
ビル が 建ち 並ぶ 
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人 要 坂 、 汐見 坂 、 
土 南 坂 が 交わ る 差 
路 。 3 つの 坂 に 囲ま 
れ た ホテ ルオ ー ク ラ 
が 改装 中 だ 


時 日 本 消防 会 館 の 
虹 エン トラ ンス に 設置 さ 
れ た 義士 洗足 の モニ 
ュ メン ト 。 先 に 自首 し 
た 2 名 と 、 後 に 合流 
し た 44 名 、 計 46 名 
分 が 揃っ て いる の を 
に 釣 え て 確 記し た 


1610 年 に 高輪 に 移転 ) が この 坂 脇 に あっ た 
こと に 因 み 、 い つ し か 「 霊 」 の 字 に 変わ っ た 
嘉 南 坂 は 江戸 を 代表 する 坂 と し て 有名 だ 
2 つ 7 だ > 

汐見 坂 を 下っ て いこ う 。 江 戸 中 期 まで 、 
ここ か ら 江 戸 湾 が 眺 絹 で きた と いう 。 途 中 、 
1 本 目 を 左折 する と 日 本 消防 会 館 が 
江戸 時 代 、 こ の 辺り に 大 目付 仙石 伯 者 3 
の 屋敷 が あっ た 赤穂 浪 士 が 仙 
石 邸 に 出頭 し た と き 足 を 洗っ た と いう 「 義 
士 洗足 の 井戸 が 再現 きれ て いる 。 井 戸 を 
左手 に 見 て 外 に 出 て 右折 し 、 次 を 右折 し 
て 進む と 江戸 見 坂 の 急 な 上 り に な る 。 坂 
上 か ら 江 戸 市 街 が 見 渡せ た と いう 。 湾 曲 
する 姿 に 江戸 の 情緒 が 漂っ て いる 。 


し 再開 発 が 進む も 
いま だ 緑 が 味わい 深い 
道 源 寺 坂 
2 全 れ 2 
江戸 見 坂 を 上 り 、 霊 南 坂 と の 合流 点 ( 十 
字 路 ) を 左折 し て いく 。 こ の 通り は 江戸 時 
代 、 名 主 ・ 黒 沢 市 兵衛 の 名 か ら 麻布 市 兵衛 
町 と 呼ば れ て いた 。 し ば らく 進み 、1 本 目 ( フ 


ォ ー マ ッ ト ・ ホ ー ム ズ の 角 ) を 右折 する と 、 
全 谷 坂 の 短い 下り 。 昔 、 こ の 辺り を 今井 


三谷 町 と 呼ん だ の が 坂 名 の 由来 。 坂 を 下り 、 
突き 当たり (サン トリ ー ホ ー ル 裏側 ) を 右 
折 し て いく 。 道 は 二 度 ほど 屈曲 し 六本木 
通り に 出る 。 坂下 部 分 を 桜坂 と いう 。 明 
治 中 期 に 造ら れ た 道筋 だ が 、 坂 下 に 桜の 
大 木 が あっ た と いう 。 今 は 改変 きれ た 坂上 
部 分 も 桜 並木 に な っ て いて 、 春 に は 花 の ト 
ン ネ ル を 作る 。 

六本木 通り を 左折 し て いく 。 ア ー ク ヒル 
ズ の 先 の 左側 (南西) に は 2 本 の 道 が 並行 
し て 走っ て いる 。 手前 の 道 が スペ イン 坂 ( ス 
ベイ ン 大 使 館 まで 上 る ) で 、 そ の 先 が 道 源 
寺坂 だ 。 六 本 木 一 丁目 駅 を 右手 に 見 な が 
ら 、 道 源 寺坂 を 上 っ て いこ う 。 左 手 の 西光 
寺 の 石 志 ら 6 まる ツタ の 緑 が 美しい 。 坂 
ト に 人 道 源 寺 が ある 

坂上 で スペ イン 坂 と 合流 する が 、 
直進 し 、 大 通り を 右折 し て 次 を 右折 する 
と 御 組 抜 の 下り に な る 。 江 戸 時 代 、 こ の 


人 戦火 で 焼失 し た 偏 何 館 の 跡 
碑 。 地上 45 階 建て 「 泉 ガー デン 
タワ ー] の 裏 に ひっ そり と 促 む 


の 明治 時 代 に 造ら れ た 桜坂 。 新 
坂 に は 珍し い 滑ら か な 曲線 を 見 せ 


溜池 は 、 慶長 11 年 (1606 年 )、 当 時 
た 浅野 幸長 に よっ て 赤坂 川 を せ 
き 止め て 造ら 外 掘 華 有 の 上 水源 で 、 約 50 年 
間 、 武士 や 町 人 た ちの 飲料 水 と し て 利用 され た 。 
明治 43 年 (1910 年 ) に 埋め 立て られ た 


@ 道 源 寺坂 。 永井 荷風 の 句 「 木魚 ひ * く 寺 の 小径 や 梅 
の 花 」 は 坂上 の 道 源 寺 に 立っ て 詠 まれ た 。 道 源 寺 の 堀 
に ツタ が 絡ま り 、 風情 ある 趣 を 呈し て いる 

一 帯 に 御 先手 組 と いう 幕府 の 陸軍 死 名 隊 
の 組 屋 敷 が あっ た が 、 略 し て 御 組 と いっ た 
の が 坂 名 の 由来 。 こ の 辺り は 再開 発 で 地 
形 か か つて は 深い 谷 に な っ て い 
その 姿 は 失わ れ た 。 坂下 の 右前 方 に 偏 奇 
館 ぴの 説明 板 が ある 


2 代 将 軍 秀 点 の 正 室 が 
格 に 入れ られ 運ば れ た 


我 善 坊 合 坂 


御 組 坂 の 坂上 を 右折 し 、 次 を 右折 する 
と 首都 高速 の 通り に 出る 。 こ こ を 左折 す 
る と 行 合 坂 の 急 な 下り に な る 。 坂下 を 左 
折 す る と 落合 坂 に 入る 。2 つ の 坂 、 往 
来 す る 人 が 行き 合っ た り 、 落 ち 合っ た り 
する こと か ら の 命名 と いわ れる 。 落 合 坂 の 
通り は 、 御 先手 組 与 力 同心 の 大 縄 地 の 中 
を 走っ て いる 。 こ の 低地 は 里 俗 に 我 療 坊 
谷 人 9 と 呼ば れ た 

し ば らく 歩き 、 十 字 路 で 左折 する と 我 
善 坊 谷 坂 へ 、 右 折 す る と 三 年 坂 へ と 続 
まず 、 我 療 坊 谷 坂 へ 向かう 。 左 手 
岸 が あり 、 古 木 が 坂 に 緑 の 陰 影 を 投げ て 
いる は 了 され る 。 次 に 三 年 坂 
と 歩 を 進め よう 。 坂 名 は 「 こ の 坂 で 転ぶ と 
3 年 以内 に 死ぬ ] と いう 迷信 か らき て いる 
寺 に 隣接 する 急坂 に よく 付け られ た 。 坂 
上 を 進み 、1 本 目 を 左折 する と 誰 木 坂下 
り に な る 。 應 木 と は 、 應 の 行列 の よう に ぎ 
ざ ぎ さ ぎの 形 を し た る の を いい 、 階 段 の 敷石 
が 應 木 型 に 組ま れ て いた の が 坂 名 の 由来 


日 赤穂 浪士 

元禄 15 年 (1702 年 ) 12 月 5 日 朝 、 本 懐 を 遂げ た 赤 
穂 浪士 が 泉 岳 寺 に 向かう 途中 、 吉田 中 左衛門 と 冨 
森 助 右 衛門 の 2 人 が 先発 組 と し て 仙石 邸 に 自首 。 
後に 寺坂 吉右衛門 を 除く 44 人 も 合流 し 、 深 夜 に 四 
大 名 家 へ の 配流 が 決ま っ て 護送 され た 


START 溜池 山王 駅 一 1. 榎 坂 一 2. 霊 南 坂 一 3.※ 
士 洗足 の 井戸 一 5. 江 戸 見 坂 一 
一 8. ス ペイ ン 坂 一 9. 道 源 寺坂 一 10. 御 


| . 偏 奇 館 跡 一 12. 行 合 坂 一 13. 落 合 坂 一 
溜池 山王 駅 | 14. 我 善 坊 合 坂 一 15. 三 年 坂 一 16. 座 木坂 一 17. 榎 


坂 一 18. 西 久保 八幡 神社 一 GOAL 神谷 町 駅 


ば 
、 ぎ / ノ で . 半 坂 。 大 合 錠 e 


/ 。 # テ ル 雲南 坂 教会 


と いう 

礁 木坂 の 坂上 を さら 6 に 進む と 、 外 欧 東 
通り に 出る 。 前 方 に ロシア 大 使 館 が ある が 、 
ここ を 左折 する と 横 坂 の 下り に な る 。 古 街 
道 に 榎 が 植え られ て いた 。 坂 下 の 飯倉 の 
信号 で 左折 し 、 桜 田 通 り を 進む と 、 左手 
に 西久保 八幡 神社 が ある 。 正 面 の 急坂 が 
西久保 八幡 男坂 、 左 の 緩やか な の が 女 だ , 
さら に 進む と 神谷 町 駅 に 着く 


日 我 善 坊 谷 


大 信人 古館 江戸 見 坂 人 
ー 2 
へ 、 ホテ ル ォ ー ク ラン 


アメ リカ 倫 概 坂 虎 の 門 病 院 @ 


人 
ツ Aw ィ あー だ 汐見 @/ 
コン チ ネ ンダ ル ュ 


ノ 義士 洗 足 の 
レビ # 戸 


ぎ 


西久保 八幡 神社 


人 の 坂下 か ら 木 造 家 
屋 と 堅 中 な マン ショ 
ン 郡 の 対比 が 迫っ 
て くる 我 善 坊 谷 坂 。 
急 勾配 を 上 っ て いく 
と 緑 深い 閑 雅 な 風 
景 が 待つ 


た 住宅 で 、 下 永 3 年 (1626 年 )、2 代 将軍 秀忠 の 正 室 ・ お 江 与 


て られ 、 昭 和 20 年 (1945 年 ) に 焼 
た 。 荷風 は ここ で 名 作 「 澤 の 仮 堂 を 産 前 
ん )」 を 書い た 我 善 坊 と な り 、 谷地 の 地名 に な っ た 


山野 勝 (や ま の まさ る ) : 1943 年 広島 県 生ま れ 。 坂道 研究 家 。 早稲 田 大 学 政 経 学部 新聞 学科 卒 。 講談 社 常務 取締 役 の 時 に 、「 タ モリ の TOKYO 坂 道 
美学 入門 ] の 企画 プロ デュ ー ス を 行う 。 その 後 、 講談 社 コミ ッ ク ク リエ イト 代表 取締 役 社長 を 経て 現在 は フリ ー と な り 、 朝 日 カル チャ ー セ ンタ ー、 NHK 文 化 セ ン 
ター な どの 「 坂 道 講座 ] の 講師 を 務め る 。 日 本 抜 道 学会 会 長 ( 副 会 長 は タモ リ 氏 )。 著書 に 、「 江 戸 と 東京 の 抜 ]「 古 地図 で 歩 江 戸 と 東京 の 坂 」 な ど 


大 正 9 年 の 葬儀 が 増上 寺 で 行わ れ 、 李 (ひつぎ) を 火葬 地 の 
に 仮 堂 が 設け ら 


6 た 。 そ 
(が ん ぜん どう ) と いっ た の が 転じ て 
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ルフ ト デ ザ イン 
on) アー バン ライ ト 

ショ ル ダ ー バ ッ グ L 
特殊 素材 で 水 や 汚れ に 強い ! 


使わ な いと き は 小さ く 折り た た めで て 


負担 の 少な い 軽量 カメ ラバ ッ グ 


提供 : ハク バ 写真 産業 株 式 会 社 
http:/wwwhakubaphoto.jp/ 


記 製品 の 詳細 は P166 を チェ ッ ク ! 


の 


Cokin 
ピュ ア エ ク セレ ンス UV 
MC77mm 


趣 高 透 包 ガ ラス で クリ ア な 描写 
援 水 ・ 援 油 ・ 防 汚 * 防 塵 傷 防止 の 
最高 級 真 鋼 枠 フィ ルター 

フィ ルター 径 : ゅ 77mm 


提供 株 式 会 社 ケン コー トキ ナー 
http:/wwwkenko-tokina.cojjp/ 


2 名 様 


応募 締切 


2017 年 3 月 |9 昌 (日 ) 


賞 に 当選 され 
た 方 は この 号 の ほか の 賞 に 入選 で き な い 場合 が あり ます 。 


雑誌 公正 取引 喜 争 規約 の 定め に より 、 


ーーーm 2017.3 ==ーー 


DigitaL Camera ト agazine 


テ 2 名 様 
PRESENT Mu 
フォ ー ス メデ ィ ア の 
世界 巡業 
ペル ポン ⑳) 旅行 や 出張 に 便利 ! 
KANI AC-004 USB ボ ー ト と コン セン ト が 付い た 
ダウ ン 防 寒 カバ ー 持ち 運べ る モバ イル バッ テリ ー 
高密 度 ポ リエ ステ ル と ダウ ン で 人 にし た 機 
保温 に 優れ 悪天候 に も 対応 人 時間 : 約 3.5 時 間 / 


持ち 運び 収納 ケー ス 付 き 


素材 : ポ リエ ステ ル ( 表 地 )、 
ダウ ン フェ ザー( イ ン ナ ー) 
外形 寸法 (WxHxD) 

約 500x180x280mm 

提供 : ベル ボン 株 式 会 社 
http:/Awwwwvelbon.comjp/ 


内 巧 バ ッ テ リー 容量 2.600mAh/9.62Wh 
コネ クタ ー 形 状 : USB タ イプ A メス メ 2 ボー ト 、 
コン ャ ント x2 ロ 
外形 寸法 (WxHXD): 約 150x43x29mm 
質量 : 約 150g 


提供 : 株 式 会 社 フ ォ ー ス メデ ィ ア 
http:7/wwwj-force.ne 


放 製品 の 詳細 は ※ カ ラー は 編集 部 で 決め させ て いた だ きま す 
P177 を チェ ッ ク ! 2 名 様 ※ 製 品 に カメ ラ ・ レ ンズ 三脚 は 含ま れ ま せん 
クロ ス フ ォ レス ト 
本 Nikon D500/ 
sanosx D610/D600 用 
Ex//@77@ 御 。 ガラ ス フ ィ ル ム 
MG 。 カッ ター で も 傷 付 か ず 
の 指紋 が 付き に くい 
機種 専用 カラス フィル ム 
し samisk | je 


対応 机 種 : ニコ ン D500/D610/D600 


サン ディ スク 提供 : 株 式 会 社 ク ロス フォ レス ト 

エク スト リー ム EE ※ 製 品 に カメ ラ は 含ま れ ま せん 

コン パク ト フ ラッ シュ レキ サー 

カー ド 16GB 。 (の ⑳) Professional 2000x 
最大 160MB/ 秒 の 読み 取り 速度 と 還 E SDHC UHS-I 32GB 
最大 150MB/ 秒 の 書き 込み 速度 を 


最高 約 300MB/ 秒 の 読み 込み 速度 
高 画素 写真 や 4K 動 画 の 記録 も で きる 
UHS-TH 対 応 超 高速 SDHC/SDXC カ ー ド 


転送 速度 : 2.000 倍 速 (300MB/ 秒 ) 
UHS ス ピー ドク ラス : UHS-T(U3) 

SD スピ ー ド クラ ス : Class10. 

付属 ソフ トウ ェ ア : Image Rescue (ダウ ン ロ ー ド 版 ) 


提供 : マ イク ロン ジャ パン 株 式 会 社 http:/jp.lexarcom/ 


実現 し た コン パク ト フ ラッ シュ 
読み 取り 速度 : 最大 160MB/ 秒 

書き 込み 速度 : 最大 150MB/ 秒 

スピ ー ド クラ ス : VPG-65 

付属 ソフ トウ ェ ア 

レス キュ ー プ ロ デラ ックス (1 年 間 無料 ) 


提供 : サン ディ スク 株 式 会 社 
htp://wwwwsandiskcoJjp/ 


応募 要項 
デジ タル カメ ラマ ガ ジ ン で は 下記 の 内 
容 で Web ア ン ケ ー ト を 実施 し て いま 
す 。 そちら に お 答え いた だ いた 方 の 中 
か ら 、 プ レ ゼ ント 抽選 を 行い ます 。 当 
選者 は デジ タル カメ ラマ ガ ジ ン 2017 
年 5 月 号 に て 発表 いた し ます 。 


応募 の 流れ ※ こ 応募 に は [CLUB IMPRESS」 へ の 登録 が 必要 で す 

⑩ GANREF に アク セス と と と http://ganrefjp/dcm/ 
@「 読 者 プレ ゼン ト 申 込 」 を クリ ッ ク 

⑥「 プ レ ゼ ント 応募 ペー ジ へ 」 を クリ ッ ク 
の @ Web アンケ ー ト に 回 答 


アン ケー ト 内 容 ご 希望 の プレ ゼン ト - 住所 年 齢 者 道府県 役職 業種 織 種 メイ ン で 使っ て いる デジ タル カメ ラ の 要 種 名 お 使い の フォ トレ タッ チ ソ フ ト や 画像 管理 ソフ ト 購入 し た い カ メラ 用 品 お 持ち 


の パソ コン の OS お 持ち の プリ ンタ ー の メー カー 名 と 機種 名 カ メラ 歴 メー ル に よる お 知ら せ の 可否 本 読 の 記事 内 容 に つい て ( [ COVER] 星 降る 夜 の 千年 桜 木村 贅 麻 
[PICK UP] 富士 フイ ルム GFX 50S 
[NEW PRODUCTS REVIEW] パナ ソニ ッ ク LUMIX GH5 
[NEW PRODUCTS REVIEW] キヤ ノン EOS MG 
[NEW PRODUCTS REVIEW] タム ロン SP 70-200mm F/2.8 Di VC USD G2 
[連載 ] 神保 町 写真 事 
[連載 ] Dramatic Circus 
[TECHNIQUE] カ メラ と レン ズ の 実力 を な ぜ SC-PX5VI は 引き 出す こと が で きる の か ? フォ トコ ン テ ス ト 3 月 号 選考 
【TOPIC&INFORMATION] TopEye 全国 高校 生 写真 サミ ッ ト 2017. 
[連載 ] 藤井 智弘 の カメ ラグ ッ ズ 障 れ た 氏 品 発振 調査 リポ ー ト . 


[TECHNIQUE] FUJIFILM X-T2 FILES 
COSINA WIDE HELIAR WORLD 
REVIEW] 富士 フイ ルム X-T20. 
Mark 
教 鉄道 編 [連載 ] 詩 的 恒 慢 
真 で 伝え た いこ と Season04 
の 写真 を 変え た LENS 
新 製品 情報 ] デジ カメ NEWS 調 査 隊 
日 本 の 絶景 
江戸 ゆる り 坂 道 散歩 読者 プレ ゼン ト 
TRAIN Jourmey 編集 後記 ) 


[連載 ] カメ ラ お じ さ ん を た ず ね て 三 千 
今月 号 の 誌面 で いち ば ん よ か - 


[TECHNIQUE] イカ ロス の 

[PICK UP] リコ ー イ メー ジン グ PENTAX KP [TECHNIQUE] 
[NEW PRODUCTS REVIEW] キヤ ノン EOS 9000D/EOS Kiss X9i [NEW PHODUCTS 
[NEW PRODUCTS REVIEW] 富士 フイ ルム X100F - [NEW PRODUCTS REVIEW] キヤ ノン PowerShot G9X 
【TECHNIQUE] オリ ン パ ス OM-D E-M1 Mark II で 写す 0.0555555556 秒 の 奇跡 [連載] 中 井本 也 の デ 写 
[PHOTO EXHIBITION INFORMATION] 了 間 の 顔 vol.9 山岸 伸 [PHOTO EXHIBITION INFORMATION] すれ 違う 日 常 な ぎら 健壱 [連載 ] 写 
[連載 ] 夜 光 都市 Another World [連載 ] Photoshop レ タッ チ 整 [連載] 酒場 の 情景 ・[ 新 連載 ] メ ー カ ー だ っ て 、 や っ ぱり 写真 が 好き ! [連載 ] 私 
[連載 ] すず ちゃ ん の は じ め て の カメ ラ と レン ズ DCM 出 張 所 [デジ カメ 
[ 載 ] いつ も ネコ だ ら け 一 ネコ カフ ェ 巡 り 一 [連載 ] 美しき 東西 の 風景 を 撮る 
[ 較 載 ] 1 万 円 で 行く 写真 旅 集まれ ! DCM 写 真 部 - [デジ カメ 新 製品 情報 ] 最 新 売 れ 筋 カメ ラッ レン ズ 通 信 写真 展 最新 情報 [連載 ] 
[PICK UP] ライ カ M10 [連載] Weekend Girl 。 [連載] アカ ルイ トコ ロ ハ アタ タカ イト コロ [ TECHNIQUE] Beautiful 
た 写真 現在 気 に を る デジ タル カメ ラ の 機種 名 これ か ら 欲 し い レ ンズ の 製品 名 好き な 写真 家 好き な 被写体 撮影 し た 写真 の お も な 使用 法 


【 特 集 1] 桜の 絶景 写真 一 日 本 ベス ト セレ クシ ョ ン 100. 


[連載 ] 敵 歩 の 凡人 


本 誌 を 知っ た 理由 今月 号 を 購入 し た 理由 本誌 購入 の 頻度 … 本誌 へ の ご 意見 、 ご 感想 
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ンー 


あな た の 隣 に も きっ と いる は ず 


カメ ラ お じ さ ん を 
を ず 旋 で 号 請 人 


風景 や ポー トレ ー ト な ど 、 撮影 する 写真 の ジャ ン ル は 多岐 に 渡る が 、 
俗 に 言う 「 硬 い 被写体 ] を 愛す る お じ さ ん は 多い 。 一 般 的 に は 乗り 物 の こと を 指す 。 
今月 は 、 鉄道 お じ さ ん に 続い て 2 人 目 の 硬い 物 系 お じ さ ん が 登場 。 


=x・ 大 村 祐 里子 


飛行 機 お じ さ ん 


【Airplane ojisan 】 


名 前 : 成 羽田 葉 さん (59 歳 ) 
飛行 機 お じき ん 歴 本格 参入 は 3 年 

身長 :168cm 

体重 :79kg 

職業 : 会 社 貞 (プロ カメ ラマ ン の サポート) 
好き な 写真 家 : 岡本 豊 さん 

好き な 女性 の タイ プ : 奥さん 


出没 地 : 成田 空港 、 羽田 空港 、 
新 千歳 空港 、 伊丹 空港 

写真 以外 の 趣味 : 猫 と 遊ぶ こと 、 
海水 魚 飼育 


撮影 機材 を 一 通り そろ える だ け で 車 1 人 台 が 買 
える 。 その た め 、 奥様 の 理解 は 「 絶 対 ] に 必 
要 。 基 本 的 に お 金持ち で ゆとり の ある 紳士 
が 多く 、 そ ん な お じ さ ん た ち は 「 飛 行 中 年 ] と 
呼ば れる 。 分 類 は 航空 機 の 登録 番号 (通称 : 
レジ 番 ) を 集め る お じ さ ん 、 図 鑑 の よう な 写真 
を 撮る お じ さ ん 、 情 景 写 真 を 撮る お じ さ ん に 大 
別 さ れる 


ーー 飛行機 お じ さ ん に な っ た きっ か け は 何で すか 。 

僕 は 子ども の 頃 か ら ネジ を 回 す の が 大 好き で ( 笑 ) 、 
ネジ を た くさ ん 回 せる 飛行 機 の 整備 士 に な り た か っ た 。 
航空 工業 高等 専門 学校 で 航空 原動機 工学 を 専攻 し た 
も の の 、 オ イル ショ ッ ク の 直後 で 就職 先 が な く て 、 カ 
メラ 関連 の 会 社 に 入社 し まし た 。 そ こ で 飛行 機 を 撮り 、 
本 格 的 に 始め た の は 定年 を 前 に 「 歩 いて 遊べ る 航空 写 
真 を や っ て みよ う 」 と 思っ た の が きっ か け で す 。 
ーー 一 本 格 的 に 始め た の は 最近 な の で すね 。 そ ん な 飛行 
機 写真 の 魅力 を 教え て くだ さい 。 

機能 美 で すね 。 青空 で も 朝焼け や 夕焼け で も 絵 に 
な り ま す 。 鉄道 と 違っ て 風向 き な ど の 天候 で 航路 が 
変わ っ た り 、 重 量 で 離陸 ポイ ント が 変わ っ た りす る の で 、 
それ を 予想 し な が ら 撮 影 す る の も 楽し いで す 。 成田 だ 
と A 滑 走路 と B 滑 走路 は 10km 以 上 離れ て いる の で 、 
予測 を 外す と 大 変 で す ……。 機 材 を 持っ て よく 歩く 
の で ダイ エッ ト に も 最適 で す 。5kg 痩 せま し た よ ( 笑 ) 
ーー な ん て 健康 的 な ! 空港 は 広い で す が 、 撮 影 ス ポ 
ッ ト は どの よう に 探し て いら っ し ゃ る の で すか ? 


た と き に 、 


A 


Flightradar24.com と いう 、 世 界 中 の 飛行 機 の 場 
所 が リア ル タ イ ム で 分 か る サイ ト を 見 て 、 飛 行 機 の 位 
置 を 予測 し て ポジ ショ ン 取 り を し ます 。 あと は 、 
FlyTeam と いう コミ ュ ニ ティ サイ ト を 参考 に し ます 。 
提 影 位置 情報 や Exif 情 報 が 載っ て いる の で 便利 で す 。 
ーー お 使い の 機材 に つい て 教え て くだ さい 。 

キヤ ノン EOS 5D Mark IV、EOS 80D、EF24- 
70mm F4L IS USM、EF100-400mm F4.5-5.6L 
IS IT USM、EF50mm F1.8 STM、EF-S10- 
18mm F4.5-5.6 IS STM に 、1.4 倍 の エク ステ ンダ 
ー を つけ て いま す 。 退職 金 で EF500mm F4L IS TI 
USM を 狙っ て いま す ……( 笑 ) 
ーー 飛行 機 写真 の お 仲間 は いら っ し ゃ る の で すか ?. 

僕 は Foton Aircraft Photo Stories に 参加 し て い 
ます 。 電子 書籍 を 通じ て 多く の フォ トグラフ ァ ー の 写 
真 を 紹介 し て いて 、 僕 も 先日 写真 集 を 出し まし た 。 
ーー 飛行 機 写真 を 掘っ て いて 、 困 る こと は あり ます か ? 

ゴミ を 捨て る 人 が 多い こと 。 僕ら は 早朝 に 掃除 を し 
て いま す 。 飛行 機 写真 の ジャ ン ル を 守っ て いき た いで す 。 


士 山 を バッ 


ーー 


ば / 


ei 褒 


中 成羽 田 さん の 作品 。 一 番 
R 好き な 機体 は B787。 カ 
ボン 製 な の で 主翼 が し 


記 な る の だ が 、 そ の し な り 方 
】 が 鳥 っ ぼく て か っ こ 良 く 、 
| な ん と も いえ な い の だ そう 


田 空港 の 第 一 ター ミナ ル か ら 富 中 
影 。 国際 線 タ ー 
ミナ ル に 電気 が 点 く の を 狙っ て い 
鶴 (※JAL の こと ) が タイ 
ミン グ よ く 入 っ て きた 。 富士 山 が 流 
れ な い ギ リ ギ リ の と ころ で 撮影 


Nseeme/ 


成羽 田 さん の 撮影 風景 。 奥 様 の 理解 を と 
に が く 大 切 に され て いる 成羽 田 さん 。 月 に 2 
回 程度 の 撮影 は 奥様 と 一 緒 に 。 成田 で 奥 
様 と パイ キン グ を 食べ る の が 第 1 目的 で 、 
飛行 機 撮影 は 2 番目 。「 JAL と か ANA と か 
書い て ある 飛行 機 が いっ ぱい 来る だ け じ ゃ 
ん 」 と 言わ れ た と いう 


ーー ーーー 


男の子 らし さ 大友 雄大 大 
お 金 が か か る 度 太 太 及 太 友 
大 人 の 良識 度 太 太 太 衣 太 
愛妻 家 度 太 友 友 太 大 
付き 合い た い 度 や ッッ ッッ 


徐行 中 年 


お お むら ゆり こ ご : 1983 年 東京 都 生 
まれ 。 写真 家 。 鹿 應 義塾 大 学 法学 部 
法律 学科 卒業 。 写 真 家 福島 容 二 の 
アシ スタ ント を し な が ら 自身 も ジャ ケッ ト 
揚 影 、 雑 誌 、 ワ ー ク ショ ッ プ 講師 な ど 
で 活躍 中 。 幼少 期 の 夢 は マン ガ 家 
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デジ タル カメ ラ 


2017 年 2 月 20 昌 発売 マガ ジン ツ ペ 


2017 年 4 月 号 は 


3 月 20 日 (発売 


お すす め の 
マイ セッ ティ ング と 
勝負 レン ズ も 分 か る !! 


[ 特集 1 ] 
人 気 写真 家 28 人 に 聞い た 
カメ ラ の 基本 設定 と その 理由 


所 導 の 8 2g7 -- 


[ 特集 2 ] 
レン ュ ふ jl 
デジ タル カメ ラマ ガ ジ ン 
カメ ラフ ァ ン お すす め の ラ イン アッ プ 


あん な の 
筐 還 Photoshop 
RAW 現 像 教室 
所 に に ほ | 
に | 
夜 の 絶景 写真 みん な の Photoshop 四季 の 絶景 写真 
工場 夜景 編 RAW 現 像 教室 AE 22 コ 2 
4 
好評 発売 中 2 月 24 昌 発売 3 月 9 日 発売 
1.800 円 + 税 2.000 円 + 税 2.400 円 + 税 
ト と | 
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フィ ルム ライ カ 並 み に 
薄く な っ た M 型 最新 モデ ル 


LEICA 


1 〇 


発売 2017 年 1 月 28 日 * ラ イカ スト ア 販 売価 格 918.000 


LEICA CAMERA WETzLAR 
MAOE IN 6ERMANY 


tglCA Mo 


xe 斎 腰 了 一 郎 


@ 


ライ カ 製 品 の 魅力 を 探り に ドイ ツ へ 向かっ た 


ライ カ 本 社 は ドイ ツ の 中 西部 フラ ンク 
フル ト の 北 に 位置 する 小 都市 ウェ ッ ツ 
ラー に ある 。 は る か か な た の 国 の 製品 
に 惹か れ 続け る 理由 を 確か め に 寒さ 
も 厳し い 1 月 中 旬 に 訪れ た 


ウル ・ ラ イカ と 呼ば れる 初代 試作 機 は 
1914 年 に 製作 され 、 そ の 後 の ラ イカ 
カメ ラ 、 また 我々 の 使う カメ ラ の 礎 の よ 
うな 存在 。 現 存 1 台 と いわ れ 普 段 は 
金庫 に 眠る も の が 特別 に 展示 され た 


工場 の 見 学 コ ー ス で は ライ カ M10 の 
組み 立て 工程 を 見 学 す る こと が で き 
た 。 人 の 手 で 1 台 ず つ 組 み 立 て られ て 
いく 様子 に 、 手 に し て いた ライ カ 
M10 へ の 思い 入れ も 一 層 高 まる 


ライ カ 本 社 で 行わ れる 不定 期 イベ ント 
[ACelebrationof Photography」。 
ライ カ で 多く の 傑作 を 残す 写真 家 の 
功績 を た た える 趣旨 の も と 、 写 真 家 の 
座談 会 、 新 型 機 の 発表 が 行わ れ た 


世界 各国 か ら 多く の VIP や 写真 家 が 
招 か れ た イベ ント 会 場 は 大 に ぎわ い 。 
中 で も ライ カ M10 と ウル ・ ラ イカ の 展 
示 に は 多く の 人 が 集まり 記念 撮影 が 
な され 、 注 目 度 の 高 さ が う か が える 


ジョ エル ・ マ イロ ウィ ッ ツ 氏 の 功績 を た 
た えた 写真 展 、 ト ー ク ショ ー が 開催 。 
私 に と っ て 神 の よう な 写真 家 に 緊張 し 
な が ら 声 を か ける と 、 名 前 が 刻印 され 
た ライ カ M10 を 気さく に 見 せ て くれ た 


ISO 100 一 50000 最高 シャ ッ ター 速度 : 1/4.000 秒 連続 揚 影 : 約 5 コマ / 秒 
約 104 万 ドッ ト 3 型 TFT カラ ー 流 晶 外形 寸法 (WxHXD): 約 139x80x38.5mm 


康 数 約 2,400 万 画素 ISO 
ァ イ ンダ ー 倍 率 : 0.73 倍 背面 モニ 


SPECIF 提 像 素子 : 約 36X24mm CMOS セ ン サ ー 有 
ファ イン ダー : 大 型 プ ライ ト フ レー ム フ ァ イン ダー 
質量 : 約 660g (バッ テリ ー 含 む 
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ライ カ SUMMICRON-M F2728mrm 放 SB 
28mm 紋 り 優先 AE(F1 790 物 記 08EV 証 請 
ISO 100〆 WB: オ ー ト 。 
スナ ッ プ こそ ライ カ の 出番 だ ど 意 無 名 み 、 電 還 
に 乗り 込ん で 、 ウ ェ ッ ツ ラー の 隣 町 言 械 シン に 向 
か っ た 。 低い 朝 の 光 が 、 
て いて 美しい 。 水平 垂直 に カメ ラ を 構 示 加 工 
肉 を 販売 する お 店 の 前 で 通行 人 の 次 を ク セン 
ト に 撮影 し た 。SUMMICRON-M F2/28m 面 
ASPH. と ライ カ M10 を 組み 合わ せ た 画質 ほ ジ m 
ー プ で 、 再現 性 の 高い 写真 を 撮影 で きる 


こつ 


//。 / 
// 押 【 


 。 


に ン ン | 


( 


/ 王 


① ライ カ SUMMICRON-M F2/28mm ASPH. "28mm 
絞り 優先 AE(F16、 1/45 秒 、 土 OEV) - ISO 200。 WB : オ ー ト 


手 が 展 える ほど 寒い 朝 。 凍っ た 小川 を 溶 か そう と 日 が 差 
し て いた 。 レン ズ 端 に 太陽 を 入れ て フレ ア を 起こ させ 、 枝 
に 葉 も な い 冷 た い 光 景 を 優し く 上 見 せよ うと し た 


| フィ ルム ライ カ 普 み 
| の 薄 さ を 実現 


デジ タル の M 型 ライ カ は 厚 さ が 増 し て フィ ルム の それ と 
は 異な る スタ イル に 甘んじ て いた が 、 ラ イカ M10 で は 
3.5mm 薄型 化し 、 ほ ぼ フ ィ ル ムラ イカ (M 型 ) と 同じ 厚 さ 
を 実現 。 バッ テリ ー も 薄型 化し て いる が 、 レ ンジ ファ イン 
ダー の み の 撮 影 な ら 5 一 600 枚 程度 は 提 影 可能 だ と いう 。 


LEICA M10 


38.5 
mm 
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(@】 ライ カ SUMMICRON-M F2/28mm ASPH. 28mm 
紋 り 優先 AE(F4、 1730 秒 、 0.3EV) ISO 800- WB : オ ー ト 
ドイ ツ と いえ ば ソー セー ジ 。 市 場 の 店 で の 客 と 店 主 の や り 
と り を 後ろ か ら 撮 影 。 28mm の 広角 域 と 大 口径 の 利点 を 
生か し て 手前 の 客 を ぽか し て いる 


Kochschimeh 


③ ライ カ SUMMICRON-M F2728mm ASPH. 28mm 


紋 り 優先 AE(F4、1790 秒 、 一 0.3 ISO 100 。 WB : オー ト 
冬 の 低い 太陽 光線 が 街 に 光 と 影 の メリ ハリ を 
た 。 質感 描写 に 富ん だ 画質 の お か げ で 、 店 先 に ぶら 下 
が っ た 衣類 が 立体 的 に 描写 され る 


LEICA M10 LEICA M(Typ240) 
7.4V 7.4V 
1.300mmAh 1.800mmAh 


LEICA M(Typ240) 
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mm 


| 撮影 に 集中 で きる 
| シン プル な 操作 系 


ライ カ M10 の ボタ ン は 極め て 少な く 、DELETE ボ 
タン すら な い 。 フ ィ ル ムカ メラ は 撮影 中 に 写真 を 消す こ 
と は な い 。 削ぎ 落と され た 操作 系 に 、 撮影 に 集中 で きる 
と 思う か 、 使 いづ ら いと 思う か が ライ カ 使 い の 分 か れ 道 。 


LEICA M10 


LEICA M(Typ240) 
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② 人 SUMMICRON-M F2/28mm ASPH_ 28mm ⑧ イカ SUMMICRON-R F2735mm 35mm 。 絞り 優先 AE (6) ライ カ SUMMICRON-M F2728mm ASPH. "28mm 


絞り 優先 AE(F8、1/30 秒 、 一 0.7EV) - ISO 200 。 WB : オ ー ト F2、 1/60 秒 、 一 0.3EV 
ラー ン 川 に か か る 石橋 と ウェ ッ ツラ ー 上 市街 。 この ゆっ た 
り し た 流れ に 、 ラ イカ を 発明 し た オス カー・ バ ルナ ッ ク や 多 


く の ラ イカ ファ ン が カメ ラ を 向け た こと だ ろう レフ 用 H レ ンズ を 使用 し て 


WB : オ ー ト 紋 り 優先 AE(F2、 1730 秒 、 土 OEV) - ISO 6400・ WB : オ ー ト 


向 か な い 。 M レ ン タ 方 の ウェ ッ ツ ラー 上 市街 、 ロ + 閑 散 と し て い 
ラ ー 機 能 で 一 眼 た 。 ISO 6400 程 度 で は ノイ ズ が 目立た ず 、 夕 暮れ の 紛 
30cm で 撮影 し た 囲 気 が 写る 。 ライ カ M10 は イブ ニン グ ス ナ ッ プ も 楽し い 


| 巻き 戻し ノブ の よう な 
| 独立 し た ISO 感 度 ダイ ヤル 


ISO 感 度 ダ イヤ ル は 独立 。 カ メラ を 」 の 巻き 戻し ノブ の 形状 に 似せ て あり 、 
ひと 目 見 れ ば 、 電 源 オ フ で も シャ ッ タ | 引き 上 げ て 設定 し 、 戻 す と ロッ ク す る 
ー 速 度 、 絞 り 、ISO 感 度 を 構造 。 M に 合わ せる と メニ ュー 画面 で 
さら に この ダイ ヤル は フィ ルム ライ カ 1 最高 ISO 50000 ま で 設定 で きる , 


形 
ダイ ヤル で は ISO 100 一 
6400 ま で 選択 可能 。 M を 
選択 する と 、 画面 
で 最大 ISO 50000 ま で 上 
げ る こと が で きる 


| 近接 撮影 に 強い R レ ンズ や 
| 最新 外 付け EVF も 装着 可能 


ライ カ の 一 眼 レフ 用 R レン ズ を 使用 」 GPS 搭載 の 最新 の 電子 ビュ ー フ ァ イ 
する 際 に 、Exif デ ー タ に レン ズ 名 を 残 対応 し 、R ア ダ プ ター で R レ 
せる よう に な っ た 。 メニ ュー 内 の ライ | ンズ を 装着 する と 、 レ ンジ ファ イン ダ 
カ R レ ンズ の リス ト か ら 選 択 す る 。1 一 機 に は で き な い 近接 撮影 も 可能 だ 


ビ ゾ フレ ックス 
電子 ビュ ー 
ファ イン ダー 
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28mm、F1.4/50mm の 明る い レ ン - 般 的 な カメ ラ の よう に フル オー ト で は 
ズ と ライ カ M10 を 携え て 、 夜 の 和田 な い の で を 残す に は 多く の 手 

フィ ルム の よう な 描写 で 嫌い で は な い 川沿 い を 歩く 。 ラ イカ M(Typ240) で は 動 操作 され る 
拡張 ISO 6400 が 最大 だ 、 ラ イカ イト フレ ー ム を 意識 し な が ら 決め て 、 
M10 で は 最大 ISO 50000 ま で 上 げ ら れる ンジ ファ イン ダー で 丁 } デン ト を 合わ 


IM F2/28mm ASPH 


自画 質 $ 向上 し 、 再 生 画 面 に は 美 


い 隅田 川 の 夜 ロ 画像 処 ょ 、 倍 率 1 yp240) の 0.68 倍 


最新 の 6 0.73 倍 に 上 が り 、 ピ ント が 合わ せ や す 
操作 に 意識 を 埋没 きせ る よう に 撮影 
4 ご K の よう だ 。 3 能 め る と 、 心 地 良い シャ ッ タ ー の 感触 と 


と も に カメ ラ し と 息 が f 


自分 の た め に 写真 を 撮っ た 軸 議 


の りこ と は し て くれ な い カ メラ で 自 
1 - 現 を うと 懸命 に 
な 自分 の た め に 


れ の 下 に 自分 ちい られ る よう に 思え る 

カメ ラ の 源流 に 戻ら うと する よう に 、 
イカ M10 は 、 フ ィ ル ム 時 代 の カメ ラサ イ 
動画 機能 は 搭載 せ ず 、 操 作 
ン も 極限 まで 削ぎ 落と きれ た デザ イン 
を 撮る 」 と いう 行 2 
を 向け る せら れる か の よう 1 
カバ パー は こだわ り の 仕上 が り で 、 
と 、 フ ィ ル ムラ イカ 
を 懐か し む フ ァ ン に も 、 憧 れる 若い 世代 に 
も 受け 入れ られ る カメ ラ と な る だ ろう 


切 に 残す た め 、 私 は 写 
ライ カ 本 社 に 赴く 前 に ロン ドン に も 立ち 
和 なり 、 テ ムズ 川 を 見 に 行 

E っ た イギリス の 川 だ 


を 撮っ て いる の だ 


の カメ ラ も ライ カ が 


と ロン ドン テム ズ 川 | RivERTAMes 


の)】 ライ カ SUMMICRON-M F2/28mm ASPH. 28mm 絞り 
優先 AE(F8、1/180 秒 、 土 0EV) ISO 100. WB : タン グ ス テ ン 
運搬 船 が ゆっ た り と 進ん で いく 朝 の テム ズ 川 。 川沿 い に 
は 近代 的 な ビル が 見 えて いる が 、 川 の 流れ は 昔 か ら 変わ 
ら ず 同じ な の だ ろう 


ライ カ SUMMILUX-M F1.4/50mm ASPH. 

50mm 絞り 優先 AE(F1.4、 1/45 秒 、 一 0.7EV 

ISO 3200- WB : タン グ ス テン 

川 を な が め て 物 思 い に ふ ける イギリス 紳士 の 姿 を 借り た 
ピン ト は 人 物 に 合わ せ 、 背 景 の ライ ト ア ッ プ さ れ た 橋 や 建 
物 は ピン ト を 外す 。 折 良 く 紳士 は 明る い 街灯 の 下 だ 


(⑥ イカ SUMMICRON-M F2/28mm ASPH. 28mm "絞り 
佑 先 AE(F1.4、1/30 秒 、0.7EV) 1SO4000.WB: タ ング ステ ン 


川沿 い の 道 を 家路 に つく 人 々 。 テム ズ 川 対岸 に は ロン ド 
ン ・ ア イ と 呼ば れる 大 観覧 車 。 ヨー ロッ パ に よく ある 街灯 
は 暖色 系 の ライ ト 。 WB は タン グ ス テン を 選択 し た 


屋外 で の ポー トレ ー ト 提 影 は 露出 の 決定 が 
難し い 。 ボ ケ と ブレ の バラ ンス と も 密接 に 関係 
し て いる 。 魚住 さん と いえ ば 、 マ ニュ アル 露出 
で 撮影 する こと が 多い 。 大 口径 レン ズ を 使い 、 
F 値 も 開放 絞り を 多用 する 。「 大 き な ボ ケ で 背 
景 を ぼかし た り 、 空 気 感 を 演出 する た め だ よ ]。 
これ は イメ ー ジ を 表現 する 写真 集 で も イン タビ 
ュー 記事 の 写真 で も 基本 的 に は 変わ ら な い 。「 屋 
外 の 場合 、ISO 感 度 を 250 に 設定 し て 、 シ ャ 
ッ タ ー 速 度 で 明る さ を 調整 する 。1/125 秒 よ 
り も 遅く な っ て し まい そう な 場合 は 被写体 ブレ 
が 怖い の で 、 感 度 アッ プ で 対応 する 。 だ いた い 
ISO 1600 ま で は 許容 し て いる よ ]。 女 性 ポー 
トレ ー ト の 場合 は 、 画 質 を シビ ア に 考え な けれ 
ば いけ な いか らむ や み に ISO 感 度 は 上 げた く な 
い の だ そう だ 。 今月 は シー ン に よる 直 出 の 決め 
方 に つい て も 考え て みた い 。 

今回 モデ ル に な っ て くれ た 松林 うら ら さ ん は 、 


の 日 曜日 は ポー トレ ー ト を 撮り 


みみ @k@mn@ 


映画 や 舞台 で 活躍 する 女優 。 最近 は アク ショ 
ン に も 挑戦 する 頑張 り 屋 さん だ 。 そ ん な 彼女 
の 魅力 を 引き 出す た め に 、 ロ ケ 地 は カル チャ ー 
の 聖地 、 下 北沢 に 決定 。 実 は 下北 沢 で は ここ 
数 年 、 駅 前 の 再開 発 な ど で あ ちこ ち で 工事 が 行 
われ て いる 。「 シ モ キ タ は 、 若 者 向け の カラ フル 
な 古着 屋 や カフ ェ が 多い と は いえ 、 バ リエ ー シ 
ョ ン を 考え た 背景 選び が ポイ ント に な る ね 。 再 
開発 の エリ ア を 避け て 、 店 内 で も 撮影 し て みよ 
うか ]。 と いう こと で 、 室 内 で の 撮影 に も 挑戦 。 
カフ ェ で の か わい い ポ ー ト レー ト を 撮る た め の 
テク ニッ ク を 紹介 する 。「 ボ ポイ ント は 光量 が 少 
な い 室 内 で の 光 の 扱い 方 と 、 イ メー ジ の 伝え 方 。 
複数 の パリ エー ショ ン を 提 影 し て 、 自 分 の 好み 
の イメ ー ジ を 吟味 する と いう の も 写真 上 達 の た 
め の 大 事 な プ ロ セ ス だ よ ]。 

街 の イメ ー ジ に 合わ せ た フ ァ ッ ショ ン で 、 い 
ざ シ モ キ タ 散 歩 へ 。 


咽 


マヤ シモ キタ 散歩 の キー ワー ド 
カラ フル な ショ ッ プ 
工事 電車 古着 屋 


力 フ ェ 民 室 ライ ブ ハ ウ ス 


路地 部 


区 計 下 北沢 


衣装 オー ダー 


還 雑多 な 街 で も 目立つ 
色 味 の スカ ー ト 

還 歩き や すい 
カジ ュ ア ル な 服装 
(古着 で も OK) 


人 還 ド ーーーーーー ャ 


シモ キタ 散歩 > 
松林 うら ら 
sa 魚住 


モデ ル * 松 林 う 5 ら 
(シュ ルー) 


ソニ ー g7R TI 
FE 85mm F1.4 GM 

85mm マニ ュ ア ル 比 出 
(F1.4、 1/800 秒 ) 

ISO 250/WB: オ ー ト 
洋服 屋 さ ん の ショ ッ プ 看板 
の 上 で 類 杖 を つい て も ら っ 
た 。 風 が 吹い て いた の で 、 
17800 秒 で 蜂 の 毛 の 動き 
を 止め て いる 


る - 畠 度 


衝 き C ゅ る 


ソニ ー cg7R IPlanarT* FE 50mm 
F1.4 ZA 50mm マニ ュ アル 霊 出 (F1.4 
17200 秒 ) 15O 250・ WB : オ ー ト 

シモ キタ と いえ ば ! の コイ ン ラ ンド リー で 撮 
影 。 白い 洗濯 機 に 顔 を 寄せ れ ば 、 美白 効 
果 が 得 ら れる 。 室内 の た め 、 開放 で も シャ 
ッ タ ー 速 度 が 1/200 秒 と な っ た 
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ソニ ー g7RT- PlanarT* FE 50mm 
F1.4 ZA 50mm マニ ュ アル 起 出 (F1 
1/500 移 ) ISO 250- WB : オ ー ト 
派手 な シャ ッ タ ー を 背景 に 立っ て も ら う 
ペイ ント され た バラ の 絵柄 を ぼかす . に 
シャ ッ タ ー か ら は 少し 難 れ て 立つ よう | 
示し た 


ソニ ー g7R Distagon T* FE 35mm 
A 35mm ご マニ ュ アル 和 出 

移 ) - ISO 250- WB : オ ー ト 
ッ プ の 前 に 腰 を 下ろ し て も ら う 。 影 が 
出 て ドラ マチ ッ ク な イメ ー ジ に する た め に 、 
わざ と 日 座っ て も 
プ と グリ ー ン の 自転 車 が 


ソニ ーg7RT- PlanarT* FE 50mm 
F1.4 ZA 50mm アル 起 出 
F1.4、1800 秒 ) ISO 250- WB: オ ー ト 
民家 の グリ ー ン を 生か し た か 
ー ズ を 指示 。 細やか な 葉 が うる さ 
く な ら な いよ うに 、 開放 絞り で 大 きく ぽか 
て いる 


g7RT- PlanarT* FE 50mm F1.4 ZA 50mm 
アル 吉 出 (F1.6、 1/250 徐 ) 。 ISO 250 。 WB : オー ト 

窓際 の ソフ ァ で 窓 と は 反対 側 に 顔 を も っ て き て も ら っ た カッ ト 。 暗く 、 ア ンダ ー 
目 な 表現 に する た め 、 シャ ッ ター 速度 を 遅く し て いる 


g7R TPlanar T* FE 50mm F1.4 ZA - 50mm 

アル 明 出 (F1.6、 1/125 秒 ) 。 ISO 250. WB : オ ー ト . 

を 窓際 に 寄せ た カッ ト 。 光 が 顔 に 回 る こと で 明る い 印象 に な り 、 和 爽やか な イメ 
『 表 現 で きる 


! 穫 


g7R TI PlanarT* FE 50mm F1.4 ZA 50mm 
ニュ アル 幼 出 (F1.4、 17125 秒 ) - ISO 250・ WB : オ ー ト 


ドリ ンク を 飲み な が ら 、 カ ッ プ で 口 を 全部 隠し た カッ ト 。 目 か ら 表 情 を 読み 取 ろ うと す カフ ェ で の 撮影 は 
る た め 、 見 つめ 合っ て いる 印象 が 強まる 光 を 生か すか 締め る か の 2 択 


一 般 的 に カフ ェ は 薄 暗 
い 店 が 多い 。 室内 の 照明 
を 頼り に する より も 、 窓 か 
ら の 自然 光 を 使う 方 が 明る 
い 写 真 が 撮影 し や すい 
逆 に 、 暗 い 方 へ 顔 を 倒す 
こと で 、 シ ャ ドウ を 生か し た 
表現 が 可能 だ 


大 き な ガ ラス の 窓 が 
ある カフ ェ 。 照明 は 暗 
く 、 大 人 な 紛 囲 気 が 
漂う 。 窓 か ら は 正午 
過ぎ の 光 が 店 内 に 入 
っ て き て いた 


口元 の 見 え 方 で 
顔 の 印象 を 調整 する レン 


カフ ェ で ドリ ンク を 飲む シー ン 。 カップ の 角度 に よ 
っ て 、 写 真 の イメ ー ジ は 変わ る 。 カッ プ を 前 に 突き 出 自然 光 を 利用 し た か っ た の で オー ブン カ 
し て も ら う こと で カッ プ を ぼかす 。 前 ボケ が で き 、 口元 フェ で 撮影 。 カッ プ を 少し ずつ 傾け て も 
を 隠す か 隠さ な いか で も イメ ー ジ が 変わ る 。 伝え た い らい な が ら 、1 枚 ずつ 撮影 する 
イメ ー ジ に よっ て カッ プ を どの よう に 利用 する の か を 


カッ プ を 前 ボケ に し て モデ ル 口 を 隠し て いな い 状況 。 何 口角 が 見 えて いる と 、 な ん と 
の 目 に 引き つけ る 言い た い の か な ?. な く 表 情 が 分 か る 


松林 うら ら (まつ ば や し うら ら ) : 1993 年 東 
出演 中 。 カラ オケ の 十八番 は 「 レ ッ ト イ ッ ト ゴ 


生ま れ 。 女優 。 公開 中 映画 「 僕 ら の ご は ん は 明日 
あり の まま で 一 。 Twitter@urarasaan、 Instagram@saaaban」 
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琉球 孤 と よ ば れる 沖縄 や 奄美 
地方 に は 、 ニ ライ カナ イィ 伝説 と 
よ ば れる 独特 の 世界 観 を も っ た 
お 話し が あり ます 。 彼 ら は 、 そ 
の 世界 観 の 中 で 古代 より 暮 ら 
し て きま し た 。 そ れ ら の 一 端 が 、 


に 包ま れ て いま す 。 そ ん な 須子 
毅 


、 こ れる も 今 で は すっ か り 


肖 し て し まっ た 神道 (か 


今 で も 日 常 生活 の 中 に 色濃く そ 

残っ て いま す 。 多 く の 集 く 

る 小道 は 、 著 気 な ど カ で も 虐 が ち 。 た し か に 、 
し 自身 が 日 々 暮らす 家 の す 


うに と 、 か な り 細 か く 入 り 組 も 
ん で いま す 。 そ ん な 人 ぐ 横 に [神さま の 道 ] と 呼ば れ 
な 集落 の 多く も ぅ も 、 車 社会 の 波 が あっ た な ら 、 気 に な ら な 
と と も に 、 ほ と ん どの 道 が 舗 疲 いわ け も な く 、 ま し て や 自然 と 
され て いま す 。 し か し る その 中 て 共存 し な が ら 暮 ら す 奄美 の 人 々 
僕 の 知る 限り 、 た っ た 1 つ だ け 、 
今 で も 集落 の 中 心 に あたる すべ 
て の 道 が 舗装 され て お ら ず 、 い 
つっ 行っ て 8 道 6$ 生 け 垣 $、 と 
て も きれ い に 手 人 和信 れ を し て いる 
集落 が あり ます 。 人 美 大 島 の 南 


の 古 仁 屋 港 か ら 骨 で 渡る 、 


加計 呂 麻 島 の 須子 茂 と いう 場 
所 で す 

候 美 の 多く の 集落 に は 、 彼 僕 は 、 こ の 須子 茂 と いう 集 
6 が " ミ ャ ー" と 呼ぶ 集落 の 中 。 落 が 大 好き で す 。 だ か ら 條 美 


心 的 広場 に 隣接 する か た ち で 、 
"アシ ャ ゲ " と 呼ば れる 女 司 

を 行う た め の 、 璧 の 。 ぶら と 数 時 間 、 集 落 の 中 
D よ うな 祭 場 が お 。 いて いる の で す が 、 不 思 議 と と 
1 つの 集落 に は て も 穏やか な 気分 に な り ま す 
ゲ ダ " が ある の 
順子 茂 に は 2 つの 


『 あ り ま す 。 それ で も 


= 行く と この 場所 を 訪れ て いま 


す 。 い つも カメ ラ 


り ま す 


番 大 切な 道 と 
な の か も しれ 


上 に 
生 5 


PROFILE 


すがわら いち ご どう : 1960 年 札幌 生ま れ 。 大 大 写真 学科 卒業 後 、 早 
崎 治 に 師事 。 フ ラン ス に て 写真 家 と し て 活動 を 開始 し 数 多く の 個展 を 開催 
2005 年 、 ニ ュ ク の Pace MacGill Gallery に て 開催 され た 「 Made In The 
Shade」 展 に ロバ ー ト ・ フ ラン ク 氏 ら と 共に 参加 。 また 同年 メ 「 高 師 ] の オー プ ニ ング デ 
ィ レ クタ ー を 務め る な ど 、 従 来 の 写真 表 の 領域 広 
2002 年 か ら は 「 今 日 の 空 ] と いう ブロ グ を 開始 、14 年 間欠 か すこ と な く 空 の 写真 を アッ プ 
著書 、 写 真 集 に 「 写 真 が も っ と 好き に な る 」『DUST MY BROOM] (ソフ トバ ンク クリ エイ 
ティ ブ ) が ある 。 2013 年 に 写真 集 「Blue+Daylight (WOW) な ど が ある 
http://www.ichigosugawara.com 


(Horo EssAY) 


The Light in Sight from The Shade, 


富士 フイ ルム X-Pro2. 
プロ グラ ム AE(F1.4、 1/150 秒 


プル ル オイ トー 人 | /) 


lchigo Sugawara 


ソニ ー o6500/ FE 70-200mm F2.8 GM OSS+SAL20TC(2 倍 テレ コン ) 400mm (600mm 相 当 ) プ マ ニュ アル 吉 出 (F5.6、 17200 移 )/ ISO 400/ WB : 大 陽光 上 直 新 幹線 (越後 湯沢 駅) 


ソニ ー ga6500/FE 70-200mm F2.8 GM OSS+SAL20TC(2 倍 テレ コン ) /396mm (594mm 相 当 ) / マ ニュ アル 露出 (F6.3、 17400 秒 ) / ISO 400/ WB : 電球 / 上 直 新 幹 線 (越後 湯沢 駅) 


0220 の 


有効 画 生 数 : 2,420 万 画 案 (APS-C サ イズ ) 記 角 画素 :6.000x4,000(24M 
5O 度 :15O 100: 52001e 上 財 5O 51200) 


は 有 、 imt、 人 まで t 
世界 最多 425 点 の 像 面 位相 差 AF SSG が 当 に 暫 わ れ た 世 界 こ 
2 Pr しい ウレ トバ 

道真 に 必要 な カメ ラ の 条件 を 全て 業 備 えた g6500。 見 通し 融雪 装置 の 激しい 飛 涼 を 割 き 

の 時 い R の ホー ム で の 手 村 も で 見 事 に 決定 的 な 諦 間 を 6500 の ファ イン ダー に 現れ た 新幹線 は 、 


堂々 と 、 誇らしげ に 見 えた 。 
大 げき に 思え る 設備 $、 ホー ム で の 確認 作業 も 、 
すべ て は 「 安 全 ] の た め 


Be SONY 1 自 † ] まる に それ こそ が 、 美しい 列車 の 旅 を 支え を て いる の だ 。 


TRAIN 


JOurI1ey - Seiya Nakai 


中 井 精 也 が の ひと 旅 す る 美しき 鉄道 風景 


so|76500 


JH VLS 9 衝 


ドコ 
に 3 
選 
ミ 
ミ 
ト に 】 
ミ 
ぎ 
に 】 
き 
き 


/ suoud! NISN @ 


今年 は いつ も より も 春 が 急ぎ 足 の よう な 気 が し ま 
す 。 年 明け 早々 、 花 粉 症 が 本 気 を 出し て きた ! と 
思っ た ら 桜 の 埋 も ふ っ くら 。 この 調子 だ と 桜 撮影 
の 予定 は 少し 前 倒し し て 考え た 方 が 良い の で は 
な いか と 思い き や 、 暖冬 の 場合 は 開花 が 遅く な る 
こと が 多い そう で す 。 桜 は 寒暖 差 で 目覚 め る よう 
で すね 。 ずっ と 暖か いと 、 う っ か り 寝 過ごし て し ま 
う の か も 。 今月 の 特集 は 「 桜 の 絶景 」。 編集 部 は 
ひと 足 お 先 に 春 を 堪能 させ て いた だ きま し た 。 日 
本 は 絶景 に 恵まれ た 国 で すね 。 
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上 田 大 輔 


富士 フイ ルム X-T2 


Daisuke Ueda 


今回 の 桜の 絶景 特集 いか が で し た か 。「 春 は 夜 
桜 夏 に は 星 秋 に は 満月 冬 に は 雪 それ 
で 十分 酒 は 美味 い ] と 比 古 清 十 郎 は いっ て いま 
し た が 、 桜の な か で 夜桜 は 格別 の 美 し は が あり ま 
すね 。 昼間 の 桜 を 撮る こと が むず か し い の で 、 毎 
年 、 夜 な 夜 な 三脚 を 育 負 っ て 自転 車 で 夜桜 を 撮 
り に 行っ て いま し た 。 今年 は 遠出 を し て よう か な と 
思っ て いま す 。 写真 は ホテ ル の 庭 を 撮っ て いた ら 
映り 込み が 桜 に 見 えた の で 、 咲 いて いる 風 に 配 
置 し て 撮り まし た 。 春 が 待ち 適し いで すね 。 


mi Sugimoto 


杉本 律 美 xi 
ら 


o7I 


島村 正人 


@ ニコ ン D7000 


Masato Shimamura 


寒かっ た り 、 暖か く な っ た り と 寒暖 の 差 が 激しい 
天候 が 続き ます が みな さん 体調 は いか が で すか ? 
編集 部 で は イン フル エン ザ 容 思 者 が 出 まし た が 
介 延 する こと な く 1 人 だ け で 収束 し 、 本 誌 の 進行 
に 影響 が な か っ た の は 幸い で し た 。 寒い と つい つ 
い 家 に こも り が ち で す が 、 テ レビ の スポ ー ツ 番組 
を 観 て いる と 春の スケ ジュ ー ル が 発表 され 気持 ち 
も 高まっ て きま す 。 今年 は いろ いろ な スポ ー ツ を 提 
り に 行き た いと 思っ て いま す 。 暖か い 春 の 日 差し 
が 待ち ど お し いで す ! 


Toshiki Takema 


武 間 俊 樹 
eo 


ン AF-S NIKKOR 50mm 1.8G 


今月 号 の 連載 「 い つも ネコ だ ら け ] は 浅草 の ネコ 
カフ ェ へ 。 私 も ロケ に お 邪魔 し まし た 。 い つも か 
わい い ネ コ 写 真 に 穴 や され て いま し た が 、 見 る の 
と 撮る の は 大 違い ! と に か くす ば し こい ネコ た ち 
を 、 背景 と 絡め て 撮る 、 な ん て いう 高度 な こと は で 
きず 、 写 真 家 の お 2 人 が 巧み に た くさ ん の シチュ 
エー ショ ン で 写真 を 押さ えて いく 様 を 現場 カッ ト と 
し て 捉え る の が 精 一 本 で し た 。 か ろう じ て ま っ た り 
し て いる 気品 高い ネコ さん を 1 枚 。 ネ コ 写 真道 の 
道のり は 長い で す ……*. 


牧 浦 裕介 


@ 富士 フイ ルム X-T1 


Yusuke Makiura 


部 屋 の 寒さ で 起き て すぐ ベッ ド に 戻り 、 そ の まま 1 
時 間 ほど に 寝る 、 と いう 残念 な 行為 を 繰り 返 
し て いる 冬 の 日 々 で す 。 温か い 布団 に 包ま る と 幸 
福 を 感じ る よう に 遺伝 子 レベ 
る の だ か ら 仕方 な い 、 と いう 
て いま す が 、 杜 会 人 と し て 何 か が 失わ れ て いく 感 
じ が し て いま す 。 温か い 布 団 に 包ま る 幸福 感 と 同 
じ く らい 、 日 本 人 の 遺伝 子 に 刷り 込ま れ て いる と 
思う の が 、 桜 を 愛でる 心 。 心 浮き 立つ 桜の 絶景 
特集 で 春 へ の 準備 を どう ぞ 。 


会 社 が ある 神保 町 は 古書 店 、 大学 、 楽器 店 、 ア 
ウト ドア ショ ッ プ と 、 多彩 な 表情 を 持ち ます が 、 カ 
レー 屋 が 相当 に 多かっ た り 、 大 手 町 に つなが る ビ 
ジネス 街 だ っ た り と 、 何と も 奥深 い 街 で す 。 この 
神保 町 を 定期 的 に 撮っ た ら 面白 い の で は な いか 
と 、 会 社 の 写真 部 で 「 神 保 町 夜 スナ ッ プ 」 を 始め 
まし た 。 岡嶋 先生 の 連載 の 教え を 実践 し よう と 、 
レン ズ は 50mm、 で きる だ け カ メラ に 任せ て 構図 
や シャ ッ タ ー チ ャ ンス に 集中 。 撮っ て セレ クト し て 
また 撮る 、 を 試し て みた いと 思い ます 。 


福島 晃 


⑥ オリ ン バ ス OM-D E-M5 


Akira Fukushima 


今月 か ら ス ター ト し た 新 連 載 「 メ ー カ ー だ っ て 、 や 
っ ぱり 写真 が 好き !] 。 写真 好き を 自負 する メー カ 
ー 担 当 者 を 私 が 単身 で 乗り 込み 、 自 分 で 写真 を 
撮り 、 自 分 で 原稿 を 書く と いう 企画 で す 。 そう いう 
訳 で すか ら 、 温か い 目 で 見 て いた だ ける と 助かり 
ます 。 記念 すべ き 第 1 回 目 に 登場 いた だ いた の は 
オリ ン パ バス の 田中 さん 。 普段 か ら 良く 知っ て いる よ 
うに 思っ て いま し た が 、 改め て こう し て 取材 させ て 
いた だ く と 、 プ ロレ ス と いう 同じ 趣味 が あっ た こと 
な ど 、 新た な 発見 も 多々 あり まし た 。 
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